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本 書 内 容 に 関す る お 問い 合わ せ に つい て 


この た び は 翔 泳社 の 書籍 を お 買い 上 げ い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 弊社 で は 、 読 者 の 皆様 か ら の お 問い 合わ せ 
に 適切 に 対応 させ て いた だ く た め 、 以下 の ガイ ドラ イン へ の ご 協力 を お 願い 致し て お り ま す 。 下記 項目 を お 読み いた だ き 、 
手順 に 従っ て お 問い 合わ せく だ さい 。 


@ ご 商 問 され る 前 に 

弊社 Web サ イト の 「 正 誤 表 ] を ご 参照 くだ さい 。 こ れ ま で に 判明 し た 正誤 や 追加 情報 を 掲載 し て いま す 。 
正誤 表 http://www.shoeisha.co.jp/book/errata/ 

@ ご 質問 方 法 


弊社 Web サ イト の | 刊行 物 0Q&A] を ご 利用 くだ さい 。 


刊行 物 0&A http://www.shoeisha.cojp/book/qa/ 


念 占 答 に つい て 
回 答 は 、 ご 質問 いた だ いた 手段 に よっ て ご 返事 申し 上 げ ま す 。 ご 質問 の 内 容 に よっ て は 、 回 答 に 数 日 な いし は それ 以上 の 
期間 を 要する 場合 が あり ます 。 


@ こ ご 人 錦 問 に 際 し て の ご 注意 
本 書 の 対象 を 超え る も の 、 記述 個所 を 特定 され な いも の 、 また 読者 固有 の 環境 に 起因 する ご 質問 等 に は お 答え で きま せん 
の で 、 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


⑧ 郵 便 物 送付 先 お よび FAX 番 号 

送付 先住 所  〒160-0006 東京 都 新宿 区 舟町 5 
FAX 番号 03-5362-3818 

宛先 (株 ) 翔 泳社 愛読 者 サー ビス セン ター 


※ 本 書 に 記載 され た URL 等 は 予告 な く 変更 され る 場合 が あり ます 。 

※ 本 書 の 出版 に あめ た っ て は 正確 な 記述 に つと め ま し た が 、 著者 や 出版 社 な どの いずれ も 、 本 書 の 内 容 に 対し て 何ら か の 保 
証 を する も の で は な く 、 内 容 や サン プル に 基づく いか な る 運用 結果 に 関し て も いっ さい の 責任 を 負い ませ ん 。 

※ 本 書 に 掲載 され て いる サン プル プロ グラ ム や スク リプ ト 、 お よび 実行 結果 を 記し た 画面 イメ ー ジ な ご ど は 、 特定 の 設定 に 
基づい た 環境 に て 再現 され る 一 例 で す 。 


※ 本 書 に 記載 され て いる 会 社名 、 製品 名 は それ ぞ れ 各社 の 商標 お よび 登録 商標 で す 。 


本 書 は 最近 CM な ご ど でも お な じみ の キャ ラク ター が 活き 活き と 動く ノベル & 
アド ベン チャ ー ゲ ー ム を 作る た め の 書 籍 で す 。 

近年 、 本 当 に 多く の Live2D 採 用 ゲー ム が 増え まし た 。 本 書 に 興味 を 持っ て 
手 に 取っ た 読者 の 方 な ら 、 何 か 1 つ は 見 た り 、 遊 ん だ こと が ある か と 思い ます 。 

キャ ラク ター が 活き 活き と 動く ゲー ム は 、 何 も ゲー ム 会 社 だ け の も の で は あ 
り ま せん 。 個 人 で も 簡単 に 、 無 料 (一 部 有料 ) の ツー ル だ け で 、 最近 流行 り の 動 
く ・ 喋 る ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る こと が で きま す 。 


本 書 は 構成 面 で 大 変 頭 を 痛め まし た 。 現 在 、Live2D を 扱え る ノベル & ア ド 
ベン チャ ー ゲ ー ム 制作 環境 が 4 つも あり ます 。 そ の いずれ も 甲乙 付け が た く 、 
用 途 に よっ て 選択 が 変わ り ま す 。「 これ を 使う の が 一 番 よ い 」 と 言い 切れ な い 
た め 、3 つ に 絞っ て 解説 し て いま す 。 


本 書 で は ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム で 使う Live2D モ デル を 作る 解説 に 
多く の ペー ジ を 割 い て いま す の で 、「 ノ ベル ゲー ム を 作る 予定 は な いけ ど 、 モ 
デリ ング が よく わか ら な い 人 」 に も お すす めで す 。 

本 書 で 解説 する 3 つの 制作 環境 は 、 い ずれ も プロ グラ ム が わか ら な い 人 向け 


で 、 と て も 使い や すく 作ら れ て いま す 。 そ こ で 作業 の 流れ を 簡潔 に 解説 し て 、 
いろ いろ 試し て みた い 方 に と っ て 、 役 立つ 内 容 と な っ て いま す 。 

本 書 が 読者 の 方 の ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム 開発 の 一 助 に な れ ば 幸い 
erp 
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本 書 の 読み 方 


本 書 の 特徴 

本 書 は Unity と Live2D、 ジ ョ ー カ ー ス クリ プ ト 、 テ ィ ラ ノビ ル ダ ー、 宴 を 利用 し た 、 ノ 
ベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム の 作成 手法 を まとめ た 書籍 で す 。 

近年 は キャ ラク ター が 動く ・ 喋 る ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム が 多く な り 、 そ うし た 
こと を 考慮 し 、 Live2D に よる アニ メー ショ ン 作 成 技法 と ノベル ゲー ム エ ン ジン を 利用 し 
た ノベル アド ベン チャ ー ゲ ー ム の 作成 手法 を 中 心 に 解説 し て いま す 。 


本 書 の 構成 

CHAPTER 01 で は 、 ノ ベル アド ベン チャ ー ゲ ー ム を 作る 時 の ノベル エン ジン の 選定 
方 法 に つい て 解説 し て いま す 。 CHAPTER 02 で は 、 Live2D の 概 菅 と 仕組 み を 解説 し て い 
ます 。 CHAPTER 03 で は 、 Unity と Live2D の 開発 環境 の イン スト ー ル 方 法 に つい て 解説 
し て いま す 。 

CHAPTER 04 で は 、 ア ニメーション を 作る 方 法 を 解説 し て いま す 。 CHAPTER 05 で は 、 
モデ リン グ を する 方 法 を 解説 し て いま す 。 CHAPTER 06 で は 、 体 の デフ ォ ー マ を 作る 方 法 
を 解説 し て いま す 。 CHAPTER 07 で は 、 顔 の デフ ォ ー マ を 作る 方 法 を 解説 し て いま す 。 
CHAPTER 08 で は 、 モデ リン グ の コツ を 、 CHAPTER 09 で は 、 PSD デ ー タ を 作成 する コツ 
を 解説 し て いま す 。 

CHAP IER 19 補 は ジョ ー カ ー ス ルク リプ ト と Unity で ノベル アド ペン チャ ー グ ゲー ム を 
作る 方 法 を 解説 し て いま す 。 CHAPTER 11 で は ティ ラノ ビル ダー で ノベル アド ベン チ 
ャ ー ゲ ー ム を 作る 方 法 を 解説 し て いま す 。 CHAPTER 12 で は 宴 と Unity で ノベル & ア ド ベ 
ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 方 法 を 解説 し て いま す 。 


N 
0 1 Unity を イン スト ー ル する ( 滞 生 ] ポ タン を クリ ッ ク し て ( 品 x0 フ レ 計 議 
ビュ ー す る と 、 こ の 緑 の バ パー の ワー クエ リ 用 
ア の 物 可 内 で り リピート 両生 され ます (「 リ ビ | 
ー ト | の チェ ッ ク が 入っ て いる 場合 の )。 


Z 湖 ワー クエ リア に つい て 


ワー クエ リア は モー ショ ン 作 成 中 に 部 分 的 に リピート 再生 させ た い 秋 研 を 変更 し て 、 御 業 を 効率 化す 
る 計 に 使い ます 。 従っ て シー ン よ り 長 い 範 囲 を 設定 する こと は で きま せん 。 
赤色 半 透 明 の 部 分 は モデ ル の 表示 陸 間 に な りら ま す ( 図 4)。 


01-1 Unity の イン スト ー ル 


Web か ら ダ ウン ロー ド す る 
UnityS の ダウ ン ロ ー ド アー カイ ブ に アク セス し この 重 正 が シー ン の 時 間 よ り も 短い と シー ン の 謗 中 で モデ ル が 消え て 
て 、Unity 531 を ダウ ン ロ ー ド し ます ( 留 1 の ン よ り 挟 ゆめ に 設定 し て お いて くだ さい 。 こ れ は 、 複数 モデ ル が 登場 する 動 


入選 場 さ せる 時 な ど に 使い ます , 

本 書 で 扱う ノベル アド ベン チャ ー ゲ ー ム で は 、 和 裕 数 の デ デ ル を 表示 させ た い 時 に は ノベル エン ジン 
側 で 老 数 表示 させ ます 。 基本 的 に 1 つの プロ ジェ クト ファ イル (.canx) で は 1 つの モデ ル し か が 扱わ な い 前 
提 で 解説 し ます 。 


まとめ - Animator に は 完成 済み の モデ ルフ ァイル (.cmox 形 式 ) を ドラ ッ グ & ド ロッ プ し て 読み 込み ます , 
・ タイ ムラ イン の モデ ルト ラッ ク で バラ メー タ の 一 覧 を 確認 で きま す 。 


Unity を イン スト ー ル する 
UnityDownioadAssistant-5.3.1f1 exe を ダブ ルク リッ ク し て ( 図 2①)、 イン スト ー ル し ます あー3。 


全 図 1 : 実習 4^ 図 2 : 講義 
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サン ブル ファ イル に つい て 


サン プル ファ イル の 構成 
本 書 の サン プル 、 間 LESSON で 使用 する サン プル ファ イル を 収録 し て いま す ( 図 1)。 
適時 必要 な ファ イル を 使用 し て いる PC の ハー ド デ ィ スク に コピ ー し て お 使い くだ さい 。 


・ サ ンプ ル の ダウ ン ロ ー ド サイ ト 
http://www.shoeisha.co.jp/book/download/ 


に エエ エス ミス トミ スミ スミ ミス ミミ トミ スス ミミ スミ ミス ミミ ま ー ス ミミ スミ ミス ミミ スス ミミ ミミ スス ミミ ス ミス スミ ミス トミ ミミ トミ スミ ミス スミス まま スト ミミ トミ ミス ミミ ミミ ミス ミミ スミ ま スミ スス ミミ スミ スス ミス まま まま 】 
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NOVEL_ADVENTURE : CHAPTER 04 LESSON 03 before 


Mac OS 版 の 操作 手順 と サン プル の 検証 に つい て 

本 書 で は Windows 版 で サン プル の 作成 / 動 作 検証 お よび 誌面 の 解説 し て いま す 。 
Mac OS X 版 の 場合 、 誌 面 と 操作 手順 が 異な る 場合 が あり ます 。 ま た Mac OS X 版 
に お ける サン プル の 動作 検証 は し て いま せん 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


該当 する LESSON で 使用 する サン プル (プロ ジェ クト ファ イル や パッ ケー ジフ ァイル ) 
は あめ あらかじめ 「before] フォ ル ダ に 用 意 し て あり ます 。 ま た 該当 する LESSON の 完成 サ 
ンプ ル は 「afterl フォ ル ダ に 入っ て いま す 。 

該当 する LESSON の 実習 を 始め る 際 は 、 前 の LESSON の 完成 サン プル を 利用 し て くだ 
さい (前 の LESSON の サン プル は 、 該当 する LESSON の 「before] フォ ル ダ に も 入っ て い 
ます )。 


コー ド の 折り 返し マー ク (回 ) 


誌面 の リス ト 部 分 に 出 て くる 折り 返し マー ク は 、 誌 面 の 都合 上 折り 返し て いる こと 
を 示し て お り 、 実 際 の コー ド は 1 行 で 記述 する も の で す の で 、 注意 し て くだ さい 。 


免責 事項 に つい て 
サン プル ファ イル は 、 通 常 の 使用 に つい て 何ら 問題 の な いこ と を 編集 部 お よび 著者 は 
認 し て いま す が 、 万 一 使用 の 結果 、 いか な る 損害 が 発生 し た と し て も 、 著者 お よび 株 式 

会 社 翔 泳社 は いか な る 責任 も 負い ませ ん 。 す べ て 自己 責任 に お いて 使用 し て くだ さい 。 


サン プル の 動作 環境 に つい て 
本 書 の サン プル は 次 の 環境 で 開発 し て いま す 。 


開発 環境 
OS 
・ Windows 10/8.1/8/7 (32/64bit) 


・ Unity 5.3.1f1 (32bit) 
・Live2D 2.1.03 

・ ジ ョ ー カ ー ス クリ プ ト Ver0.4.1 
・ テ ィ ラ ノビ ル ダ ー1.4(FREE 版 ) 
・ 宴 2.5.7 


著作 権 等 に つい て 

本 書 に 収録 し た ソー スコ ー ド 、 オブ ジェ クト デー タ の 著作 権 は 、 著者 お よび 株 式 会 社 閉 
泳社 が 所 有 し て いま す 。 個 人 で 使用 する 以外 に 利用 する こと は で きせ ん 。 ま た 許可 な く 
ネッ トワ ー ク な ど へ の 配布 も で きま せん 。 個 人 的 に 使用 する 場合 に お いて は 、 ソ ー ス コ 
ー ド の 改変 や 流用 は 自由 で す 。 商 用 利用 に 関し て は 、 株 式 会 社 翔 泳社 へ ご 一 報 く だ さい 。 


株 式 会 社 奈 泳社 編集 部 
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スマ ー ト フォ ン 開 発 の 現場 で 利用 され は じ め て いる Unity。 現 在 の ゲー ム 市 場 の 動 を と か ら め て 、Unity 
の 現在 の 利用 の 広がり と 今後 の 展望 、 ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム 市 場 に つい て 解説 し ます 。 


さま さま な 分 野 で 利用 され る Unity 

2015 年 3 月 末 、 待 望 の Unity5 が リリ ー ス され まし 
た ( 図 1)。 Pro 版 で し か 利用 で き な か っ た 機能 も 追加 
され 、 利用 する 方 も 格段 に 増え て き て いま す 。 


Dect rE sf Il 4 YE £434 
Unity 対 尺 ソール も 続々 名 
811 う J の リ ィ F J ブリ Vb 1 
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そう し た Unity 向 け に さま ざま な プラ グイ ン や ツー 
ル も 近年 増え て き て いま す 。 ま た Unity の マー ケッ ト 
プレ イス で ある Asset Store で も 、 日 本 の 開発 者 が 提 
供し て いる ツー ル も 数 年 前 に 比べ 非常 に 多く な り 、 さ 
ま ざ ま な か 開発 者 の ニー ズ を 満た し て き て いま す 。 


Unity サー ビス 。 ショ ー ケ ー ス 学 応 


エディ ター マル デブ プラ ョ ー 丘 、 半 妊 事 杖 ロー ホヤ マップ 
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最高 の ゲー ム 開 発 環境 


ニニ デー 


Et b= Li の の fh AC CA 2 EE ee た 7 = 
盛り 上 が る ノベル SS アド ベン チャ ー ゲ ー ム 市 場 


パソ コウ や ファ ミコ ン 時 代 が か ら ノ ベル ダーム や ア 
ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム は 、 多 く の 世 代 に 人 気 が あ り ま し 
た 。 コ ン シ ュ ー マ ー 向 け の 汎用 携帯 ゲー ム 機 が 普及 
され た 時 代 に な つて も 、 多 く の ゲ ー ム メー カー が ら さ 
ま ざ ま な ジャ ン ル の ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム 
が リリ ー ス され 、 その 人 気 は 衰え る ご ころ か 多く の 名 
作 を 生み だ し まし た 。 

時 代 は 移り 、 ス マー ト フ ォ ン アプ リ の 時 代 に な っ 
て 、CM で も 見 られ る よう な 動 ざ の ある ノベル アド 
ベン チャ ー ゲ ー ム が 人 気 を 博 し て いま す 。 


Unity 記 入手 Asset Store ss QQ 


Unity は 3D、2D を 問わ むず マル チ プ ラッ トコ ォ ー ム で ゲー ム や イン タラ クティ ゴブ コン テン ツ を 制作 す 
る る 人 の た め の 量 高 の 開 発 環境 すす 。 ハ イエ ンド な コン テン ツ を ビジ ネス に し た い 上 人 、 熱心 な 有野 元 
者 、 多 く の 熱 貼 な プレ イ ゼ ー の 年 で の 人 を 軌 げ る 、 ひと つの エコ シス テム な の で す 。 


Fersonal Edition Frofessonal Edrtion 
トー まる | 1 3 に = FE F ー 


es 


人 図 1 : Unity5 


エン ター ブラ イズ 向け Unity 5 を 入手 


ノベル S&S アドベンチャー ゲー ム と は 

ここ な が 一 般 的 に ノベル & ど アド ペン チャ ー ゲ ー ム と 
呼ば れる ゲー ム に つい て 簡単 に 説明 し まし よう 。 

大 きく 分 け て 2 つの 形式 に 分 か れ ま す 。 


1 つ は 、 ノ ベル 形式 と 言わ れる 文字 を 画面 いっ ぱい 
に 表示 する 形式 で す 。『 北 切 草 ] か ら 始 まっ た サウ ン 
ドア ベル (スパ バイク ・ チ ェ ッ ツラ ワ ト ) が 元 に な る て い 
ます 。 

画面 いっ ぱい に 文字 を 表示 する の で 、 小説 の よう に 
文章 主体 の 作品 に 向い て いま す ( 図 2)。 

欠点 と し て は 、 絵 の 上 に 文字 を 被せ て し まう の で 、 
ビジ ュ ア ル が | うり 」 の ゲー ム に は 向い て いま せん 。 

文字 を 読み や すく する た め に 背面 の 画像 を 暗く す 
る の で 、CG 本 来 の 色 で 表示 で き な い 問題 も わり ます 。 


Ey test navel 


も うつ 1 つ は ほ 、ADW て ア ド ペ ンチ ャ ー ゲ ー ム ) 形式 で す 。 
画面 の 下部 に 数 行 だ け テ キス ト を 表示 し ます 。 も と 
も と サウ ンド ノベル が 登場 する 前 か ら 主 流 だ つた ア 
ド ペ ベンチャー ゲー ム の 形式 で す (ペー ジ の 図 3。 

立ち 絵 や イベ ント CG が 見 や すい た め 、 ビ ジュ アル 

会 話 が 主体 の キャ ラク ター ゲー ム に 向い て いま す 。 

欠点 と し て は 、 表 示 可 能 な 文字 数 が 少な く な る の 
で 、 地 の 文 が 主体 の ゲー ム に は 不向き な こと で す 。 表 
志 文 字数 や 行 数 に 気 を 使っ て シナ リオ を 書く 必要 が 
あり ます 。 

本 書 で は 、 Live2D に よる 動く キャ ラク ター を 前 面 
に 押し 出し た ゲー ム を 作る た め 、 後 者 の ADV 形 式 を 
メイ ン に 解説 し ます 。 


[私 の 名 は テス 子 …」 


1 は SS 
供 は 何と 言っ て いい か 返答 に 困っ た 。 


身 も 蓋 も な いな …。 


「 わ か れ ば いい の よ 」 


還 事前 に どのくらい 文字 を 表示 させ る の か ? 


外 喫茶 店 で 打ち 合わ せ し な いか ?.」・ 


」 
! 
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図 2 : ノベル 形式 


! 私 達 の 使 人 術 は 、 こ の 画面 を 文字 いっ ぱい ! 


ノベル 形式 を 説明 する た め に 生ま れ た 存在 よ 」 


こ 埋 め て 、ADV 形 式 と の 差 を 見 せつ ける こと Jl | 


「 わ か っ た 、 俺 達 は 当たり 障 りな い 会 話 で この 両面 多 埋 め れ ば いい ん だ な ?」 
IOK ! 粋 な トー ク で 画面 を 埋め 尽く し て や る ぜ ! !」 

代 送 は 当たり 障 り な い 会 話 で 両面 を 埋め 尽 ぐ し た 。 

文字 の 大 き さ に ゃ も 依る が 、 画 面 い っ ぱい を 埋め る の 央 変 枯 。 


ツナ リオ を 書き 始め る ろ る 前 に きち ん と 打ち 合わ せ を し し で お いた だ が いい な 


スマ ー ト フォ ン ゲ ー ム で も 普遍 の 人 気 の ジ ャ ン ル スマ ー ト フォ ン 向 け に 作成 する に は (PC の 時 と の 
スマ ー ト フォ ン で も ノベル S&S ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム 違い) 

は 人 気 の ジ ャ ン ル で す 。 大 手 の 有 名 どこ ろ で は 、 Key スマ ー ト フォ ン 向 け に 作成 する に は 、 以下 の 点 に 気 

の 『planetarian』 や TYPE-MOON の 『Fate/stay 。 を 付け て 作成 する 必要 が あり ます 。 

nightl、 07th expansion の 『 ひ ぐら し の な く 頃 に 』 


@ で 1 品 > ーー 
な ど が あり ます が 、 小 規模 デベ ロッ パー が 作っ た 作品 Rn 


・ 小さ な 端末 で も 可読性 が 高く 、 繧 や 表情 が みや すい 


に も 、 さ ま ざ ま な 人 気 作 が あり ます 。 の と 
* 縦 画 面 が 横 画 面 か ? 
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A 図 3 : ADV 形 式 
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本 書 執筆 時 点 (2016 年 2 月 現在 ) で 、Live2D で 作っ た 立ち 絵 を 動か すこ と が で きる ノベル ゲー ム エ ン ジ 
ン が 4 つ あ り ま す 。 今後 、 あ ら た な ソフ ト が 増え る 可能 性 は あり ます 。 


。 ジョ ー カ ー ズ クリ ブ ト 
。 デイ ラノ ビル ダー 


。 ディ ラノ スク リプ ブ ト 
宴 


それ ぞ れ 一 長 一 短 が あり 、 ど れ が 一 番 優れ て いる と は 言い が た い 状 況 で す 。 

本 書 と し て は 一 番 メ ジャ ー な ノベル ゲー ム エ ン ジン を メイ ン に 深く 解説 し た いと ころ で す が 、 甲 乙 付 
けが た く 、 ユ ー ザ ー の 用 途 や 経験 次 第 に よる と ころ が 大 きく な り ま す 。 読者 の 方 は 、 お そら く 4 つ の 中 か 
ら 1 つ だ け を 選ん で 使う こと に な る と 思い ます 。 

そう し た こと を 考慮 し 、「 ノベル ゲー ム エ ン ジン 」 を 使っ た ゲー ム 制 作手 法 に つい て は 、CHAPTER 10 
ンー12 の 中 か ら 必 要 な 部 分 を 選び 、 読 み 進め て くだ さい 。 な お ティ ラノ スク リプ ト に 関し て は 、GUI に よっ 
て より 簡単 に な つっ た ティ ラノ ビル ダー の 解説 を も っ て 割愛 し て いま す 。 


0 革 参 ノベル ゲー ム エ ン ジン の 機能 を 比較 する 


筆者 の 独断 と 偏見 に より ます が 、 表 1 に まとめ て 、 比 較 し て み ま し た 。 


マ 表 1 : ノベル ゲー ム エ ン ジン の 機能 を 比較 


_ ジョー カー スクリプト 使用 スク リプ ト シ ケ モク 氏 無料 多め 


デイ ラノ スタ リド 不要 スク リプ ト シ ケ モク 氏 無料 普 】 
Ps 無料 es 
ディ ラノ メ ビルダ 不要 GUI ッ ラッ ケ モク 氏 Pro1.480 円 最低 限 


宴 使用 .xls フ ァイル 時 村 氏 70 ド ル 多い 


cHAPTER 01 ノベル ゲー ム エ ン ジン の 選定 


ジョ ー カ ー ス クリ プ ト 

ジョ ー カ ー ス クリ プ ト は Unity 上 で 動く ノベル ゲー ム エ ン ジン で す ( 図 1)。 と いっ て も .tkxt フ ァイル を 
テキ スト エディ タ で 編集 し 、 ジョー カース クリ プ ブ ト ( 図 2) を 記述 し て いく こと で ノベル ゲー ム を 作成 し ま 
す 。Unity は あく まで .tt フ ァイル に 書か れ た ジョ ー カ ー ス クリ プ ト を 解釈 し 、 実 行 す る た め に 使わ れ ま 
す 。 で す の で Unity 上 で JavaScript や でき # を 記述 する 必要 め あり ませ ん し 、Unity に それ ほど 詳し く な く て も 
使用 で きま す 。 で す が 、 最 低 限 ビ ルド や 実行 等 、Unity の 基本 操作 方 法 は 知っ て お く 必 要 が あり ます 。 

ジョ ー カ ー ス クリ プ ト は KAG3/ 吉 里 吉 里 や ティ ラノ スク リプ ト と 非常 に 似通っ た 書式 の 「 タグ] と 呼ば 
れる 専用 の 命令 文 ( 句 ) を 用 いて ゲー ム 内 容 を 記述 し ます 。Unity に 詳し けれ ば 、C で # を 使っ て オリ ジ ナ ル 
の タグ を 追加 する こと も 可能 で す 。 よ り 表 現 の 幅 が 広がる こと で し よう 。 

Unity の アプ リ と し て 出力 し ます の で 、Windows や Mac OS X の 各種 ブラ ウザ 向け 、iOS、Android と い 
っ た スマ ー ト フォ ン ア プリ 向け な ど 、 さ ま ざ ま な プラ ッ ト フ ォ ー ム 向け に 書き 出し 可能 で す 。 
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今 図 2 : スク リブ ト ( タ グ ) 記述 例 


公 図 1 : ジョ ー カ ー ス クリ プ ブ ト 
http://jokerscript.jp/ 


ティ ラノ スク リプ ト 

ティ ラノ スク リプ ト ( 図 3) で ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 時 は 、Unity が 不要 で す 。 簡単 な ス 
クリ プ ト ( タ グ ) を 書け ば 動か せま す 。KAG3/ 吉 里 吉里 や ジョ ー カ ー ス クリ プ ト と 非常 に 似通っ た 書式 で 
す 。「 ジョーカー スク リプ ト で Unity を 不要 に し た 感じ 」 と 思っ て くだ さい 。 ティ ラノ ビル ダー の よう な 
GUI は あり ませ ん が 、 よ り 目 由 度 は 高く な り ま す 。 

吉里 吉里 は ノベル ゲー ム 制 作 エ ンジ ン と し て 長い 歴史 が あり 、 ユ ー ザ ー や 情報 も 多い で す 。 吉 里 吉里 
に よる ノベル ゲー ム 作 成 を 経験 し た こと の ある 方 で あれ ば 、 乗 り 換え は 容易 で 、 最 良 の 選択 肢 に な る こ 
と で し ょ う 。HTML5 で 動作 し ます の で 、PC、iOS、Android な ど あ ら ゆ る 環境 で 動作 し ます 。 
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今 図 3 : ティ ラノ スク リプ ト 
http://tyran0.jp/ 


ディ ラノ ビル ダー 


ティ ラノ ビル ダー は ティ ラノ スク リプ ト を GUI で 作れ る よう に し た 感じ で す ( 図 4、5 )。 最 低 限度 の 機 
能 し か あり ませ ん が 、 その 分 習得 が 容易 で す 。 4 つの 中 で は も っ と も 簡単 で 、 シ ステ ム 的 に 凝っ た こと を 


する 必要 が な い 方 に は も っ と も よい 選択 肢 に な る で し ょ う 。 


必要 に 応じ て 部 分 的 に ティ ラノ スク リプ ト を 記述 する こと も 可能 で す 。 機 能 的 に 不定 を 感じ れ ば 、 テ 
ィ ラ ノ ス ク リプ ト を 記述 する こと で ある 程度 科 う こと が 可能 で す 。 


ティ ラノ スク リプ ト 同 様 、 あ ら ゆ る 環境 向け に 出力 で きま す 。 


直感 的 な 操作 で 


本 格 的 な ゲー ム が 作れ る 


新 圭 代 の ノベル ゲー トム 開発 を 体 内 し て くだ さい 。 完全 無料 で す 


Emi PsUJs/ ま 末 1 1」 Cl も が 


る A 図 4 : ティ ラノ ビル ダー 
http://b.tyrano.jp/ 


cHAPTER 01 ノベル ゲー ム エ ン ジン の 選定 


念 図 5 : ティ ラノ ピル ダー の 編集 画面 の 例 


ティ ラノ ビル ダー に は 無料 の スタ ンダ ー ド 版 と 有料 の Pro 版 が あめ り ます 。 
スタ ンダ ー ド 版 に は 1 つの プロ ジェ クト あたり 、 次 の 制限 が あり ます 。 


・ キ ャ ラク ター は 10 人 まで (表情 差分 に は 制限 な し ) 
・ BGM が 10 曲 まで 
・ 育 景 が 30 枚 まで 


Pro 版 限定 と し て 、 次 の 機能 が 用 意 べ ご れ て いま す 。 


* 選択 肢 ボ タン 配置 ツー ル ( グ ラフ ィ カ ル に 位置 や サイ ズ を 調整 可能 ) 
・ キャ ラク ター 左右 反転 

・ テ キス ト 配 置 ア ニメーション 

・ 変数 ウォ ッ チ 機能 


その 他 、Pro 版 に は 優先 的 に 便利 な 機能 が 、 今後 追加 ご れる 予定 で す 。 価 格 は 1.480 円 と 非常 に 安い の 
で 、 テ ィ ラ ノビ ル ダ ー を 採用 され る 方 は Pro 版 を 購入 する こと を お すす めし ます 。 

ティ ラノ ビル ダー は 最近 で す と 、 | 奴隷 と の 生活 と いう 3 万 本 以上 の 大 ヒッ ト 作 品 を 生み 出し た こと 
で も 有名 で す 。 こ の 作品 は 2016 年 1 月 に DLsite.com ( 皿 枯 http://Www.dlsite.com/) の 累計 ラン キン グ 1 位 
と いう 偉業 を 達成 し て いま す 。 
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ジョ ヨー カー メルク リ ヲ トト と ディ ラ ア スタ リプ トディ ラノ ビル ダー の 3 きつ 、 作者 が 同じ ケモ 錠 放 で す 。 
お お お むね 似 た 機能 が 実装 され て お り 、 設 計 思 想 も 近い の で 、 ど れ か 1 つ を 習得 すれ ば 、 他 の 2 つも 習得 し や 
す TEC しまう: 


受 

宴 は Unity 上 で 動く ノベル エン ジン で す 。Excel の .xls フ ァイル で 記述 し ます ( 図 6)。Unity アセ ッ ト ス 
ト ア で 70 ド ル と 有料 で す が 、 そ の 分 非常 に 高 機能 で す 。 

ジョ ー カ ー ス クリ プ ト と 同様 に Unity で コー ド を 書く 必要 は あり ませ ん が 、 最 低 限 の 操作 は 覚え る 必要 
が あり ます 。 ノ ベル ゲー ム の みな ら ず 、 ア クシ ョ ン ゲ ー ム の 会 話 パ ー ト 限定 で 用 いる よう な 使用 例 も 多 
いで す 。 


si 充 定 = | お は よう 。 気 百 ちの いい 右 ね 。 よ こう で 福 の キ ャ プン 休 生 見 て くれ 、 こ いつ を どう 叶う ? 


in chad eure cum 7Lawer/Pems 7 omeoaiery ) Rmr/ |zl 
全 図 6 : 宴 の .xls フ ァイル 記入 例 


第 1 回 UNITY ASSET CONTEST で 大 賞 を 受賞 し た 完成 度 の 高い アセ ッ ト で ( 図 / )、 値 段 分 の 価値 は 十 
分 に あめ あります 。Unity ア プリ と し て 出力 し ます の で 、 あ ら ゆ る プラ ッ ト フ ォ ー ム 向け に 出力 可能 で す 。 


要 RY | Text AN Came Engine) 


*ー ーー 
| あま まる 提 

ly 

Poze ACMAYS XmhOS >x 
ET 

Um きち 1.0 披 舞 の バー ラコ ョ ン が あお 和 
ei, テ ュ スト で 夫 奇 生生 | = 


1 ユア キー バル ら 玩 倫 ニ ー ン 下手 軸 に 
KT る NEO ルル で す 


性 証 
ェ ウ セル で 蕎 本 に シナリオ 三箇 が で きる 
生 台 ロー ド 、 古 動 メ モ り 民 衝 き 硬 林 値 し た コテ ィ 


・ 主 が な ノベル ゲー ム エ ン ジン と し て 、 ジ ョ ー カ ー ス クリ プ ト 、 テ ディ ラノ ビ ピル ダー、 テ ィ ラ ノ ス ク リプ ト 、 宴 が あ 
り ま す 。 


・ Unity+Live2D と 連携 で を きる の は 、 ジ ョ ー カ ー ス クリ プ ト 、 宴 な ど が あり ます 。 テ ィ ラ ノビ ル ダ ー、 テ ィ ラ 
ノ ス ク リプ ト は Unity が 不要 で す 。 


CHAPTER 01 


LESsON ノベル ゲー ー ム エン シ ご と の 
モー ジ ゴ ン 作 成 の 注意 所 


ノベル ゲー ム エ ン ジン の 仕様 の 違い に よる モー ショ ン 作 成 の 注意 点 を 解説 し ます 。 


SAMPLE な し 


p 英 参 「 宴 」 の 目 パ チ と 呼吸 、 ボ イス 、 ク チバ パク に つい て 


宴 の よう に 自動 で 動作 する ノベル ゲー ム エ ン ジン で 再生 する 時 は 、 モ ーション ファ イル の 内 容 と 被っ 
て し まい 、 再生 時 に 意図 し な い モ ーション に な る 可能 性 が あり ます 。 

宴 用 に Live2D モ デル を 用 意 す る 時 は 、 モ ーション ファ イル に 目 パ チ と 呼吸 、 ク チ パ ク の 動き を 入れ な 
いよ うに し て くだ さい 。 も し 、 作 成 済み の モー ショ ン フ ァイル に それ ら が すでに 入っ て いる な ら 、 該 当 部 
分 だ け を 削除 し まし ょ う ( も し く は 、 有 側 で の 設定 で 自動 制御 を 切る こと も 可能 )。 

宴 で は クチ パク は テキ スト の 文字 送り の 間 に 実 行 さ れ ま す 。 ボ イス ファ イル を 鳴ら し て いる 間 に も 自 
動 で 実行 され ます (た だ し 、Unity5.1 の WebGL 版 で は 非 対 応 )。 

また 、Live2D Viewer 側 で モー ショ ン 目 体 に ボイス を 仕込 ん で も 、 電 上 で は 無視 され て 再生 され ませ ん 。 
宴 側 の 書式 (Voice 列 へ の ファ イル 名 を 記入 ) で 再生 し て くだ さい 。 


アイ ドル (idle) 系 モー ショ ン に つい て 


待機 時 の 基本 ポー ズ と し て 、 ア イド リン グ す る モー ショ ン が あり ます 。 キ ャ ラク ター の 表示 直後 な ど 、 
モー ショ ン が 何 も 設定 され て な い 場 合 は 、 ア イド ル 系 モー ショ ン が ラン ダム で 再生 され ます 。 

また 、IdleOnEnd の よう に 、 特 定 の モー ショ ン の 再生 後に アイ ドル モー ショ ン の ラン ダム 再生 を する こ 
と も 可能 で す 。 ア イド ル 系 モー ショ ン に は 、Live2D Viewer ( 図 1) な ど で あ ら か じ め モ ーション の グル ー 
プ 名 を 「idle」 と 設定 し て お く 必 要 が あり ます 。 


信 図 1 : Live2D Viewer 
http://sites.cybernoids.jD/cubism2/tools/live2d-viewer 
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記 革 詞 ジョー カー スク リプ ト は 、Unity が 使え る 人 な ら 表 現 の 自由 度 が 高い の で お すす めで す 。 吉里 吉里 /KAG 経 
験 者 な ら 比較 的 容易 に 移行 で きま す 。 


ティ ラノ スク リプ ブ ト は 、Unity 経 験 の な い 吉 里 吉 里 /KAG 経験 者 に お すす めで す 。 比 較 的 容易 に 移行 で きま 
す 。 また 、GUI で 編集 する より テキ スト ベ ペース の ほう が 作業 し や すい 人 に は ティ ラノ ビル ダー より こち ら の 
ほう が 合っ て いる で し ょ う 。 


* ティ ラノ ビル ダー は 、 と に か く 将 得 の 容易 な も の を 求め て いる 人 に お すす めで す 。GUI 上 で 簡単 に ノベル 
ゲー ム を 作成 で きま す 。 


・ 宴 は Unity が 使え て 多 機能 な も の を 求め て いる 人 に お すす めで す 。.xls フ ァイル を 編集 する こと で 制作 し ま 
す 。70 ド ル と 有料 で す が 、 非 常に 高 機能 で 使い や すい で す 。 


- ジョ ー カ ー ス クリ プ ト と 宴 は Unity に 詳し い ほど 表現 力 が 上 が り ま す が 、Unity 自 体 の 知識 は 普通 に 使う 分 
に は それ ほど 要求 され ませ ん 。Unity の 経験 が な く て も 、 今 まで の ノベル ゲー ム 制 作 環境 で シス テム 面 で 
の 不足 を 感じ し 、 ゴ リ ゴ リ に カス タマ イズ を 追求 し て いた よう な 方 は ぜひ よい 機会 で す の で 、Unity の 使用 に 
も チャ レン ジ し て みて くだ さい 。 


この C HAPTER で は 、 動き の ある ノベル &.] 7 ド ベ ン セー NE 欠か せな い Live2 D の 


概念 と 仕組 み に つ いて 、 か いつ まん で 解説 し ます 。 
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CHAPTER 02 
LESSON 


01 Live2D と は 


ここ で は Live2D と いう 技術 に つい て 解説 し ます 。 


SAMPLE な し 


01-1 LiveGD で イン タラ クティ ブ な 表現 を 行う 講義 


Live2D は 完全 に 「2D」 の まま 、 立体 的 な 表現 を 可能 に し た 表現 技術 で す 。 原画 の 魅力 を 損 う こと な く 、 
その まま の イメ ー ジ と 質感 を 保ち な が ら 、 立 体 的 ・ イ ンタ ラク ティ ブ に 動か すこ と が で きま す 。 一 般 的 に 
3D モ デリ ング で は 、 ア ニ メ や 漫画 を 元 に し た 原画 の 線 や タッ チ 、 質 感 を 再現 する の に 非常 に 高度 な 技術 
と 多く の 手間 を 要 し ます 。 

線 を 1 つと っ て みて も 、 カ ク カ ク 
の 線 に な っ た り 、 余 計 な 線 が 意図 し 
な い タ イミ ング で 現れ た り 、 ほ し い 
線 が 現れ て くれ な か っ たり し ます 。 

特に 顔 周 り の 目 や 眉 、 睡 毛 、 鼻 、 
口 の 線 や 塗り 、 陰 を 日 本 人 好み の イ 
ラス ト や セル アニ メ 調 の 質感 に す 
る の は 非常 に 骨 が 折れ る 作業 に な 
り ま す 。 

し か し Live2D を 利用 すれ ば 、 比 
較 的 容易 に 完全 な 原画 の イメ ー ジ 
と タッ チ を その まま に 動か すこ と 
が で きま す ( 図 1)。 


念 図 1 : 原画 の イメ ー ジ と タッ チ を その まま に 動か す 


s Live2D を 利用 すれ ば 、「2D」 の イラ スト を 利用 し て 立体 的 な 表現 が で きま す 。 
イラ スト や セル アニ メ 風 の 質感 に する に は コツ か が 必要 で す 。 


【 ア 包 了 LiveSD の 特徴 と は 


Live2D と は 簡単 に 説明 する と 「 パ ー ツ の 変形 が 可能 な 福 笑 い 」 で す 。 

PSD フ ァイル の 1 レイ ヤー が 1 パーツ に 相当 し ます (同一 レイ ヤー 内 で 分 離し て いる 場合 は 別 パ ー ツ 扱 
い に な る )。 変形 は 各 パ ー ツ に 割り 当て られ た 2 次 元 ポ リ ゴ ン の 加 頂 点 を 2 次 元 平 面 上 で 動か せま す ( 図 
1)。 
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全 図 1 : パー ツ の 分 割 例 
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バハ バーツ の 分 割方 法 


パー ツ の 分 割方 法 は 自由 で す が 、 定石 の 分 割方 法 は あり ます 。 


手動 で 動き を 付け る 

例え ば 、Live2D で 作成 され た アプ リ や 動画 で よく 見 られ る よう に 、 キ ャ ラク ター が いろ いろ な 方 向 に 
顔 を 向け る 動き が あり ます ( 図 3 )。 あ れ ら は 顔 が 上 下 左右 各 30 度 向い た 時 に 福 笑 い の 各 パー ツ が | どれ 
だ け 動 いて 、 どれくらい 変形 する か 」 に つい て 「 ユ ー ザ ー 自 身 が 手動 で 定義 ] する こと で 実現 し て いま す 。 

読者 の 方 の 中 に は 、Live2D が ソフ トウ ェ ア 側 で 「 自動 で 顔 を 向 か せ る 動き を 作っ て くれ て いる 」 と 思っ 
て いた 方 が 大 半 な の で は な いで し ょ うか (筆者 自身 、 利 用 する 前 は そう 誤解 し て いま し た )。 

実際 に は ユー ザー 上 自身 で 動き に よる 変形 の 量 を すべ て 定義 する 必要 が あり ます 。 


今 図 2 : Live2D に よる 動き の 付け 方 


各 パ ー ツ を 横 に スラ イド 移動 させ ます 。 それだけ で は 違和感 の ある 箇所 が 出 て きま す の で 、 そ うし た 
箇所 を 頂点 単位 の 移動 で 各 パ ー ツ を 変形 させ て 整え ます 。 

「 え ? 手動 で ご 付け な いと いけ な い の ? 面倒 臭い ……」 と 思っ た 方 も 多い の で は な いで し ょ うか 。 し か 
し 「 手 動 で 変形 具合 を 定義 する ] こと が Live2D に お いて 最大 の メリ ッ ト に な っ て いま す 。 

3D モ デリ ング で は 難し か っ た 「 イ メー ジ し た 線 の 変形 と 出現 する 法則 ] を 思う まま に 設定 で きま す 。 

Live2D で は 、 ア ニ メ 絵 的 な 眉毛 や まつ 毛 の 優先 法則 や 鼻筋 の 出現 する タイ ミン グ 、 理 想 的 で 綺麗 な 顔 
の 陰 な ど を 自在 に コン トロ ー ル 可能 で す 。 

すべ て 手動 で 変形 具合 を 調整 する こと で 、3 次 元 的 に 説明 不可 能 な 2 次 元 特有 の 嘘 が 多く 含ま れ た アニ 
メ 絵 的 髪型 な ど で も 、 変 形 具合 を 自由 に 定義 で きま す 。 


cHAPTER 02 Live2D の 概念 と 仕組 み 


02-2 4 ミ BB: 当 leX コ F: 


アニ メー ショ ン さ せる た め に 中 割り の 絵 を 何 枚 も 書く 必要 は あり ませ ん 。 原 則 的 に 1 枚 の 原画 を 元 に 、 
パー ツ に 分 割 し た も の を 変形 べ せ る こと で 動き を 付け ます 。 

「 キー フォ ー ム 」 と いう 各 パ ラメ ー タ の ポイ ント と な る 箇所 の 形状 を 数 点 定義 むせ すれ ば 、 中 間 の 形状 は 自 
動 で 計算 し て くれ ます ( 図 3)。 


全 図 3 : 自動 中 割り (中 間 の 形状 は 自動 ) 


: Live2D を 利用 すれ ば 、PSD フ ァイル を 読み 込ん で パー ツ を 変更 で きま す 。 


・ Live2D で は 、 ア ニ メ 絵 的 な 眉毛 な どの 優先 法則 や 鼻筋 の 出現 する タイ ミン グ な ど を 自在 に コン トロ ー ル で 
きま す 。 


*・ Live2D で は 、 |「 キー フォ ー ム 」 と いう 各 パ ラメ ー タ の ポイ ント と な る 箇所 の 形状 を 数 点 指定 すれ ば 、 中 間 の 
形状 を 自動 で 作成 し て くれ ます 。 
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03-1 LiveSD の 最大 の 特徴 


Live2D の 最大 の 特徴 は 、 「 頂点 の 移動 に よる パー ツ の 変形 が すべ て 」 と 言っ て も 過言 で は あり ませ ん 
(不透明 度 や パー ツ の 表示 優先 順位 は 変更 可能 )。 各 パ ラメ ー タ に キー フォ ー ム と な る 形状 を 定義 し て い 
く こ と で あら ゆる 動き を 表現 し ます 。 

た だ し 、 頂 点 を 1 個 1 個 ち まち ま 動か す の は 大 変 で す の で 、Live2D 側 に は | デフ ォ ー マ 」 と いう 一 括 し て 
変形 させ 、 変 形 の 親子 関係 を 組め る 仕組 みや 、 | 変形 パス ツー ル 」 と いう ポニ ー テ ー ル や し っ ぽ の よう な 
長 モ ノ を 蛇行 変形 ベ こせ る の に 便利 な 機能 な ど が 用 意 さ ご れ て いま す 。 

で す が 、 そ れ ら の 便利 な 仕組 み を 用 いて も 、 根 本 的 に は 頂点 の 移動 量 を 定義 し て いる だ け に 過ぎ な い 
こと を 頭 の 片隅 に 入れ て お いて くだ さい 。 


03-2 標準 バラ メー タ に つい て 


Live2D に は 標準 で 最初 か ら 用 意 さ ご され て いる パラ メー タ が あり ます ( 図 1)。 

| 角度 X] の 場合 、 デ フォ ルト の パラ メー タ 値 が 「0]、 パ ラメ ー タ の スラ イダ が 左端 の 時 に | 一 30」、 右 端 
の 時 に |+30] で 、「 一 30] の 時 に は 画面 に 向かっ て 左 に 30 度 、 | +30] の 時 に は 右 に 30 度 顔 が 向い て 見 える 
よう に 、 変 形 具 合 を 定義 する こと が 推奨 され て いま す 。 

例え ば 、 | 左目 開閉 ] の 場合 デフ ォ ル ト 値 が 「1] (開き 目 ) で 、「0] の 時 に 目 が 閉じ て 見 える よう に 変形 
具合 を 定義 する こと が 推奨 され て いま す 。 

ユー ザー 独自 の パラ メー タ を 定義 する こと も 可能 で す 。 本 書 の サン ブル の 場合 、 獣 耳 や し っ ぱと いっ た 
標準 バラ メー タ に は 存在 し な い バ パー ツ が あり ます の で 、 制 御 し た い 場 合 に は 独 目 に 作る 必要 が あり ます 。 


cHAPTER02 Live2D の 概念 と 仕組 み 


逆 に 必要 の な い パ ラメ ー タ は 、 削 除 し て も ら っ て か まい ませ ん 。 
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全 図 1 : 標準 バラ メー タ 


まとめ : Live2D の 最大 の 特徴 は 、 頂 点 の 移動 に よる パー ツ の 変形 で す 。 
s Live2D に は 標準 で 最初 か ら 用 意 さ れ て いる パラ メー タ が あり ます 。 
・ ユー ザー 独自 の パラ メー タ を 定義 むせ する こと も で きま す 。 
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回 陣 LiveSD を 利用 し た 制作 ブロ セス に つい て 


ここ で は Live2D に よる 制作 プロ セス を 手順 形式 で 解説 し ます 。 
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Modeler と 呼ば れる ソフ ト で 、LESSON 03 で 解説 し た 各 パ ラメ ー タ に お ける 頂点 移動 量 を 定義 し ます ( 図 
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全 図 1 : 頂点 移動 量 を 定義 
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cHAPTER 02 Live2D の 概念 と 仕組 み 


Live2D Cubism Animator で モ | 
ーション を 作成 する 


Live2D Cubism Animator (以下 Animator) 
で モー ショ ン を 作成 し ます 。 

タイ ムラ イン 編集 画面 上 で 、 例 えば 「 3 秒 後に 
顔 を 右 に 30 度 向け て くだ さい 、、6 秒 後に 顔 を 
上 に 20 度 向け て くだ さい 」 と いっ た キー フレ 
ー ム を Modeler で 定義 し た パラ メー タ の 値 
を 指定 する こと で 、 セ ッ ト し ます (キー フレ 
ー ム の 中 間 モ ーション は 自動 生成 され る )。 
キー フレ ー ム を 組み 上 げ る こと に よっ て | ア 
イド リン グモ ーション 」 や 「 挨拶 モー ショ ン 」 
と いっ た 再生 用 の モー ショ ン フ ァイル を 作 すり 


成 で きま す ( 図 2)。 ER ー 
今 図 2 : Animator の キー フレ ー ム 編集 画面 例 
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アニ メー ショ ン を 使い 回 せる 原理 

Animator で 作る モー ショ ン フ ァイル に は 、「3 秒 後に 顔 を 右 に 30 度 向け て くだ さい 」 と いっ た パラ メー タ 値 の 指示 
内 容 の み が 書 か れ て いま す 。 で す の で 、 ま っ た く パ ー ツ の 複雑 度 や 構造 の 違う モデ ル で も Modeler 上 で 同一 の パラ 
メー タ を 使っ て いる 限り 他 の モデ ル 用 に 作ら れ た モー ショ ン フ ァイル を ほぼ その まま 流用 する こと が で きま す 。 そ 
の た め 、 特 別 な 理由 が な い 限 り 、 な る べく 標準 パラ メー タ を 使っ て 、Modeler で モデ リン グ す る こと が 推奨 され て 
いま す 。 


ノベル ゲー ム エ ン ジン で 再生 する 

Animator 上 で 作成 し た モー ショ ン フ ァイル を ノベル ゲー ム エ ン ジン 上 で 任意 の タイ ミン グ で 再生 させ 
ます 。 アイ ドリ ング 中 な ら ア イド リン グモ ーション を 再生 させ ます 、 挨 拶 し た り 告白 し た りす る モー ショ 
ン を 作成 し た の な ら 、 ノ ベル ゲー ム エ ン ジン 側 の 仕様 に 従っ て 任意 の タイ ミン グ で それ ら を 再生 させ ま 
す 。 


以上 が Live2D で 動く ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 大 雑 把 な 流れ に な り ま す 。 


s Modeler で 各 パ ラメ ー タ を 定義 で きま す 。 
s Animator で アニ メー ショ ン を 作成 で きま す 。 
s Animator 上 で 作成 し た モー ショ ン フ ァイル を ノベル ゲー ム エ ン ジン 上 で 利用 で きま す 。 


この CHAPTER で は Unity と Live 2D の イン スト ー ル 方 法 に つい て 解説 し ます 。 
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パ ! Uni'5 の ダウ ン ロ ー ド アー カイ ブ に アク セス し a Si 
_ て 、Unity 53.1 を ダウ ン ロ ー ド し ます ( 図 1① | 思 。、. 
④”)。 Unity 5.3.2 


Unity 5.3.1 


本 書 の 開発 環境 Unity 5.3.0 
本 書 で は 、 Windows を 開発 環境 と し て 使い ます 。 Unity 5.2.4 
Unity で 作成 し た ゲー ム を iOS 向 け に 出力 する に 
は Xcode が イン ス トール され て いて 、 実機 に アプ 
リ を 書き 出せ る 状態 で ある 必要 が あり ます 。 図 1 : Unity の ダウ ン ロ ー ド アー カイ ブ 

Android 向 け に 出力 する に は Android SDK の イ Ti http://unity3d.com/jp/get-unity/download/archive 
ンス トー ル が で き て お り 、 実機 に アプ リ を 書き 出 

せる 状態 で ある 必要 が あり ます 。 


Unity 5.2.3 
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< / UnityDownloadAssistant-5.3.1f1.exe を ダブ ルク リッ ク し て ( 図 2①)、 イン スト ー ル し ます ⑨⑧…⑨。 
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今 図 2 : Unity の イン スト ー ル 
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Completing the Unity Setup 


Linity has been rmtnled on year CnmrmiWrr- 


Cick Frish to dose Setup. 


[| Lam ry 


Unity の 開発 環境 
Unity は Windows 版 、 Mac OS X 版 が 用 意 さ れ て いま す 。 


Windows 版 は 、 Windows Vista 以降 の Windows と な り ま す 。 
Mac OS X 版 は 、 Mac OS X Intel CPU お よび 10.6 以降 の Mac OS と な り ま す 。 


Unity を 起動 する 
無事 に イン スト ー ル が 完了 する と デス クト ッ プ に Unity 5.3.1f1 の ショ ー ト カッ ト が 作成 され ます 。 シ 
ョ ー ト カッ ト を ダブ ルク リッ ク す る と ( 図 3①)、 Unity が 起動 し ます 。 


アク ティ ベー ショ ン を 行う 

初め て Unity を 起動 する 時 、「 ア クティ ベー ショ ン 」 が 必要 で す 。 ア クティ ベー ショ ン さ れ て いな い 状 
態 で Unity を 起動 する と 図 4 の よう な ダイ アロ グ が 開き ます 。 有 料 の 「Unity5 Professional Editi 
on」 と 無料 版 の 1Unity5 Personal Edition] が 開き ます 。 Unity5 で は Unity4.6 の Pro 版 で 利用 で きた 
多く の 機能 が 利用 で きる の で 「Unity5 Personal Edition] を 選択 し ます ⑫。 |「| hereby confirm my 
acceptance Of the Unity Software License Agreement.|] に チェ ッ ク を 入れ て ③、[OK] ボタ ン を 
クリ ッ ク し ます ④。 

既存 の アカ ウン ト を 持っ て いる 場合 は 、 E-mail⑤ と Password を ⑮ 入 力 し て [OK] ボタ ン を クリ ッ ク 
し ます ⑦。 

アカ ウン ト が な い 場 合 は 、[Create Account] ボタ ン を クリ ッ ク し て ⑱、 | Name」 に 名 前 、 ほか の 項目 
を 入力 し て ⑨、「| agree to the Unity…」 に チェ ッ ク を 入れ ⑩、[Create account] ボタ ン を クリ ッ ク 
し ます ⑬⑪。 数 分 後に Email に 入力 し た メー ル ア ド レス 宛 に 確認 メー ル が 届き ます の で 、 メ ー ル 本 文 の 
[Confirm email] を クリ ッ ク し て ⑯⑭、 メ ー ル アド レス を 認証 し ます 。 メ ー ル アド レス ⑬ と パス ワー ド 
⑭ を 入力 し て 、「[Keep up-to-date……」 に チェ ッ ク を 入れ ⑯⑮、[OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る と ⑯、 
Unity が 使え る よう に な り ま す 。 [Start using Unity] を クリ ッ ク す る と ⑰、 ア プリ ケー ショ ン が 起動 
し ます 。 
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念 図 3 : ショ ー ト カッ ト を ダブ ルク リッ ク 
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人 図 4 : アク ティ ベー ショ ン の 手順 


マル チ プ ラッ ト フ ォ ー ム の ゲー ム エ ン ジン 

Unity は 、 マ ル チ プ ラッ ト フ ォ ー ム の ゲー ム エ ン 
ジン を 搭載 し た 開発 ツー ル で す 。 実習 で イン スト 
ー ル し た 開発 ツー ル は 「 エ ディ タ 」| と も 呼ば れ て い 
ます 。 こ の エディ タ で 作成 し た ゲー ム は 本 書 で 取 
り 扱う IOS5 や Android を 含め 、 Web Player (Web 
ブラ ウザ プラ グイ ン ) の ほか 、Windows/Mac OS/ 
Linux/Internet Explorer/Safari/Mozilla Firefox/ 
Xbox 360/PlayStation 3/Wii U/Native Oculus 
Rift/Gear VR と いっ た いろ いろ な 環境 で 実行 で き 
ます ( 図 5)。 


科 プ ラッ ト フ ォ ー ム 向け の ビル ド に つい て 
各 プ ラッ ト フ ォ ー ム 向け の 書き 出し は 、 と て も 
簡単 で す 。 ゲー ム が で きた ら 、 書き 出す プラ ッ ト フ 
ォ ー ム を 選択 し て 、[Build] ボタ ン を クリ ッ ク し 、 
保存 すれ ば 、 ビ ルド は 完了 で す 。 この よう な シン 
プル な 方 法 で ビル ド を 行う こと が で きま す ( 図 6)。 


( 陸 参 Unity の 対応 プラ ッ ト フ ォ ー ム に つい て 


10 以上 の プラットフォーム に 
手軽 に リリ ー ス 


レー ー ーー 


人 る 図 5 : マル チ プ ブ プラットフォーム の ゲー ム エ ン ジン 


本 に く 


| Saech Patfarm lf Player Setingt.. | 


念 図 6 : 各 ブ ラッ ト フ ォ ー ム 向け の ビル ド 


* Unity は iOS や Android 向け だ け で な く 、 Windows/Mac OS/Linux/Google Chrome/Flash Player/ 
Xbox 360/PlayStation 3/Wii U/Native Oculus Rift/Gear VR の 環境 向け に 開発 で きま す 。 


* 各 プ ラッ ト フ ォ ー ム 向け の ビル ド は と て も 簡単 で す 。 
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空 の プロ ジェ クト を 作成 する と 図 1 の よう な 起 
動画 面 が 表示 され ます 。 


Unity の 基本 画面 の 背景 色 
本 書 で は 、Unity の 基本 画面 の ウィ ンド ウ 色 は デフ ォ 
ルト の グレ ー で す 。 基本 画面 の ウィ ンド ウ の 色 を 変 


更 で きま す 。Unity の メニ ュー か ら [Edi 一 | 「 
[Preferences] を 選択 し ます 。 [Unity Preferences] 全 図 1 : Unity の 起動 画面 
ウィ ンド ウ の 「Generall 一 「Edit Skin] で ほか の 

色 を 指定 で きま す 。 
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ゆ y 党 参 Unity の 画面 構成 を 確認 する 


それ で は 、 Unity の 画面 を 確認 し て いき まし ょ う 。 
Unity の 基本 画面 は 、 図 2 の よう に ツー ル バ ー と ステ ー タ スバ ー、 そ し て 複数 の ビュ ー か ら 構 成 され 
て いま す 。 各 ピ ュー は レイ アウ ト や 大 き さ ざさ を 自由 に 変更 で きま す 。 


・① ツー ル バ ー (Toolbar) 

・② [Scene] ビュ ー 

・③ [Game] ビュ ー 

・ ④ [Hierarchy] ビュ ー 

・ ⑤ [Project] ビュ ー 

* ⑥ [Inspector] ビュ ー 

・⑦ ステ ー タ スバ ー (Status Bar) 


My ツー ル バ ー (Toolbar) 


ET "ーー 
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Fe hd Aasts = Cratert ーーー… Wig PT 


m mm or 
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@ [Scene] ビュ ー ⑬ | 
に コー 


Thit alie) si eiity 


⑬ [Project] ビュ ー 


Sa 
3 
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る 2 図 2 : Unity の 画面 %2 ステ ー タ スバ ー (Status Bar) 


Toolbar (ツー ル バ ー) 


ツー ル バ ー に は 7 つの コン トロ ー ル が あり ます ( 表 1)。 


マ 表 1: ツー ル バ ー 
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し mWPivot | BLocal | 


Transform Tools 


([ 移 動 ] ツー ル ) 


Transform Gizmo Toggles 


(移動 ギズモ トグル ) 
Play / Pause / Step Buttons 
(プレ イグ ポー ス / ノ ステ ッ プ ポ ボタン ) 


Service Window 


Account 


Layer drop-down 


(レイ ヤー ドロ ッ プ タダ ウシ) 


Layout drop-down 
(レイ アウ トド ロップ ダ ウシ ) 


[Scene] ビュ ー (シー ン ビ ュー) 
シー ン と は 3D 空 間 の こと で 、[Scene] ビュ ー ( 図 3) に プレ イヤ ー や 敵 や 背景 や 小物 な ど さ ま ざま 
な オブ ジェ クト を 配置 し て ゲー ム を 作成 し ます 。 


幸 5ceng 
| 3hedel 


左 か ら [Scene] ビュ ー 内 の 移動 ([Control 
キー を 押し な が ら ド ラッ グ す る と 画面 の 拡大 や 
縮小 が で きる )、 オ ブ ジ ェクト の 移動 、 オ ブ ジ ェ 
クト の 回 転 、 オ ブ ジ ェクト の 拡大 縮小 に 使 
う 。 キーボー ド シ ョ ー ト カッ ト は [Q] [W] [E] 
[R] の 各 キ ー が それ ぞ れ 割り 当て られ て いる 


[Scene] ビュ ー の ギズモ の 表示 を 切り 替え る 
[Scene] ビュ ー で 製作 中 の ゲー ム を [Game] 
ビュ ー で 実行 、 中 断 、 ス テッ プ 実 行 す る こと が 
で きる 

Unity Ads や Unity Analitcs、Unity Cloud 


Build、Unity MultiPlayer と いっ た サー ビス 


を 利用 で きる 

アカ ウン ト 情 報 や アカ ウン ト の ログ アウ ト 、 
Pro 版 へ の アッ プ グ レー ド が で きる 

[Scene] ビュ ー に 表示 され る レイ ヤー を 選択 
する こと が で きる 


画面 レイ アウ ト を 切り 替え る こと が で きる 


信 図 3 : [Scene] ビュ ー 
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[Game] ビュ ー (ゲー ム ビ ュ ー) 
[Gamel ビュ ー ( 図 4) で は 製作 中 の ゲー ム を 実際 に プレ イ す る こと が で きま す 。 


全 図 4 : [Game] ビュ ー 


[Hierarchy] ビュ ー (ヒエ ラル キー ビュ ー) 

[Hierarchy] ビュ ー ( 図 5) で は 現在 編集 中 の シー ン に ある すべ て の ゲー ム オ ブ ジ ェクト を 表示 し ま 
す 。 シ ー ン の 中 の ゲー ム オ ブ ジ ェクト は 階層 構造 を 持つ こと が で きま す が 、[Hierarchy] ビュ ー で は 
ゲー ム オ ブ ジ ェクト の 作成 複製 削除 の 他 、 親 子 関係 を 持た せ た り 、 解 除 し た りす る こと が で きま 
す ぁ 


= Hierarchy 
uanyiuNv^!| ーー ラー 


| Main Camera 
Directional Light 


[| | 


今 図 5 : [Hierarchy] ビュ ー 


[Project] ビュ ー (プロ ジェ クト ビュ ー) 

[Project] ビュ ー ( 図 6) は ゲー ム の 中 に 含ま れ て いる モデ ル 、 テク スチ ャ 、 サウ ンド 、 シー ン デ ー タ 
な ど を 表示 し て いま す 。 

[Project] ビュ ー の 中 身 は プロ ジェ クト の 保存 先 フ ォ ル ダ 内 の 「Assets] フォ ル ダ と 同じ 内 容 を 表示 
し て いま す が 、 ファ イル の 変更 や 削除 な どの 操作 は 必ず Unity 上 で 行う よう に する 必要 が あり ます 。 


| Gane * | ニニ | 
crea This fdWr wm 


今 図 6 : [Project] ビュ ー 
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[Inspector] ビュ ー (イン スペ クタ ビュ ー) 


[Inspector] ビュ ー ( 図 7) で は 、 [Scene] ビ ピュー や [Hierarchy」 ビュ ー の オブ ジェ クト や [Projectl 
ビュ ー の ファ イル の 内 容 を 表示 し た り 、 位置 や 角度 な どの 値 を 変更 し た り し ます 。 


RN 人 き Inspactor 
| 15 | 


」 Main a 
Tag | MainCamerat MainCamerat | Layer | Detault  # Detault = 


川 ili po lh | 0 


Retation XI0O lvlo lzlo | 
| Scale YE zh 


ヤ 1 コ outye 


合図 7 : Tpacter] ビュ ー 


ステ ー タ スバ ー (Status Bar) 
ステ ー タ スバ ー ( 図 8) で は 、 デ バッ グ メ ッ セ ー ジ や 、 エ ラー メッ セー ジ を 1 行 だ け 表 示す る こと が 
で きま す 。 ステ デー ダス バー を ダブ ルク リッ ク す る と [Consolel ビュ ー を 表示 する こと が で きま す 。 


今 図 8 : ステ ー タ スバ ー 


* Unity は ツー ル バ ー と ステ ー タ スバ ー と 複数 の ビュ ー か ら 構 成 さ れ て いま す 。 

s ツー ル バ ー に は 7 つの コン トロ ー ル が あり ます 。 

* [Game] ビュ ー で は 、 制作 中 の ゲー ム を 実際 に プレ イ す る こと が で きま す 。 

・ [Hierarchy] ビュ ー で は 現在 編集 中 の シー ン に ある オブ ジェ クト を 表示 し ます 。 


* [Project] ビュ ー で は 、 ゲー ム の 中 に 含ま れ て いる モデ ル 、 テク スチ ャ 、 サウ ンド 、 シー ン デ ー タ な ど を 表 
示し ます 。 


* [Inspector] ビュ ー で は 、[Scene] ビュ ー や [Hierarchy] ビュ ー の オブ ジェ クト や 【[Project] ビュ ー の 
ファ イル 内 容 を 表示 し た り 、 位置 や 角度 な どの 値 を 変更 し た り し ます 。 


・ ス テー タス バー で は 、 デ バッグ メッ セー ジ や 、 エラ ー メ ッ セ ー ジ を 1 行 だ け 表 示し ます 。 
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た 通 際 LiveGD を イン スト ー ル し て 起動 する | 実習 」 
Live2D を 無料 で 使用 する に は 、 図 1 の ダウ ン ロ ー ド ペー ジ か ら Cubism Editor を ダウ ン ロ ー ド し て 、 
イン スト ー ル し ます 。 


坦 軸 較 ive2D の ダウ ン ロ ー ド ペー ジ に アク セス し ます ( 図 
_ 1④)。 エディ ター の 利用 規約 を 読み 、 Live2D を イン 
スト ー ル し て くだ さい (②~⑭)。 


Live2D Free 版 
Live2D Free 版 は 年 間 売 上 1.000 万 円 未 


滴 の 小 規模 事業 者 な ら 使 用 する こと が で 
さま す 。 
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今 図 1 : Live 2D の イン スト ー ル 
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UPT 品 す 106 寺 以下 の フォ ル づ お に イン ヌス トール し ます 。 思 な A 
は 時 を ff いて 、 BI の ラオ ルル を 潮 枯 で くだ て 結 す は トト 
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民 
< 
D 
NY 
ワ 
を 
イ 
ン 
ス 
ト 
| 
ル 
す 
る 


Live2D Cubism Modeler 2.1 を 起動 する 

手順 1 で イン スト ー ル し た Live2D Cubism Modeler 2.1 の ショ ー ト カッ ト を ダブ ルク リッ ク し て 起動 
し ます ( 図 2①②)。 [スタ ー ト ] ダイ アロ グ で [FREE 版 と し て 起動 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て ③、[ メ ッ セ 
ー ジ ] ダイ アロ グ で [GK ボタ ン を クリ ッ ク し ます ④⑲。 [バー ジョ ン ア ッ プ の お 知ら せ ] ダイ アロ グ を 
確認 し て [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ぐ ⑤。 Live2D Cubism Modeler 2.1 が 起動 し ます 6⑥。 


⑩ ダブ ルク リッ ク . 
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トッ の エト 


店 NE よこ ルイ ュー ュー か ら 枯 MT ます 


PA0 紹 ・ ト ラ ャ ア 由 生 の ミイ セン ス 同 条 


ff0 語 を 暗 入 


| @ 棋 族 較 定 の f れ EE 暫 上 し て 起 梨 し ます 


の クリ ッ ク 


人 図 2 : Live2D Cubism Modeler 2.1 を 起動 


Live2D Cubism Animator 2.1 を 起動 する 

手順 1 で イン スト ー ル し た Live2D Cubism Animator 2.1 の ショ ー ト カッ ト を ダブ ルク リッ ク し て 起 
動じ し ます ( 図 3①②⑨)。 [スタ ー ト ] ダイ アロ グ で [FREE 版 と し て 起動 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て ③、[ メ ッ 
セー ジ ダ イ アロ グ ] で [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ④。 [確認 ] ダイ アロ グ で キャ ッシュ 先 を 指定 し 
て ⑤、[OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ⑮。 [は い ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ⑦。 [プロ ジェ クト 選択 ] ダイ 
アロ グ で [新規 プロ ジェ クト 作成 ] ボ が タ ン を クリ ッ ク し て ⑧、 [シー ン 設 定 ] ダイ アロ グ で シー ン 名 な ど 


cHAPTER03 Unity と Live2D の 開発 環境 の 準備 


を 指定 し て ⑨、[OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ⑯。 [保存 ] ダイ アロ グ で ファ イル 名 を 入力 し て ⑪、[ 保 
存 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ⑱⑬。 Live2D Cubism Animator 2.1 が 起動 し ます 。 
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今 図 3 : Live2D Cubism Animator 2.1 を 起動 
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(た 六 天 Live2D Cubism Editor 2.1 の 動作 に 必要 な 環境 に つい て 


Windows の 場合 、 Live2D Cubism Editor 2.1 に 必要 な 環境 は 以下 の と お り で す (EH http://sites. 
cVbernoids.jD/cubism-editor2/system_requirement よ り 一 部 引用 )。 


* OS : Windows Vista/7/8.1 

・ CPU : Pentium4 3GHz 以 上 

・ メモ リ : 2GB 以 上 の メモ リ (推奨 8GB 以 上 ) 

・ ストレージ : 500MB 以 上 の 空き 領域 

・ イ ンタ ーネット 接続 環境 

* 推奨 GPU : OpenGL3.3 / GeForce 8 相当 か それ 以上 (オン ボー ド の GPU (Intel HD Graphics な ど ) で 
は 正常 に 動作 し な い 可 能 性 が ある ) 


s その 他 : QuickTime7。 動画 書き 出し は 、QuickTime に 対応 し て いる 32bit 版 Animator の み の 機 能 
な る 


QuickTime に つい て 
QuickTime の イン スト ー ラ を 起動 し て 、 セ ッ ト ア ッ プ タイ プ で 「 カ スタ ム 」 を 選び 、「Legacy 
QuickTime Features」 内 の 「QuickTime For Java」 を イン スト ー ル する よう に 設定 し て くだ さい 。 
また |OTJavazip] と いう ファ イル が 、 Live2D Cubism の フォ ル ダ に 入っ て いな いと エラ ー に な り 
ます 。 |C\Program Files\OuickTime\OTSystem] フォ ル ダ 直 下 に ある 「OTJava.zip] ファ イル を 
Live2D Cubism の 
[C:\Program Files (x86)\Live2D Cubism\app\jre_32\|ib\ext] フォ ル ダ 直 下 に コピ ー し て くだ さ 
い (Live2D Cubism の イン スト ー ル 場所 が デフ ォ ル ト の 場合 )。 


OpenGL 

OpenGL3.3/GeForce 8 以上 が 推奨 され て いま す 。 GPU Caps Viewer (mi 間 http://Www.ozone3d. 
net7gpu_caps_Viewer/) な どの フリ ー ソ フト で 、 利 用 し て いる PC の GPU を 調べ 、OpenGL3.3 に な っ 
て いる が 確認 し て くだ さい 。 

OpenGL の バー ジョ ン が 古い 場合 は 、 グラ フィ ッ ク ボ ー ド の ドラ イ バ ー を 最新 に する 必要 が あり ます 。 

た と えば NVIDIA で あれ ば 公式 サイ ト ( 男 http://Www.nvidia.co.jp/Download/index.aspx?2lang=jD) 
で 新しい ドラ イ バ ー が 公開 され て いる の で 、 ダウ ン ロ ー ド し て イン スト ー ル すれ ば OK で す 。 


s Windows の 場合 、Live2D Cubism Editor 2.1 を イン スト ー ル する に は 、Windows Vista/7/8.1、500MB の 
スト レー ジ な どの 環境 が 必要 で す 。 


s OuickTime は 、「OQuickTime For Java」 を イン スト ー ル する 必要 が あり ます 。 
・ OpenGL3.3/GeForce 8 以上 の グラ フィ ッ ク 環 境 が 推奨 され て いま す 。 


この CHAPTER で は ・Live2D の Live2D Cubism An NN NN or) と いう ソ ソ 


フト を 使っ て 、 ノ ベル エン ジン で 再生 する た め の モ ー アイ ル を 作成 する 方 法 を 学 
で び ま す 。 


原画 (PSD デ ー タ ) 作成 


な し 


Live2D 本 来 の 作業 の 流れ で は 、 図 1 の よう な 順番 に な っ て いま 原画 (PSD デ ー タ ) 作成 


す 。 た だ し 、 本 書 で は その 順番 を あえ て 逆 に 解説 し ます 。 そ の 理 


由 は 大 きく 2 つ あ り ま す 。 * 

| つ 目 は 、 最 終 的 に アニ メー ショ ン を させ る 方 法 や 仕様 が わか 
ら な いと 適切 な モデ リン グ 方 法 が わか らい こと が あり ます 。 そ し y+ 
て 、 モ デリ ング する 方 法 や 仕様 が わか ら な いと 、 適 切な PSD デ ー 
タ を 作る の が 難し いこ と が あり ます 。 図 1 : Live 2D に よる 作業 の 流れ 


2 つ 目 に 、 作 業 の 分 量 と し て 「PSD」ー「Modeler」ー「Animator」 
と いう 形 で 前 の 工程 ほど 多く の 時 間 が 掛か る た め 、 挫 折 す る 可能 性 が 高い こと で す 。 

この よう な 理由 で 、 作 業 フ ロー を 入れ 替え て いま す 。 

また 、PSD・Modeler ・Animator で こだわ る 箇所 に も より ます が 、6 : 3 : 1 くら い に な り 、PSD デ ー タ 作 
成 が も っ と も 作業 工程 と し て た い へ ん に な り ま す 。 た だ で さえ た い へ ん な PSD 作 成 で 初心 者 が 適切 に 設 
計 す る こと は 難し く 、 失 敗 す れ ば より 一 層 時 間 が か か っ て し まう こと に な っ て し まい ます 。 

この CHAPTER で は まず 、 で き あ い の 完 成 済 み モ デル を 実際 に 動か し て みる こと で 、Animator の 基本 的 
な 使い 方 を 学び 、Live2D の モデ ルフ ァイル (.cmox) に 求め られ る パラ メー タ と 仕様 を 把握 し て も らい ます 。 


s こ の CHAPTER で は 、 モ デル を 動か し な が ら Animator の 基本 的 な 使い 方 を 学び ます 。 
s こ の CHAPTER で は 、Live2D の モデ ルフ ァイル (.cmox) の パラ メー タ と 仕様 を 学ん で も らい ます 。 
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イン スト ー ル し た Live2D Cubism Animator 2.1 の ショ 


ー ト カッ ト を ダブ ルク リッ ク し て 起動 し ます ( 図 1)。 


Animator は 特別 な 理由 が な い 限 り 必 ず 32bit 版 を 使用 し て 


くだ さい (64bit 版 で は 動画 や 音声 が 扱え な い の で 、 複 数 の 
重い モデ ル で 長 時 間 の モー ショ ン 編 集 が 必要 と な る よう 
な 特殊 な 場合 に の み 使 用 する )。Animator を 起動 する と 、 
[プロ ジェ クト 選択 ] ダイ アロ グ が 表示 され ます 。 [新規 プ 
ロジ ェクト 作成 ] ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい ( 図 2)。 


『 次 に [シー ン 設 定 ] ダ イア ログ が 表示 され ます 。 シ ー ン の 


名 前 と 、 画 面 サイ ズ の 設定 を 求め られ ます 。 シ ー ン 名 ( 図 
3①) に 任意 の 名 前 を 入力 し 、 そ れ 以外 は と りあ え ず デフ 
ォ ル ト の まま に し て 、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さ 
い ②。 
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図 1 : Live2D Cubism Animator を 起動 


ェクト 販 | 


i Live= ロ 
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本 用 する プロ ジェ クト を 選ん で だ さい 


Pt 


Ds! 


FE FT IFTm ra ト FE 


プロ ジェ クト ファ イル 名 を 付け て 保 
存する 


プロ ジェ クト ファ イル 名 を 付け て 保存 し ます 
( 図 4)。「hanako_motions.canx」 な ど キ ャ 
ラク ター 名 を 付け る 場合 が 多い で す 。 


ネッ ドブ ワー カー ファ TLDS4 ブ (T) ブ ロジ 2 ェ の に fcenx ) 


A 回 4: プロ ジェ ク ト フ ァイル を 保存 


W ア 硝 参 [シー ン 設 定 ] に つい て 


シー ン 名 
シー ン の 名 前 で す 。 実際 に は モー ショ ン 名 で 付け る こと が 多い で す 。 最 初 に 作る シー ン (モー ショ ン ) 
の 名 前 を 求め られ て お り 、 実 際 に は 1 つの プロ ジェ クト ファ イル (.canx) で 複数 の シー ン を 管理 し ます 。 


例 : nekoko 1d1e 01 (アイ ドリ ング モー ショ ン ) 


@i 和 桂 評 きい 省 昼 SeulluV 


フレ ー ム レー ト 

フレ ー ム レー ト で す 。 特に 理由 が な い 場 合 は 30fps が 推奨 され て いま す 。 

ここ で の 設定 値 は Animator 上 で タイ ムラ イン の キー フレ ー ム を 編集 する 際 に 表示 され る コマ 数 に な 
り ま す 。30fps だ と 秒間 30 コ マ の フレ ー ム で キー フレ ー ム を 編集 で きま す 。 動 画 フ ァイル を 出力 する 際 
に は 改め て 別 の fps を 設定 で きま す 。 


サイ ズ 
画面 の サイ ズ で す 。 動 画 ファ イル を 出力 する 際 に も 改め て 設定 で きま す 。 


ヨ ヒ 一 
邊 景色 

アニ メー ショ ン の プレ ビュ ー 画 面 の 背景 色 で す 。 作 業 し や すい 色 に 設定 し て くだ さい 。 動画 ファ イル 
で 背景 色 を 含め て 出力 する の で な けれ ば 、 好 み の 色 で か まい ませ ん 。 


エー ドイ ウジ 。 ア エ ー ド アド 

ゲー ム な ど に 組み 込む 場合 に 必要 と な る 設定 で す 。 再生 中 の モー ショ ン か ら 次 の モー ショ ン を 再生 す 
る 際 の 切り 替わり 方 に 影響 し ます 。 通 常 は 1 秒 の まま で 問題 あり ませ ん 。 動画 制作 が 目的 の 場合 は 特に 
意味 は あり ませ ん 。 


: Animator は 、32bit 版 を 使用 し て くだ さい 。 


* [シー ン 設 定 ] ダイ アロ グ で は 、 シ ー ン 名 、 フレーム レー ト , サイ スズ 、 育 記 色 、 フェ デー ドイ ン や フェ ー ド アウ トド 
の 設定 が で きま す 。 
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モデ ルフ ァイル の 読み 込み と 位置 の 調 


に ドー 一 ー テ 由 Es ヶ 
an Fee | ガ レー の 有明 ーー = に の 
FF Afi j ラプ リア に 1 PP メス EI 

= Ts @《 kn 17 1d SS 


Animator で nekoko_practice.canx を 開き ます 。Animator に この LESSON の 「before フ ォ ル ダ 」 か ら サ 
ンプ ブル の モデ ルフ ァイル 「nekokocmox」 を 読み 込み ます 。 メ ニュ ー か ら [ファ イル ] 一 [開く] を 選択 し Re 
て 、 モ デル ファ イル を 開く か 、 モ デル ファ イル を Animator の 画面 に ドラ ッ グ &S ドロ ッ プ し ます ( 図 1)。 


ファ イル (E) 電信 人 E) 表示 (y) オブ ゴジ ェクト (9) エフ ェクト Lt) シー ン (5) トラ ッ ク ( 再生 (E) ウイ ンド ウ GW) ヘル プ (H) 7 
El Ed | 
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| EEE 
I I の 
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人 図 1 : モデ ルフ ァイル の 読み 込み 。 


プ ト 1 


モデ テル を 確認 する 
ビュ ー パ レッ ト 上 に モデ ル が 表示 され ます ( 図 2① )。 画面 下 側 の タイ ムラ イン バレ ッ ト に は その モデ ル 
の トラ ッ ク が 追加 され ます ②⑰。 ま た 、 右上 の 素材 パレ ッ ト 内 に も モデ ルフ ァイル が 追加 され て いま す ③。 


人 D ビュ ー バ レッ ト 《》 素材 バレ ッ ト 
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人 図 2 : モデ ル 表 示 の タイ ムラ イン パレ ッ ト 


位置 と サイ ズ を 調整 する | 
この まま だ と 大 きす ぎる の で 位置 と サイ ズ | 
を 調整 し まし ょ う 。 赤 い 桁 を ドラ ッ グ する と 
縦横 比 を 保っ た まま サイ ズ を 変更 で きま す 
( 図 3)。 

[Shift] キー+ キ ドラ ッ グ の 場合 縦横 比 を 保 た 
ず に サイ ズ が 変更 され て し まう の で 、 注 意 し 
て くだ さい 。 モ デル の 上 と 左右 に は 余白 が 
あり 、 足 が 切れ て いる 部 分 は 表示 され な いよ 
う 、 位 置 を 調整 し て くだ さい 、。 


会 図 3 : 大 き さ の 調整 


cHApTER04 アニ メー ショ ン を 作る 


タイ ムラ イン の モデ ルト ラッ ク は 、 図 4 の 三角 の アイ コン を クリ ッ ク す る と ①、 詳 細 の 展開 表示 と 折り た 


4 タイ ムラ イン の モデ ルト ラッ ク を 確認 する 
た み が ト グル で 切り 替わり ます 。[Live2D パラ メー タ ] を 開く と 、Modeler 上 で 設定 し た パラ メー タ の 


一 覧 を 確認 で きま す ⑫ )。 
この パラ メー タ の 値 を キー フレ ー ム で 指定 する こと で モー ショ ン を 作っ て いき ます 。 


ーー Ha 
= 日 T 3 


今 図 4 : 折り 畳 ま れ た 要素 の 展開 表示 


原則 的 に ゲー ム 用 キャ ラク ター を 作る 場合 、1 つ の プロ ジェ クト ファ イル (.canx) で 1 人 の キャ ラク ター 
(トラ ッ ク ) を 扱い ます 。 

複数 の キャ ラク ター が 登場 する 場合 は 、 人 数 分 の プロ ジェ クト ファ イル を 用 意 し ます 。 そ の 場合 、 実 質 
的 に シー ン 名 は 、 そ の キャ ラク ター の モー ショ ン 名 と な り ま す 。 実際 に は 、1 つ の プロ ジェ クト ファ イル 
に 複数 の キャ ラク ター の トラ ッ ク を 登場 させ て 個別 に 制御 し た り 、 背景 画像 な どの 素材 も トラ ッ ク と し 
て 扱え た り し ます が 、 そ の よう な 使い 方 は 動画 作品 用 と な り ま す 。 


: Animator に は 完成 済み の モデ ルフ ァイル (.cmox 形 式 ) を ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ し て 読み 込み ます 。 
タイ ムラ イン の モデ ルト ラッ ク で パラ メー タ の 一 覧 を 確認 で きま す 。 


上 LESSON 04 萌 還 衣 before 優 主 | nekoko_practice.canx、| 主 | nekoko.cmox 


04-1 シー ン の 長 さ を 調整 する 


Animator で nekoko_practice.canx 
を 開き ます 。 シ ー ン の 長 さ は タイ ム 
ライ ン の 上 部 の 薄い 灰色 と 濃い 灰色 
の 境界 線 バ ー を 動か すこ と で 変更 す 
る こと が で きま す 。 4 図 1 : シー ン の 長 さ を 変更 
図 1 の 箇所 を ドラ ッ グ で きま す (マウ 

スカ ー ソ ル の 形状 が 「ー+」 に な る 箇 

所 )。 


緑色 の バー は 、 ワ ー ク エリ ア の 範囲 em モエ テル の 表示 時 間 本 輸 還 貫 還 ワー クエ リア 
で す 。 シ ー ン の 長 さ と は また 別 の も EU 
ES a 2 ーー 二村 
の で 、 両 端 の 白い 部 分 を 左右 に ドラ Wh lk 国 
ッ グ し ます ( 図 2 の 緑 の バ ー の 箇所 )。 和 


N= 青い 半 透 明 シー ン の 長 さ 


人 る 図 2 : ワー クエ リア の 短 較 


cHAPTER 04 アニ メー ショ ン を 作る 


プレ ビュ ー す る lis: jojn mw | 
ビュ ー す る と 、 こ の 緑 の バ ー の ワー クエ リ ーー 
ア の 範囲 内 で リピ ー ト 再生 され ます (| リピ 「 
ー ト 」 の チェ ッ ク が 入っ て いる 場合 ②)。 


人 る 図 3 : プレ ビュ ー 


(と ウ 参 ワー クエ リア に つい て 


ワー クエ リア は モー ショ ン 作 成 中 に 部 分 的 に リピ ビート 再生 させ た い 範 囲 を 変更 し て 、 作 業 を 効率 化す 
る 時 に 使い ます 。 従 っ て シー ン よ り 長 いい 範囲 を 設定 する こと は で きま せん 。 
赤色 半 透 明 の 部 分 は モデ ル の 表示 時 間 に な り ま す ( 図 4)。 


モデ ル の 表示 時 間 


今 図 4 : モデ ル の 表示 時 間 


この 範囲 が シー ン の 時 間 よ り も 短い と シー ン の 途中 で モデ ル が 消え て し まい ます 。 余 裕 を 持っ つて シー 
ン よ り 長 め に 設定 し て お いて くだ さい 。 こ れ は 、 複 数 モデ ル が 登場 する 動画 作品 を 作る 際 に 各 モ デル を 
入 退 場 させ る 時 な ど に 使い ます 。 

本 書 で 扱う ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム で は 、 複 数 の モデ ル を 表示 させ た い 時 に は ノベル エン ジン 
側 で 複数 表示 させ ます 。 基本 的 に 1 つの プロ ジェ クト ファ イル (.canx ) で は 1 つの モデ ル し か 扱わ な い 前 
提 で 解説 し ます 。 


s Animator に は 完成 済み の モデ ルフ ァイル (.cmox 形 式 ) を ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ し て 読み 込み ます 。 
タイ ムラ イン の モデ ルト ラッ ク で パラ メー タ の 一 覧 を 確認 で きま す 。 
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Animator で nekoko_practice.canx を 開き ます 。 タ イム ライ ン に Modeler 上 で 定義 し た モデ ル の バラ メ 
ー タ の 値 を キー フレ ー ム に 配置 する こと で 、Live2D モデ ル を 動か し ます 。 例 と し て 、 顔 の 向き を 変え る 
動き を 作り ます ( 図 1①ー③)。 キ ー フ レー ム を 挿入 する た め に 複数 の 方 法 が 用 意 ご れ て いま す 。 

1 つ 目 は 、 タ イム ライ ン 上 で キー フレ ー ム を 挿入 し た い 箇 所 に カー ソル を 合わ せ て パラ メー タ の 値 を 直接 
入力 する 方 法 で す 。 

2 つ 目 は パラ メー タ の スラ イダ を 動か すこ と で 指定 する 方 法 で す 。 


①0 秒 0 コマ に カー ソル を 合わ せ て 、 [角度 X] を 「-30] に する 
②1 秒 0 コマ に カー ソル を 合わ せ て 、 「 角度 X]」 を 「30] に する 
③2 秒 0 コマ に カー ソル を 合わ せ て 、 [角度 X] を 「-30] に する 


全 図 1 : タイ ムラ イン 


cHAPTER 04 アニ メー ショ ン を 作る 


動作 を 確認 する 


[再生 ] ボ タン を クリ ッ ク し て ( 図 2①)、 動 き を 確認 し ます 。 顔 を 左右 に 振る アニ メー ショ ン が で きた と 思 
いま す ⑫②⑬(《④⑰。 キ ー フ レー ム の 中 間 モ ーション は 自動 で 生成 され ます 。 角度 X 以 外 の 他 の パラ メー タ に 
も キー フレ ー ム を 打っ て アニ メー ショ ン さ せ て み ま し よう 。 


9 図 1 の G 「 @9 図 1 の ② | の 図 1 の ③ 


信 図 2 : 動作 の 確認 


動画 を 書き 出す 

メニ ュー か ら [ファ イル ] [動画 ] を 選択 し て 動画 を 書き 出す こと が で きま す 。 

他 に も GIF アニ メ や 連 番 画像 (静止 画 ) の 書き 出し も 可能 で す 。 な お 本 書 で は 特に 必要 な い の で 解説 し ま 
せん 。 詳細 は 公式 サイ ト の ドキ ュ メ ント を 参照 し て くだ さい 。 


ゆい: 之 介 キー フレ ー ム に つい て 


角度 X、 角度 Y や 目玉 X、 目 玉 Y な ど は 合成 し て 表示 され て いる こと が 多い で す 。 パ ラメ ー タ の 左側 を ク 
リッ ク す る こと で 分 離し た り 、 ま と め た り で きま す ( 図 3)。 表 示方 法 の 違い で す の で 、 ス ライ ダ で 指定 し 
や すい 表示 形式 に 適宜 切り 替え て くだ さい 。 


決 の パラ メス タ と まとめ ます | 


今 図 3 : バラ メー タ の 分 離 と まとめ 


キー フレ ー ム に つい て 


キー フレ ー ム は 、 複 数 選択 し た 状態 で 、 ド ラッ グ ま た は カッ ト & ベ ペー スト に よる 移動 や コピ ー& ペ ー ス ト に よる 複 
製 が で きま す 。 


た 交 上 キー フレ ー ム の 調整 方 法 


キー フレ ー ム の 移動 

作成 し た キー フレ ー ム は 、 ド ラッ グ で 移動 で きま す 。 

設置 し た キー フレ ー ム を クリ ッ ク す る と 色 が 青色 に 変わ り ま す 。 そ れ を 左右 に ドラ ッ グ する こと で 移 
動 す る こと が で きま す ( 図 4①②)。 


また ドラ ッ グ で 複数 の キー フレ ー ム を 選択 で きま す 。 複 数 選択 され た 状態 で 一 旦 マ ウス の 左 ボ タン を 
放し ( 図 5①)、 マ ウス カー ソル が 「ー+」 の 形状 に な る と ころ で ドラ ッ グ する と ぐ ⑧、 一 括 で 移動 させ る こと 
が で きま す 。 


1 選択 し て マウ ス の 
1 と ポタ ン を 放す 


ILOC0U | li1 


全 図 5 : 複数 の キー フレ ー ム 選択 と 移動 


パラ メー タ の 図 6 の 箇所 を クリ ッ ク す れ ば 、 そ の 時 間 に 配 置 さ れ て いる すべ て の パラ メー タ の キー フレ 
ー ム を 選択 し 、 ま と め て 移動 する こと が で きま す 。 


信 図 6 : キー フレ ー ム の 一 括 選択 


また 、 タ イム ライ ン 上 部 の [一 >] を 選択 し て ( 図 7①) ドラ ッ グ する と ②、 作成 し た キー フレ ー ム 全体 を 
丸ごと 移動 させ る こと が で きま す 。 


| 
に 


今 図 7 : キー フレ ー ム 全体 の 移動 


キー フレ ー ム の コビー( カ ッ ト ) & ペ ー ス ト 


キー フレ ー ム は 、 コ ピー や 切り 取り し た も の を 
他 の 時 間 に ペ ー ス ト す る こと が で きま す 。 

キー フレ ー ム を 選択 状態 に し て 、 [Ctr] 十 [C] 
キー([Ctrl] + [X] キー) キー を 押す か 、 も し く は 
選択 後に 右 ク リッ ク し て ( 図 8①)、 [キー フレ ー ム 
の コピ ー] (キー フレ ー ム の 切り 取り ) を 選択 し ま 
す ⑫。 貼 り 付 けた い 時 間 を 選択 し 、 [Ctrl] + [V] 
キー、 も し く は 右 ク リッ ク し て ③、 [キー フレ ー ム 
の 貼り 付け ] を 選択 し ます ④。 す る と キー フレ ー 
ム が ペー スト され ます ⑤。 


M 


ーー | フレ ー ム の 前 陸 

MA 

で | 。 キー フレ ー ム の 反 入 Cr+ ク リッ ク | 
Me 

ir キー フレ ー ム の 恒 吹 。 Delete 「 

一 キー フレ ー ム の 切り 取り CTTIIX 

| ー フ レー ム の コピ ー Cr+C | 
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5 | 
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キー フレ ー ム の 削除 

キー フレ ー ム を 選択 し た 状態 で [Delete] キー 
も し く は [Back Space] キー で 削除 で きま す 。 

また 、 [Ctrl] キー を 押し な が ら マ ウス カー ソル 
を キー フレ ー ム に 合わ せる と マイ ナス 表示 の ペン 
ツー ル に な り ( 図 9① )、 そ の まま クリ ッ ク す る こ 
と で も 削除 で を ま す ②。 ま た 、 キ ー フ レー ム の な 
い 人 箇所 を 同様 に クリ ッ ク す れ ば 、 プ ラス 表示 の ペ 
ン ツ ー ル に な り 、 キ ー フ レー ム を 追加 で きま す 。 


cHAPTER04 アニ メー ショ ン を 作る 


LL Te 


本 コレ ー ム か 押入 
t 呈 | フレ ー ム の 潮 院 | 


P| 。 キー フレ ー ム の 皇 入 
キー フレ ー ム の 前 際 。 Delete | 


ペン ツー ル に な っ て 
か ら ク リッ ク 


| 時 | a 
念 図 9 : [Ctrl] キー を 押し な が ら ク リッ ク し て 削除 


メ 
| 
ン 
ヨ 
ン 
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まとめ 


キー フレ ー ム の 間隔 の 調整 
複数 の キー フレ ー ム を 選択 し て 、 ま と め 
て 間隔 を 調整 で きま す 。 
ドラ ッ グ で キー フレ ー ム を 複数 選択 し 
て 、 右 クリ ッ ク し ( 図 10①)、 [間隔 の 調整 ] 
を 選択 し ます ②。[ 間 隔 変更 ] ダイ アロ グ = 
が 表示 され た ら 、 間 隔 に 任意 の 倍率 を 入力 | 
し て ③、[ 適 用 ボタ ン を クリ ッ ク し ます ⑦④。 | 
選択 し て いた キー フレ ー ム 群 が 入力 し た ( 
倍率 で 調整 で きま すぐ ⑤。 | ] 
間隔 を 2 倍 に すれ ば 2 倍 の 時 間 を 掛け て 


フレ ー ム の 挿入 
ブフ レーム の 浪 隆 


キー フレ ー ム の 括 入 
キー フレ ー ム の 前 陸 


Ctr+ ウ リッ ツ | 


Delete 


キー フレ ー ム ゆ の 切り 取り Ch+X 


キー プレー ム の コピ ー 


と たれ た 
キー フレ ー ム の 貼り 付け 


Et iC 


Cirl+V 


アー メー ショ ン す る の で 、 ゆ っ つくり し た アデ 


ー ニ メータ ヨン に な り ま す 。 


今 図 10 : キー フレ ー ム の 感覚 の 調整 


s Animator に は 完成 済み の モデ ルフ ァイル (.cmox 形 式 ) を ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ し て 読み 込み ます 。 


・ タ イム ライ ン の モデ ルト ラッ ク で バ パラメータ の 一 覧 を 確認 で きま す 。 
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用 LESSON 06 萌 還 before 切 主 | nekoko_practice.canx、| 研 | nekoko.cmox 


7 光 カー ブ エ デ ィ タ を 利用 する 


カー ブ エ デ ィ タ を 使え ば 、 パ ラメ ー タ 値 の 変化 の 度合 い を 視覚 的 に 確認 し な が ら モ ーション を 編集 で 
さま す 。 


、 mi に 8 @ A em Panl PH == 


Animator で nekoko_practice.canx を 開 ざ ます 。[ カ ー ブ ] ボタ ン を クリ ッ ク し て ( 図 1①)、 カ ー ブ エ ディ 
タ で 編集 し た い パ ラメ ー タ を 選択 状態 に する と ②、 カ ー ブ を 編集 で きる よう に な り ま す ⑬。 


遇 2 コー 


mW / | 


人 る 図 1 : カー ブ エ デ ィ タ 


DE ID"4 | 


バラ メー タ に つい て 
パラ メー タ は 複数 選択 し て カー ブ を 表示 させ る こと も 可能 で す ( 図 2)。 


TI 


全 図 2 : 複数 選択 し て カー ブ を 表示 させ る 


キー フレ ー ム 移動 と 追加 、 削 除 を する [Ctrl] キー を 押し な が ら カ ー ブ に 
キー フレ ー ム (カー ブ 上 の 点 ) を ドラ ッ グ で カー ジル ぞ 台 わ ば る 

移動 で きま す ( 図 3)。 ま た 、 マ ウス カー ソル 「 
を カー ブ の ライ ン 上 の キー フレ ー ム の な い 
箇所 で [Ctrl] キー を 押し な が ら 合 わせ れ ば 、 
プラ ス 表 示 の ペン 形状 に な り ま す 。 そ の ま 
ま ク リッ ク す れ ば 、 キ ー フ レー ム を 追加 で 
きま す 。 

すでに キー フレ ー ム の ある 箇所 だ と マイ ナ 
ス 表 示 の ペン 形状 に な り 、 キ ー フ レー ム を 、 
削除 で きま す 。 人 図 3 : キー フレ ー ム 移動 と 追加 、 削 除 


赤い 枠 の 選択 状態 に する 
何 も な い 箇 所 か ら ド ラッ グ で 2 点 以 上 の キー フレ ー ム を 囲 め ば 、 赤 い 枠 の 選択 状態 に な り ま す ( 図 4)。 赤 
い 枠 は 移動 させ た り 、 縦 横 方 向 に 変形 は た り で きま す ( 図 5、6)。 


円 区 “FIT 


ーー 


念 図 4 : 赤い 枠 に よる 選択 全 図 5 : 赤い 枠 の 変形 


cHAPTER04 アニ メー ショ ン を 作る 


マ 表 1 : 移動 時 と 拡大 縮小 時 の 操作 
[Shift] キー キ ド ラッ グ 水平 or 垂直 に 固定 し て 移動 
拡大 縮小 時 
[Shift] キー キ ド ラッ グ 縦横 比 を 保っ た 拡大 縮小 

選択 範囲 の 中 央 を 基準 に 

拡大 縮小 

[Shift] 十 [Alt] キー+ 縦横 比 を 保っ て 、 中 央 を 

拡大 ・ 編 小 ドラ ッ ク 基準 に 拡大 縮小 


上 


0 d ヨ ldVHO う 


[Alt] キー キ ド ラッ グ 


カー ブ エ デ ィ タ 上 で 一 番 高 い 位置 に あ 
る キー フレ ー ム を 上 げ 下 げす る 時 は 注意 
し て くだ さい 。 例 えば 、 図 7 の よう な カー 
プ め キー フル レー ム を ドブ ゅ グ し て 下げ ば る 
と 、 一 見 何 の 変化 も 起こ ら な く て 初心 者 の 
方 は 混乱 し ます 。 

これ は 、 実 際 に は カー ブ が 縦 に 短く な っ 
て いる の で す が 、 縦 軸 の スケ ー ル が 変わ っ 
て し まっ た た め 、 何 も 起こ っ て いな いよ う 
に 見 えて いる だ け で す 。 カ ー ブ の 形状 に 


06 
よっ て は 非常 に 紛らわしい の で ご び 注 意 く 
だ さい 。 
07 
08 
09 
念 図 7 : カー ブ 編 集 時 の 注意 点 
10 
ドラ ッ グ に よる 擬似 フイ ッ ク 再 生 W 
タイ ムラ イン 上 の キー フレ ー ム が 何 も な い 箇 所 を クリ ッ ク し て 左右 に ドラ ッ グ し て みて くだ さい ( 図 8 
①)。 選 択 さ れ て いる 時 間 の コマ が 前 後に 移動 し て 擬似 的 な 再生 が で きま す 。 ち ょ っ と し た 動き の 確認 和 


に 非常 に 便利 で す 。 い ちい ち 緑 の バー の ワー クエ リア 範囲 を 調整 し て リピ ー ト 再生 させ る より も ずっ と 
手軽 に 再生 で きま す 。 カ ー ブ エ ディ タ 上 で キー フレ ー ム を 少し 調整 し て は ②⑧、 擬 似 ク イッ ク 再 生 で 動き 
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を 確認 … と いう 使い 方 を する と 非常 に 効率 よく アニ メー ショ ン を 編集 で きま す 。 こ の 操作 は カー ブ エ デ 
ィ タ が オフ の 状態 で も 可能 で す 。 


還 還 0) 左右 に ドラ ッ グ 上 | 
] @ カー ブ を 調整 | 
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タイ ムラ イン 上 で マウ スホイ ー ル を 前 後に 回 せ ば ( 図 9①)、 タ イム ライ ン の 時 間 軸 の 表示 を 、 横 に 詰め 
た り 伸 ば し た り で きま す ⑫。 見 や すい 長 さ に 適宜 調整 する と 便利 で す 。 


の 時 間 軸 を 調整 で きる 


= ー 


今 図 9 : マウ スホイ ー ル に よる タイ ムラ イン の 拡 縮 


cHAPTER 04 アニ メー ショ ン を 作る 


> 計 消 キー フレ ー ム の 補間 方 法 の 変更 


初期 設定 で は キー フレ ー ム 間 の パラ メー タ は カー ブ を 描い て 変化 し ます 。 動 き 始 め に 加速 し 、 終 わり 
に は 減速 する の で 目 然 な 動 ざ の アニ メー ショ ン に な り ま す 。 

答 パ ラメ ー タ 横 の [/] ボタ ン を クリ ッ ク す る と ( 図 10①)、 リ ニア 補間 に な り ま す が ②⑫、 特 別 な 意図 が 
な い 限 り は 通常 の カー ブ 補 間 の まま に し て お きま し ょ う 。 誤っ て クリ ッ ク し な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 
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居 昌 輝 Shy (シャ イ ) 機能 に つい て 


モー ショ ン 作 成 に 不要 な バ パラ メー タ を 選択 し て ( 図 11①)、 [Shy] ボタ ン を クリ ッ ク す る と ②⑫、 非 表示 
に で きま す 。 


今 図 10 : リニア 補間 
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人 図 11 : Shy 機 能 
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Live2D の SDK( ソ フト ウェ ア 開 発 キ ッ ト ) や ノベル エン ジン ( 宴 ) 側 で 自動 動作 させ る 「 呼 吸 」 や 、 物理 
演算 で 設定 する 「 髪 挿 れ ] な どの 揺れ モノ の よう に 編集 する 必要 の な い パ ラメ ー タ を 非 表示 に し て お く と 
効率 的 に 作業 で きま す 。 

各 パ ラメ ー タ 左側 の ボタ ン を クリ ッ ク す る と 濃い 灰色 に な り ま す 。[Shy] ボタ ン を クリ ッ ク し て 押下 
状態 に する と 非 表 示 に な り ま す 。 


x アニ メー ショ ン の 編集 は 、 カ ー ブ エ ディ タ と キー フレ ー ム を 利用 し ます 。 


タイ ムラ イン 上 の キー フレ ー ム が 何 も な い 箇 所 を クリ ッ ク し て 左右 に ドラ ッ グ する と 、 選 択 さ れ た コマ が 
擬似 的 に 再生 され ます 。 


・ タイ ムラ イン 上 で マウ スホイ ー ル を 前 後に 回 せ ば 、 時 間 軸 の 表示 を 、 横 に 詰め た り 、 伸 ば し た り で きま す 。 
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シー ン 編 集 ボ タン に つい て 


[新規 ] ボ タン 
何 も モ デル を 配置 し て いな いま っ さら な シー ン を 作成 し ます 。 


[変更 ] ボ タン 
選択 し て いる シー ン 名 を 変更 し ます 。 


素材 | ッ ー ン | に シス ル レー ト 
新 垢 変 互 | 陵 箕 | 間際 | | 持 入 | 


Fmxnkn nrartira9 より 環 |」 ] 
Ic rmsoko practioed [ おけ 理 も] 
l= recokgdfracticc [店 半 環 し ] 


全 図 1 : シー ン パ レッ ト 
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[ 復 製 ] ボ タン 
選択 し て いる シー ン を 複製 し ます 。 モ デル を 再 配置 し て 位置 調整 する 手間 が 省け ます の で 、 新 規 で シ 
ー ン を 作る より こち ら を お すす めし ます 。 


[削除 ] ボ タン 
選択 し て いる シー ン を 削除 し ます 。 アン ドゥ が 効か な い の で ご 注意 くだ さい 。 


[挿入 ] ボタ ン 

選択 し て いる シー ン に 、 シ ー ン を 挿入 し ます 。 た だ し 、 別 の | トラ ッ ク 」 と いう 単位 で 管理 され 、Live2D 
パラ メー タ な ご ど は 設定 で きま せん 。 主 に 映像 作品 用 の 機能 で す の で 、 本 書 で は 使い ませ ん 。 モ ーション 
を 他 の モー ショ ン に 繋げ た い 時 は 、 キ ー フ レー ム の コピ ー&S ペ ー ス ト で 対応 し て くだ さい 。 


タグ 

シー ン は シー ン 名 の 他 に タグ を 設定 する こと も で きま す 。 

シー ン 名 右 の [ ] 内 を ダブ ルク リッ ク す る と タグ 名 の 入力 ボッ クス が 開 さ ます 。 
設定 し た タグ は パレ ッ ト 下 部 の テキ スト ボッ クス で 検索 し て 絞り 込む ひこ と が で きま す 。 

シー ン 名 は 半角 英 数 で 入力 し 、 タ グ 名 で 何 の モ ーション な の か を 書く の が 慣例 と な っ て いる よう で す 。 
本 書 で も な る べく 公式 サン プル の 慣例 に 合わ せる こと に し ます ( 図 2)。 


寺村 | シー ッ | シラ レー | ーー ニー 


新規 | 変更 | 複製 | 削除 | 挿入 | 


102 haruidle Of [TRI な ] | 
1 呈 。 haru_idlg_03 [アイ し な ] 

10= haru_idlc_04 [アイ ドン お ] 

2s 。 haru_ml1 [ 額 《 ] 

as haru m02 [ 却って ブイ タ ] 

3s harum 883 [ 首 を 振る ] 

as 。 haru_m_04 [憎む ] 

4』s 。 haru_m 5 [ 腕組み 役 秋 あ ] 

8s haru_m_W5 [ 手 を 合わ せ て りゃ ちゃ ] 
ls hkarum 7 [ 豆 【] 

ls haru_m_08 [ 手 を 合わ せ て 宮 ぶ ] 

Bs harum 9 [えー ] 

as 。 haru_m_10 [ 却って 明 お ] 


会 図 2 : シー ン バ パレ ッ ト ( 公 式 サ ンプ ル 「 ハ ル 」 よ り 引 用 ) 


・ シー ン 編 集 ポ タン に は 、 [新規 ] [変更 ] [複製 ] [削除 ] [挿入 ] の 5 つが 用 意 さ れ て いま す 。 
・ シー ン 名 の 他 に タグ を 設定 で きま す 。 


キー フレ ー ム の コピ ー& ペ ー ス ト で も よい の で す が 、 定 形 の モー ショ ン は テン プレ ー ト と し て 登録 し 
て お く と 、 ボ タン を ワン クリ ッ ク す る だ け で 貼り 付け られ て 便利 で す 。 例 と し て 、 よ く 使 うっ 「 まばたき 」 の 
モー ショ ン を テン プレ ー ト 化す る 方 法 に つい て 解説 し ます 。 


Animator で nekoko_practice.Canx を 開き ます 。 左目 開閉 と 石 目 開閉 の キー フレ ー ム に それ ぞ れ 表 1 の 
よう に 入力 し て くだ さい ( 図 1 ひ ①~④ )。 な お 目 を 閉じ て いる コマ を 0 秒 4 コ マ と 0 秒 6 コ マ の 2 つ 設 定 し て 
いる の は 、 目 を 閉じ て いる 状態 の 時 間 を 作る た めで す 。 


マ 表 1 : 左目 開閉 と 右目 開閉 の キー フレ ー ム に 入力 する 値 


0 秒 0 コ マ 1 開い て いる 
0 秒 4 コ マ と 0 秒 6 コ マ 0 閉じ て いる 
0 秒 9 コ マ 1 開い て いる 
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念 図 1 : キー フレ ー ム の 入力 


COLUMN 


目 を 閉じ る 動き 
繧 柄 や アニ メー ショ ン の 意図 、 好 み に も より ます が 、 目 を 閉じ る 動き を 速く し て 、 開 く 動 き を 遅く し て も か まい 
ませ ん 。 実際 、TV ア ニメーション で は その よう な 動き に な っ て いる こと が 多い よう で す 。 閉じ る 時 に 中 割り を 
一 切 入 れず に 一 瞬 で 閉じ させ る 場合 も わる そう で す 。 実際 Animator 上 で 1 フレ ー ム に 縮め て も 案外 気 に な り 
ませ ん 。 む し ろか えっ て 見 映え が よい 場合 も あり ます 。 開閉 途中 の 目 が 悪 目 立ち むす る よう な ら 、 思 い 切 っ て 縮 
め て みる の も 手 で す 。 頻繁 に 使う モー ショ ン で す の で 、 納 得 の いく まで 調整 し て くだ さい 。 


キー フレ ー ム を 選択 する | 
テン プレ ー ト に し た い 箇 所 の キー フレ ー ム 
を 選択 し ます ( 図 2)。 


四 901 | 殺 大 | 回 小 | | 合 人 ほ | 中 康二 | | 425.84 。 184.35 | 
jal ーー 品 拓 話 品 抽 


= 


[ee ホー リー 


に 
トー 


会 図 2 : テン プレ ー ト に し た い 人 箇所 を 選択 


cHAPTER 04 アニ メー ショ ン を 作る 


テン プレ ー ト 名 を 入力 し て 保存 する 

3) 選択 し た 状態 で [テン プレ ー ト ] タブ を クリ ッ ク し て ( 図 3①⑳)、 テ ンプ レー ト パ レ ッ ト の [新規 ] ボタ ン を 
クリ ッ ク し て くだ さい ②。[ 入力] ダイ アロ グ が 表示 され ます の で 、 テ ンプ レー ト 名 を 入力 し て ③、 [OK] 
ボタ ン を クリ ッ ク し ます ⑭。 


⑨⑪ クリ ッ ク 


a 


信 図 3 : [新規 ] ボ タン を クリ ッ ク 


作成 し た ボタ ン を 確認 する 
テン プレ ー ト パレ ッ ト に [まばたき ] ボタ ン 
が 作成 され ます ( 図 4)。 


まばたき を する 箇所 を 指定 する 

「 ま ば た き 」 を 貼り 付け た い 場 所 を 選択 し て 
( 図 5①)、 [まばたき ] ボタ ン を クリ ッ ク し 
て くだ さい 。 

テン プレ ー ト に 登録 し た 「 ま ば た き 」 の キー 
フレ ー ム が 挿入 され ます ③。 


ーー | 放 


念 図 5 : [まばたき ] ボタ ン を 適用 


08-2 ZA PN) 


デフ ォ ル ト の 配置 の まま で す と 、 縦 に 長い Live2D の バ パラメータ 一 覧 が 見 づら く 、 ア ニメーション の 調 
整 が し に くい か も し れ ま せん 。 ウ ィ ン ド ウ 内 の タブ を ドラ ッ グ し て 見 や すい 配置 する と 作業 効率 が 上 が 
り ま す 。 図 6、7 に 配置 例 を 示し ます 。 
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念 図 7 : 配置 例 2 


ディ スプ レイ の 解像度 や パラ メー タ 量 な ど に よっ て 、 難 人 に と っ て の 快適 な 作業 配置 は 違う と 思い ま 
す 。Animator で は 何 度 も 動き を 確認 し な が ら 細 か い 調 整 を 繰り 返す こと に な り ま す の で 、 最 適 な 配置 を 


調整 し て みて くだ さい 。 


cHAPTER 04 アニ メー ショ ン を 作る 


モデ ル の 再読 み 込み 差し 替え 


Animator 上 で モー ショ ン を 作っ て いる と 、Modeler で 作っ た モデ ルフ ァイル (.cmox ) の 不備 が 見 つか り 、 修 正 し 
た く な る こと が 頻繁 に 発生 し ます 。Modeler で 修正 し て 「 再 読み 込み ] を 行う こと で 修正 内 容 を Animator 上 に も 
反映 させ る こと が で きま す 。 

メニ ュー か ら [オブ ジェ クト ] ( 図 8①) 一 [選択 モデ ル の 素材 を 再読 込 ] を 選ぶ か (②、 素 材 バ レッ ト か ら 該 当 モ デル フ 
ァイル を 右 ク リッ ク か ら ( 図 9①)、 [デー タ の 再読 込 ] を 選ん で くだ さい ②。 ま た 、 | 選択 モデ ル の 素材 を 差し 替え 」 
や 「 デ ー タ の 差し 替え 」 を 選ぶ と 、 別 の モデ ル を 読み 込ま せ て 適用 で きま す 。 ま っ た く の 別 モデ ル で も 、 バ パラ メー タ 
ID が 同じ で あれ ば 同じ 動き を させ る こと が で きま す 。 


デキ スト 皇 入 
今 図 8 : モデ ル の 再読 み 込 み と 差し 替え ① 


尊 コ ォ ル . ダ を 開く 


今 図 9 : モデ ル の 再読 み 込 み と 差し 替え ② 


=' 詞 だ 形 の モー ショ ン は テン プレ ー ト と し て 登録 し て お く と 、 ワ ンク リッ ク で 貼り 付け る こと が で きま す 。 
・ ウ ィ ン ド ウ 内 の タブ を ドラ ッ グ し て 使い や すい 配置 に し 、 作 業 効率 を 上 げ ま し ょ う 。 


た ヨコ - ま ます 18 1 
x 円 日 邊 = 


し 

全 
EE 
1 
に 
ロ 
たま 


7 の 1 に ざ ク に 4 /nー7 ーー ーーー ド に ~~[{ > 
09-1 ア ヒ メメ ン の ノエ ーF ド に つい て 


最初 と 最後 の 1 秒 の 大 き な 動 き を 控え る 

ある モー ショ ン か ら 別 の モー ショ ン に 移り 変わ る 際 に は 、 バ パラ メー タ が フェ ー ド し な が ら 再 生 さ れ ま 
す 。 デ フォ ルト で は この フェ ー ド 時 間 は 1 秒 に 設定 され て いま す 。 

フェ ー ド 中 は 2 つの モー ショ ン の パラ メー タ 値 を 合成 し た 動き に な り ま す の で 、 モ ーション の 最初 と 最 
後 の 1 秒 間 は な る べく 大 き な 動 き を 付け な い ほ つが 無難 で す 。 

特に まばたき は 、 半 目 に な る こと や 、 意 図 し な い 動 ざ に な っ て し まう こと が あり ます 。 フ ェ ー ド の ある 
最初 と 最後 の 1 秒間 は まばたき させ な いこ と を 推奨 し ます 。 


顔 の 振り 向き や まばたき の テン プレ ー ト を 作っ た 際 は 、 説 明 を 簡単 に する た め 最 初 の フレ ー ム か ら 動 か し まし た が 、 


本 来 は 推奨 され な い モ ーション の 付け 方 で す 。 


すべ て の バラ メー タ に 最低 1 つの キー フレ ー ム が 必要 

モー ショ ン 書 き 出 し の 仕様 要件 で す 。 

Animator に モデ ル を 配置 し て 位置 調整 を 終え た ら 、 ま ず Live2D パ ラメ ー タ (緑色 の 行 ) の 0 秒 0 コ マ 目 
の 部 分 を [Ctrl] キー を 押し な が ら ク リッ ク し まし ょ う ( 図 1 の ①)。 全 パラ メー タ に キー フレ ー ム が 打 て ま す 
②。 ま だ 何 も キ ー フ レー ム を 設定 し て いな い 状 態 な ら り 、 す べ て デフ ォ ル ト 値 で キー が 打 た れる は ず で す 。 
で きれ ば 、 最 終 フ レー ム (最終 的 な 総 フ レー ム 数 が 未定 な ら 仮 置 さ で も よい ) に も 同様 に すべ て の パラ メ 
ー タ に デフ ォ ル ト 値 で キー フレ ー ム を 打っ て お きま し ょ う 。 モ ーション の 最初 と 最後 を な る べく デフ ォ 
ルト 値 に 近づけ て お け ば 、 フェ ー ド 時 に トラ ブル の な い 手 堅い モー ショ ン に で きま す 。 


cHAPTER 04 アニ メー ショ ン を 作る 


1 クリ ッ ク 


信 図 1 : 全 バ パラ メー タ に 
キー フレ ー ム を 設定 


髪 揺 れ 、 胸 揺れ な どの 揺れ モノ 系 の パラ メー タ は 物理 演算 で 計算 する こと が で きる の で 、 一 般 的 に は 06 


Animator 上 上 で は モー ショ ン 付 け を し ませ ん 。 

Live2D Viewer と いう ソフ ト を 使っ て 物理 演算 で 揺れ モノ の 重量 や 長 さ を 設定 し て 、Animator で 書き 
出し た モー ショ ン フ ァイル (mtn) に 追記 する こと で モー ショ ン 付 け を し ます 。 

ここ で は Animator の 概要 と Live2D の モデ ルフ ァイル (.cmox) に 求め られ る パラ メー タ と 仕様 を 把握 
し 、 モ デル や PSD フ ァイル の 設計 に 活か し て も ら う の が 目的 で す 。 説 明 が 長く な り ま す の で 、Live2D 08 
Viewer の 詳細 に つい て は 割愛 し ます 。 詳し く は 公式 の ウェ ブサ イト の ドキ ュ メ ント を 参照 くだ さい 。 こ 
の 段階 で は 、 「 そ うい うこ と が で きる 」 と いう こと を 把握 し て いる だ け で 十分 で す 。 


( じ 放 人参 Unity で 「 宴 ] を ノベル ゲー ム エ ン ジン に 使う 場合 の 注意 点 | 講義 


アイ ドル (idle) 系 モー ショ ン 
待機 時 の アイ ドリ ング 系 モー ショ ン は 、Live2D Viewer な ど で モ ーション の グル ー プ 名 を 「idle」 と 設 
定 し て お くく 必要 が あり ます 。 
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目 バ チ 、 呼吸 
自動 的 に され る の で 、Animator で モー ショ ン を 仕込 む 必 要 が あり ませ ん 。 


ボイス 
Live2DViewer な ご ど で 、 モ ーション に ボイス を 仕込 ん で も 、 そ の ボイス は 無視 され て 再生 され ませ ん 。 
ボイス の 指定 は 、 宴 の 通常 の 書式 (Voice 列 へ の ファ イル 名 記入 ) で 指定 する 必要 が あり ます 。 


クチ バク 

テキ スト の 文字 送り 時 は 自動 で クチ パク し ます 。 ま た 、 ボ イス ファ イル を 鳴ら す と 、 音声 に 合わ せ て ク 
ナル バダ され ます 。 

モー ショ ン 上 自体 に クチ パク を 仕込 むと 、 テ キス ト や ボイス と 違っ た 動き に な る の で 、 モ ーション に は ク 
チ パ ク を 仕込 まな いこ と が 推奨 され て いま す 。 


モ 
1 

シ 
ヨ 
ン 
を 
作 
る 
時 
の 
注 
意 
点 


愛用 に モー ショ ン を 書き 出す 時 に は 、Animator 上 で 該当 パラ メー タ の キー フレ ー ム を 削除 し て お きま 
し よう 。 


じ 語 昌 公式 サン プル の モー ショ ン を 参考 に する 


モー ショ ン を 作る に は 、 公 式 の サン プル デー タ 集 が 非常 に 参考 に な り ま す 。 


・ サン プル デー タ 集 
http://sites.cybernoids.jD/cuDism2/samples 


サン プル モデ ル ご と に 定め られ た ライ セン ス や ガイ ドラ イン に 沿っ て ご 利用 くだ さい 。 

半角 キャ ラク ター 名 _motions.canx と いう ファ イル を Animator で 開い て 確認 し て みる と よい で し ょ 
う 。 お お い に 参 考 に な る は ず で す (半角 キャ ラク ター 名 _expressions.Canx と いう ファ イル は 表情 用 の モ 
ーション で あり 、1 フレ ー ム 分 の 長 さ し か な い の で 再生 し て も アニ メー ショ ン が 動か な い 。 詳し く は 公式 
の Live2D Viewer の マニ ュ ア ル を 参照 )。 

慣れ な いう ち は ゼ ロロ から モー ショ ン を 作る より も 、 これ ら の サン プル の シー ン か ら キ ー フ レー ム を コ 
ピー し た も の を 改造 し て 作っ て みる と よい で し ょ う 。 ま っ た く 別 の モデ ル で あっ て も 、 パ ラメ ー タ が 同 
じ 箇 所 は その まま 流用 で きま す 。 で す の で 、Modeler で モデ リン グ す る 際 は 、 な る べく 標準 の パラ メー タ 
を 使う こと を お すす めし ます 。 パ ラメ ー タ が 同じ な ら 他 の モデ ル の モー ショ ン を その まま 使い まわ せま 
す 。 本 書 の 獣 耳 モモ デル の よう に 特殊 な パラ メー タ を 独自 に 作っ て あっ て も 、 そ こ だ け 自力 で ご 付け る だ け 
で 済み ます 。 

時 間 的 に 余裕 が あれ ば 、 す べ て の サン プル を ダウ ン ロ ー ド し て 、 一 通り .canx フ ァイル の シー ン を すべ 
て 再生 し て みて くだ さい 。 

筆者 の お すす め の モ ーション は Epsilon_free_shake_01 [シェ イク ] で す 。 こ れ は 頭 を 左右 に 大 きく 振 
る モー ショ ン で す の で 、Live2D Viewer で 揺れ モノ の 物理 演算 を 追記 し た 際 の 確認 用 モー ショ ン と し て 
最適 で す 。 


cHAPTER 04 アニ メー ショ ン を 作る 


サン プル の モー ショ ン に つい て 

サン プル の モー ショ ン を 参考 に する 際 は 必ず .canx フ ァイル を 直接 開い て 参考 に し て くだ さい 。Animator で モー 
ショ ン フ ァイル (.mtn) その も の も ドラ ッ グ & ドロ ッ プ で 読み 込む こと が で きま す が 、 そ の 場合 、 | 許容 す る 誤差 」 を 
0% に する と すべ て の フレ ー ム に キー フレ ー ム が 打 た れ た 状態 に な っ て 、 非 常に 参考 に し 難い も の に な っ て し まい 
まみ 。 

図 2、 図 3 は まっ た く 同 じ Epsilon_free_shake_01[ シ ェ イ ク ] モー ショ ン で す が 、 参 考 に し や すさ が 全然 違い ます 。 
.Jmtn を 読み 込む 場合 は 「 許 容 す る 誤差 」 を 調整 し て くだ さい 。 
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念 図 2 : canx フ ァイル の シー ン 今 図 3 : mtn フ ァイル (誤差 0%%) の シー ン 


LivePD Library に つい て 


以下 は 、Live2D モ デル を 投稿 もしくは ダウ ン ロ ー ド で きる サイ ト で す 。 


* Live2D Library 
http://library.live2d.com/ 


投稿 者 に よっ て まち まち で す が 、.canx フ ァイル を 含ん で いる 場合 が あり ます 。 気 に な る モデ ル を 見 つ 07 
け だ ら ダ ウジ ロー ド し て みまい し ょ う 。 


09-6 信和 4iP』 り 戸 レ / 


顔 だ け の 動き を 単体 で 付け な い 
顔 だ けが 単体 で 動く と 機械 的 で ロボ ッ ト の よう に な り ま す 。 体 も 合わ せ て 動か す と より 自然 な 動き に 
な り ま す 。 


10 


顔 と 体 を 同時 に 動か さ な い 11 
動き 始め に 顔 と 体 が 同時 に 動き 出し て し まう と 、 これ も 機械 的 な 動き に な り ま す 。 
「 顔 が 先導 し て 後 か ら 体 が つい て くる 」「 体 が 先導 し て 後 か ら 顔 が つい て くる 」 な ど タ イミ ング を ずら し 

て 、 し な る よう な 動き を 付け まし ょ う 。 止 まる 動作 も 同様 で す 。 
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や た ら と どこ も か し こも 動か さ な い で 、 動 か な い 場 所 を 作る 
常に フワ フワ と 海藻 ひよ うに ゆら ゆら と 動い て いる と 気持 ち 悪い 動き に な り が ち で す 。 動か さ な い 場 
所 を きち ん と 作っ て メリ 八 り を 付け まし ょ う 。 


溜め と 詰め 、 反 動 
動き 始め に 力 を 溜め て 待っ た り 、 予 備 動作 や 反動 を 付け た り 、 動 き 終わ り に ピタ ッ と は 止ま ら ず 徐々 に 
減速 し た り 、 一 旦 行 き 過 ぎ て 戻っ た り 等 、 自 然 な 動き を 追求 し て み ま し ょ う 。 
シ 
ヨコ ゃ 
を 人 間 の 自然 な 動き 
作 顔 の 向き を 変え る 時 に は 、 ま ば た き を し た り 、 一 旦 少し うつ お いた りす る こと が 多い で す 。 ま た 、 喋 り 
人 な が ら 動 く 時 に は 、 喋 り 出 し に 顔 や 体 が 動く こと が 多い で す 。 実際 の 人 間 の 動き を よく 観察 し て み ま し 
の よう 。 
注 
意 
表情 の 変化 を 豊か に する 


動き に 合わ せ て 表情 を 柔軟 に 変え る と 、 ク オリ ティ が アッ プ し ます 。 眉 の 動き を 微妙 に 動か す だ け で 
も 表情 の ニュ アン ス が 大 きく 変わ り ま す 。1 つ の モー ショ ン 内 で 固定 し た 表情 の まま に せ ず 、 こ まめ に 変 
化 さ せま し よう 。 


09-7 その 他 の 旨 強 方 法 


Live2D そ の も の の サン プル や マニ ュ ア ル 、 書 籍 で 勉強 し て も よい の で す が 、3DCG の アニ メー ショ ン 
資料 、 好 き な 「V ア ニ メ や その 資料 、 映画 や ドラ マ 、 実 際 の 人 間 の 動き な ども 参考 に し て み ま し ょ っ う 。 鏡 の 
前 で 目 分 で 動い た り 、 デ ジタル カメ ラ や 携帯 で 目 撮り し た り し て みて も よい で し ょ っ 。 


s Animator の 基本 的 な 使い 方 を 学ん で か ら 、Live2D の モデ ルフ ァイル (.cmox) に 求め られ る パラ メー タ と 
仕様 を 把握 し まし ょ う ( こ の 時 点 で Animator の 使い 方 を 完全 に マス ター する 必要 は な い )。 

s「 こ ん な パラ メー タ が あっ た ら 便 利 だ っ た の に …」、「 自分 だ っ た ら こ ん な パラ メー タ を 作る な ……」 な ど 作 
り た い パ ラメ ー タ を イメ ー ジ し て くだ さい 。 


この CHAPTER で は すでに : 完成 済み の PSD フ ァ イル を 使っ て Liv e2D Cuk ism Modeler 


(Fo odeler) エ 上 で バラ ラメ ー タ の 動き を 定義 付 けし て いく 方 法 と 2 公式 サン プル の 複雑 な 


ES 


デフ ォ ー マ 構造 の 読 み 解 半生 び ま す 。 ま た 、 実 際 に モデ リン < グ 作業 を ひと 通り や っ て 


SE LT Le mA ピ 


みる こ と で 適切 な PS D フ ァイル の 作り 方 も も 学び ま - 2 


CHAPTER 04 で で は 、Le2D Cubism Animator( (以下 Animator) に 、 完 成 済 みあ の モ デル 


ファ イル を 読み 込ん で アニ メ の 付け 方 を 学 びました 。 し が レレ 、 ご の : モデ ルフ ァ ァイル は 、 筆 


ーー 


者 独自 の 工夫 や こ だ わり が 庄 り た く くさ ん で 、 初心 者 が い を な り 挑 お に は 複雑 で 難し い 特殊 
な 作り に な っ て いま す 。 使 用 し た PSD フ ァイル に も 複雑 な レイ ヤー 分 け を 施し て あり ま 


ーー 


す 。 最初 か らい き な り 難し いこ と に 挑む の は 得策 で は あり ませ ん 。 
まず は オー ソ ド I }\ け の PSD フ ァイル を 使っ て 、 一 般 的 な ip 
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っ 4 
て 5 


ピノ ク 人 a 1 aa 5 法 と モデ リン グ 方 法 を 習得 し た 後 、 あ 
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Modeler に よる モデ リン グ 方 法 に は 大 きく 分 け て 次 の 3 つが あり ます 。 


(1) PNG 画像 イン ポー ト + ポリ ゴン 手動 作成 + パラ メー タ 手 付け 
(2) PSD 自 動 イ ン ポ ー ト + パラ メー タ 手 付け 
(3) PSD 自 動 イ ン ポ ー ト + テン プレ ー ト 適用 に よる パラ メー タ 半 自動 付け 


①PNG 画 像 イン ポー ト + サ ポリ ゴン 手動 作成 オバ パラ メー タ 手 付け 

① は Live2D 1.0 台 の 頃 の 古い や り 方 で す 。 昔 は レイ ヤー 情報 の 持て る PSD フ ァイル で は な く 、1 枚 (PRO 
版 は 複数 枚 可 ) の PNG に すべ て の パー ツ を バラ バラ に 並べ て 配置 し た 画像 を 用 意 し て イン ポー ト 、 パ ー 
ツ の 1 つ 1 つ を 手動 で ポリ ゴン を 打っ て 分 割 、 下絵 を 元 に バラ バラ に な っ た パー ツ を 挿 き 集め て 再 構成 す 
る 一 と いう 非常 に 面倒 な 作業 が 必要 で し た ( 図 1)。2014 年 1 月 30 日 発行 の Live2D 公 式 本 『Live2D 
Cubism モデ リン グ & アニ メー ショ ン 」 の 頃 に は PSD 自 動 イ ン ポ ー ト 機能 が な く 、 こ の 古い 方 法 で 解説 さ 
れれ てい ます 。 

現在 で も イン ター ネッ ト 上 の 古い ドキ ュ メ ント の 場合 、 こ の 方 法 で 解説 し て いる か も し れ ま せん 。 
Live2D 2.0 台 で も まだ 可能 な 方 法 で す が 、PSD 自 動 イ ン ポ ボー ト が 格段 に 便利 な の で 忘れ て も よい 方 法 で 
す 。 

た だ し 、 ポ リ ゴ ン の 打ち 方 の ドキ ュ メ ント は 今 で も 有用 で す 。 上 級 者 の 中 に は PSD 自 動 イ ン ポ ー ト 機 
能 が 自動 で 打っ た ポリ ゴン を 手打 ち で 修正 する 人 も 多い で す 。 
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念 図 1: 旧 方 式 の イン ポー ト で 必要 だ っ た PNG 画 像 


②PSD 自 動 イ ン ポ ー ト エサ パラ メー タ 手 付け 
② は 現在 主流 の 方 法 の 1 つ で す 。 ポリ ゴン を 手動 で 打ち 直す 上 級 者 で も PSD の 自動 イン ポー ト 機 能 は 


③⑬③PSD 自 動 イ ン ポ ー ト + サ テン プレ ー ト 適用 に よる パラ メー タ 半 自動 付け 

③ は 「 テ ンプ レー ト 適 用 ] と いう 非常 に 便利 な 機能 が あり ます 。 こ れ は 面倒 な パラ メー タ 付 け や 複 雑 な 
デフ ォ ー マ と 呼ば れる 階層 構造 の 設定 な ど を すべ て 自動 で や っ て くれ る 機能 で す 。 テ ンプ レー ト 用 に あ 
ら か じ め 用 意 さ れ た モデ ル が 2 つ あ り 、 そ の 内 の どちら か ら 一 方 を 選 記 か 、 も し く は ユー ザー 自身 が 作っ 
た モデ ル を 適用 する こと も で きま す 。 

欠点 と し て は 、 テ ンプ レー ト 用 モデ ル と テン プレ ー ト を 適用 し た い モ デル が 完全 に 一 致す る こと は な 
く 、 両 者 が か け 離 れ て いる ほど 多大 な 修正 作業 が 発生 する ケー ス が 多い こと で す 。 

本 書 で は まず 、⑫⑰ の 方 法 で 解説 し ます 。 本来 な ら ば ③ の テン プレ ー ト 適用 が 一 番 楽 な 方 法 な の で す が 、 
発生 する 修正 作業 を 遂行 する に は 、② の 手動 で パラ メー タ 付 け を する 方 法 の 理解 が 不可 欠 だ か ら で す 。 
後述 し ます が 、 「 デフ ォ ー マ 」 と 呼ば れる 階層 構造 が どう な っ て いる の か を 初心 者 の 方 が 読み 解い て 、 
パラ メー タ を 修正 する の は 非常 に 難し いで す 。 


: Modeler に よる モデ リン グ 方 法 に は 、PNG 画 像 イン ポー ト + ボ ポリ ゴン 手動 作成 + す バラ メー タ 手 付け 、PSD 目 
動 イ ン ポ ボー ト + バ パラ メー タ 手 付け 、PSD 上 自動 イン ポー ト + テ ンプ レー ト 適 用 に よる パラ メー タ 半 目 動 付 けが 
あり ます 。 
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ペ SAMPLE 介 LESSON 02 其 思 before 萌 nekoko_normal.psd 


PSD フ ァイル を イン ボー ト す る 


= A っ 
アノ / リィ oO 
A A 


Modeler を 起動 し た ら 、 こ の LESSON の 「before] フォ ル ダ か ら nekoko_normal.psd を 選ん で ドラ ッ グ & 
ドロ ッ プ し て くだ さい ( 図 1)。 


今 図 1 : PS2D フ ァイル を ドラ ッ グ & ド ロッ プ 


本 2 a a a eg a 

a _ し | テー M J | et " 。 

ru 7 [ニニ ニー か デー が ら た = し | > 
, A , A cxtkr で 


[PSD フ ァイル を イン ポー ト ] ダ イア ログ が 開 さ ます 。 テク スチ ャ の サイ ズ に 「2048] を 選び ます ( 図 2①)。 
テク スチ ャ の サイ ズ を 変更 する と 、 ポ リ ゴ ン の 再 配置 が 実行 され る の で 、 多 少 の 計算 時 間 待ち が 発生 し 
ます 。 


N 
no9 ーー 
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左下 の | 配置 倍率 | を 見 て くだ さい 。 往 妙 に 1 枚 の テク スチ ャ に 収まり きら な か っ た た め 、1009%% を 切っ て 
いま す ②。 こ れ は 本 来 の 解像度 より も テク スチ ャ が 縮小 され て し まっ て いま す の で 、 理 想 を 言え ば 
|「1009%] が 望ま し いで す 。 

テク スチ ャ サイ ズ に 「4096」 を 選べ ば 余裕 を 持っ て 1009% で 収まり ます が 、Free 版 を お 使い の 方 は 「2048」 
まで し か が 選べ ませ ん 。Free 版 の 方 は その まま [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい ③。 他 の 設定 項目 は 
デフ ォ ル ト 値 の まま で 結構 で す 。 
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念 図 2 : PSD フ ァイル を イン ポー ト 


y 党 参 テ クス チャ の 追加 (PRO 版 限定 ) 


[テク スチ ャ を 追加 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る に 一 
8 PRO 版 を 持っ て いる 方 は [PSD フ ァイル を イン ポート] ダイ ア ーー 
ログ で [テク スチ ャ を 追加 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい ( 図 
3 )。 な お 、 テ クス チャ サイ ズ で | 4096」 を 選ん で も か まい ませ 
ん が 、 面 積 が 4 倍 に な る の で スペ ー ス の 無駄 で す 。 


胴体 を 移動 させ る | き 
[PSD フ ァイル を イン ポー ト ] ダイ アロ グ の 右側 | に = 
- で pg 


で 、 テ クス チャ の スペ ー ス を 多く 占め し て いる 胴 


ーー iz 


全 図 3 : [テク スチ ャ を 追加 ] ボ タン を クリ ッ ク 


体 を 選ん で 右 ク リッ ク し て ( 図 4①)、 [選択 レイ ヤ | = 記 計 K 


ー を (新規 テク スチ ャ 1) に 移す ] を 選び ②⑫、 テ クス 
ナヤ を 移動 ご せま す 。 


全 図 4 : テク スチ ャ の 移動 
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スカ ー ト 、 し っ ぽ ぼ 、 後 ろ 髪 を 移動 させ て 配置 僅 率 1009%% を 確認 する 


同様 に スカ ー ト 、 し っ ぽ 、 後 ろ 髪 も 移し て くだ さい 。 こ れ で 1009% に な る は ず で す ( 図 5①)。[OK] ボタ ン 


を クリ ッ ク し ます ぐ ⑫。 
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今 図 5 : 配置 倍率 100% 
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PSD の イン ポー ト を 確認 する 


PSD フ ァイル の イン ポー ト が 無事 終わ れ ば 、 図 6 の よう に 女の子 が 表示 され る は ず で す 。PSD フ ァイル 上 
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で レイ ヤー が 非 表示 設定 の ひま まだ と イン ポー ト 時 に 無視 され て し まい ます 。 
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念 図 6 : PSD の イン ボー ト が 完 
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cHAPTER05 モモ デリ ング を する 


モデ テル 形式 で 保存 する 
PSD の イン ポー ト が 無事 終わ っ た ら 、 メ ニュ ー か ら [ファ イル ] ( 図 7①) っ [別名 保存 ] を 選択 し て ②、 好き 


な 名 前 を 付け て 保存 し て くだ さい ③-⑤⑮ (ここ で は 「nekoko_normalcmox」 と し て いる )。 | .cmox」 は 
Modeler の 保存 形式 で す 。 


両 回 の ファ イル を 開く 


PSD フ ァイル を イン ポー ト 
テン ブレ - 上 を 通用 


念 図 7 : モデ ル 形 式 で 保存 


WP な 人 参 nekoko normal.psd に つい て 


nekoko_normalpsd は ノー マル と いう 名 前 の 通り 極力 普通 な PSD デ ー タ を 目指 し て 作っ て あり ます 。 
獣 耳 と し っ ぽ 、 胸 パー ツ は や や イレ ギュ ラー 気味 で す が 、 大抵 の モデ ル に は 何かしら の イレ ギュ ラー な パ 
ー ツ が 数 点 は 出 て きま す 。 本書 で は こう し た イレ ギュ ラー な パー ツ を どう 扱う か に つい て も 学ん で いき 
ます 。 

Live2D 公 式 サ イト に は すでに シン プル ちゃ ん と いう 優れ た 初 学者 向け モデ ル の サン プル と その 講座 
が あり ます が 、 シ ンプ ル ち ゃ ん より は も う 少 し だ け パ ー ツ を 増やし て な る べく オー ソ ド ッ クス で 標準 的 
な 構成 に し て あり ます 。 


・ テ クス チャ は イン ポート 時 に な る べく 配置 倍率 が 1000% に な る よう に し まし ょ う 。 


* Live2D 公 式 サ イト に は すでに シン プル ちゃ ん と いう 優れ た 初 学者 向け モデ ル の サン プル と その 講座 が あ 
り ま す 。 


回 に 
| | 
| 軒 5 
ls | 
i | _ 
a 四 
i 軒 Hi モ 
| al 
EM 目 』 
lm 馬 3 
関本 mm 問 
a < 委 語 9 ゴウ ヴェ ウト ョ 
| EE | 
2 | 
= irk 
= 目 jm 
c= Bi 
r us 
i 軒 加 
"| RR 


月 LESSON 03 萌 庫 | before 人 | nekoko.cmox 


庄 交 イン ポー ト し た パー ツ パ レッ ト を 整理 する 


男 設 四 


1 Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 


Modeler の パー ツ パ レッ ト は 、 描 画 オ ブ ジ ェ 
クト や デフ ォ ー マ と いう 仕組 み を 管理 する 


= b 
豆 」 “| da 
1 | 


し 邊 庄 
| トト そ 
目 E | る 
Fr | る 
ノレ ぃ パ 目 モモ | E- 直 
八 レ ッ ト で す 。 i » を 
パー ツバ レッ トド の PSD 堪 横 の [+] を クリ ッ | に | 信 
ク し て ( 図 1①)、 折 り 畳 まれ た ツリ ー を 開き 、 | i | トミ 
< 描画 オブ ジェ クト > の 中 身 を 展開 し て くだ 「 
さい ②③。PSD の イン ポー ト を 使う と 「PSD] i "= 
と いう 名 前 の パー ツ 分 類 の 中 に すべ て の 描 a - 


画 オ ブ ジ ェクト が 放り 込ま れ ま す 。 描画 オブ 
ジェ クト 名 は PSD フ ァイル 上 の レイ ヤー 名 と 
同じ に な り ま す 。 


念 図 1 : く 描画 オブ ジェ クト > の 中 身 を 展開 


描画 オブ ジェ クト を バ パーツ ご と に 分 
類する 

描画 オブ ジェ クト を 選択 し て ( 図 2①)、 ド ラッ 
グ S ドロ ッ プ する こと で ②③、「 パ ー ツ 」 に 放り 
込 び こと が で きま す 。「 獣 耳 ] 描画 オブ ジェ ク 
ト は 、 あ ら か じ め 作っ て ある 「 耳 」 パー ツ に 分 
類 し まし ょ う 。 同様 に 他 の パー ツ も 該当 し そ 
うな 場所 に 分 類 し て いき ます 。 自 分 で 把握 し 
や すけ れ ば 、 基 本 的 に は どこ で も 結構 で す 。 


編集 バレット か が か ら バ パー ツ を 分 類する 
描画 オブ ジェ クト を 選択 し た 状態 で 編集 パレ 
ッ ト 上 の 「 パ ー ツ 」 欄 を 変更 する こと で も 分 類 
可能 で す ( 図 3①~⑬ )。 こ の 操作 は 複数 選択 
し て まとめ て 設定 する こと も 可能 で す 。 ほ か 
の 描画 オブ ジェ クト も 「 こ こ だ 」 と 思う 場所 に 
分 類 し て みて くだ さい 。 

| 目 ] と | 目玉 ] と いう 分 類 名 が 若干 わか り に く 
いで す が 、 [目玉 は いわ ゆる 「 黒 目 ] を 、 | 目 」 
に は それ 以外 の 目 に 関す る 描画 オブ ジェ クト 
を すべ て 放り 込む お の が 慣例 に な っ て いま す 。 


[バー ツ 設 定 ] ボタン を クリ ッ ク す る 
「 足 ] 描画 ナブ ジェ クト を 放り 込む パーツ 分 類 
が 見 当たり ませ ん 。「 体 」 に 放り 込ん で も か ま 
いま せん が 、 別 途 管 理 し た い 場 合 は 新規 に パ 
ー ツ 分 類 を 作っ て み ま し ょ う 。 パ ー ツ 設定 を 
クリ ッ ク し て くだ さい ( 図 4)。 


新規 の バー ツ 分 類 を 追加 する 


cHAPTER05 モデ リン グ を する 


砂 WW 則 | 間 晴 | 中 | 生 | 部 | 貴 


本 間 単 電 吾 連理 


信 図 2 : ドラ ッ グ S&S ド ロッ プ で 描画 オブ ジェ クト を パー ツ に 放り 込む 
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信 図 3 : 編集 バレ ッ ト か ら バ ー ツ を 分 類 


図 5 の 一 覧 が デフ ォ ル ト で あら か じ め 用 意 さ れ て いる パー ツ 分 類 で す 。[ 新 規 バ ー ツ ] ボタ ン を クリ ッ ク 
し て くだ さい ( 図 5① )。 似 た よう な 命名 法則 で 名 前 を 付け て ②、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク す る と ③、 新 し 


い パ ー ツ 分 類 が 追加 べ れ ます ④。 
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今 図 5 : バー ツ 分 離 と し て 「 脚 」 が 追加 され て いる 


た 応 光 ハバ ハーツ バレット の 「 バ ー ツ 」 に つい て 


パー ツ パ レッ ト の 「 パ ー ツ 」 は 、 あ くま で 管理 用 の 分 類 フ ォ ル ダ の よう な も の で す 。「 PSD」 バー ツ の 中 
に 描画 オブ ジェ クト を 放り 込み っ ば な し で も 作業 は で きま す が 、 き ちん と 分 類 し た ほう が 後々 の 作業 が 
楽に な り ま す 。 | パー ツ 」 単位 で 表示 ・ 非 表示 を 切り 替え た り 、 編 集 を ロッ ク し た り で きる よう に な り ま す 。 


福 括 い の 「 パ ー ツ 」 

ここ まで 福 笑 い の 「 バ ー ツ 」 と 呼ん で いた も の は Live2D で は 厳密 に は 「 描 画 オ ブ ジ ェクト 」 と 呼び ます 。PSD フ ァ イ 
ル の 1 レイ ヤー が 1 描画 オブ ジェ クト に 相当 し ます 。 た だ し 、1 レ イヤ ー 内 で 画素 が つなが っ て いな いも の は 、 別 描 
画 オ ブ ジ ェクト 扱い で す 。 例 えば 、 同 一 レイ ヤー 内 に 描い て ある 左右 の 足 な ど は 画素 が 分 離し て いる た め 「 足 」 と い 


う 同 名 の 描画 オブ ジェ クト が 2 つ あ る も の と し て イン ボー ト さ れ ま す 。 

読者 の 方 に と っ て 直感 的 に わか りや すい の で 「 パ ー ツ 」 と いう 一 般 名 詞 で 呼ん で きま し た が 、 バ パー ツバ パレット の 「 バ 
ー ツ 」 と 紛らわしい の で 、 こ れ 以 降 、 厳 密 に 「 描 画 オ ブ ジ ェクト 」 と 呼ぶ こと に し ます 。 パ ー ツ パレ ッ ト の | パーツ 」 
は 描画 オブ ジェ クト を 分 類 、 管 理 す る た め の フ ォ ル ダ の よう な も の と 理解 し て くだ さい 。 


cHAPTER05 モデ リン グ を する 


FREE 版 と PRO 版 の 違い 


FREE 版 と PRO 版 の 比較 表 ( 図 6) に ある 「 バ ー ツ の 数 : 30 
まで 」 と は 、 こ の 分 類 用 の バー ツバ パレット の 上 限 数 の こと 
で す 。 読者 の 方 が イメ ー ジ され る バー ツ の 数 ( 福 笑 い の パ 
ー ツ 数 ) と は 「 使 用 可能 な 描画 オブ ジェ クト 数 ]」 の こと で あ 


ーー は で で 


り 、FREE 版 の 上 限 で も 100 (ほぼ PSD フ ァイル の レイ ヤー ro ree cnr yan ・ 
数 に 相当 ) で す の で 、 普 通 に 使う 分 に は 困ら な い は ず で す 。 1 


全 図 6 : Live2D 公式 サイ ト よ り (2015 年 12 月 現在 ) 


た 年 参 バー ツ 一 覧 に つい て 


パー ツ 一 覧 上 で の 並び 順 を 変 
更 する こと も 可能 で す 。[ 上 へ ] [ 
や [ 下 へ ] ボタ ン を クリ ッ ク し て | 名 。 


jPARTS_UIF 県 2E_001 
お 好き な 位置 に 調整 し て くだ さ | 半生 人 詳 etLm 


PAR1S UI BPOW O01 


い ( 図 7 )。 同様 に | 腕 ] や | し っ PARTS UI NODBTH OU 


PARTS OU HOSE OU 


性 」 を 作っ て も まい で し ょ よう 。 EE は ET unt ーー 
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新規 9] [ 圭二 | 補間 | | 時 | 


念 図 7 : [上 へ ] [ 下 へ ] ボタ ン で 並び 順 を 変更 


(た 記 和 バー ツ 分 類 名 別に 表示 ・ 非 表示 に する ノロ ッ ク を か ける 
1 バー ツバ レッ ト の 分 類 と 表示 ・ 非 表示 の 設定 を する 


すべ て の 描画 オブ ジェ クト を 分 類 し 終え た ら 、 図 8 の よう に な っ て いる と 思い ます 。 こ れ で パー ツ 分 類 名 
別に 表示 、 非 表示 、 ロ ッ ク が で きる よう に な り ま し た 。 編集 作業 上 、 邪 魔 な 要素 を 一 時 的 に 非 表 示し た い 
時 に 威力 を 発揮 し ます 。 パ ー ツ 分 類 名 左 模 の 目 の ア イコ ン を クリ ッ ク す る と ( 図 8①②)、 非 表示 に 切り 替 
えら れ ま す ③。 12 
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信 図 8 : バー ツバ レッ ト の 分 類 と 表示 非 表 示 


ドラ ッ グ し て 切り 替え る 

編集 作業 時 に は 選択 ツー ル を 頻繁 に 使い ます の 
で 、 余 計 な 描画 オブ ジェ クト を 選択 し た く な い 時 
に ロッ ク 機 能 は 威力 を 発揮 し ます 。 目 の ア イコ ン 
と ロッ クア イコ ン は 1 つ 1 つ クリ ッ ク し て も よい の 
で す が 、 ド ラッ グ す る こと で 一 気 に 切 り 替 える こ 
と も 可能 で す ( 図 9)。 


ー 括 し て 切り 替え る 

目 の ア イコ ン と ロッ ク の アイ コン は 一 番 上 の パー 
ツバ レッ ト 要 上 の アイ コン を クリ ッ ク す る こと で 
( 図 10)、 す べ て を 一 括 し て 切り 替え る こと が で き 
ます 。 


A SD 
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oD |... 
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〒 敵 明 秦 | 100 尾 


[リン ク 表 示 ] ボタ ン (左右 の 矢印 マー ク ) を クリ ッ ク し て ( 図 
11)、 押 下 状態 に し て くだ さい 。 モ デル の 女の子 が 表示 され て 
いる キャ ン バ ス パレ ッ ト 上 で 描画 オブ ジェ クト を 選択 する と 
( 図 12①)、 自 動 的 に 連動 し て パレ ッ ト 上 の ツリ ー が 展開 され ま 
す ②⑫。 編 集 作 業 上 便利 な こと が 多い の で 、 押 下 状態 を 推奨 し ま 


す 。 


信 図 11 : [リン ク 表 示 ] ボタ ン 
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信 図 12 : パー ツ パ レッ ト の 自動 展開 


* PSD の 1 レイ ヤー が ほぼ 1 描画 オブ ジェ クト に 相当 し ます 。 
: PSD の レイ ヤー 内 で 画素 が 分 離し て いる と 別 描画 オブ ジェ クト 扱い に な り ま す 。 


cHAPTER05 モデ リン グ を する 
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Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 
Modeler で 前 髪 の 描 画 オ ナブ ジェ クト を 
選択 し た 状態 で パラ メー タ パ レ ッ ト か 
ら 「 角度 X] を クリ ッ ク し て くだ さい ( 図 
1①)。 [パラ メー タ 編 集 ] ダイ アロ グ が 
表示 され た ら [3 点 挿 入 ] ボタ ン を クリ 
ッ ク す る か が ⑨⑧、「 一 30」、「0」、「30」 の 箇 
所 を クリ ッ ク し て ③④、 白い 丸 を 3 点 表 示 
させ 、 [OK] ボタン を クリ ッ ク し て くだ 
さい ④。 
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信 図 1 : 角度 X の バラ メー タ を 編集 する 
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cHAPTER 05 モモ デリ ング を する 


描画 オブ ジェ クト に バラ メー タ を 関連 付 
ける 

「 角 度 X] パラ メー タ に 緑 の 丸 が 3 点 表示 され ます 
( 図 2)。 こ の 3 点 に キー フォ ー ム を 定義 する こと 


が で きる よう に な り ま し た 。「 前 髪 」 描 画 オ ブ ジ ェ | 左目 本 ーーー 前 PF 
クト の 選択 を 解除 する と 緑色 の 丸 は 表示 され な く 今 図 2 : 描画 オブジェ クト に 対す る バラ メー タ の 関連 付け ( 緑 丸 ) 
な り ま す 。 


緑 の 丸 
緑 の 丸 は 選択 し た 描画 オブ ジェ クト (後述 する デフ ォ ー マ も ) が どの パラ メー タ に 関連 付け られ て いる の か を 判別 
する の に 非常 に 重要 で す 。 必 ず 覚 えて お いて くだ さい 。 


キー フォ ー ム を 定義 付け る 

赤丸 (現在 の パラ メー タ 値 ) を 一 番 右 端 に ドラ ッ 
グ し ます ( 図 3①)。「 角 度 X]」 パ ラメ ー タ が 右端 ( 
30) の 時 の キー フォ ー ム を 定義 付け し ます ②。 


ポリ ゴン の 1 点 を ドラ ッ グ し て 変形 
させ る 

前 髪 の 描 画 オ ブ ジ ェクト が 選択 され た 状態 
で 端 の ポリ ゴン の 1 点 を 選択 し ( 図 4①)、 適 当 
な 位置 に ドラ ッ グ し て 変形 させ ます (②。 


‘で ん 


念 図 4 : ポリ ゴン の 1 点 を ドラ ッ グ し て 変形 


中 間 フ ォ ー ム を 自動 生成 する 

これ で キー フォ ー ム が 定義 され まし た 。 パ ラメ ー タ 角度 X の スラ イダ を 真ん中 一 右端 の 間 で ドラ ッ グ し 

て くだ さい ( 図 5)。 中間 フォ ー ム が 自動 生成 され 滑ら か に 変形 する と 思い ます 。 な お 、 ポ リ ゴ ン の 点 が グ 

レー な の は キー フォ ー ム を 編集 で き な い 中 間 フ ォ ー ム で す 。 こ れ で Modeler の 説明 を 終え て し まい た い 

くら い 基 本 的 な 操作 で す 。Live2D で で きる こと は 根本 的 に は これ だ けし か な いと 言っ て も 過言 で は な い 
及 に な り ま す 。 
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全 図 5 : 中 間 フ ォ ー ム の 自動 生成 
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変形 を 解除 する 

ここ まで は お 試し の パラ メー タ 付 け な の で 、 変 形 を 解除 し て み ま し ょ う 。 メニュー から [編集 ]  [ 元 に 戻 
す ] ([Ctl] + [Z] キー) で アン ドゥ し て も か まい ませ ん が 、 こ こ で は 手動 で 解除 し て み ま す 。 

前 髪 の 描 画 オ ナブ ジ ェクト が 選択 され た 状態 で 、 パ ラメ ー タ の 角度 X を クリ ッ ク し ます ( 図 6)。 
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念 図 6 : スラ イダ を 中 央 値 付 近 で 右 ク リッ ク し て 0 に 吸着 させ 、 前 髪 選択 状態 に し て 「 角 度 X」 を クリ ッ ク 


変形 の 解除 


変形 を 解除 する 前 に 、 必 ず 「 角 度 X」 バ ラメ ー タ の スラ イダ を 中 央 値 の 「0] に 戻し て か ら 解 除 し て くだ さい 。 変形 が 
残っ て し まい ます 。 中 央 値 付 近 で 右 ク リッ ク す れ ば 正確 に スラ イダ を 「0」 に 吸着 で きま す 。 


全 点 削除 を する ーー 
[ 全 点 削 除 ] ボ タン を クリ ッ ク す る と ( 図 
7①)、 登 録 さ れ た 3 点 の キー フォ ー ム が 
消え ます ②。[OK] ボタ ン を クリ ッ ク し 
て くだ さい ③。 パ ラメ ー タ の 関連 付け 
が 解除 され ます 。「 前髪] 描画 オブ ジェ 
クト 選択 し て も 「 角 度 X] バラ メー タ に 
緑 丸 が 付か な く な っ て いる は ず で す 。 


今 図 7 : [ 全 点 削除 ] ボ タン を クリ ッ ク す る 


cHAPTER05 モモ デリ ング を する 


L 涼 参 ハラ メー タ に つい て 


描画 オブ ジェ クト (と デフ ォ ー マ ) に パラ メー タ の キー フォ ー ム を 定義 付け し て いく こと で 顔 を 縦横 に 
振り 向い た り 、 目 や 口 を 閉じ た り 、 体 を 傾け た り と いっ た あら ゆる 動き を 付け て いき ます 。 


ョ 5" 詞 描 田 オ ブ ジェ クト (と デフ ォ ー マ ) が パラ メー タ に 関連 付く と 、 選 択 時 に 該当 パラ メー タ に 緑 丸 が 表示 され 
ます 。 

・ 描画 オブ ジェ クト (と デフ ォ ー マ ) に パラ メー タ の キー フォ ー ム を 定義 付け し て いく こと で 、 あ ら ゆ る 動き 
を 付け る こと が で きま す 。 


10 


095 


LESSON 04 で パラ メー タ 付 け の 基本 的 な 操作 法 が わか っ た と ころ で 、 実 際 に 動き を 付け て いき まし ょ うっ う 。 


® Modeler で nekoko.cmox を 開き 


1①⑪②)。 


ます 。Modeler の パー ツ パ レッ ト で 「 目玉 」 描画 オブ ジェ クト を 選択 し 
ます 。 片方 だ け 選 択 し て 片方 ずつ パラ メー タ 付 け を し て も よい で の す が 、 [Shift] キー や [Ctrl] キー( バ 
ー ツ パレ ッ ト 上 で 有効 ) を 駆使 し て 、 複 数 の 描画 オブ ジェ クト を 選択 すれ ば 、 ま と め て バラ メー タ 付 け す 
る こと が 可能 で す 。 ここ で は [左目 玉 」| 石 目玉 ] 描 画 オ ブ ジ ェクト (いわ ゆる 黒目 ) を 選択 状態 に し ます ( 図 


芋 | 左 ま -『 手 凍 和 け 学 町 
世 | 石 一 宣 線 
雪 | | 友 二 事 線 


] 


| 0 4 


価 画 順 | 520.590| ト : 
邊 舌 明 度 | 100 医 オプ ション | 


値 リト 


画 絞り 込 か パフ メー タ 調 写 | > | oh | 


全 図 1 : 「 目 玉 」 描 画 オ ブ ジ ェクト を 選択 


パラ メー タ パ レ ッ ト で 目玉 X」/ 
[OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ④ 


【 ラ メー タ を クリ ッ ク し ( 図 2①)、[3 点 挿入 ]」 ポ ボタ ン を クリ ッ ク し て ⑨③、 


O 


cHAPTER 05 モモ デリ ング を する 


E 護 科 放 0 クリ ッ ク 


信 図 2 : 「 目 玉 X」 パ ラメ ー タ に 3 点 
挿入 


「 目 玉 」 描 画 オブ ジェ クト と 「 目 玉 X」 バ ラメ ー タ を 関連 付け る 
「 目 玉 」 描画 オブ ジェ クト を 片方 、 も し く は 両方 を 選択 状態 に する と ( 図 3①)、 パ ラメ ー タ の 関連 付け を 表 
す 緑 の 丸 が 「 目 玉 X]J パ ラメ ー タ に 表示 され て いる こと を 確認 し て くだ さい ②。 


| 左 醒 まっ つけ 所 


右 まけ 本 と ュー - 


= ee i 
1 et 
る | たま つけ も ギ サギ サ PL IP 
| 石 二 車 暫 描画 順 


不問 明 度 | オフ ショ シン | 


クト > 


右 提 玉 _ 


| 目 衣 上 
| 邊 “* 舞 画 オ ゴジ ェ カ トッ 
今 図 3 : 「 目 玉 」 描 画 オ ナブ ジ ェクト と 「 目 玉 X」 バ ラメ ー タ の 関連 付け ( 緑 丸 ) 


キー フォ ー ム 付け が 可能 な 点 に 正確 
に 吸着 させ る 

[目玉 X]J パ ラメ ー タ の スラ イダ を 右端 に ドラ 
ッ グ し て も よい で す が 、 右 端 で 右 ク リッ ク し 4 
て くだ さい 。 キ ー フ ォ ー ム 付け が 可能 な 点 | 玉 _F 


デ 
# 


に 正確 に 明 音 させ る こと が で さき ます ( 図 4)。 ム 図 4:「 目 玉 」 指 画 オ ブ ジ ェクト と [目玉 X] パ バラ メー タ の 関連 付け 
この 機能 は キー フォ ー ム の バラ メー タ 値 に ( 緑 丸 ) 
スラ イダ を 正確 に 移動 させ る の に 使い ます 。 


w け は 野 対 Hm 


右 ク リッ ク で 吸着 を 推奨 する 理由 【 ーー 
両端 だ と ドラ ッ グ で も 問題 な い の で す が 、 中 間 地 点 と 目 人 
に ある キー フォ ー ム に ドラ ッ グ で 正確 に スラ イダ を エピ ンー _ 
合わ せる の が 難し いで す 。 図 5 は 真ん中 の キー フォ 


ー ム に スラ イダ を 合わ せ た つ も り が ずれ て いて 、 ポ 
リ ゴ ン の 白い 点 が グレ ー( キ ー フ ォ ー ム 編集 不可 ) に - モ 赴 よ ト ーー Tl 
な っ て いま す 。 人 図 5 : キー フォ ー ム 3 点 か ら 微妙 に ずれ た 状態 


| 目玉 X」 パ ラメ ー タ の スラ イダ を 右端 に し た 状態 で キー フォ ー ム を 設定 し ます 。 


「 目 玉 」 描 画 オ ブ ジ ェクト を 右側 へ 移動 する 

「 目 玉 」 描画 オブ ジェ クト が 選択 され た 状態 で マウ スカ ー ソ ル を 合わ せる と 十字 型 の カー ソル に 変わ る 場 
所 が ある と 思い ます ( 図 6 左 、 真 ん 中 辺り に な る が 、 結構 細か な 位置 )。 

その 状態 で マウ ス の 左 ボ タン を 押し て ドラ ッ グ する と 移動 で きま す ( 図 6 右 )。 こ の 時 [Shift] キー を 押し 
な が ら 行 うと 真横 や 真 上 に 移動 さ 
せ や すい で す 。 

目玉 を 画面 向かっ て 右側 に 移動 
させ まし ょ う (どう し て も 十字 型 
カー ソル が 出せ な い 時 は キー ボー 
ド の 方 向 キー を 何 度 か 押し て 右側 座 “ 
に 移動 させ る )。 人 図 6 : 目玉 の 描画 オブ ジェ クト を 右側 へ 移動 


「 目 玉 X」 バ パラ メータ の スラ イダ を 動か し て みる 
イメ ー ジ し た 位置 に 移動 し 終わ っ た ら 、「 目 玉 X] パ ラメ ー タ の スラ イダ 
を 真ん中 一 右端 で 左右 に ドラ ッ グ し て くだ さい ( 図 7)。 キ ャ ラク ター の 


ea = a 念 図 7 : 「 目 玉 X」 パラ メー タ の スラ 
目 が ぐり ぐり と 動く よう に な っ た は ず で す 。 確認 し た ら ス ライ ダ は 中 央 イタ を 動か す 


に 移動 し て お きま す 。 


目玉 の は み 出 し を 調整 する 

この まま だ と 、 目 玉 が まつ 毛 の 外 に まで は み 出 し 
て いる の が 少し 気 に な り ま す ( 図 8 )。I 旧 バー ジョ 
ン で あれ ば 、 肌色 の まぶた 描画 オブ ジェ クト で 上 
か ら 復 い 隠 し て いま し た 。Modeler2.1 以降 で は 
クリ ッ ピ ング マス ク と いう 機能 が 使え ます 。 「SDK 
2.1] 以 降 を 選択 し て くだ さい ( 図 9)。 


編集 : 


1 い "h) る 図 9 : SDK2.1 を 選択 
| 。 . a 


念 図 8 : 目玉 の は み 出 し 


cHAPTER05 モデ リン グ を する 


警告 を 確認 する 


1 << CubismAnimator に よる アニ メー ショ ン 割 作 >> 


クリ ッ ピ ング マス ク 機 能 を 使 お つう と する と 、 警 告 早世 くど 邊 用 固 け ます 。 
が 表示 され ます ( 図 10)。 一 部 環境 で は 使え な い PR 
の で 、 ど ん な 環境 で も 動く よう つ に する に は 旧来 式 < ゲー ム 本 児 な ど Cubam SDK に よる 容 規 >> 
・ 握 境 に どっ て 対応 状況 が 異な りり ます. 
の ま 応 た 描画 オブ ジェ クト で 塞ぐ 方 法 が 無難 で す 必ず 関 発 担当 者 と 抽 整 の 上 で クリ ッ ピ ング マス ク を 利用 する よう お 大 いい た し ます 。 
ー 一 厩 の 感 境 で は 1 この 揚 画 オブ ジェ クト に 裸 政 の か リッ ピン グマ スウ か の 週 用 は 出来 主 せ ん 。 

が 、 この LESSON で は 学習 用 な の で 気 に せ ず 使 い ・ 叶 に よっ て は 仙 生 が 大 きく な る ご と が あり ます 

i a ao 
ます 。[OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい (詳し Et か cts 
く は 公式 サイ ト の クリ ッ ピ ング マス ク に 関す る 情 
民 を 北 有 。 ^ 図 10 : 警告 を 確認 


「 右 白目 」 描 画 オ ブ ジ ェクト を 選択 する 
「 右 白目 」 描画 オブ ジェ クト を 選択 し て くだ さい ( 図 11)。 


|" | > 


ミエ リト > 
| 右 白 E 


3 


ーー 寺 パラ ルータ a 
- 党 | 」 な ま うけ 同人 込み | パラ メー ぁ 論 定 | > | 
-「 刈 | | 左 ま つげ 亡 導 \ ザ | 折り A | 


念 図 11 : 白目 描画 オブ ジェ クト を 選択 


白目 の ID を コピ ー し て 目玉 の クリ | ーー- 
ッ プ ID に ペー スト する ーーーーーーm a ーー 
右 白 目 の ID 欄 を 選択 し て コピ ー し ます ( 図 し ーー hm 


= F 


12①)。 そし て 右目 玉 の クリ ッ プ ID 欄 に ペ MD | 
ー ス ト し て [Enter] キー を 押し ます ②。 て | a a に > md 
れ で 目玉 の は み 出 し が な く な り ま し た ( 図 

13)。 白目 の 範囲 内 で クリ ッ ピ ング され ま 
す 。 反 対 側 の 目 も 同じ 要領 で クリ ッ ピ ング 
し て くだ さい 。 無事 クリ ッ ピ ング で きた ら 、 パッ | 
目玉 の 移動 調整 に 戻り まし ょ う 。 、 


前 ) 右 日 玉 
カ ) ッ ブ ID ID PSD.?24 


境 画 央 | 59mml 
不 聞 明 攻 | ba | 


が リッ ナ ID lo PS0.24 


信 図 13 : は み 出さ な く な っ た 目玉 


は 野 対 Hm 


た 法 旧 目玉 の 移動 時 を 調整 する に は 


目玉 の 移動 量 が 足り な い 、 も し 
く は 移動 し 過ぎ だ と 感じ た ら 、 ス も 目 開明 
ライ ダ を 右端 の キー フォ ー ム に ーー ンー |E 
吸着 させ た 状態 で 目玉 の 描画 オ | 
ブ ジ ェクト の 位置 を 微 調整 し て | 
くだ さい ( 図 14)。 よ い 感 じ に な 
っ た ら 、 同 様 に 左側 の キー フォ ー 
ム に も 同じ くら い の 移 動 量 で キ 
ー フ ォ ー ム を 付け まし ょ う 。 


信 図 14 : 「 目 玉 X」 バ パラ メー タ の キー フォ ー ム 


05-4 目玉 に 上 下 の 動 き を 付け る 


「 目 玉 Y」 バ パラ メー タ を クリ 
ッ ク す る 

左右 の 動き を 付け 終わ っ た ら 、 今 
度 は 上 下 の 動き で す 。「| 目玉 」 描 
画 オ ブ ジ ェクト (右目 玉 と 左目 
玉 ) が 選択 され た 状態 で 「 目 玉 Y」 加 | 
を クリ ッ ク し て ( 図 15)、 | 目玉 Y| 念 図 15 : 目玉 Y」 パ ラメ ー タ を クリ ッ ク 
パラ メー タ に 3 点 を 挿入 し ます 。 

な お 「 目 玉 X」 パラ メー タ は 必ず 

中 央 に 吸着 させ た 状態 で 作業 を 

進め て くだ さい 。 


上 へ 移動 する 動き を 付け る 

| 目玉 Y 」 パラ メー タ に も 関連 付 

け の 緑 丸 が 付き まし た 。 ス ライ 

ダ を 右端 に 移動 させ て ( 図 16①)、 

上 へ 移動 する 動き を 付け ます ②⑫。 
生 を g!・- 」 四 “ 

^ 図 16 : スラ イダ で 上 へ 移動 する 動き を 付け る 


下 へ 移動 する 動き を 付け る 

スラ イダ を 左端 に 移動 し て ( 図 17(③⑤)) 下 へ 移動 する 動き を 付け ます 。 左右 や 上 下 で 同じ くら い の 動 き 
を 付け た い 時 は 、 キ ャ ン バ ス を グリ ッ ド 表示 に する と 便利 で す ①⑪②④。 た だ し 、 機 械 的 な 移動 量 よ り も 見 
貯え の よさ を 優先 し た 位置 に し て くだ さい 。 人 確認 し た ら ス ライ ダ は 中 央 に 移動 し て お きま す 。 


cHAPTER05 モデ リン グ を する 


』 先 | 了 示 ] ト ーー ーー | wW クリ ッ ク 
| グリッ を 表示 
EPI 4 A BYT | に 


変形 バス を 表示 


た 量 萌 ハラ メー タ の まとめ と 分 離 を 行う 


バラ メー タ を まとめ る 

パラ メー タ 名 の 左側 を クリ ッ ク す る 
と ( 図 18①)、2 つ の パラ メー タ を ま 
と め て 表示 で きま す ②。 


今 図 18 : パラ メー タ を まとめ る 


バラ メー タ を 分 離す る 
横 軸 が 「 目 玉 X]」 パ ラメ ー タ 、 縦 軸 が 「 目 玉 Y] パラ メー タ に まとまり ま 
し た ( 図 19)。 ス ライ ダ を 平面 上 で スラ イド し て 移動 で きる よう に な り 


ます 。 
も う 1 度 パラ メー タ 名 の 左側 えん クリ ッ ク す る と 、 ま と まっ た パラ メー タ 作図 19: バラ メー タ を 分 区 
を 分 離し て 元 の 表示 に 戻り ます 。 


2 つの バラ メー タ の まとめ と 分 離 の 違い 


2 つの パラ メー タ の まとめ と 分 離 は 、 あ くま で も 表示 方 法 の 切り 替え で あり 、 ど ちら で も で きる こと は 同じ で す 。 ま 
と め と 分 離 を 切り 替え て も 設定 し た バラ メー タ の キー フォ ー ム 自体 に 影響 は 出 ま せん 。 


スラ イダ を 上 下 左 右 に 移 
動 さ せる 

スラ イダ を 上 下 左 右 に 移動 させ 
る と 目玉 が 動く こと を 確認 で き 
る は ず で す ( 図 20①②⑫)。 


| | に リリ 1 


全 図 20 : 「 目 玉 X」 バ ラメ ー タ と [目玉 Y] バ パラ メー タ の まとまっ た スラ イダ 


4 隅 の 形状 を 確認 する 
スラ イダ が 4 隅 を 通る よう に 外 い 


っ ぱい に ぐる ぐる 動か し み ま し 
ょ う 。 何 か お か し いこ と に 気付 
いた は ず で す 。 右端 の 縦 3 つ と 
左端 の 縦 3 つ キー フォ ー ム の 形 上 
状 が まっ た く 同 じ で 変化 が あり 人 図 21 : 4 隅 の 形状 が お か し い 

ませ ん ( 図 21①②)。 端 で 上 下 に 

スラ イド させ る と よく わか り ま 

す 。 改善 方 法 に つい て は 次 の 

LESSON で 解説 し ます 。 


| | 
9 次 化し な い 


名 は 明 詩 団 相 


た 量 輝 4 隅 の 形状 か が 正しく 動か な い 理 由 


| 目玉 X] パラメータ と | 目玉 Y」 パラ メー タ が 右上 端 に な っ て いる キー フォ ー ム は 、 分 離し た パラ メー 

ダ 表 示 で 言う と 、 図 22 の よう な 状態 と イコ ー ル で す 。 
| 目玉 % = 
| 上 ーー 


今 図 22 : バラ メー タ 分 離 状態 で の 表示 


な ぜ 4 隅 の 形状 が 正しく 動か な い の で し ょ うか ? それ は 「 目 玉 Y] パラ メー タ が 中 央 の 状態 で の | 目玉 
X」 パラ メー タ を 3 パターン 、 「 目玉 X] パ ラメ ー タ が 中 央 の 状態 で の | 目玉 Y] パラ メー タ を 3 パタ ー ン 作 
っ た だ け に すぎ な いか ら で す 。 実は 全 パ ター ン の キー フォ ー ム を 定義 付け する 必要 が あり ます 。 


左右 の | 目玉 」 描 画 オ ナブ ジ ェクト に つい て 

現在 、 左 右 の 「 目 玉 」 描画 オブ ジェ クト の 1 つ 1 つ は 、 「1 つ の 描画 オブ ジェ クト に 2 つ パ ラメ ー タ が 関連 付け され て い 
る 」 状 態 で す 。 この 場合 、 目 玉 X と 目玉 Y の キー フォ ー ム が それ ぞ れ 3 点 ず つ な の で 、3 メ 3 の 9 パタ ー ン すべ て が 別 の 
キー フォ ー ム 扱い で あり 、 全 パタ ー ン の キー フォ ー ム を 定義 付け し て あげ な いと いけ ませ ん 。 パ ラメ ー タ 2 つ を 見 
た 目 上 まとめ た の は 、9 パ ター ン が 必要 な こと を 視覚 的 に わか りや すく する 意味 も あり ます 。 


記 " 識 | ・ 目 玉 の 移動 量 を 調整 する に は スラ イダ を 右端 の キー フォ ー ム に 胡 着 させ た 状態 で 目玉 の 描画 オブ ジェ クト 
の 位置 を 微 調整 し て くだ さい 。 


・ パラ メー タ は まとめ た り 、 分 離 で きた り し ます 。 
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= E に 
| LN 里 寺 円 還 1 全 隊 です 。/ E 
- の LESSON で は 前 の LESSON で 問題 と な っ て いた 、4 隅 の 形状 が 正 | Bh 点 に つい て 、 修 正す る 方 法 ” 
解説 し まる 
| [左目 開 諸 ーーーーーー* | 肖 | 
| 忘 目 筑 顔 | =ーーーーー ゴ 
| [右目 開閉 | ーーー* 
右目 笑顔 ーーー 
目玉 \ | 
| 
目玉 " 
| [ 計 軒 FF | ーー 
右 慎 上 下 | ーー = 
堪 慎 左右 エーーー キ ーーーー 
大 眉 左右 | ーー 
堪 慎 角度 | ーー 4 陣 の 確認 


中 了 4 隅 の 自動 生成 を 行う 


PE a SE gi i ES EE ma 
『 州 REI LE も に に っ = MM | こす.」 | = = 
/ { 4 dh ee em 


ーー に た = 本 = EE = 4 | = ーー "ks 宮 
アァ ーー TG hy Pe EE ¢ ンー 1 1 2/ リブ 
Lu ビ EY, 7 ェ ネ リト 軍 に mn | EE EE rr | LT hs , 
に - ・ | a ” ン ン ン 


| 4 陽 の 形状 を 自動 生成 [ a Ctrl+Alt+B 


Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 作 られ て に ーー イイ テ ーー 
いな い 4 隅 の 形状 を 1 つ 1 つ 手動 で 作っ て も よい の バラ メー タ 了 DK 汰 能 を デフ ォ ルト (- 据 す Cmi*p 


し 人 =+ ロ 
中 / 選 に に 7』v 


で す が 、 自 動 生成 も 可能 で す 。 メ ニュ ー の [パラ バラ メー タ 設 定 
メー タ ] ( 図 1①) か ら [4 隅 の 形状 を 自動 生成 ] を 選 図 1 :4 隅 の 形状 を 自動 生成 
択 し ます ②。 


1 | を} パラ メー タ 
| パラメータ 1 日 


リル ラメ ー タ ダ タダ] に | 目 XX | ( 図 2①)、 パーズ メー タダ ノレ 5 メー | 

| 目玉 Y] を 指定 し ②、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ま 

す ③。 ブル ンド 方 注 | 自動 
全て 押下 回 索 と ヒデ フォ ー マ 


オプ ショ ン 


層 | ロ ヶ の され た 要 系 は 実 当 し な い 
以 | 非 表 示 の 政夫 は 変換 し 志 い 


アデ 
アコ 
ン 
/ 4 の 
[ J 
ー マリ 


4 隅 の 形状 を 確認 する 
「 目 玉 X」 パラ メー タ と 「 目 玉 Y] パラ メー タ 


の 左右 上 下 の キ ー フ ォ ー ム を きち ん と 設定 


し て いれ ば 、4 隅 の キー フォ ー ム も 自動 で 生 
成 さ れる は ず で す 。 も う 1 度 | 目玉 X] パ ラメ 
ー タ と 「 目玉 Y」 パラ メー タ の スラ イダ の 人 外 


由 周 を ぐり ぐり 動か し て 動き を 確認 し て み ま し 

上 よう ( 図 3①⑧)。 

に = 

成 

す 

る 
目玉 X、 目 玉 Y の パラ メー タ が 無事 完成 し em 
た ら 、Live2D で 代表 的 な 動き で ある 顔 が ぐり ーーー ニー 
ぐり 上 下 左右 に 向く 動き を 付け て みた いと | 量 間 団 ーーーー ・ 
ころ で す 。 | am 


同じ く 左 右 の 「 目 玉 ] 描画 オブ ジェ クト の 
両方 (も し く は 片方 ずつ ) を 選択 状態 に し て 、 
| 角度] を クリ ッ ク し て み ま し ょ う ( 図 4)。 


[メッ セー ジ ] ダイ アロ グ が 表示 され まし メッ セー ジ 
た 。 こ の 時 点 で 「 目 玉 」 描画 オブ ジェ クト に FREE 上 で オブ ジェ クト に 対応 付け 可能 な パラ メー タ 数 は 2 個 ま で で す . 


は それ ぞ れ すでに 「 目 玉 X」 と | 目玉 Y] の パラ 3 個 の 対応 付け が 設定 され た た め キ ャ ン セ ル さ れ ま し た 
メー タ が 関連 付け され て いま す 。 
FREE 版 で は ら つ まで し か 関連 付け られ ま ※PRO 版 で も 1 オブ ジェ クト に 対応 付け る 堆 凌 バ ラメ ー タ 数 は 最大 3 個 で す 。 
せん 。PRO 版 だ と 最大 3 つの まで 関連 付け で に の Moe 
きる よう で す が ( 図 5)、 そ れ で も 「 角 度 Y」 パ 
ラメ ー タ も 付け た く な っ た 時 は どう すれ ば ks (rte A TE 
よい の で し ょ うか 。 
仮に 1 つの 描画 オブ ジェ クト に 関連 付け られ る パラ メー タ 数 に 制限 が な か っ た と し て も 大 き な 問 題 が 
あり ます 。 


| 目玉 X] パ ラメ ー タ と | 目玉 Y」 パ が パラ メー タ の らら つの バラ メー タ の 時 に は 3 メ x3 の 9 バタ ー ン の キー フブキ 
ー ム が 必要 で し た 。 こ れ が 3 つの パラ メー タ に な れ ば 、3 Xx3 x3 の 27 バ ター ン 作 る 必要 が あり ます 。 

な お パラ メー タ を まとめ て 表示 させ る 機能 は PRO 版 で も 2 つま で で す 。3 つ の パラ メー タ を まとめ て 
表示 させ る こと は で きま せん 。 編集 作業 上 も わか り づ らく 面倒 に な り ま す 。 

そう し た 場合 の 解決 策 と し て デフ ォ ー マ と いう 仕組 み が 必 要 に な っ て きま す 。 次 の LESSON で 結 介し 
ます 。 
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cHAPTER05 モデ リン グ を する 


靖 。・SDK2.1 以降 を 選択 する と クリ ッ ピ ング マス ク と いう 便利 な 機能 が 使え ます 。 
| ・ パ ラメ ー タ の まとめ と 分 離 は 表示 を 切り 替え て いる だ け で す 。 中 身 は 変わ り ませ ん 。 
・ 描画 オブ ジェ クト に 直接 パラ メー タ を 付け る と 問題 が の あり ます 。 デ フォー マ を 使い まし ょ う 。 


ーーー ニー ーー ヤー ウー > ンー マン トー アニ PE 
= 0 2 で に リー = | ニー - 
- の CHAPTER で は 体 の デフ ォ ー マ を 作る 万 法 を 解説 し ます 。 
ーー ーー ml 4 本 (人 TT アン ER = る ) ‘EF ョ リリ ピル - 
(だ / 回 A 1 ER で は 体 の テ 、 ん ミナ も ンー ui a コー ei に 
EE プ パ a AV と a レ に 


前 の mi | W 
znas | gz ol 


邊 務 NIT | lao 


4 た ー ゴ /。 ンプ | 1 


Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 
「 ま と め て 変形 させ られ る 機能 」 と し て 
の デフ ォ ー マ を 試し ます 。 描画 オブ ジェ 
クト 編集 ツー ル で 図 1 の よう に 知 形 に ド 
ラッ グ し て 選択 し ます ( 図 1①、 口 の ライ 
ン の 少し 下 あ た り ま で に する )。 パ ー ツ 
パレ ッ ト 上 で 不要 な 描画 オブ ジェ クト を 
除外 し ます ②。 後 ろ 髪 を 除く 頭 部 だ け 
を 選択 し た い の で 、 後 ろ 髪 や 胴体 な どの = ニューー ュ ュー ] 
描画 オブ ジェ クト が 選択 され て いた ら 、 EE 
[Ctrl] キー を 押し な が ら ク リッ ク で 除外 IF | 
し て くだ さい 。 選 択 し 終え た ら [デフ ォ 
ー マ を 作成 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます ③。 


ks | > | 


ーーーーーーーーー 一 6 : | 


全 図 1 : 描画 オナ ブ ジ ェクト を 選択 


オイ no 
| 


cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


デフ ォ ー マ を 作成 する 
[確認 ] ダイ アロ グ が 表示 され る の で 、 そ の まま [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ( 図 2①)。 
する と [デフ ォ ー マ を 作成 ] ダイ アロ グ が 表示 され ます 。 表 1 を も と に 入力 し て ② て ⑦ [OK] ボタ ン を クリ 
ッ ク し ます ⑱。 
デコ テニ デラ に 
FREE 販 で 使用 で きる デフ ォ ー マ 数 は 50 個 で す 。 | 
現在 U1 條 の 2 デフ ォ ー マ が 使用 され て いま す 。 | © スカ 
EE ER 《》 選択 
所 結 す る デフォ ーY = 基 漠 血 =。、、。 or 《》 選択 
| EE 
L_(6 了 7 
褒 線 の 5 に | 
団 尊 択 オプ ジェ クト ( 昌 線 ・ 画 像 ) の 費 に 論 定 チ エッ ク を 人 入れ る 


[Tips] Crl+ ドラッグ で デフ ォ ー マ が な 本吉 富国 2 (中 島 は 同定 ) 


TE 本 
^ 図 2 : デフ ォ ー マ を 作成 | Cm @ クリ ッ ク 


マ 表 1 : [デフ ォ ー マ を 作成 ] ダイ アロ グ 


項目 説明 
② 名 前 好き な 名 前 を 入力 
③ 挿 入 先 の バー ツ バー ツ パ レッ ト 上 の 分 類 先 。 後 で 変更 可能 。 こ こ で は 顔 用 な の で 顔 に 分 類 し て お く 


親 の デフ ォ ー マ に な る 。 デ フォ ー マ は 親子 関係 の 階層 構造 を 組め る 。 こ れ も 後 か ら 変更 
可能 だ が 、 取 りあ え ず ルー ト ( 一 番 上 の 階層 ) に な る 「- 基 準 面 -| を 選択 し て お く 
⑮ デ フォー マ の タイ プ [回転] か 「 曲 面 」 を 選択 する 
了 特別 な 意図 が な けれ ば 2x2、 変 換 の 分 割 数 は 5x5 が 推奨 され る 。 ベ ジェ の 分 割 数 の ほう は 
1022 後 か ら 変更 で き な い の で 注意 する こと 
⑦ 選 択 オ ブ ジ ェクト チェ ッ ク が 入っ て いる こと を 確認 する 。 この チェ ッ ク が 入っ て いる と 選択 し た 描画 オブ 
(曲面 ・ 画 像 ) の 親 に ジェ クト の 親 に 設定 され る 。 後 か ら 描画 オブ ジェ クト の 親 を 変更 する こと も 可能 だ が 、 こ 
設定 の ほう が 楽 で ある 


(④ 所 属す る デフ ォ ー マ 


バー ツ の 分 類 を 確認 する 

デフ ォ ー マ が 作成 され まし た ( 図 3① )。 パ ー ツ パレ ッ ト で 「 顔 ] パー ツ に 分 類 さ れ て いる こと 、 編 集 パ レ 
ッ ト の パー ツ 欄 が | 顔 ] に な っ て いる こと を 確認 し て くだ さい ②。 パ ー ツ パレ ッ ト 上 で ドラ ッ グ & ド ロッ 
プ し た り 、 編 集 パ レッ ト の パー ツ 欄 を 変え た りす る こと で 、 所 属す る パー ツ 分 類 を 変更 で きま す 。 
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デ 
フ 
オ 
| 
マ 
の 
構 
千 
に 
つ 
い 
て 
知 
る 


ID [8 Psb.00 | 
名 前 | 倍 の 他 面 


ROH- | <| ll] 


ライ ト 
紅 鐘 イラ イト 
| 前 軌間 
= | | | | 日 
て 舞 同 オプ ジュ クト ッ 
ゃ | 左折 日 


全 図 3 : デフ ォ ー マ が 作成 され た 状態 


「 顔 の 曲面 」 デ フォ ー マ に 「 角 度 X」 バ ラメ ー タ を 関連 付け る 

CHAPTER 05 で 描画 オブ ジェ クト に パラ メー タ を 付け た よう に 、 こ こ で 作っ た 「 顔 の 曲面 ] デフ ォ ー マ に 
「 角 度 X]」 パ ラメ ー タ を 関連 付け て み ま し ょ う 。 

デフ ォ ー マ パレ ッ ト で 「 顔 の 曲面 」 デ 


フォ ー マ が 選択 され た 状態 で 、 パ ラメ バー ツ 胡 
ー タ パレ ッ ト で 「 角 度 X]」 を クリ ッ ク a i 
し ( 図 4①)、3 点 を 挿入 し ます ②③。 の dh 


KDG | lx[ lies] 


「 顔 の 曲面 ] デ フォー マ が 選択 状態 だ 
と 「 角度 X] パラ メー タ と の 関連 付け 
を 表す 3 点 の 緑 丸 が 表示 され ます 。 

「 角度 X」 パラ メー タ の スラ イダ を 右 
端 (角度 +30) に し て 、 デ フォ ー マ を 


変形 させ て キー フォ ー ム を 作り ます 。 ] 0」 の 時 の 
キー フォ ー ム を 作る 


《) 確認 


デフ ォ ー マ を 変形 させ る 
中 央 の 赤い 点 (厳密 に は これ は デフ ォ ー マ の 中 央 を 示す 点 で あり 、 下 に 灰色 の ハン ドル の 点 が 隠れ て い 
る ) を 右 へ ドラ ッ グ し て ( 図 5①)、 変 形 ベ せま す ②。 

赤い 点 の 下 に 隠れ て いた 灰色 の ハン ドル の 点 が 現れ た と 思い ます (ドラ ッ グ を 始め て か ら [Shift] キー を 
押し っ ぱな し に する こと 真 横 や 真 上 に ハン 

ドル を 動か し や すく な る )。 こ の デフ ォ ー Map 

マ を 親 に 設定 し て いる 描画 オブ ジェ クト SEE 

が まとめ て 変形 させ られ まし た 。 

「 角 度 X」 パラ メー タ の スラ イダ を ドラ ッ 
グ し て 動か し て みて くだ さい 。 そ こそ こ 
よい 感じ に 顔 が 振り 向い て いる よう に 見 
える と 思い ます 。 な お 、 首 の 付 根 は 現状 で 
は 違和感 が あり ます が 、 こ こ で は あく まで 
試し て いる だ け な の で 、 気 に し な いで くだ 
さき し 3 


念 図 5 : デフ ォ ー マ の 変形 


cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


デフ ォ ー マ バ パレット を 展開 する 

デフ ォ ー マ パレ ッ ト 上 で 「 顔 の 曲面 |] デフォー マ の ツリ ー を 展開 し ます ( 図 6①②)。 こ の デフ ォ ー マ の 制 
作 時 に 「 選 択 オ ブ ジ ェクト の 親 に 設定 」 に チェ ッ ク が 入っ て いれ ば 、 選 択 し て いた 描画 オブ ジェ クト が 子 
と し て 所 属し て いる と 思い ます ③⑬③。 デ フォ ー マ パ レッ ト 上 で は 、 デ フォ ー マ が 黒文字 、 そ れ 以 外 の 描画 オ 
ブ ジ ェクト な ど は 青 文字 に な り ま す 。 

も し デフ ォ ー マ の 作成 時 に 親 に 設定 する チェ ッ ク を 入れ 忘れ る 、 も し く は 選択 し た 描画 オブ ジェ クト に 
過 不 足 が あ れ ば 、 後 か ら 描画 オブ ジェ クト を 選択 し て 編集 パレ ッ ト か ら 親 と な る 所 属 デ フォ ー マ を 変更 


する こと が で きま す 。 
> 還 詞 い ' 
績 | | つ | | バ パーツ | 頭 
ー - 基準 面 - 1 | ーー 
ae ] デフ 4- マ | 彰 の 下面 【 韻 ] > 
| TT ID Ip PSD.1R | 03 
名 前 | 顔 ペ ー ス | 5 
| sD | _ 
DS ハイ コイ ト 
左 移 閑 要 りか イラ イト 本 5 
リ 束 っ | | 前 環 交 不吉 明度 | 100 較 | オッ | 04 


- 右 直 左 円 月 
左足 も 日 日 
右 下 胞 模 ま つけ 皇 
- 右上 腕 椎 ま つけ 六 
- 左上 肛 まっ け 毛 


今 図 6 : デフ ォ ー マ バレット の 展開 


親 デ フォ ー マ の 設定 
デフ ォ ー マ 自体 に も 親 デ フォ ー マ の 設定 が あり ます 。 編集 パレ ッ ト の |「 デ フォ ー マ 」 欄 は 左 模 に |「 親 ]」 と 書い て ある 
も の だ と 思っ て くだ さい 。 


WM 影 参 デフ ォ ー マ の 役割 は 変形 の 責務 の 分 散 


CHAPTER 05 の LESSON 05 で は | 目玉 」 描 画 オ ブ ジ ェクト に | 目玉 X」、 | 目玉 Y] バ ラメ ー タ に 加え て 「 角 
度 X」 パラメータ を 関連 付け よ つ と する と 2 つま で し か 付け られ な いと 警告 され まし た 。 そ こ で デフ ォ ー 
マ の 必要 性 が 出 て きま す 。 10 

一 般 的 に デフ ォ ー マ に 関し て は 、 「 描画 オブ ジェ クト を まとめ て 変形 させ られ る 機能 ] と 説明 され ます 。 
た し か に それ も 重要 な 機能 で す 。 し か し 、 一 番 重要 な の は | 変形 の 責務 を 分 散 さ せら れる 」 こと に あり ま 

。 警告 メッ セー ジ に も 「 親 の デフ ォ ー マ に パラ メー タ を 分 散 さ せ て 表現 力 を 高め る こと で 計算 量 、 編 集 11 
作業 を 軽減 で き 、 ミ ス の 発生 を 防ぐ こと が で きま す 。」 と あり まし た 。 こ の CHAP IER で は その こと を 詳細 
に 解説 し て いき ます 。 作 っ た 目玉 の 描画 オブ ジェ クト の 動 ざ は それ ぞ れ スラ イダ を 中 央 値 に 右 ク リッ ク 
で 吸着 、 全 点 削除 で | 目玉 X」 と | 目玉 Y] パ ラメ ー タ と の 関連 付け を 解除 し て お いて くだ さい 。 
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WM 鞭 参 所 属す る 親 テ フォ ー マ を 変更 する 


デフ ォ ー マ パレ ッ ト 上 で 描画 オブ ジェ クト や デフ ォ ー マ を ドラ ッ グ & ド ロッ プ で 移動 し て 所 属す る 親 
デフ ォ ー マ を 変更 する こと も で きま す 。 


「 体 」 の 描画 オブ ジェ クト が 変形 の 影響 下 に な る こと を 確認 する 

試し に パー ツ パ レッ ト で 「 体 ] の 描画 オブ ジェ クト を 選択 し て (「 角 度 X] パ ラメ ー タ の スラ イダ が 中 央 の 状 
態 で )、「 顔 の 曲面 ] デ フォ ー マ 内 に ドラ ッ グ & ド ロッ プ す る か が 編集 パレ ッ ト 上 で デフ ォ ー マ 欄 を 「 顔 の 曲面 」 
に 変更 し て くだ さい ( 図 7①)。 

「 角 度 X]」 パ ラメ ー タ の スラ イダ を 移動 させ る と ②、 「 体 」 の 描画 オブ ジェ クト まで 変形 の 影響 下 に な っ た 
と 思い ます ③。 い っ た ん 、 ス ライ ダ を 中 央 に 吸着 させ て 、 「 角 度 X]」 パ ラメ ー タ の スラ イダ を 戻し 、 「 体 ] の 
描画 オブ ジェ クト の 所 属 先 を 「- 基 準 面 -」 に 戻せ ば 、 影 響 下 か ら 解放 で きま す 。 


デ 
フ 
オ 
| 
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構 
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る 


rh ] ーー 注 ] スラ イダ の 操作 
テ フ ォ ー マ | 人 の 0 面 [人 ] < スラ イダ を 右端 へ 移動 
レ し | ' させ た まま 所 属 を 戻す 
と 変形 が 残っ た まま に 


i | soll lL ト ) な る の で 注意 し て くだ 
十 遂 明度 |_ 325 | さい 。 


今 図 7 : 「 体 ] の 描画 オブ ジェ クト が 変形 の 影響 下 に な る 


「 顔 の 曲面 |] デフ ォ ー マ を 削除 する 

| 顔 の 曲面 | デフォー マ は 実験 用 な の で 、 実 際 に は この よう な ざっ くり と し た 動き は させ ませ ん 。「 顔 の 曲 
面 ] デ フォ ー マ を 選択 状態 に し (必ず 「 角度 X」 パラメータ の スラ イダ を 中 央 の 0 に 吸着 させ て か ら )、「 角 
度 X] を クリ ッ ク し て ( 図 8①)、 [ 全 点 削除 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ②⑫、 削 除 し て ③、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク 
し て くだ さい ④。 そ の 後 、 こ の デフ ォ ー マ を 選択 し た 状態 で [Delete] キー を 押し て 完全 に 削除 し て くだ 
さい 。 
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ポー ツ 編 
デフォ ー マ - 基準 - 
ID B_FACE.60 
名 前 本 の 側面 
ERO | 前 中 =」 


左 届 
石 置 
| 
右 慎 
慎 
違 
牛 | 
層 


左 
右 
吉 
| | も 
| | ロ 


パラ メー タ の スラ イダ を 動か し た 状態 で 該当 する 描画 オブ ジェ クト や デフ ォ ー マ の 所 属 階 層 の 変更 や 
削除 を 行う と 変形 状態 が 残っ つた まま に な る トラ ブル を 起こ し や すい で す 。 

これ ら の 変更 を 行う 際 は バ パラメータ パレ ッ ト の [>] ボタ ン を クリ ッ ク し て ( 図 9①)、 [デフ ォ ル ト 値 に 
戻す ] を 選択 し て ②、 す べ て の パラ メー タ の スラ イダ を デフ ォ ル ト 値 に 戻し てこ か ら ③⑬、 実 行 す る こと を お 
すす めし ます 。 


四 | _ 
er | 


EE Pe クリ ッ ク 1 


| バラ メー# 論 定 


念 図 9 : デフ ォ ル ト 値 に 戻す 


・[ デ フォ ー マ を 作成 ] ダイ アロ グ で デフ ォ ー マ を 作成 し ます 。 

s デフ ォ ー マ の 役割 は 変形 の 責務 の 分 散 に あり ます 。 

s デ フォ ー マ パ レッ ト 上 で 描画 オブ ジェ クト や デフ ォ ー マ を ドラ ッ グ & ド ロッ プ し て 所 属す る 親 デ フォ ー マ 
を 変更 で きま す 。 
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Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 デ フォ ー マ パ レッ ト 上 
で [Shift] キー を 駆使 し て すべ て の 描画 オブ ジェ クト を 選択 し 
て くだ さい 。 一 覧 の 一 番 上 の 描画 オブ ジェ クト を 選択 し ( 図 1 
①)、 一 番 下 の 描画 オブ ジェ クト を [Shift] キー を 押し な が ら 選 
択 す れ ば 、 す べ て 選択 で を ます ⑫。 

た だ し 、 こ の 方 法 で 選択 する と 非 表示 に し て ある 描画 オブ ジェ 
クト が も し 存在 し て 選択 し た 場合 、[ デ フォ ー マ 作 成 ] ボタ ン を 
クリ ッ ク し て も [デフ ォ ー マ 作成 ] ダイ アロ グ が 出 て きま せん 。 
1 つ 1 つ 非 表 示 オ ブ ジ ェクト を 探し 出し て [Ctrl] キー を 押し な が 
ら ク リッ ク し て 除外 する の も 面倒 で す 。 こ こ で は 、 キ ャ ン バ ス 
上 で 邊 形 に ドラ ッ グ する こと で 選択 し ます 。 描画 オブ ジェ クト 
編集 ツー ル を 選ん で ドラ ッ グ し て くだ さい 。 


ュー ) 2 
ナ < ーー プア 
ツノ 

ーー に > = コ 
一 番 


オブ ジェ クト を 選択 


今 図 1 : デフ オー マ パ レッ ト 上 で すべ て の 措 画 


まとめ 
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選択 ツー ル に つい て 


選択 ツー ル に は 描画 オブ ジェ クト 編集 用 と デフ ォ ー マ 編集 用 が あり ます ( 図 2)。 そ れ ぞ れ 専 用 の 選択 
ツー ル で し が 選択 で き な い の で 注意 し て くだ さい 。[F] キー が 切り 替え その ショ ー ト カッ トキ ー で す の で 、 
覚え て お く こ と 便利 で す 。 た だ し 、 半 角 入 力 モ ー ド に し て お く 必 要 が あり ます 。 


= オブ ジェ クト 編集 = ーー の 


信 図 2 : 描画 オブ ジェ クト 編集 ツー ル ( 左 ) と デフ ォ ー マ 編集 用 ツー ル ( 石 ) 


デフ ォ ー マ バレ ッ ト に 複数 選択 状態 が 反映 され な い 

本 書 執筆 時 点 (2016 年 1 月 ) の Live2D Modeler Cubism 2.1.03 で は 、 パ ー ツ パレ ッ ト 上 や キャ ン バ ス 上 で 複数 選 
択 し た 描画 オブ ジェ クト や デフ ォ ー マ が ( 図 3① )、 実 際 に は 複数 選択 され て いる の に デフ ォ ー マ パレ ッ ト 上 で は 複 
数 選択 状態 と し て 反映 され ませ ん ②⑫。 

また 、 デ フォ ー マ パ レッ ト 上 で 複数 選択 し て も パー ツ パ レッ ト に は 選択 状態 が 反映 べ れ な いな ど 、 各 パレ ッ ト 間 で 
選択 状態 の 表示 の 連動 が 上 手 く 機能 し て いな いと ころ が あり ます 。 こ の こと は 初 学者 を お お い に 混 乱 さ せる 元 に 
な る の で 注意 し て くだ さい 。 将来 的 に バー ジョ ン ア ッ プ で 是正 され る 可能 性 は あり ます 。 た だ し 、 デ フォ ー マ パ レ 
ッ ト は 本 来 デ フォ ー マ を 選択 する た め の パ レッ ト で す の で 、 な る べく パー ツ パ レッ ト か ら 選 択 す る よう に し て くだ 


ia 36 70lp| 


FA | Ian EE | | 


念 図 3 : 描画 オブ ジェ ク ト を 複数 選択 (デフ ォ ー マ パ レ ッ ト に は 反映 され て いな い ) 


・ [Shift] キー を 押し な が ら 選 択 す れ ば 、 一 度 に 複数 の 描画 オブ ジェ クト を 選択 で きま す 。 
* 選択 ツー ル に は 描画 オブ ジェ クト 編集 用 と デフ ォ ー マ 編集 用 の 2 つが あり ます 。 
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" 、 人 SAMPLE 症 還 LESSON 03 萌 before 切 三 | nekoko.cmox 


な 区 月 「 体 の Z] デ フォ ー マ (「 体 の 回 転 2] パラ メー タ 用 ) を 作成 する 


Modeler で nekoko.comx を 開き ま 
す 。LESSON 02 の 講義 で 解説 し た 描 
画 オ ブ ジ ェクト 編集 用 ツー ル で ドラ ッ 
グ し て 選択 する と ( 図 1①②⑫)、 非 表示 
描画 オブ ジェ クト 除い て すべ て 選択 さ 
れ ま す ③⑬③。[ デ フォ ー マ 作 成 ] ボ タン を 
クリ ッ ク し ます ④。 


Ba た ア 1 人 am 
f a a ーー 』 = my es = 3 し > 
肖 ー】 「 i oe a Fs HY bm fg お 3 ュー へ 
『 me 4 2 ’ |! =: ロー 1 
=a / 。 | | に ミッ * 3 aj 
に 3 [A = 


[デフ ォ ー マ を 作成 ] ダ イア ログ で 、 デ フォ ー マ の タイ プ に 曲面 を 選び 、 図 2 や ー⑤ の よう に 設定 し て [OKJ 
ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい ⑯。「 体 の Z] と いう 名 前 の デフ ォ ー マ は 一 番外 側 の 一 番 上 の 階層 の 親 デ 
フォ ー マ に な り ま す 。 こ の デフ ォ ー マ の 変形 は すべ て の 子 階層 に 影響 が 及 び ます 。 バ パラ メー タ は | 体 の 
回 転 Z] を 受け 持ち ます 。 モ デル に よっ て は 作ら ず に 省略 され る こと が あり ます 。 

ベジ ェ の 分 割 数 は 2X3 に し て くだ さい 。 通常 は 2X2 で す が 、 縦 に 長い デフ ォ ー マ は 2X3 に 、 横 に 長い デ 
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フォ ー マ は 3X2 に し た ほう が 変形 ベ ご せ や すい で 
す 。「 選 択 オ ブ ジ ェクト (曲面 ・ 画 像 ) の 親 に 設定 」 
に は 必ず チェ ッ ク を 人 人 れ て お いて くだ さい 。 


所 畑 す る テ フォ ー マ 


デフ ォ ー マ の タイ プ | 回転 EE ーGPmpz 


comm 5 トーG め W 


nO am ] 


「 挿 入 先 の パー ツ 」 の 変更 
「 挿 和 先 の バー ツ 」 を 変更 する と せっ か 


く 入 力 し た 「 名 前 」 が 自動 で 書き 換え ら 
れ て し まう の で 注意 し て くだ さい 。 


全 図 2 : [ 体 の Z] デフ ォ ー マ の 作成 


「 体 の Z」 デ フォ ー マ と 「 体 の 回 転 Z] バ ラメ ー タ の 関連 付け を する 

まり いつ た ん デフ ォ ー マ を 全部 組み 上 げ て か ら パ ラメ ー タ を 付け て も か まい ませ ん が 、 こ こ で は 説明 の た め 
に デフ ォ ー マ を 作る た びに パラ メー タ 付 け を し て いく こと に し ます 。 

デフ ォ ー マ 編集 用 の 選択 ツー ル で キャ ン バ ス 上 の デフ ォ ー マ を 選択 する か 、 デ フォ ー マ パ レッ ト か ら 「 体 
の Z|] デ フォ ー マ を 選択 し ( 図 3①)、 パ ラメ ー タ パレ ッ ト か ら 「 体 の 回 転 /] を クリ ッ ク し て ②⑫、3 点 を 挿入 
し 、 [OK] ボタ ン を クリ ッ 
ク し て くだ さい 。「 体 の Z」 
デ フォ ー マ 内 に 描画 オブ 
ジ エ ウ ト が 子 と し て すべ 
て 入り まし た 。 

| 体 の Z|」 デ フォ ー マ が 選択 
状態 時 に |「 体 の 回 転 Z] パ 
ラメ ー タ に 緑 の 丸 が 表示 
され て いれ ば 成功 で す ③)。 


念 図 3 : 「 体 の Z」 デ フォ ー マ と 「 体 の 回 転 Z] の バラ メー タ の 関連 付け 


バラ メー タ の 説明 文 を 確認 する 
パラ メー タ パ レ ッ ト の [パラ メー タ 設 定 ] ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい ( 図 4①)。 「+ で 画面 の 右 に 傾く 」 
と あり ます ②。 ス ライ ダ が 右端 (10) の 時 に 体 が 右 に 傾く よう な 動き を 付け る 必要 が ある よう で す 。 
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人 図 4 : パラ メー タ の 説明 文 
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いと 半 光 キャ ン バ ス の 操作 に つい て 


キャ ン バ ス の 操作 は 見 た まま な の で 、 ほ と 
ん ど 迷 うこ と は な いと 思い ます が 、 覚え て お 
く と 便利 な ショ ー ト カッ トキ ー 操 作 を 解説 
し て お きま す ( 図 5、 表 1)。 


念 図 5 : キャ ン バ ス の 操作 


マ 表 1 : ショ ー ト カッ トキ ー 


キー 
[Space] キー を 押し な が ら ド ラッ グ 手のひら ツー ル で キャ ン バ ス を 移動 
マウ スホイ ー ル の 回 転 拡大 縮小 
[Ctrl] + [Space] キー+ 左 クリ ッ ク 拡大 


[Ctrl] + [Alt] + [Space] キー+ 左 クリ ッ ク 縮小 


[D] キ ー を 押し な が ら ド ラッ グ 滑ら か な キャ ン バ ス の 拡大 縮小 


特に [D] キー の ドラ ッ グ は 非常 に 便利 で す の で 、 左 手 を ホー ム ポ ボ ポジション に 置い て お く と [F] キー の 
「 描画 オ ブ ジ ェクト 編集 ] ーー「 デ フォ ー マ 編 集 ] の 切り 替え も し や すい で す 。 た だ し 、 半 角 入 力 モー ド で 


ある 必要 が ある の で 、 注 意 し て くだ さい 。 


表示 倍率 左 の 小さ な 四角 を クリ ッ ク す る と 、 背 景色 を 変更 で きま す 。 バ ッ ク が 曰 だ と 作業 し に くい 場 


合 は 好き な 色 に 変更 し て くだ さい 。 


描画 順 を 変更 する に は 


描画 オブ ジェ クト の 選択 時 に 赤い スラ イダ を ドラ ッ 
グ す る と 描画 順 を 変更 で きま す ( 図 6①②)。 こ れ は 編集 
パレ ッ ト 上 で 直接 数 字 を 人 力 す る こと で も 変更 で きま 
す 。 数 字 が 高い ほど 上 側 に な っ て 優先 的 に 表示 され ま 
す 。 


名 前 と 
mr | 


_ _ 由 
寺町 度 | 100 き | オプ 


| 圧 ち お に 4 EP | 
を 還 放 度 ーー 2 の 2 


ト 3 


今 図 6 : 描画 順 の 変更 


cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


また 描画 オブ ジェ クト を 右 ク リッ ク し て ( 図 7①)、 [ 描 
画 オ ブ ジ ェクト を 選択 ] を 選択 し て も 便利 で す ②。 込み 
入っ た 複雑 な 描画 オブ ジェ クト 群 の 中 か ら 右 クリ ッ ク し 
た 場所 に 近い 候補 が 出 て き て 、 選 択 で きま す ⑬。 


人 ム 図 7 : 右 ク リッ ク の サブ メニ ュー 


た 明 | 体 の Z] テ フォ ー マ に |「 体 の 回 転 Z」] バ ラメ ー タ の 動き を 付け る 


関連 付け を 解く 

寺島 現状 で は 「 体 の Z] デフ ォ ー マ が 大 き 過ぎ ざる よう で す 。 こ の まま で も 作業 可能 で す が 、 あ まり デフ ォ ー マ 
が 変形 対象 に 対し て 大 き 過ぎ る と 変形 作業 が 行い に くく な り ま す 。 も う 少 し 小さ くし て み ま し ょ うっ う 。 
デフ ォ ー マ パレ ッ ト で 「 体 の Z] デフ ォ ー マ を 選択 し て 、 | 体 の 回 転 /] パラ メー タ の スラ イダ を 中 央 値 に 
吸着 させ 、 パ ラメ ー タ パレ ッ ト で 「 体 の 回 転 Z ア ] を クリ ッ ク し ます 。[ 全 点 削 除 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 
[OK] ボ タン を クリ ッ ク し 、 一 旦 関連 付け を 解い て か ら こ の 作業 を し て くだ さい 。 


「 体 の Z」 デ フォ ー マ の サイ ズ を 小さ くす る 
デフ ォ ー マ パレ ッ ト で 「 体 の Z]」 デ フォ ー マ を 選択 し て ( 図 8①)、 [Ctrl] + [Shift] + [AIt] キー を 押し な が 
ら デ フォ ー マ 赤 枠 の 角 を ドラ ッ グ し て も う 少 し 小さ くし て くだ さい ②。 
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ミロ 箕 叶 自生 


[ reinein 


「 [Ctrl] + [Shift] 十 [Alt] キー を 
全 図 8 : 大 き 過 ぎる 「 体 の Z」 デ フォ ー マ 押し な が ら ド ラッ グ 


体 
の 
人 
= 
フ 
オ 
| 
っ 
i 
す 
る 


デフ ォ ー マ の サイ ズ 調 整 の コツ 
[Ctrl] キー は 描画 オブ ジェ クト に 変形 の 影響 を 与え すず に デフ ォ ー マ を 移動 や 拡大 ・ 縮 小 、 [Alt] キー は デフ ォ ー マ の 
中 心 を 基準 に 拡大 ・ 縮 小 、 [Shift] キー は 縦横 比 を 固定 し て 拡大 ・ 縮 小 で きま す 。 で す の で 、 こ の 3 つ を 押し な が ら ド 
ラッ グ す る 必要 が あり ます 。 デ フォ ー マ の 縦横 比 を 調整 し た い 場 合 は 、 [Shift] キー 押さ な いで くだ さい 。 


[Ctrl] キー は 必ず マウ ス の 左 ボ タン より 先 に 押し な が ら ド ラッ グ し て くだ さい 。[Ctrl] キー を 押し 損なう と 、 描 画 オ 
ブ ジ ェクト まで 一 緒 に 変形 し て し まい ます 。 や や 、 デ フォ ー マ の 中 心 が 女の子 の 中 心から 右 に ずれ て いる の で デフ 
ォ ー マ 全体 を 移動 させ た ほう が 後々 変形 ベ せ や すく な り ま す 。 デ フォ ー マ 中 央 辺り の マウ スカ ー ソ ル が 十字 型 に な 
る と ころ で [Ctrl] キー を 押し な が ら ド ラッ グ で も う 少 し 左 に 寄せ て 中 心 を 合わ せま し ょ う 。 


「 体 の 回 転 Z] バ ラメ ー タ が 「 十 10」 の 時 の キー フォ ー ム を 登録 する 

無事 、「 体 の Z]」 デ フォ ー マ の 大 き さ と 位置 を 調整 で きた ら 、 再 度 「 体 の Z] デ フォ ー マ に 「 体 の 回 転 Z] パ ラ 
メー タ を 3 点 の 挿入 で 関連 付け 直し て くだ さい (きち ん と 関連 付け を 解除 し て か ら デ フォ ー マ の 大 き さ を 
変更 し な いと 、 デ フォ ー マ の 大 き さ の 変更 自体 が キー フォ ー ム と し て 登録 され て し まう )。 


| 体 の 回 転 Z ア ] パラ メー タ の スラ イダ を 右端 
の 「 填 10] に し て | 体 Z]」 デ フォ ー マ を 選択 し 、 
変形 させ ます ( 図 9)9。 コ ツ と し て 、 な る べく 5 
X5 の 分 割 の マス 目 の 幅 や 高 さ が 元 の 形状 こと 
大 きく 変わ ら な いよ うに 変形 させ て くだ さ 
い 。 肩 の 力 を 抜い て ほど ほど の クオ リティ で 
結構 で す 。 こ こ で は 説明 の た め の 変 形 で す 。 

受 が 理解 で きれ ば 十分 で す 。 だ いた いで 
結構 で す の で 、 立 つて いる 人 物 が 体 を 画面 向 
か っ て 右 に 傾け て いる よう に 見 える よう に 調 
整 し て くだ さい 。 厳 蜜 な 話 を する と 、 体 を 傾 
けた だ け で 腕 や し っ ぽ が 伸び 縮み や 変形 す 
る の は お か し い の で す が 、 現 時 点 で は あま り 
刀 に し な いで くだ さい 。 こ の 問題 は 後 で 解 
決し ます 。 


スナ ッ プ ショ ッ ト の 記憶 させ る 


スラ イダ を 左右 に 動か し て 動き を 確認 し ます 。 ま だ 改善 の 余 
地 が ある の で 変形 を 微 調整 する こと を 繰り 返し て クオ リティ 
を 詰め ます 。 ほ ど ほ どの クオ リティ に で きた ら 、 反 対 側 も 作 | | 
り ま す 。 ス ライ ダ が 右端 の |「 10]」 の まま パラ メー タタ パレット 人 図 10 : スナ ッ プ ショ ッ ト の 記憶 


今 図 9 : 「 体 の 回 転 Z] バ ラメ ー タ が 「 十 10」 の 時 の キー フォ ー ム 


| |# の gz z ぁ ーー ゅ ーー@| 


| 時 引 *ーーーーーーーーー ゴ 


下部 の [記憶 ] ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい ( 図 10)。 現在 の 


形状 が スナ ッ プ ショ ッ ト で 撮影 され ます 。 


cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


左右 対称 の キー フォ ー ム を 作る 
| スナ ッ プ ショ ッ ト 」 の チェ ッ ク ボ ックス に チェ ッ ク を 入れ る と 撮影 し た スナ ッ プ ショ ッ ト が 半 透 明 で 表 


示さ れ ま す ( 図 11)。 

| 体 の 回 転 Z] パラ メー タ が 「 十 10] の まま だ と 重なっ て 見 えな い の で 、 ス ライ ダ を 動か し て 、 確 認 し て く 
だ さい 。「 土 10」 の 時 に 撮影 し た スナ ッ プ ショ ッ ト が 半 透 明 で 表示 され て いる の を 確認 し て くだ さい ( 図 
11)。 

スラ イダ を 左端 の | 一 10] に し 、 な る べく 左右 対称 の キー フォ ー ム を 作っ て み ま し ょ う ( 図 12)。 お お よそ 
で 結構 で す 。 ス ナッ プシ ョ ッ ト の チェ ッ ク や デフ ォ ー マ の 選択 を 外し て 、 ス ライ ダ を 左右 に 動か し て 動 
さ を 確 認 し て み ま し ょ う 。 納 得 が いか な けれ は ば 微 調整 を 繰り 返し て くだ さい 。 お お よそ イメ ー ジ 通り に 
な れ ば 、 そ れ で 十分 で す 。 


念 図 11 : 「 体 の 回 転 ア ] バラ メー タ が 「 十 10」 の 時 の スナ ッ プ シ 念 図 12 : 「 体 の 回 転 Z ア ] バ パラ メータ が 「 一 10」 の 時 の キー フォ ー 
ョ ッ ト が 半 透 明 で 表示 され て いる ム を な る べく 左右 対称 に 作成 


た 邊 萌 | 体 の Z」 デ フォ ー マ に つい て 


「 体 の Z」 デフ ォ ー マ は 「 体 の 回 転 ノ ] パラ メー タ を 受け 持つ デフ ォ ー マ で す 。 「 体 の 回 転 ノア ] パラ メー タ 
は 体 を 左右 に 傾け る よう な 動き に な り ま す 。 原 則 的 に 1 つの デフ ォ ー マ が 1 つの パラ メー タ を 受け 持つ も 
の だ と 思っ て お いて くだ さい 、。 

デフ ォ ー マ の 名 前 は 好き に 命名 で きま す の で 、 な る べく 受け 持つ パラ メー タ が 何 な の か 想像 が 付く 名 
前 に し て お く と 、 構 造 が わか りや すく な る で し ょ う 。 「 体 の Z] デ フォ ー マ は 一 番 上 側 の 階層 の デフ ォ ー マ 
に な る の で 、 変 形 の 影響 は け べ て の 子 の 階層 へ 及び ます 。 人 


s 


・ パ ラメ ー タ パレ ッ ト の [パラ メー タ 設 定 ] ボ タン を クリ ッ ク す る と パラ メー タ の 説明 文 を 確認 で きま す 。 i 
・ キ ャ ン バ ス の 操作 に 便利 な ショ ー カ ッ ト キ ー が 用 意 さ れ て いま す 。 
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LESSON 03 の 続き で す 。Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 デ フォ ー マ パ レッ ト か ら | 体 の Z」 デフ 


ォ ー マ の 中 に ある 描画 オブ ジェ クト すべ て 選択 し て くだ さい ( 図 1①)。 


キャ ン バ ス 上 か ら 選 択 し て も か 


まい ませ ん 。[ デ フォ ー マ を 作成 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て ⑧②、③-⑧ の よう に 設定 し て [OK] ボタ ン を クリ 
ッ ク し ます ⑯。 


全 図 1 : 体 の Y の 設定 
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cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


「 体 の Y]」 デ フォ ー マ を 設定 する 

公式 サン プル 「Epsilon_free.cmox」 の 名 前 は | 体 の 曲面 Y] と な っ て い 
ます が 、 | 体 の Z] と 統一 し て | 体 の Y] に し ます (な お サン プル モデ ル 
に よっ て も 命名 は 異な る )。 

動作 上 は 何 の 問 題 も な い の で 好き な 名 前 を 付け て くだ さい 。 図 2 の よ 
うに 体 の Z が 親 、 非 表示 で は な い 描 画 オ ブ ジ ェクト が すべ て | 体 の Y」 
の 子 に 入っ て いれ ば 成功 で す 。 人 図 2 : 体 の 曲面 Y 


デフ ォ ー マ の 大 き さ を 親 よ り 小さ く 変 更 する 
| 体 の Y] デフ ォ ー マ が で きま し た が 、 少 し 大 き 過 ぎざぎざ ま す 。 子 の デフ ォ ー マ は 親 の デフ ォ ー マ より も 小さ 
いこ と が 推奨 され て いま す 。 最新 バー ジョ ン だ と 子 の ほう が 大 きく て も 動く の で す が 、 視覚 的 に も わか 
り づ らく な る の で 親 の 「 体 の Z」 デ フォ ー マ よ り も ひと 回 り 小 さく し まし ょ う 。 LESSON 03 と 同様 、 [Ctrl 
十 [Alt] + [Shift] キー を 押し な が ら ド ラッ グ し て 、 デ フォ ー マ の 大 き さ だ け を 、 中 心 を 基準 に し て 、 縦 横 
比 を 固定 で 変更 し まし ょ う ( 図 3①)。 
デフ ォ ー マ パレ ッ ト 上 で 「 体 の Z」 |「 体 の Y] と 選択 し て 子 の | 体 の Y] の ほう が 小さ けれ ば 成功 で す 。 こ の 
時 、[Ctrl] キー を 押し そこ ね て 描画 オブ ジェ クト まで 小さ くし な いよ うに 気 を 付け て くだ さい 。 
デフ ォ ー マ 選択 時 の 赤 枠 が 邪魔 で デフ ォ ー マ が よく 見 えな い 場 合 は 、 キ ャ ン バ ス 上 の 何 も な い 箇 所 を クリ 
ッ ク し て 、 一旦 選 択 を 解除 、 マ ウス カー ソル を 灰色 の デフ ォ ー マ の 枠 の 角 の 辺り に 乗せ て くだ さい 。 内側 
の デフ ォ ー マ が 薄 黄 色 の ツー ル チ ッ プ で 
| 体 の Y] ② と 表示 され て いれ ば 成功 で 
す 。 体 の Z と 女の子 中 心 を 合わ せ た 人 は 
同じ く 「 体 の Y」 も [Ctrl] キー を 押し な が 
ら の 移動 で デフ ォ ー マ の 中 心 を 合わ せ て 
お ざま し ょ う 。 
問題 な けれ ば | 体 の Y] デ フォ ー マ を 選択 
し て 、 パ ラメ ー タ パレ ッ ト の 「 体 の 回 転 
Y」 を クリ ッ ク し 、3 点 挿入 し て [OK] ボタ 
ン を クリ ッ ク し て くだ さい 、。 | 体 の Y」 デ 
フォ ー マ の 選択 時 に 「 体 の 回 転 Y] の 3 点 
人 こと を 上 | 
認 し て くだ さい 。 問 題 な けれ ば 、 キ ー EE 
aegis gone 
ー タ バレ ッ ト の [パラ マラ メー タ 設 定 ] ボタ 
ン を クリ ッ ク し て 説明 欄 を 読ん で くだ さ 
い 。「+ で 画面 の 上 に 向く 」 と あり ます ] 
⑧。 その よう に 作っ て いさ まし ょ う 。 る A 図 3 : デフ ォ ー マ の 大 さき さ を 親 よ り 小 さく 変更 
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| 体 の 回 転 Y] パラ メー タ の 動き は すこ し 説明 し に くい 箇所 で も ある の で す が 、 あ えて 言え ば 「 胸 を 張る 」 
と か が か 「 ヘ ディ ング する ]」 動 き で し ょ うか ( 図 4、5)。 

公式 サン プル の .cmox フ ァイル を 開い て 「 体 の 曲面 Y] デ フォ ー マ を 選択 、 緑 の 丸 で 関連 付い て いる 「 体 の 
回 転 Y] ス ライ ダ を 動か し て 確認 し て くだ さい 。 


を る, 「 体 の 回 転 Y] バ パラ メー タ の 動き を 付け る 


i oY os 


smo9- el el 
BMNR | ook 


ーーーーー*‘* 


念 図 4 : 「 体 の 回 転 ] パ ラメ ー タ が 「 一 10」 の 時 念 図 5 : 「 体 の 回 転 ] パ ラメ ー タ が 「 十 10」 の 時 


史家 参 |「 体 の 回 転 Y] の 動き に つい て 


Modeler は 二 重 起 動 が 可能 で す の で 、PC の メモ リ に 余裕 が ある 方 は 公式 サン プル を お 手 本 に し な が ら 
作っ て も よい で し ょ う 。 こ の パラ メー タ の 動き は 単体 で 動か す と 少々 無理 の ある 動き の モデ ル も あり ま 
す 。 人 に よっ て は 作ら な いこ と も 多く 、 首 略 さ れ や すい デフ ォ ー マ と パラ メー タ で す 。 必要 な い 、 も し く 
は 面倒 な ら 首 略し て し まっ て も よい で し ょ う 。 

実習 の 図 4 の 下向き (一 10) の デフ ォ ー マ の 形状 は と も か く 、 図 5 の 上 向き ( 填 10) の デフ ォ ー マ の 形状 
が 何と も 形容 し が た いで す が 、 こ こ は 公 式 の サン プル を 参考 に 似せ て み ま し た 。 

例 に よっ て 現時 点 で は 頭 部 が いび つ に 変形 し て し まっ た り 、 腕 が 伸び 縮み し て し まっ た りす る の で す 
が 、 後 で 解決 し ます の で 、 ここ で は 気 に し な いで くだ さい 。 何 と な く 体 を 縦 方 向 に 揺らし て いる よう な 動 
き に 見 えれ ば 十分 で す 。 一 番 無理 の ある パラ メー タ な の で 、 必 要 以 上 に 気 に し な いで くだ さい 。 ほ ど ほ 
どの クオ リティ に な っ た ら 次 の LESSON に いき まし ょ よう 。 


.、* デフ ォ ー マ の 大 き さ は 、 縦 横 比 を 固定 で 変更 で きま す 。 
s Modeler は 二 重 起動 が 可能 で す 。 
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05-1 | 較 吸 ] デ フォ ー マ ([ 呼 吸 ] バ ラメ ー タ 用 ) を 作成 する 


Pp ID EN " me* ; " > (呼吸 = チー ツァ Fa | i 
IM a FF mm af | 4 \Y で つど 4 ドム | 
グ し] な ! = リト の ps と 
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Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 「 呼吸 ] と いう 名 前 の デフ ォ ー マ て で 関連 付け る パラ メー タ は 「 呼 吸 」 

と いう 、 そ の まま の 名 前 で す 。| 体 の Y] デフ ォ ー マ の 直下 に ある すべ て 描画 オブ ジェ クト を 選択 し ( 図 1 06 
①)、 [デフ ォ ー マ を 作成 ] ボ タン を クリ ッ ク し て 、②⑦~①⑦ の よう に 設定 し て [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て く 

こさ い ⑧。 ベ ジェ の 分 割 数 は 公式 に 合わ せ て 2X2 に し て いま す 。 デ フォ ー マ パ レッ ト 上 で ⑨ の よう かな 構 

成 に な っ て いれ ば OK で す 。 呼吸 デフ ォ ー マ 直下 に すべ て の 描画 オブ ジェ クト が ある は ず で す 。 そ うな 

っ て いな い 方 は ドラ ッ グ & ド ロッ プ で 階層 構造 を 修正 し て くだ さい 
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念 図 1 : 呼吸 デフ ォ ー マ 
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DE ニニ 


「 呼 吸 」 デ フォ ー マ を 「 体 の Y」 デ フォ ー マ 
より ひと 回 り 小 さく する 

例 に よっ て デフ ォ ー マ が 大 き 過 ぎる の で [Ctrl] + 
[Alt] + [Shift] キー を 押し な が ら ド ラッ グ し て 、 
親 の 「 体 の Y] デフ ォ ー マ より ひと 回 り 小 さく 調整 
し て くだ さい ( 図 2)。 必 要 が あれ ば 中 央 の 位置 も 
[Ctrl] キー+ キ ドラ ッ グ で 移動 し て 、 合 わせ て くだ 
LA 


今 図 2 : 「 体 の Y] よ り ひ と 回 り 小 さく し た 「 呼 吸 」 デ フォ ー マ 


「 呼 吸 」 デ フォ ー マ を 調整 する 

「 呼 吸 」 デ フォ ー マ を 選択 し た 状態 で パラ メー タ パ レ ッ ト の 「 呼 吸 」 を クリ ッ ク し て ( 図 3①⑪)、 [パラ メー タ 
編集 ] ダイ アロ グ を 表示 し ます 。[ パ ラメ ー タ 設定 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て ②、 呼吸 の 説明 書き を 読ん で く 
だ さい 。 デ フォ ルト 値 が 「0」、 範 囲 は 「0」 ~「1」、 | で 息 を 吸う ] と あり ます の で 、 そ の よう に イメ ー ジ し 
て デフ ォ ー マ を 作成 し ます 。[2 点 挿入 人] ボタ ン を クリ ッ ク し て ③、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ⑭④。 


cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


「 呼吸] パラ メー タ の スラ イダ を 右端 の 「 二 1.0] に し て ( 図 4①)、「 呼吸 ] デ フォ ー マ を 選択 し 、 変 形 べ せま 
す ②⑫。 こ こ で は 公式 の サン プル を 手 本 に 変形 べ せ て み ま し た 。 左上 と 右上 の 点 を 若干 左右 に 広げ 、 中 央 
の 点 を 微妙 に 上 に 上 げ て いる だ け の よう で す 。 ま っ た く 同 じ に する 必要 は な い の で 、 自 身 で 納得 の いく 
形 に 変形 し て くだ さい 。 サン プル は あく まで 1 例 に 過ぎ ませ ん 。 例 に よっ て 頭 部 が 呼吸 で 変形 する の は 
お か し いで の す が 、 後 で 解決 し ます 。 

呼吸 スラ イダ を 左右 に ドラ ッ グ し て 動き を 確認 し て くだ さい 。 それ な り に 呼吸 っ ぼく みえ れ ば 十分 で す 。 


4 「 呼 吸 ] バ ラメ ー タ が 「 十 1.0」 の 時 の 「 呼 吸 ] デ フォ ー マ を 変形 する 


名 前 |m 


本 拉 0 分 | lx| | 


下 遂 明 席 | 100 属 


| パラ メー ムタ 許 定 | 


世 揚 れ 前 | 


信 図 4 : 「 呼 吸 ] パ ラメ ー タ が 「 十 1.0」 の 時 の 「 呼 吸 」 デ フォ ー マ の 変形 


た 逐 参 呼吸] バラ メー タ に つい て 


呼吸] デフ ォ ー マ は | 呼吸] パラ メー タ を 受け 持つ デフ ォ ー マ で す 。 

| 呼吸] は 文字 通り キャ ラク ター が 呼吸 する よう な 動き に な り ま す 。 こ の 動き ま が あ る と 、 そ れ だ け で キ 
ャ ラク ター が 生き て いる よう に 見 えま す 。 胸 郭 が 膨らみ 、 肩 が 上 が る よう な 動き に する と よい で し ょ う 。 

総 柄 や 演出 意図 に よっ て 動き は 変え る よう に し て くだ さい 。 リ アル 寄り の 絵柄 で あま り 大 きく 動か し 
過ぎ る と 不 自然 に な りや すい の で 注意 し まし ょ う 。 


・「 呼 吸 」 は 「 呼 吸 ]」 デ フォ ー マ で 付け ます 。 
・「 呼 吸 」 を 付け る こと で 生き て いる よう に 見 えま す 。 


| CHAPTER 06 
し LESSON hihi エニ ニニ プ i 白 KN 
< ~~ ノン メメ 目 トド 
| | | 4 mt ーー ーー 還 ーー ーー Ly ーー ー ト ョ ーー EE "4 
の 電 、 層 7 | 境 < 上 」 | | こ i x Le | {a 
O Ri RUI IN RW 
ー て 市 ESS 1 は っ 2 ーママ 模造 を 理解 す る 医 “重要 た [呼吸 」 3 7 オー マ 直 下 ( 5 / ー マ に SN \ 昨 記 b 
Epsilon_free.cmox を 開く 
Live2D の サン プル デー タ 集 ( 四 冒 http://sites.cybernoids.jp/cubism2/samples) か ら 「 イ プシ ロン 」 の デー タ 
(FREE) を ダウ ン ロ ー ド し ます 。Modeler を 起動 し て 、Epsilon_free.cmox を 開き ます 。 
多少 の デフ ォ ー マ の 命名 や 構成 の 差 は ある と は 思い ます が 、 お お お むね 図 1①ー⑬ の よう な 構成 に な っ て 
いる と 思い ます 。 
誠 り 5 リーー ク ピカ 素人 = ウー ウ ト も きま れ て いま す 。 | 
[no] | ue | 
a 関 
[isoms * と 
| 体 の の 回転 z 
モデ ル に よっ て は 「 人体 の Z] や 「 体 の Y( 体 の 曲面 Y)] デ フォ ー マ が 省略 され て いま す が 、 | 呼吸] デフォ 
ー マ 直 下 の 階 層 に ほぼ 5 つの 回 転 デ フォ ー マ と 胴体 部 分 の 曲面 デフ ォ ー マ が 並ん で いま す 。「 呼吸] デフ 


ォ ー マ 直下 の デフ ォ ー マ を 上 か ら 順 に 選択 し こく だ さい 。 お そら く ほ と ん どの モデ ル で は 、 「 体 の 回 転 X」 
パラ メー タ に 緑 の 丸 で 関連 付け され て いる と 思い ます (| 服 の 曲面 ] や 「 ス カー ト の 曲面 ] デ フォ ー マ は モ 
デル に よっ て は 「 胴 体 ] デ フォ ー マ と し て 1 つ に な っ て いた り 、 別 の 名 前 に な っ たり し て いる )。 

「 体 の 回 転 X] デ フォ ー マ は 腰 を 反 っ て 体 を 左右 に 向け る よう な 動き で す 。「 呼吸] 直下 の デフ ォ ー マ ( 図 
1) を 上 か ら 1 つ ずつ を 選択 し て 「 体 の 回 転 X メ ]」 パラ メー タ の スラ イダ を ドラ ッ グ し て 動か す と いう こと を 
デフ ォ ー マ の 数 だ け 確 認 し て くだ さい 。 それぞれ の デフ ォ ー マ に どう いう 変形 を 施し て 動 さ を 付け れ ば 


よい の か 、 参考 に な る と 思い ます 。 


「 叶 朗 」 デ フォ ー マ 直 下 の 胴 体 以外 の 「 回 団 ]」 デ フォ ー マ に つい て 


[呼吸 」 デ フォ ー マ 直 下 の デ フォ ー マ の 左側 の 
[+] ボタ ン を クリ ッ ク し て それ ぞ れ の ツリ ー を 展 
開 し て くだ さい ( 図 2)。 

[右腕 の 回 転 x 」「 左 腕 の 回 転 x」「 首 の 回 転 ]「 右足 
の 回 転 」「 左足 の 回 転 ] デ フォ ー マ の 約 5 つ が ある と 
思い ます 。 こ れ ら 「 回転 デ フォ ー マ 」 と いう デフ ォ 
ー マ で 作ら れ て お り 、 回 転 デ フォ ー マ と は 本 来 は 回 
転 さ せる こと 専用 の デフ ォ ー マ で す 。 し か し 、 | 呼 
吸 ] デ フォ ー マ 直 下 の こ れ ら の 回 転 デ フォ ー マ は 
| 体 の 回 転 X] パラ メー タ に お ける ほぼ | 位置 」 だ け 
を 管理 し て いま す 。 こ の 構造 は 非常 に 重要 な の で 、 
よく 覚え て お いて くだ さい 。 


| 右腕 の 回 転 x>] デ フォ ー マ 直 下 の | 右腕 の 回 転 ] デ フォ ー マ を 選択 し て くだ さい ( 図 3①)。 

関連 付い た 緑 の 丸 が ある 「 右腕 」 パラ メー タ の スラ イダ を 動か す と ②⑫、 腕 目 体 の 肩 関節 が 回 つて 稼働 す 
る は ず で す ③。 こ の | 右腕 回 転 x] と | 右腕 の 回 転 ] デ フォ ー マ の 違い を よく 把握 し て お いて くだ さい 。 も 
ちろ ん 左腕 も 同様 の 構造 で す 。 


信 図 3 : 「 右 腕 の 回 転 」] デ フォ ー マ 
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CHAPTER oe 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


図 2 : 呼吸 デフ ォ ー マ 直下 
の デフ ォ ー マ ツリ ー を それ 
ぞ れ 展開 
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同じ 構造 は 「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー マ に も あり ます 。「 首 の 回 転 ] デフ ォ ー マ 直下 の 「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー 
マ を 選択 する と ( 図 4①)、 | 角度 Z] と いう パラ メー タ に 緑 の 丸 で 関連 付け られ て いま す 。「 角度 Z」 パラ 
メー タ の スラ イダ を 動か す と ②、 首 を 左右 に 傾け る 動 ざ に な る は ず で す ③。 親 の 「 首 の 回 転 ] と いう デフ 
ォ ー マ の 名 前 が 紛らわしい の で す が 、 わ か り づ ら け れ ば |「 首 の 位置 x] と か 「 頭 部 の 位置 ( 体 の 回 転 X)] な 
ど と 名 前 を 変え て し まっ て も よい か も し れ ま せん 。 「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー マ が 首 を 傾け る 「 角 度 Z] 用 の デ 
フォ ー マ に な っ て いま す 。 


「 スート 曲面 
DL THES 


念 図 4 : 「 顔 の 回 転 」 デ フォ ー マ 


| 右 定 の 回 転 ] | 左 定 の 回 転 ] デ フォ ー マ は 腕 の よう な 2 重 構 造 の デフ ォ ー マ に は な っ て いま せん ( 図 5)。 


体 D 回 転 Y 
今 図 5 : [右足 の 回 転 」 デ フォ ー マ 


これ は 腕 に と っ て の 「 左 腕 」 | 右腕 」 パラ メー タ に 相当 する 足 を 動か す た め の パラ メー タ が な い ( こ の モ 
デル で は 元々 動か さ な い 仕様 と 思わ れる ) か ら で す 。 も し 、 「 左足 」 | 右足] の よう な 足 を 個別 に 動か す 仕 
様 で あわ れ ば 、 腕 と 同じ 二 重 デ フォ ー マ に し て いた と 思わ れ ま す 。 

| 体 の 回 転 | デフ ォ ー マ は その 場 で 腰 を ひね る よう な 動き な の で 、 足 の 裏 は 地面 に 固定 され て いま す 。 
その よう な 動き に 見 える よう に 「 〇 足 の 回 転 ] デ フォ ー マ は 多少 股関節 を 軸 に 回 転 さ せ て いる モデ ル が 多 
いで す 。 「 〇 足 の 回 転 ] デ フォ ー マ を 選択 し て 「 体 の 回 転 X] パラ メー タ の スラ イダ を 動か し 、 回 転 デ フォ 
ー マ を どう 動か し て いる か を 確認 し て くだ さい 。 

「 服 の 曲面 || スカ ー ト の 曲面 」「 (胴体) の 曲面 ] デ フォ ー マ は 純粋 に 「 体 の 回 転 X メ |] デフ ォ ー マ に 対す る 変 
形 で す 。 体 ( 腰 ) を 左右 に 投 っ て 見 える よう に 、 曲面 デフ ォ ー マ を 変形 させ て いま す 。 


・「 体 の 回 転 X]」 デ フォ ー マ は 腰 を 描 っ て 体 を 左右 に 向け る よう な 動き に な り ま す 。 
* 回 転 デ フォ ー マ は 「 体 の 回 転 Xj」 バ ラメ ー タ に お ける ほぼ | 位置] だ け を 管理 し て いま す 。 
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| 自 の 回 転 』 テ 。 と TEX 9 る 
Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。| 首 の 回 転 ] デフ ォ ー マ を 作成 し ます 。 た だ し 、 そ の 前 に 再度 | 体 

の 回 転 Y]「 体 の 回 転 Z」「 呼 吸 ] パ ラメ ー タ の スラ イダ を ドラ ッ グ し て 動か し て みて くだ さい 。 06 
この 段階 で は 頭 部 が 変形 デフ ォ ー マ の 形状 に 沿っ て 変形 し て し まっ て いる こと を 覚え て お いて くだ さ 

し )。 

最初 に パー ツ パ レッ ト で 頭 部 に 関す る 描画 オブ ジェ クト を すべ て 選択 し て くだ さい ( 図 1(①②)。 こ の 時 、 

笑 と 後ろ 髪 も 含め て 、 胴 体 は 含め な いで くだ さい 、。 
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念 図 1 : 頭 部 に 関す る 描画 オブ ジェ クト を すべ て 選択 


ーー ュ 


=] 
の 
回 
e 
デ 
フ 
オ 
| 
っ 
を 
成 
す 
る 


「 首 の 回 転 H コ デフ ォ ー マ を 作成 する 
選択 で きた ら [デフ ォ ー マ を 作成 ] ボタ ン を クリ ッ 
ク し て ( 図 2①)、 | 首 の 回 転 ] デ フォ ー マ を 作成 し 
ます 。 図 2 の よう に 設定 し て くだ さい ⑰⑦~⑧。 所 
属す る 親 デ フォ ー マ を 必ず 「 呼 吸 ] デフ ォ ー マ に 
し て お きま す 。 


「 首 の 回 転 H」 デ フォ ー マ を 確認 する 


N 4 ) クリ ッ ク 
ーーー 3 入力 mt 


所 再 す る デフォ ー マ 時 明 . [人 ほ 」 ae 


wp 


a 2 x le | 

EE i 5 x 5 
[Tips] Cl + ドラ ッ グ で デフ ォ ー マ が 人 け を 喜 志 (中 自 は 固定 ) 

5 クリ ッ ク 


今 図 2 : 首 の 回 転 デ フォ ー マ の 作成 


「 首 の 回 転 ] デ フォ ー マ が 作成 され 、 小 さ な 丸 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せる と 回 転 を 表す 形状 に な り 、 ド 
ラッ グ す る と 回 転 で きま す ( 図 3①⑪②)。 回 転 デ フォ ー マ の 子 に な っ て いる 描画 オブ ジェ クト が 一 緒 に な 


つて 回 転 す る は ず で す 。 


今 図 3 : 「 首 の 回 転 」 デ フォーマ の 確認 


角度 を 入力 する 

回 転 を 確認 で きた ら 、 メ ニュ ー か ら [編集 ] 一 [ 元 
に 戻す ] ([Ctrll + [Z] キー) に よる アン ドゥ か 手動 
で 0 度 に 戻 じ て くだ さい 。 手動 で 0O 度 ジャ スト に 
戻す の が 難し けれ ば 、 編 集 パ レッ ト の 角度 欄 に 直 
接 数 字 を 入力 する こと も で きま す ( 図 4① )。 あ わ 
せ て デフ ォ ー マ 欄 が | 呼吸 [ 体 ]] に な っ て いる こ 
と も 確認 し て お いて くだ さい ②。 こ こ か ら 直 接 親 
を 変え る こと も で きま す 。 


下台 H 度 | im 
^ 図 4 : 角度 の 直接 入力 


「 首 の 回 転 」 デ フォ ー マ を 確認 する 
「 首 の 回 転 ] デ フォ ー マ が 無事 作ら れ て いた ら 、 「 体 の 回 転 Y]、 「 体 の 回 転 Z]、 呼吸] パラ メータ の スラ イ 
ダ を 再度 ドラ ッ グ し て 動か し て みて くだ さい ( 図 5①②)。 頭 部 が 変形 し な く な っ た は ず で す 。 


人 図 5 : 回 転 デ フォ ー マ を 確認 


| 呼吸 ] デ フォ ー マ 直 下 に 作成 し た 回 転 デ 
フォ ー マ は この 親 デ フォ ー マ の 変形 影響 を 
打ち 消す た め に も 使わ れ て いま す 。 体 を 傾 
けた り 、 呼 吸 を し た り し た 時 に 頭 部 や 手中 
が 伸び 縮み か する の は お か し いこ と は 、 考 え 
れ ば わか る と 思い ます 。 

回 転 デ フォ ー マ を 間 に 挟 び むこ と に より 、 
有 親 デ フォ ー マ 群 の 変形 の 影響 を 打ち 消す こ 
と が で きま す 。 親 デ フォ ー マ か ら の 変形 の 
影響 は 「 位 置 」] だ け に な る の で 、 | 変形 の 影 
響 は 受け た く な いけ ど 、 付 け 根 の 位置 だ け 
は 変え た い ]」、 呼 吸 の よう な 動き に 威力 を 発 
揮 し ます ( 図 6)。 

呼吸 で 胸郭 が 広がり 、 肩 や 首 の 付け 根 の 
位置 は 広がり ます が 、 回 転 デ フォ ー マ を 間 
に 挟ん で いる た め 、 変 形 の 影響 は 受け ませ 
ん 。 | 呼吸 ] デ フォー マ の 親 で ある 「 体 の Z」 


や 「 体 の Y] デ フォ ー マ の 変形 に よる 影響 も 、 回 転 デ フォ ー マ に よっ て 位置 だ け の 影響 に な り ま す 。 


* 回 転 デ フォ ー マ を 間 に 挟 どこ と に より 、 親 デフ ォ ー マ 群 の 変形 影響 を 打ち 消す こと が で きま す 。 
* 回 転 デ フォ ー マ は 親 デ フォ ー マ の 変形 の 影響 を 受け ませ ん 。 


CHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


全 図 6 : 呼吸 の 動き を 大 像 装 に 付け た 例 
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LESSON 07 と 同様 に 「 呼 吸 」 デ フォ ー マ 直 下 に ある 四肢 (+ し っ ぱ ぽ ) の 回 転 デ フォ ー マ を 作っ て いき まし 
よう 。 
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Modeler で nekoko.cmox を 開き ざま す 。 回 転 デ フォ ー 


ーー グマ シーマ 
【ー ニ リイド) 7 一 UE “oa) 


マ と 描画 オブ ジェ クト の 構成 を 図 1 の よう に 作っ て 
くだ さい 。6 つ の 回 転 デ フォ ー マ が 「 呼 吸 ] デ フォ ー マ 直 下 に ある 状態 で す 
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今 図 1 : 「 呼 吸 」 デ フォ ー マ 直 下 の 回 転 デ フォ ー マ の 構成 


CHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


A 


| 


| 培 率 199 部 


デフ ォ ー マ の 位置 や 角度 、 大 き 
さ を 修 正す る 

公式 サン プル に 合わ せ て デフ ォ ー マ の 
位置 ( 図 2 ) や 角度 、 大 き さ を 修正 し ます 
( 図 3)。 描画 オブ ジェ クト に 影響 を 与え 
ず に デフ ォ ー マ の 位置 や 角度 、 大 き さ を 
変え る に は [Ctrl] キー を 押し な が ら ド ラ 
ッ グ し ます ( 先 に [Ctrl] キー を 押す )。 WY 
移動 させ る 時 は 回 転 デ フォ ー マ の 中 央  。 較 2 回転 デフ ォ ー マ の 移動 る 図 3: 回 転 デフ ォ ー マ の 拡大 
の 黒い 点 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て 

移動 させ て くだ さい 。 [Shift] キー も 押 

し な が ら だ と 真っ 直ぐ 下 に 下ろ せま す 。 


回 転 デ フォ ー マ の 位置 と 角度 、 大 き さ を 修正 する 
赤い 大 き な 丸 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て [Ctrl] キー を 
押し な が ら ド ラッ グ す れ ば 、 回転 デ フォ ー マ 上 自体 の 大 き さ 
を 変え られ ます ( 図 4 )。 あ まり 意味 は あり ませ ん が 、 見 た 
目 上 の 大 き さ を 変え られ ます 。 公式 サン プル で は 「 〇 腕 の 
回 転 x>」 よ り も 「 〇 腕 の 回 転 ]、「 首 の 回 転 ] よ り も 「 顔 の 回 転 ] 
の ほう を 大 きく し て あり ます 。 お そら く 、 位 置 を つか さ ど 
る だ け の デフ ォ ー マ より も 回 転 さ せる デフ ォ ー マ の ほう 
を 大 きく し て 用 途 の 差 を 視覚 的 に わか りや すく し て いる 
も の と 思わ れ ま す 。 

[Ctrl] キー を 押さ ず に 回 転 デ フォ ー マ を 大 きく する と 、 子 
の 描画 オブ ジェ クト が 大 きく な り ま す 。 回転 デ フォ ー マ 
は 編集 パレ ッ ト 上 で 角度 と 倍率 を 数 値 入力 で きる の で 、 位 
置 や 大 き さ を 制御 する の に 向い て いま す 。 キ ー フ ォ ー ム 
に よる 変形 で 大 きぐ さ 自体 を 変え る よう な 動き を 作り た い 
時 に 使う と よい で し ょ う 。 先端 の 白い 丸 は ドラ ッ グ する 
と 回 転 デ フォ ー マ を 回 転 で きま す 。 足 の 回 転 デ フォ ー マ 
だ け は [Ctrl] キー を 押し な が ら 足 の 向き に 沿っ て 回 転 さ 
せ て お いて くだ さい 。 

腕 や し っ ぱ ぽ ぱ の 回 転 デ フォ ー マ は 回 転 さ せ ず に その まま の 
角度 に し て お いて くだ さい 。 人 図 4 : 回 転 デ フォ ー マ の 位置 と 角度 、 大 き さ を 修正 
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(が 影 参 回 転 デ フォ ー マ の 位置 の 修正 に つい て 


図 4 の よう に 回 転 デ フォ ー マ の 位置 を 修正 で きた で し ょ うか ? [Ctrl] キー を 押し 損なう と 描画 オブ ジ 
ェクト まで 移動 、 変 形 し て し まう の で 注意 し て くだ さい 。 

特に 「 〇 足 の 回 転 デ フォ ー マ 」 は その まま 回 転 軸 と し て 使う の で 、 位置 は 慎重 に な っ て くだ さい 。 股 関 
節 の 位置 に か なり ます 。 胃 格 標本 な ど を 参考 に 股関節 の 位置 を キ ち ん と 決め まし ょ う 。 

この LESSON で 作っ た 回 転 デ フォ ー マ は 脚 用 以外 は 「 体 の 回 転 X] パラ メー タ に よる 位置 だ け を 管理 し 
て いま す 。 顔 や 腕 、 し っ ぱ の 回 転 す る 動 さ その も の を 間違っ て 付け こし まわ な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 


x デフ ォ ー マ の 移動 は 、 中 央 の 黒い 点 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ て ドラ ッ グ し ます 。 
・ デフ ォ ー マ を 大 き さ の 調整 は 、 [Ctrl] キー を 押し な が ら ド ラッ グ さ せ て 行い ます 。 
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、 SAMPLE 四国 LESSON 09 葉 | before 切 nekoko.cmox 


「 服 の 曲面 ]「 ス カー ト の 曲面 ]「 胸 の 曲面 ] デ フォ ー マ 
(「 体 の 回 転 X] バ ラメ ー タ 用 ) を 作成 する 


この LESSON で は 胴体 、 ス カー ト の 描画 オブ ジェ クト に 「 体 の 回 転 X] パラ メー タ 用 の 曲面 デフ ォ ー マ を 
必 わ まし よう 。 


ct H あっ mm rr = に 
1 i 一 i cr 

ーー) る 
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Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 胴体 、 ス カー ト の 描画 オブ ジェ クト に 「 体 の 回 転 X}」 パラメータ 用 
の 「 服 の 曲面 | デフ ォ ー マ を 作り ます ( 図 1①ー⑲、 図 2① わ て ⑨)。 デ フォ ー マ 名 は 公式 サン プル に 合わ せま 
し た が 、 服 の 曲面 は | 胴体 の 曲面 ] で も 「 体 の 曲面 | など 、 何 で も か が まい ませ ん 。 好き な 名 前 を 付け て くだ 
さい 。「 服 の 曲面 」 デフ ォ ー マ は 、 胴 体 、 右 胸 、 左 胸 、 リ ボン の 描画 オブ ジェ クト の 親 に な る よう に 作る こ 
と に し ます 。 

ベジ ェ の 分 割 数 は | 服 の 曲面 」 が 縦長 な の で 2x3、 | スカ ー ト の 曲面 ] は 2X2 に し て お きま し ょ う 。 
親 は 共に 「 呼 吸 ] デ フォ ー マ に し て くだ さい 。 ど ちら の デフ ォ ー マ も 親 の 「 呼 吸 ] デ フォ ー マ に すっ ぱり 入 
る よう に 、 も う 少 し 小さ く 調 整 し まし ょ う 。 そ れ ぞ れ 描 画 オ ブ ジ ェクト が 余裕 を 持っ て 入る くら い の 大 
き さ に 調整 し て くだ さい 。 描画 オ ブ ジ ェクト の 大 き さ を 変え て し まわ な いよ う [Ctrl] + [Alt] キー+ 
([Shift] キー) を 押し な が ら ド ラッ グ し て 、 注 意 し な が ら デ フォ ー マ の 大 き さ を 調整 し て くだ さい 。 マ ウ 
ス の 左 ボ タン より 先 に [Ctrl] キー を 押す よう に し て くだ さい 。 
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[Tps] Crl + F ラ 0 で デフ ォ ー で がけ を 本 形 (中 (6 sn 


⑭ チェ ッ ク を 入れ る 


念 図 1 : 「 服 の 曲面 ] デ フォ ー マ 


EE 
ROH 5 xp | 
回 培 択 才 下 窒 (時 特 ・ 画 像 ) の 押 に 詳 写 


[Tios] Ctrl+ F ラ si で テ フ ォ ー マ で だけ を 宣 形 (中 (6 府 定 


⑭ チェ ッ ク を 入れ る 


全 図 2 : 「 ス カー ト の 曲面 ] デ フォ ー マ 


cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


と 金 | 胸 の 曲面 | デフ ォ ー マ (「 体 の 回 転 X」 ル バラ メータ 用 ) を 作成 する 


ここ まで の 作成 過程 で 、 右 胸 、 左 胸 の 描画 オブ ジェ クト の 変形 を どう すべ きか 考え る 必要 が で て きま 
し た 。 公式 サ ンプ ル に は な い 部 品 な の で 悩ま し いで す が 、 取 りあ え ず 2 つ を 選択 し て 「 胸 の 曲面 ] と いう 
デフ ォ ー マ を 作る こと に し ます ( 右 胸 と 左 胸 を 個別 に 動か す 予 定 が ある な ら 、 別 々 の 曲面 に し て も よい )。 


「 胸 の 曲面 ] デ フォ ー マ を 作成 する 

| 胸 の 曲面 ] デフ ォ ー マ は 、 | 呼吸] デ フォ ー マ 直 下 に し て も よい の で す が 、 服 の 曲面 の 変形 影響 を 写 え た 
い の で 、 こ こ で は 親 を 「 服 の 曲面 に 設定 し ます ( 図 3)。 横 長 な の と 、 乳 房 が 2 つ あ る こと も 考慮 し て ベジ 
ェ の 分 割 は 3x2 に し て いま す 。 お そら く こ の ほう が 、 操 作 人 ハン ドル が 乳房 に それ ぞ れ 重なっ て 編集 し や 
すい か が と 思い ます 。 す で に よい 感じ に ハン ドル が 乳房 に 乗っ て いる の で デフ ォ ー マ の 大 き さ は その まま 
に し て お きま す 。 

も う 少 し 広げ て も よい くら いか も し れ ま せん 。 広 げ る 場合 は 、 | 呼吸 ] デフ ォ ー マ か ら は み 出 し て し まわ 
な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 デ フォ ー マ の 大 き さ ざさ は お 好み で 詰め て くだ さい 。 


1 と 、 “ 
SL 


アパ 4 


る ム 図 3: PT 


E 症 萌 胴体 部 分 の 曲面 デフ ォ ー マ に つい て 


胴体 部 分 の 曲面 デフ ォ ー マ の 構成 は モデ ル に よっ て 千 差 万 別 で す 。 
彰 て いる 服 や イメ ー ジ し た 動き に よっ て 、 どの よう に 分 割 す る か を 判断 する 必要 が あり ます 。 
分 け て 動か し た ほう が 動か し や すい 場合 は 、 分 ける よう に し まし ょ う 。 胴体 部 分 の デフ ォ ー マ を 分 け 09 
る に は 、 描 画 オ ナブ ジェ クト の 段階 で 分 か れ て いる 必要 が あり ます 。PSD デ ー タ を 作る 時 は 、 後 で 動か す 工 
程 を 考え 、 レイヤー を 分 ける よう に し まし ょ う 。 


10 


・ デ フォ ー マ の 大 き さ を 調整 する 場合 は 、 他 の 描画 オブ ジェ クト の 大 き さ を 変え な いよ うに 注意 し て くだ さ 
い 。 11 
・ 着 衣 や イメ ー ジ し た 動き に より 、 分 割方 法 を 判断 し て くだ さい 。 
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人 h、 SAMPLE 症 還 LESSON 10 萌 before 切 三 | nekoko.cmox 


由 品 月 | 体 の 回 転 X」 バ ラメ ー タ の 動き を 作成 する 


oo O = y a a EE Ln nm 癌 EF " 
Ri = mm 〒 。 Nl uo mmー a } だ ST Et デー デ と np fh ン 
< "| な ーー っ 全く | 


に CA 1 “ 
an = mg < ニン 


Modeler で nekokocmox を 開き ます 。「 呼吸 ] デフ ォ ー マ 直下 の デフ ォ ー マ 群 が こ れ で 全部 そろ いま し 
た 。 こ れ ら は すべ て 「 体 の 回 転 X メ ] パラ メー タ の 動き を 付け る も の で す 。 デフ ォ ー マ パレ ッ ト で 、 これら 
の デフ ォ ー マ を すべ て 選択 状態 に し て ( 図 1① )、 パ ラメ ー タ パレ ッ ト で 「 体 の 回 転 X] を クリ ッ ク し ②⑫、3 
点 を 挿入 し 、 [OKJ ボ タン を クリ ッ ク し ます 。「 呼 吸 ] デ フォ ー マ 上 直下 の デフ ォ ー マ を それ ぞ れ 選択 時 に 「 体 
の 回 転 Xj」 パ ラメ ー タ と の 関連 付け を 表す 緑 の 丸 が 表示 され る こと を 確認 し て くだ さい ( 図 2①②③⑬))。 


る Nn | 
舟 了 | 00| 和合 寂 ios0K 
下 人 9 本 | 00 


固 - 固 


大 3 区 


| 


っ = 


CHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


^ 図 2 : 「 体 の 回 転 X」】 バ ラメ ー タ と の 関連 付け 


「 服 の 曲面 ] と 「 ス カー ト の 曲面 」 
どこ か ら 動 き を 付け て も よい の で す 
が 、 ま ず は 「 服 の 曲面 ] と 「 ス カー ト の 曲 
面 ] デ フォ ー マ を 変形 させ ます ( 図 3、 
4)。 四 肢 や 首 の 付 根 は 後 で 動か す の で 
ずれ は 気 に し な いで お きま す 。 

矢印 は 主 に 筆者 が 動か し た ポイ ント の 
移動 方 向 で す 。 公式 サン プル の 
Epsilon_free.cmox を 参考 に し まし た 。 
し か し 、 こ れ ば か り は 、 [正解 |] と いえ る 
も の は あり ませ ん 。 

扱う イラ スト に よっ て も 千 差 万 別 の 動 
か し 方 が ある と 思い ます 。 一 番 大 切な 
こと は 、 き ちん と 体 を ツイ スト し て い 
る よう に 見 える か 否 か で す 。「 体 の 回 
転 X] パラ メー タ の スラ イダ で 動き を 
確認 し 、 微 調整 を 繰り 返し まし ょ よう 。 
学習 用 の 簡易 モデ ル で す の で 、 ほ ど ほ 
どの クオ リティ に で きた ら 、 反 対 側 の 
| 一 10」 の 動き を も 付け まし ょ う 。 グ リッ 
ド や スナ ッ プ ショ ッ ト を 使う と 効率 よ 
く 左 右 対称 の 動き を を 付け や すい で す 。 


変形 


念 図 4 :「 ス カー ト の 曲面 ] デフ ォ ー マ の 「 体 の 回 転 X]」 バラ メー タ が 「 十 10」 
の 時 の 変形 


左右 の 動 さ を 付け 終わ つっ た ら 、 服 と スカ ー ト の 変形 に 合わ せ て 5 つ ( し っ ぽ を 入れ て 6 つ ) の 付け 根 を 移動 
させ まし ょ う ( 図 5、6)。 そ れ ぞ れ の 回 転 デ フォ ー マ を 移動 ご せま す 。 

服 の 曲面 や スカ ー ト の 曲面 の 変形 具合 と 矛盾 が な いよ うに 付け 根 を 移動 させ ます 。 こ こ で 少し 問題 が 発 
生 し まし た 。 左 上 腕 付 け 根 を 服 の 曲面 の 変形 に 合わ せ て 画面 向かっ て 左側 へ 移動 ご せる と 、 用 の 辺り の 
布地 が | 左 胸 ] の 描画 オブ ジェ クト の 下 に 滑り 込ん で 、 動 か す と どう し て も 違和感 が 出 て きま す 。 


を ) 服 と スカ ー ト の 変形 に 合わ せ て 5 つ ( し っ ぽ を 入れ て 6 つ ) の 付け 根 を 移動 させ る 


信 図 5 : 「 体 の 回 転 X」 バ ラメ ー タ が 「0」 の 時 全 図 6 :「 体 の 回 転 X」 バ ラメ ー タ が 「 十 10」 の 時 


@ の ia 知樹 RCt 周 S さ ーXM ニ 「 デ 環 回 S 次 」 


由 り 家 参 違和感 を 解決 する に は 


実習 の 手順 3 で 発生 し た 問題 の 原因 は 、 | 左上 
腕 」 描画 オブ ジェ クト が 特殊 な 作り に な っ て いる 
か ら で す 。「 右 上腕] 描画 オブ ジェ クト は 、 胴 体 の 
下 側 の 描画 順に な っ て いる の で 、 付 け 根 の 移動 だ 
け で も 胴体 の 下 側 に 隠れ る の で 違和感 は あり ま 
せん 。 

一 方 、 こ の 「 左 上 腕 」 描画 オブ ジェ クト は 胴体 
より も 上 側 の 描画 順に な っ て いる の で 、 付け根 の 
移動 だ け で は 無理 が 生じ て し まい ます ( 図 7)。 だ 
か ら と いっ て 指 画 順 を 胴体 より も 下 側 に し て し 
まう と 、 原 画 の 意向 に 痛く こと に な り ま す 。 る A 図 7 : 「 左 上 腕 ] 描画 オ ブ ジ ェクト (胴体 より も 上 側 の 措 画 順 ) 


紅 証 旧 問題 を 解決 する 方法 


この よう な 問題 を 解決 する に は どう すれ ば よい で し ょ うか 。 解決 策 の 1 つ し て は 、「 左 上 腕 」 描画 オブ 
ジェ クト を 「 体 の 回 転 X」 パラ メー タ に 関連 付け て 付け 根 を 変形 させ る 方 法 が あり ます 。 た だ し 、 こ こ で 
その 方 法 を 行っ て し まう と 、 後 で 別 の 用 途 で 描画 オブ ジェ クト を 直接 変形 ベ せ た く な っ た 時 に 関連 付け 
られ る パラ メー タ の 上 限 数 (FREE 版 は 2 個 、PRO 版 で も 2 個 ま で 推奨 ) に 達し て し まい ます 。 


cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


「 左 腕 の 曲面 」 デフ ォ ー 
マ を 追加 し て 付け 根 を 
変形 させ る 
[左腕 の 曲面 ] デ フォ ー マ を 
追加 し て 付け 根 を 変形 させ 
る こと に し ます ( 図 8①②)。 


全 図 8 : 「 左 腕 の 曲面 ] デ フォ ー マ の 「 体 の 回 転 X」 バ ラメ ー タ の 設定 


「 左 腕 の 曲面 」 デ フォ ー マ を 変形 さ 
せる 

例 に よっ て [Ctrl] キー を 押し な が ら 編 集 
し や すい 大 き さ に デフ ォ ー マ の 大 き さ や 
位置 を 調整 し て お きま し ょ う ( 図 9)。 調整 
し 終わ つっ た ら 「 体 の 回 転 X] を クリ ッ ク し 
て 3 点 挿 入 で 関連 付け ます 。 デ フォ ー マ を 
変形 させ て 、 腕 の 付け 根 や 腰 に あて た 手 の 
位置 の 辻 複 を 合わ せま し ょ う ( 図 10①⑪②)。 
筆者 は 図 11 一 13 の よう に 動か し て み 
まし た 。 こ れ が ベス ト か どう か は わか 
り ま せん 。 も っ と よい 動き 付け が ある 
か も し れ ま せん の で 、 よ り 良 い 動 き を 
追求 し て みて くだ さい 。 


念 図 10 : 腰 に あて た 手 の 位置 を 調整 


図 11 : 「 体 の 回 転 X」 バ ラメ ー タ が 
「0」 の 時 
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図 12 : 「 体 の 回 転 X]」 バ ラメ ー タ が 
「 填 10」 の 時 


図 13 : 「 体 の 回 転 X」 バ パラメータ が 
「 一 10」 の 時 


cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


動き を 確認 する 

グリ ッ ド の 表示 や デフ ォ ー マ の 選択 を 解除 し て 画面 を す つ きり させ て か ら 「 体 の 回 転 メ ] パ ラメ ー タ の ス 
ライ ダ を ぐり ぐり 動か し て 動き を 確認 し まし ょ う 。 ア ッ プ で 確認 し た り 、 ロ ング で 全体 を 見 渡し た り し 
な が ら ス ライ ダ を 動か し て 確認 し て くだ さい ( 図 14)。 

また 違和感 の ある 場所 を 微 修正 し て は 人 確認 する と いう こと を 繰り 返し て 、 ク オリ ティ を 上 げ て くだ さい 。 
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全 図 14 : 動作 確認 


【 及 欧 振り 向い て 見 える 動き 付け に つい て 


振り 向い て 見 える 動き 付け は Live2D で 一 番 難し い テ クニ ッ ク の 1 つ で す 。 筆者 自身 、 い まだ に 納得 い 
く 動 き 付 け を で き な い で いま す 。 
振り 向く 動き を に は いく つか の コツ が あり ます 。 
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1. 回 転 軸 か ら 遠 い ( 手 前 や 奥方 向 に :) と ころ ほど 、 左 右 に 大 きく 動く 
2. バー ツ が 元 の 位置 か ら ず れ て 見 えて は な ら な い 
3. パー ツ が 元 の 形状 か ら 変 形 や 伸び 縮み を し て いる よう に 見 えて は な ら な い 


1 は 鏡 の 前 で 両手 を 前 に 突き 出し て その まま 体 を 左右 に 振っ つて みる と よく わか る と 央 いま す 。 体 の 回 
転 軸 (背骨 辺り ) か ら 境 い 手のひら が 一 番 左右 に 動い て いる は ず で す 。 例 えば 、 腹 部 より も 胸 の ほう が 隆 
起 し て 回 転 軸 か ら 遠 い の で 、 左 右 に 大 きく 動き ます 。 

2、3 は 難し い の で す が 、 顔 や 体 の 向き を 変え た だ け で 、 髪 の 毛 の 生え 際 や 手足 の 付け 根 、 目 上 鼻 口 が 付い 
て いる 場所 が ずれ た り 、 骨 が 変形 し た り 髪 の 毛 が 伸び 縮み する こと は あり えな い の で 、 そ の よう に 見 えて 
し まう っ 動き を 作っ て は いけ ませ ん 。Live2D 目 体 が パー ツ を ずら し て 変形 べ せ る こと で 振り 向い て 動い て 
いる よう に 見 せ て いる の で 矛盾 する よう で す が 、 | すず れる は ず の な いも の が ずれ て いる 」 と いう 動き を 付 
け て し まう と 、 ク オリ ティ の 低い モデ ル に な っ て し まい ます 。 革 者 は これ を | カツ ラ ず れ 」 と 呼ん で 戒め 
て いま す 。 この 点 に つい て は 、 特 に 顔 の 向 さ (角度 X、 角 度 Y) 作 る 時 に 問題 に な る の で 、 改 め て 解説 し ます 。 


省 恩 ][ 朋 の 付け 根 | 足 の 付 根 |「 し っ | の 沖 デ フォ ー マ に つい て 


自 の 位置 を つか さ ど る 「 首 の 回 転 ] デ フォ ー マ は 左右 に ほん の 少し 動か し まし た 。「 体 の 回 転 X メ |」 パ ラメ 
ー タ の 回 転 軸 に 近い か ら ほ と ん ご 動か な いと いう 解釈 で す 。 左 右 に 動か し 過ぎ る と 首 上 自体 を 動か し て い 
る よう に 見 えて し まい ます 。 ご どう し て も 服 の 変形 具合 と 整合 性 が 取れ な いよ うな ら 、 | 服 の 曲面 ] デフ ォ 
ー マ の 変形 を 調整 し 直し て 付け 根 の 辻 複 を 合わ せ て くだ さい 。 顔 の 向き 自体 は 常時 こち ら 見 て いる 状態 
で か まわ な い の で 気 に し な いで くだ さい 、。 

ここ で は 「 腕 の 付け 根 」 の デフ ォ ー マ は 中 心 寄 り に 移動 させ まし た 。 体 が 横向 き を に な る ほど 肩 関節 は 見 
た 目 上 、 中 心 に 寄っ て いく は ず で す 。 服 の 変形 具合 と な る べく 整合 性 が と れる よう に 「 腕 の 回 転 ] デ フォ 
ー マ の 移動 位置 を 決め て くだ さい 。 こ の 付け 根 が ずれ て いる と 腕 が も げた よう に 見 える の で 注意 し まし 
まう 。 

| 定 の 付 根 」 デ フォ ー マ は 股 関節 を 意識 し て スカ ー ト 変形 具合 と な る べく 矛盾 が な いよ うに 移動 させ ま 
す 。 中 の 裏 が 地面 に 固定 され て いる は ず な の で 、 若 干 回 転 デ フォ ー マ を まわ し て 定 と 地面 の 接地 点 が 動 
いて いな いよ うに 見 せ て いま す 。 

| し っ ぽ 」 デ フォー マ の 解釈 は 意見 の 分 か れる と ころ で す が 、 | 体 の 回 転 X]」 パラ メー タ の 回 転 軸 より 後 
ろ に 付い て いる と 解釈 し まし た 。 な の で 、 画 面 に 向かっ て 右 を 向く 時 に は 反対 の 左 に 若 十 移 動 さ せ て い 
ます 。 位置 的 に 回 転 軸 と ほぼ 同じ な の で ほとん ご ど 動か な いと 思わ れ ま す が 、 ま っ た く 動 か さ な い と 不 目 
然 に な る の で 、 ご どちら か に 少し は 動か し た ほう が よい で し ょ よう 。 


* 動き に 違和感 が ある 場合 は 、 付 け 根 の 部 分 を 変更 する と 解消 で きる 場合 が あり ます 。 
* 振り 向い て 見 える 動き 付け は 、Live2D で 一 番 難 し い テ クニ ッ ク で す 。 


| 首 の 回 転 ] デ フォ ー マ は 位置 だ け を 管理 し て いま し た 。 そ の 直下 に 首 を 
か し げ る 動き を 管理 する 「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー マ を 作り ます 。 
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Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 デ フォ ー マ パ レッ ト で 「 首 の 回 転 」 
デフ ォ ー マ に 入っ て いる 描画 オブ ジェ クト の | 首 」 以 外 を すべ て 選択 し 、 親 
デフ ォ ー マ に 「 首 の 回 転 ] デ フォ ー マ を 指定 し て 「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー マ を 
作成 し ます ( 図 1 ひ < て ⑨)。 

| 顔 の 回 転 ] デ フォー マ 内 に | 首 の 回 転 ] デ フォ ー マ 内 に 入っ て いた 描画 オ 
プ ジ エ クト が [ 盲 | 以外 すべ て 入っ つて いる は ず で す 。 

作業 の 進め 方 に よる の か も し れ ま せん が 、⑯⑩ の よう に 頭上 に 作ら れ て いる 
か も し れ ま せん 。 お そら く 回 転 デ フォ ー マ の 位置 が 被っ た 場合 、 気 を 利 か 
せ て 別 の 場所 に 作ら れる の だ と 思わ れ ま す 。 ど こ に 作ら れ た に せよ 、 黒 丸 
を 中 心 に 回 転 す る の で 、 作 られ た 位置 だ と 問題 が め り ま す 。 適 切な 位置 に 
[Ctrl] キー を 押し な が ら 移 動 さ せま し ょ う 。 公式 サン プル の 方 法 に な ら う 
な ら 、 こ れ は 実際 に 回 転 さ せる デフ ォ ー マ な の で [Ctrl] キー を 押し な が ら 
大 きく し て お いで も よい で し ょ うつ 。 
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7 性 披 オプ ジラ ェ カト (貞和 線画 像 MP5 幌 に 族 定 


9 チェ ッ ク を 入れ る a (》 デフ ォ ル ト の まま 


念 図 1 : 「 顔 の 回 転 J」 デ フォ ー マ の 作成 


暗 を 見 て 確認 する 
実際 に 鏡 を 見 な が ら 実 際 に 自分 の 首 を 左右 に か し げ て みて くだ さい 。 お そら く 回 転 軸 は 口 の 少し 下辺 り に な る の で 


は な いで し ょ うか 。 頸 骨 に 頭蓋 骨 が つなが っ て いる 位置 に な る と 思い ます 。 と この 回 転 軸 の 位置 が 不適 切 だ と 大 き 
な 違和感 に な り ま す の で 、 動き を 確認 し な が ら 微 調整 し て くだ さい 。 


「 顔 の 回 転 」 デ フォ ー マ を 作成 する 
「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー マ の 位置 を 「 こ こ だ ] と 思う 場所 に 調整 で きた ら 動 き を 付け まし ょ う 。「 顔 の 回 転 ] デ 


フォ ー マ を 選択 状態 に し て パラ メ TE 
= 和 パー リ | 出 * 

ー タ パレ ッ ト で | 角度 Z] を クリ ッ チェ ー マ MOE.【 遇 < 

ク し て ( 図 2①)、3 点 を 挿入 し 、 [OK] jp ロ tl | 

ポタ ン を クリ ッ ク し ます 。 

スラ イダ の 右端 「†+30」⑫ と 左端 


| 一 30」 で 回 転 デ フォ ー マ の 白い 点 
の ハン ドル を [Ctrl] キー を 押さ ず 
に ドラ ッ グ し て 回 転 さ せ 、 キ ー フ ォ 
ー ム を 作り まし ょ う ③。 | 首 の 回 転 ] 
デ フォ ー マ と 間違え な いよ うに し 
て くだ さい 、。 編集 パレ ッ ト で 数 値 


和信 力 し て も 結構 で す 。 4 図 2 : : の 回 暫 ] ア フォ ー マ の 「 角 度 ア ] バ ラメ ー タ が 「+30」 の 時 


出展 参 実際 に 回 転 さ せる 「 角 度 Z] パラメータ に つい て 


| 角度 Z] バ パラ メー タ の 値 は | 一 30」 一 「 寺 30] で す が 、 実 際 に 回 転 さ せる 角度 は 「10] 一 「15] 度 程度 に 抑 
えて お いて くだ さい 。 30 度 も 傾け て し まう と 傾け 過ぎ に 見 える と 思い ます 。 お そら く 「 角 度 X] と | 角度 Y] 
の パラ メー タ が 「 30] 一 「 十 30] ( 度 ) な の で 、 統 一 感 の た め に 合わ せ て ある も の だ と 思わ れ ま す 。 


* | 角度 Z] パラ メー タ の 値 は 「10」 一 「15] 度 程度 に 抑え ます 。 
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| 照れ | ーー ゴゴ 
「 体 の 回 転 * | か 一 一 一 ゅ 
| 体 の 回 転 Y | を ーー サーー% 
| 体 の 2 8 一 ーーー%| 


_ SAMPLE 調 LEsson 12 葉 還 胃 before 人 nekoko.cmox 


腕 を 動か す パ ラメ ー タ 付け を し ます 。 こ れ は モデ ル に よっ て 千 差 万 別 の 動 さ を 付け て あり 、 他 の パラ 
メー タ と 違っ て 特に これ と いっ て 推奨 され る 動き は あり ませ ん 。 好 の み の 動 き を 付け て くだ さい 。 必 要 
が な い 方 は 別に 付け な く て も か まい ませ ん の で 、 読 み 飛 ば し て 頂く が 軽く 目 を 通し て 「 こ ん な こと も 可能 
な の か 」 と 思っ て 頂け れ ば 十分 で す 。 こ こ で は 公式 サン プル 「haru.cmox」 の 右腕 A、 左 腕 A の 動 さ ざ に な ら 
っ て 、 動 き を 付け ます 。 


串 


| 注意 『 本 書 の イラ スト の 腕 関 節 に つい て 
| _ 本 書 で 扱う イラ スト は 元々 腕 関 節 を 動か すこ と は 想定 し て 描か れ て は お ら ず 、 か な り 強 引 な 方 法 で 動か し て いま す 。 
さま ざま な 問題 が 発生 し ます の で 、 ど の よう に PSD フ ァイル を 作れ ば 無理 な く 動か し や すい か の 参考 程度 に 留め て 
お いて くだ さい 。 


Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 デ フォ ー マ パ レッ ト で 図 1 の よう な 親子 構成 で 肩 関 節 と 肘 関 節 の 
部 分 に 回 転 デ フォ ー マ を 作り ます ( 図 1①ー④)。 こ れ も 位 置 を つか さ ど る 「 〇 腕 の 回 転 xy 」 デフ ォ ー マ よ 
り も 回 転 デ フォ オー マ を 大 きく し て お いて も よい で し ょ う ⑤。 

回 転 デ フォ ー マ の 位置 は 慎重 に 検討 し て くだ さい 。 こ こ が い い 加 減 だ と クオ リティ の 低い モデ ル に な り 
ます 。 鏡 を 見 な が ら 確 認 し た り 、 解 前 図 を 参考 に し た り し て 、 検 討 し ます 。 
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今 図 1 : 肩 関 節 と 肘 関 節 の 回 転 デ フォ ー 


回 転 さ せ て 確認 する 

実際 に 回 転 さ せ て 、 違 和 感 が な いか を 確認 し まし ょ う 。 も と の 角度 に 戻す の を 忘れ な いで くだ さい 。 筆 
者 は | 手の甲 が こち ら を 向い て いる の で 、 肘 関節 の 回 転 軸 は 外側 に な る だ ろう 」 と 解釈 し て 判断 し まし た 。 
違う 見 解 を お 持ち の 方 は 、 「 こ こ だ 」 と 思 つ 箇所 に し て みて くだ さい 。 


[左腕 の 曲面 xX」 デ フォ ー マ の 変形 が 反映 され な い 


前 項 の 手順 2 で 問題 が 発生 し ます 。[ 体 の 回 転 人 パラメータ の スラ イダ を 右端 | 10] に 移動 させ る と 、 
何 か お か し いこ と に 気付 く は ず で す 。 せ っ か く 苔 労 し て 作っ た 左腕 の 曲面 xX の 変形 が 反映 され な く な っ 
て し まっ て いま す ( 図 2①②)。 デ フォ ー マ 目 体 は きち ん と 変形 し て いま す が 、 腕 の 描画 オブ ジェ クト は 形 
状 は その まま で 微妙 に 回 転 し て いる だ け で す 。 な ぜ こ ん な こと が 起こ る の で し ょ うか 。 


今 図 2 : 「 体 の 回 転 X]」 バ ラメ ー タ が 「 十 10」 の 時 


cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


デフ ォ ー マ の 構成 を 今 一 度 見 直し て み ま し ょ よう ( 図 3)。 し 左 脱 の 回 転 * 
| 呼吸] デフ ォ ー マ の と ころ で 解説 し た | 回転 デフ ォ ー マ は 親 の 変形 影響 kn Lan 


を 打ち 消す 」 と いう 仕様 を 思い 出し て くだ さい 。「 左腕 の 曲面 ] デフ ォ ー マ “ | | 0 


の 間 に 回 転 デ フォ ー マ を 追加 し た た め 、 せ っ か く 作 っ た 変形 が 打ち 消さ れ 
て し まっ て いる の で す 。 次 項 か ら そ の 点 を 改善 し ます 。 


テ フ ォ ー マ の 構成 を 修正 する 


パラ メー タ 値 を デフ ォ ル ト の 値 に 戻す ーー クリ ッ ク 
デフ ォ ー マ の 構成 を 修正 し ます 。 “ 
念 の た め 、 い っ た ん パラ メー タ 値 を デフ ォ ル ト の 
値 に 戻し て 作業 し て くだ さい ( 図 4①②)。 


子 デ フォ ー マ へ の ドラ ッ グ & ド ロッ プ す る 

| 左腕 の 曲面 ] デ フォー マ を 「 左 上 腕 の 回 転 ] デ フォー マ の 直下 
に 置き まし ょ う ( 図 5)。 た だ し 、 直 接 子 に ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ し 
て も 何 も 起 き な い よう で す 。 

ここ は いっ た ん 、 「 左上 腕 の 回 転 ] デフ ォ ー マ を 「 左腕 の 回 転 x」 
デフ ォ ー マ に ドラ ッ グ S&S ドロップ し て か ら ( 図 6①②)、 「 左腕 の 
曲面 ] デ フォー マ を 「 左上 腕 の 回 転 ] デ フォ ー マ に ドラ ッ グ & ド 
ロッ プ し て くだ さい ⑨③。 


今 図 5 : 子 デ フォ ー マ へ の ドラ ッ グ & ド ロッ プ 


全 図 6 : [左腕 の 曲面 」 デ フォ ー マ を 「 左 上 腕 の 回 転 」 デ フォ ー マ に ドラ ッ グ & ドロップ 


「 左 上 腕 」 描画 オブ ジェ クト を 「 左 腕 の 曲 GE と NSEE, 
面 ] デ フォ ー マ に ドラ ッ グ & ド ロッ プ す る 時 | 上 - 日 左 受 の 回 ox 
Ea F | 
|「 左 上 腕 」 描画 オブ ジェ クト を | 左腕 の 曲面 ] デフ ォ mW 上 ll : 白 左腕 の 曲 
ー マ に ドラ ッ グ SS ドロップ し て 入れ まし ょ う ( 図 7。 


信 図 7 : 「 左 上 腕 」 描 画 オ ブ ジ ェクト を 「 左 腕 の 曲面 ] デ フォ ー 
マ に ドラ ッ グ S&S ド ロッ プ 
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「 体 の 回 転 X」 バ パラ メー タ の スラ イダ を 「 十 10」 に 移動 させ て 確認 する 
「 体 の 回 転 X] パ ラメ ー タ の スラ イダ を 「 十 10」 に 移動 させ て ( 図 8①)、 確 認 し て くだ さい ②。「 左 腕 の 曲面 
x] デフ ォ ー マ の 変形 が 反映 され る よう に な り ま し た 。 確認 で きた ら 、 パ ラメ ー タ を 中 央 の デフ ォ ル ト 値 


に 戻し て 下 腕 の デフ ォ ー マ 構成 も 修正 し て いき まし よう 。 


信 図 8 : 「 体 の 回 転 X]」 バ パラ メータ が 「 十 10」 の 時 に 「 左 腕 の 曲面 xX」 デ フォ ー マ の 変形 が 反映 


「 左 腕 の 曲面 ] デ フォ ー マ の 
み を 選択 状態 に する 

デフ ォ ー マ パレ ッ ト で 「 左 腕 の 曲 
面 ] デ フォ ー マ の み を 選択 状態 に 
し て くだ さい 。 そ の 状態 で メニ ュ 


ー か ら [編集 ] っ [コピ ー] を 選択 
し ( 図 9① わ ②)、 [貼り 付け ] を 選択 
し て くだ さい ③④。 


図 9 : コピ ー と 貼り 付け 


「 左 上 腕 」 描 画 オ ブ ジ ェクト を 削除 する 

「 左 腕 の 曲面 ] デフ ォ ー マ が 複製 され まし た 。「 左 上 腕 」 描画 
オブ ジェ クト まで 複製 され て いる の で ( 図 10)、「 左 上 腕 」 描 画 
オブ ジェ クト を 選択 し て 、 [Delete] キー を 押し 、 削 除 し て く 
だ さい 。 


中 左 愛 上 xx 

| 回 | | を 上 腕 の 上 
中 左 腕 のり 員 面 
| | に 左上 腕 
豆 左下 陣 の 回 駅 
| 1 左下 脱 


念 図 10 : 必要 の な い 「 左 上 腕 」 描画 オブ ジェ クト 
の 削除 


cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


「 左 腕 の 曲面 」 デ フォ ー マ の 変形 が 反映 され る 

複製 され た [左腕 の 曲面 ] デフ ォ ー マ を [左下 腕 の 回 転 ] デ フォ ー マ に ドラ ッ グ S&S ドロップ し ます ( 図 11 
①)。 続 いて 、「 左 下 腕 」「 左 手指 」 描画 オブ ジェ クト を 「 左 腕 の 曲面 ] デ フォー マ に ドラ ッ グ S&S ドロップ し 
まし ょ う ⑨③。 


人 5 ドラ ッ グ & ド ロッ プ 


⑳ ドラ ッ グ & ド ロッ プ 


信 図 11 : 左下 腕 へ の ドロ ッ プ 


「 左 腕 の 曲面 」 デフ ォ ー マ の 変形 が 反映 さ 
れ て いる が 確認 する 

これ で 左腕 下 腕 と 左手 指 に も 「 左 腕 の 曲面 」 デフ ォ 
ー マ の 変形 が 反映 され る よう に な っ た は ず で す ( 図 
12)。 


デフ ォ ー マ 名 を 修正 する 
同じ 名 前 の デフ ォ ー マ が 2 つ あ る と 紛らわしい の で 、 名 前 を 修正 し ま Fm 
す 。 そ れ ぞ れ の デフ ォ ー マ を 選択 し 、 編 集 パ レッ ト 上 で 新しい 名 前 L 
を 入力 、 [Enter] キー を 押し て 名 前 を 変更 し ます ( 図 13①②)。 無事 
修正 が 終わ っ た ら 、 腕 の パラ メー タ 付 け 作 業 に 戻り まし ょ う 。 

次 の LESSON で は 公式 サン プル の haru.cmox に な る べく 合わ せ て 、 
初期 状態 の デフ ォ ル ト が 「-1」 で 腰 に 手 を 当て て いる 状態 、「0」 で 腕 
を や や 広げ て 腕 を 下ろ し た 状態 、「0.5」 を 経て 「1.0」 で 完全 に 下ろ し 
た 状態 に し て いき ます 。 


上 腕 条 で 
腕 息 量 面 


寺 i EE: 
ヨコ 左下 愛 0 曲 面 


念 図 13 : デフ ォ ー マ 名 の 修正 


・ デ フォ ー マ の 親子 関係 は 、 デ フォ ー マ パ レッ ト で ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ し て 調整 で きま す 。 


・ デ フォ ー マ 名 を 変更 する 場合 デフ ォ ー マ を 選択 し て 、 編 集 パ レッ ト 上 で 新しい 名 前 を 入力 し 、 [Enter] キ 
ー を 押 し ます 。 
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Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 
パラ メー タバ パ レット で [パラメータ 設 定 ] 
ボタ ン を クリ ッ ク し て ( 図 1①)、 [新規 値 ] 
ボタ ン を クリ ッ ク し ②、③⑬③ の よう に 設定 
し て 、 [OK] ボ 
タン を な を クリ 
ク し 、 | 右腕 」 パ 
プ 区 王 究 電 作 

成 し ま す 。「 左 ーー 
腕 」 パラ メー タ | デフ ォ ルト | 
も 同様 に 作成 | 時: 
し ます ⑤®。 a 


I 上 D の 年 隅 [ に き を っ ける に と テンプレート パラ メー な りり | | DoE を つけ る と テリ ブレ ー ト 用 中 ラメ ュー ちと な 
テン ゴゴ レー ド に し て (使用 どれ た あと 百 緒 和 に 間 際 さ れ ま す 。 | テン ブ プレート と し 人 恒 用 され な あと 白 軸 本) に IP ま され ます 。 


| 
1 


今 図 1 : 腕 の パラ メー タ 設 定 


cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


バラ メー ター 覧 を 確認 する 
バラ メー タダ 一 覧 に 追加 され て ET TFT EE EE EE EE PN = EE 『 


> 馬 EE 」-| |peMmawi 。 I FY 。  、 
いる こと を 確認 し て くだ さい | 議 EE で を る サ | 


( 図 2 ひ )。[ 上 へ ] [ 下 へ ] ポタ 
ン ② で 一 覧 上 で の 並び 位置 を 
変更 で きま す 。 問題 な けれ ば 
[OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て く 
だ さい ③。 人 図 2 : パラ メー ターー 覧 


「 右 上 腕 の 回 転 J] デ フォ ー マ と | の テテ 上 3 下 タテ 芝 「「 人 人 
「 右 下 腕 の 回 転 」 デ フォ ー マ は | [ 畔 55m  W 幸 DD = 
「 右 腕 」 バ ラメ ー タ に 関連 付け る 


「 右 上 腕 の 回 転 」 デ フォー マ こ と 「 右 下 腕 の KS 


回 転 ]」 デ フォ ー マ は 「 右 腕 」 パラ メー タ に を @ クリ ッ ク 


%D クリ ッ ク 9@ クリ ッ ク 


関連 付け ます 。「 一 1.0」「0.0」「1.0」 の 3 
点 を 1 つ 1 つ クリ ッ ク し て 作っ て くだ さ 
い ( 図 3① て ③)。[OK] ボタ ン を クリ ッ 
ク し ます ⑭。 左腕 も 同様 に 作り まし ょ 
つ 。 


〇 ⑨ クリ ッ ク 


Lek] cwesi」 


人 る 図 3 : 3 点 を クリ ッ ク 


「 右 腕 ] バ ラメ ー タ の キー フォ ー ム を 作る 
デフ ォ ル ト の 初期 ポー ズ を | 一 1.0」 と し て ( 図 4)、「0.0]( 図 5)、「 1.0]( 図 6) の キー フォ ー ム を 作っ て いき 
ます 。 右腕 の 1 例 で す 。 肘 の 内 側が 裂 け て いま す が 、 ここ で は 気 に し な いで くだ さい 。 
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全 図 5 : 「 右 腕 」 バ パラ メー タ が 「0.0」 の 時 


念 図 4 : 「 右 腕 」 バ パラ メー タ が 「 一 1.0」 の 時 (初期 状態 ) 
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念 図 6 : 「 右 腕 ] バ パラ メー タ が 「1.0」 の 時 


「 左 腕 」 パ ラメ ー タ の キー フォ ー ム を 作る 
左腕 の 例 で す ( 図 8 10)。「 右 腕 」 と 「 左 腕 ] パ ラメ ー 
タ の スラ イダ を 動か し て 、 ( 肘 内 側 の 裂け 目 や 肩 の 付 
け 根 の 形状 以外 に は ) 問題 が な いか 確認 し て くだ さ 
い 。 問題 ある よう な ら 微 調整 し まし ょ う 。 
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バ { 
プ 
1 
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ii x 


に 韻 


に 4 
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念 図 9 : 「 左 腕 」 バ パラ メー タ が 「0.0」 の 時 念 図 10 : 「 左 腕 ] バ ラメ ー タ が 「1.0」 の 時 


CHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


左右 て それぞれ の 腕 の 描画 オブ ジェ クト 群 を それ ぞ れ の 腕 の パラ メー タ に | 上腕 の 回 転 ]、 | 下 腕 の 回 転 」 デ 
フォ ー マ と 同様 、3 点 に 関連 付け こく だ さい 。 

上 腕 、 下 腕 、 手 指 が それ ぞ れ の 腕 の パラ メー タ に 緑 の 丸 で 関連 付け られ て いる の を 確認 で きた ら 、 別 け 目 
を 塞ぐ よう に 、 「 右腕 ] パラ メー タ が 「0.0」 の 値 に 右 ク リッ ク し て 吸着 させ 、 キ ー フ ォ ー ム の 変形 を 作り ま 
し よう 。 

右上 腕 の 描画 オブ ジェ クト だ け を 選択 状態 に し 、 メニュー から [オブ ジェ クト ] ( 図 11①) 一 [選択 オブ ジ 
ェクト 以外 を 全て ロッ ク ] を 選択 し て ⑫②、 そ れ 以 外 の 描画 オブ ジェ クト を 誤っ て 選択 し な いよ うに ロッ ク 
し ます (も し く は ロッ ク を 使わ な く て も [Shift] キー を 押し な が ら ソ フト 選択 ツー ル 等 を 使う と 、 選 択 オ 
ブ ジ ェクト の 頂点 の み を 選択 で を る の で 、 そ ちら の ほう が 便利 )。 描画 オブ ジェ クト 編集 ツー ル を 使っ て 
も よい の で す が 、 こ こ で は ソフ ト 選 択 ツー ル ( 図 12) を 使っ て み ま す 。 ソ フト 選択 ツー ル の ボタ ン を クリ 
ッ ク し て くだ さい 。 


《$ 肘 の 内 側 の 像 け 目 や 肩 の 付け 根 の 形状 を 修正 する 


2 トッ ォ ー(( クリック 入 衝 と 


念 図 12 : ソフ ト 選 択 ツ ー ル 


念 図 11 : 選択 オブ ジェ クト 以外 を すべ て ロッ ク 


ドラ ッ グ で 円 の 大 き さ を 調整 する 

ソフ ト 選 択 ツ ー ル は [Tab] キー を 押し な が ら ド ラッ グ で 円 の 大 き さ を 調整 で きま す 。 図 13 く らい の 大 き 
さ に 調整 し て 、 肘 の 辺り を 中 心 に クリ ッ ク ( ド ラッ グ で 選択 も 可能 ) し ます ( 図 14)。 

モノ クロ な の で わか り づ らい か も し れ ま せん が 、 選 択 状態 に な っ た 赤い 頂点 に 色 の 差 が 出 て くる と 思い 
まほ 。 

ソフ ト 選 択 ツ ー ル の 円 の 外側 寄り ほど 薄い 赤色 に な り ま す 。 こ れ は 選択 具合 に 重み 付け が で きる ツー ル 
で 、 描 画 オ ブ ジ ェクト 編集 ツー ル (矢印 アイ コン ) で 移動 させ る 時 に 弱い 選択 部 分 ほど 弱い 移動 に な り ま 
す 。 有 柔らか い 変 形 を させ た い 時 に 便利 で す 。 


Tab] キー を 押し て 円 の サイ ズ を 調整 
ンプ 


全 図 13 : ソフ ト 選 択 ツ ー ル で 選択 全 図 14 : 選択 し た 箇所 に 強弱 を 付け る 


投げ 縄 ツー ル で 選択 する ーー 
投げ 縄 ツ ー ル と いう の も あり ( 図 15)、 ド ラッ グ し て 囲ん だ 頂点 を 選択 で きま | N | 中 |||g 暫 | 劉 
す 。 こ れ は 矢印 ツー ル で 乱 形 に ドラ ッ グ し て 選択 し た 場合 と 同様 ( 図 16)、 選 結っ 回 gz。 ちさ 上 遇 の 回 技 
択 に 重み 付け が あり ませ ん ( 図 17)。 用途 に 応じ て 使い 分 け て くだ さい 。 人 図 15 : 投げ 縄 ツ ー ル 


信 図 16 : ドラ ッ グ で 選択 し た い 頂 点 を 囲む 今 図 17 : 選択 に 重み 付け は な し (すべ て 濃い 赤 ) 


の 苦 付 マー メニ 「 届 RT」 ,「 当 二 」 


頂点 を 移動 させ る 本 
ソフ ト 選 択 ツー ル で 選択 で きた ら 、 描 画 オ ブ ジ ェクト 編集 ツー ル に 切 IS He トク リッ ク 

り 替 えて ( 図 18) 、 頂 点 を 移動 させ ます 。 赤 い 知 形 の 中 央 付近 に マウ 半 還 オプ ラニ クト 坦 基 | 
スカ ー ソ ル を 近付け て 十字 型 カー ソン ル に な る と ころ で ドラ ッ グ し て 人 図 18 : 描画 オブ ジェ クト 編集 ツー ル 
( 図 19①)、 左 下 へ 移動 させ ます ②。 肘 の 裂け 目 が 埋まる と 思い ます 。 


念 図 19 : ソフ ト 選 択 ツ ー ル で 選ん だ 頂点 の 移動 


頂点 を 移動 させ る 
「 右 下 腕 」 描 画 オ ナブ ジェ クト の 頂点 を 変形 させ て 埋め まし ょ う 。 パー ツ パ レッ ト 上 か ら 「 右 上 腕 」 描 画 オ ブ 
ジェ クト を ロッ ク し て ( 図 20)、 「 右 下 腕 」 描 画 オ ナブ ジェ クト の ロッ ク を 解除 し 、 選 択 状態 に し ます ( 図 21)。 


CHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


| パテ 7 マッ? 
ト | 細 | 左腕 回 虹 x 
| 1 | ト 画 | 右腕 の 回 転 x 
| | 左腕 曲面 
1 1 - 陣 計上 腕 員 回 暫 
| | | | 細 | 石上 受 の 回 暫 


| | 上 [ 画 | 左下 有 の 回 
| | 上 | 人 | 大 下味 の 回 半 
i て 条 還 オプ ラクト 


信 図 20 : 「 右 下 腕 」 描 画 オ ブ ジ ェクト 今 図 21 : 「 右 下 腕 」 描 画 オ ブ ジ ェクト の み 選 択 
の み ロ ッ ク を 解除 


「 右 下 腕 」 指 画 オ ブ ジ ェクト の ポリ ゴン を 増やす 

この まま 「 右 下 腕 」 描画 ナブ ジェ クト の 頂点 を 移動 させ て も よい の で す が 、 多 少 ポ リ ゴ ン 頂点 が 少な く て 
細か い 編 集 に 無理 が 出 て きま す 。「 右 下 腕 ] 描 画 オ ナブ ジェ クト の み が 選 択 さ れ た 状態 で [テク スチ ャ 編集 ] 
ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい ( 図 22①)。 「 右 下 腕 」 描画 オブ ジェ クト の 編集 画面 に な り ま す の で [ポリ 
ゴン を 4 分 割 ] ボ タン を クリ ッ ク し て ②、 ポ リ ゴ ン を 増やし ③、 [OK1 ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい ④。 


ーー ニーー ニ ーー ニー ニニ ュー ゅ ツー: ババ 凌 ララ ニニ ニー ニニ ニーー| 
mr ze rvCOPDPZ2s 


- の 7 一 体 の Y 時 東 ) 右 読み 回 財 x も 上 外史 珂 転 も 下 | 


評 | 李 イ ゴン の 南 搬 記 
コト 恒 】 


テカ メチ ャ 


全 図 22 : ポリ ゴン を 4 分 割 
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頂点 を 移動 させ る 

ソフ ト 選 択 ツ ー ル を 選択 し 、 | 石 下 腕 」 描画 オブ ジェ クト の 頂点 を 移動 させ ます ( 図 23①ー④)。 健 者 は 図 
23 の よう に し て 肘 の 内 側 の 像 け 目 を 埋め まし た が 、 どれ が ベス ト な 方 法 な の か は わか り ま せん 。 も っ と 
よい 方 法 が あめ る か も し れ ま せん 。 

特に 腕 の 鍛 ( し わ ) の 変形 の 解釈 は 意見 の 分 か れる と ころ で し ょ う 。 当 者 は 簡単 に 済ま す た め 、 肘 周辺 部 
分 の 頂点 だ け を 移動 ご せま し た が 、 「 服 の 鍛 が 引っ 張ら れる の だ か ら 、 他 の 部 分 も 連動 し て 変形 する だ ろ 
う 」 と いう 意見 も ある か と 思い ます 。 モ デリ ング する 方 の 腕 の 見 せ 所 で も あり ます 。「 下 腕 を 強引 に 伸 ば 
し すぎ だ 、 上 腕 側 の 描画 オナ ブ ジ ェクト を も っ と 伸ばし て 埋め る べき だ 。」 と いう 意見 も ある か と 思い ます 。 
な る べく 自然 な 動き に みえ る 方 法 で 埋め て みて くだ さい 。 

「 右 手指 」 描画 オブ ジェ クト は | 右腕 」 パ ラメ ー タ に 関連 付け た も の の 結局 動か し ませ ん で し た 。 変形 させ 
る べき だ と 思 つ 方 は 好き な よう に 変形 させ て も 結構 で す 。 作業 が 終わ つた ら ロ ッ ク は 解除 し て くだ さい 。 


[Tab] キー を 押し て 
円 の サイ ズ を 調整 


ノ 


ジア / | 


。 図 3 : 「 右 下 有 」 描 画 オブ ジェ クト の 変形 人 
[ 石 肢 ] バ ラメ ー タ が | 1.0]」 の キー フォ ー ム を 作る 
肘 の 内 側が 裂け た 状態 に ある こと を 確認 する 


「 右腕] パラ メー タ が 「00」 の 時 の キー フォ ー ム が で きた の で 、 次 は 「10」 の 時 の キー フォ ー ム も 作り ます 。 こ 
こ で 問題 が 発生 し まし た 。「1.0] の 値 に する と せっ か く 苦 労 し て 埋め た 肘 の 内 側が 腹 け た まま で す ( 図 24①②)。 


どう し て こん な こと が 起き る の か と いう と 、 「 肘 の 内 側が 
裂け て いる 状態 」 が 「1.0] の パラ メー タ に キー フォ ー ム と 
し て 登録 され て し まっ て いる か ら で す 。 ま た 同じ 作業 を 
繰り 返し て 同じ よう に 肘 の 内 側 を 埋め る の は た い へ ん 過 
ざま す 。 


裂け 目 の 問題 を 解決 
する 

この よう な 時 は 、 デ フォ 
ー マ パ レッ ト で 「 右 上 腕 」 
「 右 下 腕 」「 右 手指 ] の 描 
画 オブ ジェ クト を 選択 状 | 
態 に し て ( 図 25①)、 パ ラ 

メー タ パ レ ッ ト で [右腕] | 
を クリ ッ ク し ます ③。 
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「1.0」 の 点 を 消去 する 
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Hin! 


| | 虹 
自 当 う 
に ul に lxl| 


ほ の 呈 < か ーー 一 信 一 一 ぁ 


[パラ メー タ 編 集 ] ダイ アロ グ で いっ た ん 
|1.0] の 値 を クリ ッ ク し て 、] 点 を 消し ( 図 26 
①)、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ②。 こ 
れ で 消去 し た 1 点 の 描画 オブ ジェ クト の キ 
ー フ ォ ー ム が 消去 され ます 。 


信 図 26 : 「1.0」 の 点 を 消去 


= 
に 
左 
腕 
パ 
ププ 
1 
タ 
を 
作 
る 


「1.0」 の 点 を 復活 させ る 
も う 1 度 その まま の 選択 状態 で 「 右 腕 」 


パラ メー タ を クリ ッ ク し て 、 再 度 ウ ィ ン 
ドウ を 出し 、「1.0] の 値 を クリ ッ ク し て 
「1.0」 の 点 を 復活 させ て くだ さい ( 図 27 
①~⑬ )。 こ れ で 結果 的 に 右腕 (0.0) の 
キー フォ ー ム で 作ら れ た 描画 オブ ジェ 
クト の 形状 が 「1.0] に も その まま 反映 さ 
れ ま す ( 図 28①)。 無 事 、 肘 の 内 側 の 釜 
け 目 が 埋め られ まし た ⑫。 


宮 メ オオ 3 


EE 
ーー] 
念 図 28 : 「 右 腕 」 パ ラメ ー タ が 「1.0」 の 時 


帳 付 金 テク スチ ャ の 編集 と 頂点 の 処理 


| 点 の 挿入 」 な ど を 使っ て 1 点 1 点 厳密 に 頂点 を 編集 する こと も 可能 で す 。 通 常 は 複雑 な 変形 を させ た 
い 部 分 や 外側 の 主 線 が ある 部 分 の み を 重点 的 に 頂点 を 増やし ます 。 

頂点 数 が 無駄 に 多い と 計算 量 が 増え て 重く な り 、 頂 点 の 編集 も 面倒 に な り ま す 。 こ こ で は 説明 の 都合 
上 、 ま っ た く 同 じ 結 果 に な る よう に ポリ ゴン の 4 分 割 を 使い まし た が 、 余裕 が あれ ば 手動 で デ テクス チャ の 
ポリ ゴン を 編集 する 方 法 も 身 に 付け て お く こ と を お すす めし ます 。 変形 させ や すい ポリ ゴン 頂点 の 配置 
に し て お く と 後々 の 変形 作業 で 楽に な り ま す 。 


*・ Live2D 公式 「 テ クス チャ 編集 」 
http://sites.cybernoids.jD/cuDiSsm2/modeler/edit-texture 
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13-4 左腕] バラ メー タ が 「0.0」 の 時 の キー フォ ー ム を 作る 


次 は 左腕 の 八 け 目 を 埋め て いき ます 。 


右腕 と 同じ よう に 設定 する 

右腕 と 同じ よう に 設定 し て くだ さい ( 図 29①ー⑧)。 革 者 の 変形 例 を 載せ ます が 、 ま っ た く 同 じ に する 必 
要 は あり ませ ん 。 左下 腕 の 頂点 を 「 ポリ ゴン を 4 分 割 ] で 増やし まし た が 、 必 要 な ら 上 腕 の ポリ ゴン も 増 
や し て も よい で し ょ う 。 そ の ほう が 豚 の 部 分 の 布地 を 細か く 修 正 で きる か も し れ ま せん 。 

左腕 の 肘 の 内 側 は か な り 強 引 な 変形 で す 。 腕 を 伸ばす こと を 考え て いた の な ら 、 あ ら か じ め イ ラス トレ 
ー タ の 方 に その 旨 を 伝え て 、 回転 させ て も 違和感 の な い 絵 を お 願い し て お くべ き で す 。 こ こ で は どう い 
う PSD デ ー タ を 作る と Modeler 上 で どの よう な 不便 が 生じ る の か を 実際 に 身 を 持つ て 体感 し て も らい ま 
す 。PSD デ ー タ を 作る 際 の 参考 に し て くだ さい 。 


2 同様 に 作業 


念 図 29 : [左腕 」] バ パラ メー タ が 「0.0」 の 時 の 作業 例 


左腕 の 描画 オブジェ クト 群 を 選択 し て 1.0 の 点 を 削除 し た 後に 挿入 し 直す 
右腕 の 時 と 同様 、 左 腕 の 描画 オブ ジェ クト 群 を 選択 し た 状態 で いっ た ん 「1.0」 の 点 を 削除 し て [OK] ボタ 
ン を クリ ッ ク し ます 。 点 を 挿入 し 直し て [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 「0.0」 と 「10] の キー フォ ー ム の 肘 
の 内 側 を 同じ 形状 に し ます ( 図 30①②)。 

た だ し 、 用 の 部 分 まで 同じ 形状 の まま だ と 問題 が あり ます 。 「 右 腕 ] の 描画 ナブ ジェ クト 群 の 場合 は 、 「 体 」 
の 描画 オブジェ クト より 下 の 描 画 順 な の で 隠れ て 気 に な はり ませ ん で し た が 、 「 左 腕 」 の 描画 オブ ジェ クト 
群 の 場合 は 上 の 描画 順 な の で その まま だ と 目立ち ます 。「1.0」 の 膝 の 形状 は 違和感 の な いよ うに 変形 さ 
せ て お いて くだ さい ( 図 31①②)。 


RE kr oss 


今 図 30 : 豚 の 修正 前 


左下 腕 の 指 画 順 を 修正 する 

3 用 の 形状 を 修正 し 終わ っ た ら 「 左 下 腕 」 描 画 オ ナブ ジェ クト の 描画 順 を 修正 し まし ょ う 。 胴体 より 下 側 に 表 
示さ れ て いる の は 若干 違和感 が あり ます ( 図 32)。 上 側 に 表示 させ た ほう が 自然 か も し れ ま せん 。 「10」 
で 「 左 下 腕 ] 描 画 オ ブ ジ ェクト の 描画 順 を 「 胴 体 ] 描 画 オ ナブ ジェ クト より も 高く し て くだ さい ( 図 33)。 


打 大 | sedlpl 


古 珠 醸 | 10ok 生 R 直 | 100m 


評 胃 


信 図 33 : 描画 順 が 胴体 より 上 


左腕 


全 図 32 : 描画 順 が 胴体 より 下 
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動作 を 確認 する 

| 左腕 」 バ パラ メー タ の スラ イダ を 左右 に ドラ ッ グ し て 確認 し て くだ さい ( 図 34)。 「-1.0] ~「1.0] に 変わ る 
過程 で 上 側 の 描画 順に な る の が 間に合っ て いな いよ うな ら 、「 一 1.0] の 段階 で も 描画 順 が 上 に な る よう に 
し て お いて くだ さい 。 


一 組 ーー ニーーー エ ーーーー: コ 引 関 『 
人 図 34 : 「 左 腕 ]」 バ パラ メー タ の スラ イダ を 左右 に 動か す 


正二 参 腕 を 動か が す 時 は 計画 的 に 行う 


この LESSON で は 腕 を 動か すこ と の 難し さと 発生 する 問題 点 を 体感 する た め に あえ て 強引 な 動か し 方 


を し て いま す 。 

本 来 、 腕 を 動か す に は PSD フ ァイル の 段階 で 入念 な 準備 が 必要 で す 。 ペ イン ト ソ フト 上 で レイ ヤー を 
移動 、 回 転 、 メ ッシュ を 変形 させ て 違和感 が な いか 、 意 図 通り の 変形 が で きる か を 十分 に シミ ュ レ ー ト し 
て お きま し ょ つう 。 

上 腕 、 下 腕 の バー ツ だ け で は 足り な い 場 合 は 、 肘 用 の バー ツ を 別途 作っ て お く 方 法 も あり ます 。 な る 
べく 各 バーツ が 元 の 形 か ら 大 きく 変形 し 過ぎ な いよ うに 、 パ ー ツ 構成 を ベイ ント ソフ ト 上 で よく 練っ て 
お きま し よ ょ う 。 


・「 点 の 挿入 ] な ど を 使っ て 頂点 を 編集 する こと も 可能 で す 。 
* 腕 を 動か す 場 合 、PSD フ ァイル の 段階 で 入念 な 準備 が 必要 で す 。 


r= 
| 


| も 形 | 
|L ロ 本 蘭 ーー 
| 衣 
| | 体 の 回 転 X を ーー 9 ゃ * ゃ 
| 体 の 回 転 Y も 6 

| 体 の 回 転 z 69 * ゃ 
| 環 最 |@ 一 ーー 一 ぁ 
| 難 揚 れ 前 | ーー 


し っ ほほ 9 も $ 


Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 標 準 パ ラメ ー タ に な い の で 、 独 自 に 作り ます 。 パ ラメ ー タ パネ ル 
で [パラメータ 設定 ] ボ が タン を クリ ッ ク し て [新規 値 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て ( 図 1①)、② の よう な パラ メ 
ーー 交 を 作っ て くだ さい 。 


TE + で 上 に 曲げ る _ 作 


EF | i a EBL ARMLL | ーー ー 主 を 二 て = HL 時 


今 図 1 :「 しっぽ] パラ メー タ の 作成 


に 
= 


バー ツバ レッ ト で し っ ぽ の 指 画 オブ ジェ クト を 選択 状態 に し 、 選 択 オ ブ ジ ェクト 以外 を ロッ ク し て お い 
て くだ さい 。 変形 パス ツー ル を 選択 し ます ( 図 2①⑪②)。 
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| CE | lelg ED 


。 較 2: 変形 パス ツー ル を クリ ッ ク 


変形 バス ツー ル で 3 点 を クリ ッ ク す る 
を うふ 描画 ナブ ジェ クト が 選択 状態 の まま 、 変 形 の 要 所 に な り そ う な と ころ を クリ ッ ク し て いき ます ( 図 3① 
②)。 筆 者 は し っ ぽ の 先端 か ら 根元 まで 5 点 を クリ ッ ク し まし た 。 制御 し や すい 位置 と 点数 な ら ど こ で も 
いく つ で も か まい ませ ん 。 


(2 クリ ッ ク 


全 図 3 : 変形 パス ツー ル で 3 点 を クリ ッ ク 


し っ ぱ ぽ を 蛇行 変形 させ る 

この 白い 丸 (選択 状態 は 黄色 ) の 丸 を 動か すこ と 
で し っ ぽ を 蛇行 変形 させ る こと が で きま す 。 a CT == 
「 尻 尾 」 描画 オブ ジェ クト と 変形 バズ ( 図 4 の で は ーー 1 し っ ほ ! の me 
[TIL RR E FU CR HO ROI: 

ー タ を クリ ッ ク し て ②、3 点 を 挿入 し て 、 [OK] ボ 

タン を クリ ッ ク し て くだ さい (筆者 は 簡単 に 3 点 

で 動か し て いる が 、 しっぽ の 動き に 強い こだわ り 

が ある 方 は 5 点 や 7 点 で も か まわ な い )。 


の 枯 RCH 困 3 未 り て 


「 し っ ぽ 」 バ パラ メー タ が 「+1.0」 の 時 の キー フォ ー ム を 作る 

| し っ ぽ 」 パラ メー タ の スラ イダ が 右端 ( 填 1.0)、 左 端 ( 一 1.0) の 時 の し っ ぱ の キー フォ ー ム を 作り ます 。 
し っ ぱに 好き な 動き を 付け ます 。 変形 パス の 制御 点 で ある 白い 丸 を ドラ ッ グ する と 、 蛇 行 変形 させ る こ 
と が で きま す 。「 十 1.0」 で は ( 図 5①)、 上 方 向 に 
曲げ ます ②⑫。 注 意 点 と し て 、 な る べく 元 の し っ 
ぼ ぽ の 長 さ が 変わ っ て いな いよ うに 見 える よう 
に 変形 べ せ て くだ さい 。 こ れ は し っ ぽ に 限ら 
ず 、 前髪 や 後ろ 髪 、 そ の 他 の 揺れ も の を 変形 さ 
せる 時 の 共通 し た 注意 点 で す 。 意図 せ ず 伸び 
縮み させ て は いけ ませ ん 。 

[記憶 ] ボタ ン と 「 ス ナッ プシ ョ ッ ト 」 の チェ ッ 
クボ ックス を 使っ て 作業 する と や りや すい で 
し ょ う 。 図 5 で は | し っ ぽ 」 パラ メー タ が 中 央 
値 (0.0) の 時 に [記憶] ボタ ン で 撮影 し た も の 
を 、 チ ェ ッ クボ ックス を オン に し て 半 透 明 表 示 
させ て いま す 。 人 図 5 : し っ ぽ バ パラメータ +1 


作業 上 の 注意 点 

し っ ぽ の 本 当 の 根元 は どこ な の か 考え て くだ さい 。「 筆者 は 付け 根 を 動か し て は いけ な い 」 と は 言い まし た が 、 こ の 
イラ スト の し っ ぽ の 本 当 の 根元 は 尾 て い 骨 の 辺り に ある は ず で す 。 変形 パス の 5 点 目 の 白 い 丸 は 中 間 地点 で あっ て 
根元 で は な い は ず で す 。 で す の で 、5 点 目 の 白 丸 は 動か す の が 正解 だ と 筆者 は 考え ます 。 


「 し っ ぽ 」 パラ メー タ が 「 一 1.0」 の 時 
の 動き を 付け る 

「+1.0」 の 動き を が で きた ら 、「 一 1.0」 の 動き も ーー 
付け まし ょ う 。「 し っ ぽ 」 パラメータ を 動か し 本 ーー 
て ( 図 6①)、 微 調整 を 繰り 返し て くだ さい ②⑫。 -P 
選択 を 解除 し た り 、 ス ナッ プシ ョ ッ ト を 非 表 作 の 回 転 _X ゅ 一 一代 一 ゅ 
示 に し た り 、 ア ッ プ だ け で な く ロ ング で 全体 
の 印象 も 確認 し まし ょ う 。「 一 1.0」 か ら 「 十 
1.0」 まで 動か し て 違和感 の な いよ うに 調整 し 
て いき ます 。 


7 A a eT | 
今 図 6 : し っ ぽ バ パラ メー タ 一 1 


「 ス カー ト 」 描 画 オ ブ ジ ェクト を 「 し っ ぽ 」 バ ラメ ー タ に 関連 付け る 

それ な り の 動き に な っ た ら 、 デ フォ ー マ パ レッ ト で 「 ス カー ト 」 描画 オブ ジェ クト を 選択 し ( 図 7①)、「 し 
っ ぽ ぱ 」 を クリ ッ ク し て ②⑧、 | し っ ぽ 」 パラ メー タ に 3 点 を 挿入 し て 関連 付け て くだ さい 。 元 の イラ スト は し 
っ ぽ に よっ て スカ ー ト が 若干 めく れ 上 が っ て いま す 。 こ れ を し っ ぱ ぽ の 動き に 合わ せ て 変形 させ る と 、 よ 
り ク オリ ティ の 高い 動き に な り ま す 。 


CHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


| 半 選 左右 ーーーーー 
還 | | 汗 員 加山 志 届 骨 度 ーーー キ ーーー ボ 
国司 の 画面 右 層 向 応 ーーー* 
に て: し 変人 E: * 1 
0 xk RE 
四 | | 左腕 の 回 転 » nn を ーー 
遇 | | 右 肝 本 回転 ロロ 隊 還 | ニーーーーー 
内 左 計 0 回 暫 ーー 
店 | 回 の 回 | to «x ぁ ーー づ 一 一 ふ 
回 EDUEN )4 体 の 回 転 Y ゅ ー 一 人 ーー$ 
司 虹 住 の 回 転 2 w 一 一 信 ーー る 

D TAIL 0 = GG 

= ユ | ]| k を 1 

下り Wi i 8 1 - : 


RAI る 


9 クリック | er ーー タ 一 * ょ 一 @ 一 ゅ に | | - 
] “ 5 の 12。 し | igT 59 ET 
念 図 7 : 「 ス カー ト 」 描画 オブ ジェ クト を 「 し っ ぽ 」 バ パラ メー タ に 関連 付け 


「 し っ ぽ 」 パ ラメ ー タ が 「 十 1.0」 の 時 の 動き を 付け る 

作業 の 一 例 を 紹介 し ます 。 も ちろ ん まっ た く 同 じ 方 法 で 作る 必要 は あり ませ ん 。 や りや すい や り 方 と 好 
さ な 動 き を 付け て くだ さい 、。 革 者 の 場合 、 スカート 以 外 の 描画 オブ ジェ クト を ロッ ク し て 、 ソ フト 選択 ツ 
ー ル で 選択 し て 、 若 干 の 回 転 と 移動 を 加え 、 し っ ぽ ぱ が 持ち 上 が っ た 時 の スカ ー ト の 変形 を 作成 し て いま す 
( 図 8①②)。 

し っ ぱ ぽ 付近 の み ス カー ト が 変形 する と 、 ス カー ト の 繊維 が 伸び 縮み し て いる よう に 見 えて 不 上 自然 に な り 
ます 。 し っ ぽか ら 離 れ た 位置 に ある 頂点 も 多少 動か し て つなが っ た 布地 に 見 える よう に し まし た (作業 
上 、 邪 魔 に な る よう な ら 、 パ ー ツ パレ ッ ト か ら 受 を 非 表 示 に する )。 


全 図 8 :「 し っ ぽ 」 バ ラメ ー タ が 「 十 1.0」 の 時 の 動き の 付け 方 


スカ ー ト の めく り 上 が り を 下げ る 

「 し っ ぽ 」 パ ラメ ー タ が 「 一 1.0」 の 時 の キー フォ ー 
ム で は し っ ぽ の 動き に 合わ せ て スカ ー ト の めく 
り 上 が り を 下げ ます ( 図 9①②)。 


^ 図 9 : 「 し っ ぽ 」 パ ラメ ー タ が 「ー 1.0」 の 時 の 動き の 付け 方 


の 椅 人 人 H 軸 9 吉 い て 


動作 を 確認 する 

し っ ぽ の 動き の 完成 例 で す ( 図 10①⑫、11(①⑪② )。 別 の アイ デア が ある 方 は も っ と 違う 動き を 付け て み ま 
し ょ う 。 た だ し 、 原 型 か ら 大 きく 変形 ベ せ すぎ る と いび ぴ び つ に な りや すい の で 注意 し て くだ さい 。 ポ リ ゴ 
ン の 4 分 割 で 「 し っ ぽ ]」 描画 オブ ジェ クト の ポリ ゴン を 増やし て お く と 多少 よく な る か も し れ ま せん 。 


人 は の 回 転 Y @ 一 一 備 一 一 る 
IE 


任 の IE X ゅ ーー 


念 図 10 : 「 し っ ぽ 」 バ ラメ ー タ が 「 十 1.0」 の 時 念 図 11 : 「 し っ ぽ 」 バ パラ メー タ が 「 一 1.0」 の 時 
所 に な る 箇所 を 調整 する 


変形 パス だ け で な く 、 し っ ぽ 描 画 オ ブ ジ ェクト の 頂点 単位 で も 調整 で を ます の で 、 気 に な る 箇所 が あれ 
ば 頂点 も 微 調整 し まし ょ う 。 満足 いく 動き に な っ た ら 完 成 で す 。 


14-2 交 形 ハス に つい て 


変形 バス は 選択 状態 を 解除 し て も 青い 線 が それ な り に 目立ち ます 。 動 き の 確 認 に は 邪魔 に な る か も し 
れ ま せん 。 メ ニュ ー か ら 非 表示 に も で きま す ( 図 12①⑫) 。 


アウ トラ イン モー ド 


2.1 標準 の 描画 方 式 ( 堆 奉 ) 
2.0 エディ 必 互 換 の 搭 画 方 式 


念 図 12 : 変形 バス の 非 表示 


も し く は 動き 付け が 終わ っ た ら 、 変 形 パ ス を 選択 し て [Delete] キー で 削除 し て も か まい ませ ん 。 変形 
パス を 削除 し て も 、 し っ ぽ ぱ ス ライ ダ を 動か せ ば 問題 な く 動 きま ます 。 

変形 パス は ポリ ゴン の 頂点 を 蛇行 移動 させ する た め の ツ ー ル に 過ぎ ませ ん 。 後 に な っ て し っ ぽ の 動 さ を 
再 調整 し た く な っ た ら 、 再 度 変形 パス を 打っ て 改め て 微 調整 すれ ば よい で し ょ う 。 変形 パス は 残さ ず に 
その 都度 必要 に な っ た ら 作 っ て 、 使 捨て に し て し まっ て か が まい ませ ん 。 


cHAPTER 06 体 の デフ ォ ー マ を 作る 


此 放 参 「 胸 の 曲面 | デフ ォ ー マ (「 体 の 回 転 X」 バ ラメ ー タ 用 ) を 作成 する 


これ で 顔 の 回 転 デ フォ ー マ の 中 身 以 外す べ て で きま し た 。 し か し 、 肝心 な も の を まだ 作っ て いま せん 。 
| 胸 の 曲面 ] デ フォ ー マ の 動き で す 。 一 番 大 事 な 箇所 で す の で 後に 回 し まし た 。 す で に 読者 の 方 は 自力 で 
作ら れる だ け の 力 が 身 に 付い て いる と 思い ます 。 


作成 し た も の を 参照 する 
筆者 は 図 13 一 15 の よう に 作成 し て いま す 。「 胸 の 曲面 ] デ フォ ー マ を 「 体 の 回 転 X」 パラメータ に 関連 付 
ける の を 忘れ ず に 作業 し て くだ さい 。 


念 図 13 : 「 胸 の 曲面 ] デフ ォ ー マ 構成 


念 図 15 : 「 体 の 回 転 X]」 バ ラメ ー タ が 「 一 10.0」 の 時 


14-4 4 ヨゴ 7 の 1 ント 


手順 1 の 作成 の ヒン ト は 以下 の と お り で す 。 


・ 胸 の 高い 部 分 ほど 回 転 軸 より 遠い の で 左右 に 大 きく 動く 
・ 胸 の 付け 根 が 滑っ て 動い て いる よう に 見 えな いよ う 服 と の 接合 部 に 注意 する 
*・ 元 の 胸 の 形状 か ら 変 形 し て いる よう に 見 えな いよ うに 変形 する 


10 


筆者 な り に 頑張 っ て み ま し た が 、「 お 前 は 全然 わか っ て いな い ! 俺 が 本 当 の 胸 の 作り 方 を 教え て や る ! 和 
も っ と 上 手 く 動か し て や る 」 と いう くら い の 熱 い 情 熱 を 期待 し て いま す 。 

胸 の 曲面 デフ ォ ー マ で 変形 させ て いま す が 、 線 の 太 さ が 変わ っ て いる と ころ や 、 少 々 無理 の ある と こ 
ろ も あり ます 。 ま た デフ ォ ー マ で は な く 、 「 右 胸 」「 左 胸 」 描画 オブ ジェ クト その も の を 「 体 の 回 転 X]」 パ ラ 12 
メー タ と 関連 付け て 変形 は た ほう が ポリ ゴン 頂点 単位 で 編集 で き て よい か も し れ ま せん 。 
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た だ し 、 描 画 オ ブ ジ ェクト (デフ ォ ー マ ) に 関連 付け られ る パラ メー タ は 2 つ (PRO 版 で は は つ だ が 2 つ 
を 推奨 ) まで と いう 仕様 を 思い 出し て くだ さい 。 安易 に 描画 オブ ジェ クト に パラメータ を 関連 付け る と 
他 の パラ メー タ に 関連 付け る 余地 が な く な っ て し まい ます 。「 描 画 オ ブ ジ ェクト を 直接 変形 させ る の は 
最終 手段 」 ぐら い に 思 っ て お いて くだ さい 。 一 番 大 事 な 変 形 に 取っ て お いた ほう が よい で す 。 現 時 点 の 
作業 が 一 番 大 事 な 箇 所 か が も し れ ま せん 。 


贅 堅 参 胸 揺 れ デ フォ ー マ ( 胸 揺れ ) の 作成 に つい て 


余力 の ある 方 、 興 味 の ある 方 は 胸 揺 れ 用 の デフ ォ ー マ と パラ メー タ 
を 作っ て くだ さい 。 

筆者 は 図 16 の よう に 構成 し て いま す 。 左右 別々 に 制御 し た い 方 は 個 
別に デフ ォ ー マ を 作っ て も よい と 思い ます ( 親 の 胸 の 曲面 より も 小さ | 
くし て お いた ほう が よい )。 上 リッ 

も し く は デフ ォ ー マ を 使わ ず 、 こ こ で こそ 、 描 画 オ ブ ジ ェクト を パラ 合図 16 : 胸 揺 れ の デフ ォ ー マ 構成 例 
メー タ に 関連 付け て も よい か も し れ ま せん 。 

た だ し 現時 点 で 「 胸 揺れ ] パ ラメ ー タ を 作成 し よう と し て 、 [パラ メー タ 設 定 ] ボ タン を クリ ッ ク し て も 、 
パラ メー タ 数 の 上 限 に 達し て いま す ( 図 17)。 残 念 で す が PRO 版 を 利用 する し か あり ませ ん 。 

も し く は 他 の パラ メー タ を 削る し か あり ませ ん 。PRO 版 を 持っ て いる 方 は ぜひ 「 胸 揺れ ] パ ラメ ー タ ー 
に も チャ レン ジ し て くだ さい 。 す で に それ を 作ら れる だ け の 力 は 身 に 付い て いる は ず で す 。 FREE 版 の 方 
で 、「 ど うし て も 動か し た い 」 と いう 方 は パラ メー タ を どれ か 1 つつ 削除 し て くだ さい 。 次 の CHAPTER で は 
いよ いよ 顔 の 中 身 を 動か し て いき ます 


し 
つ 
ほ 
の 
動 
さ 
を 
作 
る 


ゆ FREE 販 で 追加 で きる パフ メー タ 数 の 制限 30 罰 香 雪 まほ て い 士 す 。 


現在 30 個 の パラ メー タダ が 使用 され て し いよ す - 
バラ メー タ を 追加 する に は 、 了 既存 の バラ メー タ を 削除 し て 下さ い 


ek 


念 図 17 : FREE 版 パラ メー タ 数 の 上 限 


* 胸 の 高い 部 分 ほど 回 転 軸 より 遠い の で 左右 に 大 きく 動き ます 。 
* 胸 の 付け 根 が 滑っ て 動い て いる よう に 見 えな いよ う 服 と の 接合 部 に 注意 が 必要 で す 。 
* 元 の 胸 の 形状 か ら 変形 し て いる よう に 見 えな いよ うに 変形 する こと が 重要 で す 。 


ここ で は CHAPTER 06 か ら の 流れ で 、 顔 の デフ ォ ー マ を 作る 方 法 を 解説 し ます 。 


い _ SAIMPLE 6 LESSON 01 > 2 | before 萌 nekoko.cmox 


ニュ mm a tis ーー 
- に ニー=*) a wy f= Tr = 
1 mass le < := = 


Live2D の サン ブル デー タ 集 (現下 http://sites. 
cybernoids.jp/cubism2/samples) か ら 「 イ プシ ロン 」 の 
デー タ (FREE) を ダウ ン ロ ー ド し ます 。Modeler を 起 
動 し て 、Epsilon_free.cmox を 開き ます 。「 顔 の 回 転 」 
デフ ォ ー マ 直下 を 確認 し て くだ さい ( 図 1①②)。 上 
か ら 順 に 1 つ ず つ 選 択 し て くだ さい 。 す べ て | 角度 
X」、 | 角度 Y] パラ メー タ に 関連 付け を 表す 緑 の 丸 が 
表示 され る は ず で す (D_REFHEAD は 当たり 判定 用 
の 特殊 な 空 描画 オブジェ クト な の で 例外 )。 


| 同仁 T フ r ク HO 韻 m | 
| 財 ゆ ギ 還 韻 


三 計 ギ 岬 曲面 
中 
品 呈 曲面 
前 還 2 叩 曲面 
右 椎 太ら im 曲面 
左 椎 耕 ら 曲 面 
徐 る 強 ら 曲面 
右 ロ が み に パ 曲面 
友人 が み ド 誠 呈 曲面 
D REF HEAD 
| DFACE 
| pEaAR0 
Learo 


信 図 1 : Epsilon_free.cmox の 「 顔 の 回 転 」 デ フォ ー マ 直 下 
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4 多 参 「 顔 の 回 転 」 デ フォ ー マ 直 下 の 構 造 に つい て 


実習 の 図 1 に 似 た 構造 は CHAPTER 06 で 解説 し た 「 呼 吸 ] デ フォ ー マ 直 下 で も 、 原 則 的 に ほぼ すべ て の 
デフ ォ ー マ が 「 体 の 回 転 X]」 パ ラメ ー タ に 関連 付け られ て いま し た 。 そ し て それ ら は 「 体 の 回 転 X」 バ ラメ 
ー タ に よる 移動 と 変形 を つか さ ど っ て いま し た 。「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー マ 直 下 も それ ら と よく 似 た 構造 に 
な っ て いま す 。「 顔 の 回 転 ] デフ ォ ー マ 直下 の デフ ォ ー マ や 描画 オブ ジェ クト は 、 顔 の 向き を 表す | 角度 
X」、「 角度 Y] パラ メー タ の 動き に 伴う 移動 と 変形 を つか さ ど っ て いま す 。 そ し て それ ら の デフ ォ ー マ の 
中 に は 、 そ れ ぞ れ の パーン 目 身 の 開 閉 や 変形 な どの 動き を つか さ ど る デフ ォ ー マ と パラ メー タ を 所 持 す 


る 構造 に な っ て いま す 。 


cHAPTER 07 顔 の デフ ォ ー マ を 作る 


績 庄 参 「 顔 の 回 転 ]」 デ フォ ー マ 直 下 に 曲面 の デフ ォ ー マ 群 を 作る 


「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー マ 直 下 の 全体 像 を 把握 で きた ら 、 さ っ そく 作っ て いき まし ょ うっ う 。 


「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー マ 直 下記 ご ee 

に 曲面 の デフ ォ ー マ 群 (「 角 15 A 
度 X」「 角 度 Y」 バ ラメ ー タ な 9 
用 ) を 作成 する 右 寿 時 史 イ イト 


Modeler で nekoko.cmox を 開き ま 
す 。 図 2 の よう な 構成 で 曲面 の デ 
プ ォ オー ヤマ 得 を 作 で くだ ださい)。 デ 


左 ま ゆ モ の 曲 同 93 
も まゆ も 可 四面 る 2 
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右目 員 曲 面 

お も 白 日 
右 柄 は っ げ モ 
まけ モ 
右 ま つげ ギ 生 ササ 


フォ ー マ 名 の 3x2 な ど は ベジ ェ の 
分 割 数 で す (実際 に 名 前 に 入れ る 
必要 は な い )。 

必ず し も 同じ 数 に する 必要 は あり 

ませ ん が 、 定 番 の 分 割 数 な の で 合 [角度 X」「 角 度 Y] 重症 

わせ る の が 無難 で す 。 通 常 は 2x2、 ウン 1 
横長 な も の は 3x2、 縦 長 は 2x3、 目 ー 
の 曲面 は 編集 の し や すさ の 都合 上 
3x3 で 作る こと が 推奨 され て いま す 。 


今 図 2 : 「 顔 の 回 転 」 デ フォ ー マ 直 下 の 曲面 の デフ ォ ー マ 群 の 構成 例 


曲面 の デフ ォ ー マ 群 と 「 顔 ベー ス 」 指 画 オ ブ ジ ェクト に 「 角 度 X」 バ ラメ ー タ を 設定 する 
作成 し た 「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー マ 直 下 の 曲面 の アデ フォー マ 群 を すべ て 選択 状態 に し 、 「 角 度 X]」 パ ラメ ー タ 
に 3 点 を 挿入 し て くだ さい 。 な お この 時 点 で は 「 角 度 Y] パ ラメ ー タ に は 関連 付け な いで くだ さい 。 

また 、 「 顔 ペース] 描画 オブ ジェ クト も 選択 し て 「 角 度 X]」 パ ラメ ー タ に 3 点 を 挿入 し ます (デフォ ー マ と 一 
緒 に 選択 し て 3 点 を 挿入 する と 上 手 く 設 定 で き な い )。 それぞれ 個 別に 選択 状態 に し て 、「 角 度 X」 パ ラメ 
ー タ に 関連 付け を 表す 緑 の 丸 が きち ん と 表示 され る か が 確認 し て お いて くだ さい 。 


(』 悦 欧 「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー マ 直 下 の 曲 面 の デフ ォ ー マ 群 に つい て 


大 き 過 ぎる デフ ォ ー マ が あれ ば 、 [Ctrl] + [Alt] キー+ ([Shift] キー) を 押し な が ら ド ラッ グ し て 、 デ フ 
ォ ー マ の 大 き さ を 調整 し て くだ さい 。 た だ し 、 目 、 眉 、 髪 に 関し て は 、 さ ら に 下 の 階 層 に も デフ ォ ー マ を 
作る こと に な る の で 、 あ まり 小さ くし 過ぎ な いよ う 、 奈 裕 を 持っ つた 大 き さ に 調整 し て くだ さい 。 


11 
まとめ ・ 「 顔 の 回 転 」] デフ ォ ー マ 直下 の デフ ォ ー マ や 描画 オブ ジェ クト は 、 顔 の 向き を 表す 「 角度 X」、 「 角 度 Y] パラ 
メー タ の 動き に 伴う 移動 や 変形 を つか さ ど り ま す 。 
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7 英和 顔 の 向き (「 角 度 X」 パ ラメ ー タ 用 ) を 作成 する [ 実習 | 


| 角度 X」 パラ メー タ と の 関連 付け が 終わ っ た ら 、 顔 の 向き を 作っ て いき まし ょ う 。 こ の 顔 の 向き は 


Live2D の も っ と も 代表 的 な 動き だ と 思い ます 。 モ デル の クオ リティ の 大 半 を 決め る 大 切な 部 分 で す の 
で 、 特 に 力 を 入れ て 作り 込む 必要 が あり ます 。 


Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。「 左目 の 曲面 ] デフ ォ ー マ を 選択 し て 変形 し ます 。 基本 は スラ イ 
ド の 移動 に よる 多重 スク ロー ル 、 ど うし て も それ だ け で は 無理 の ある 箇所 は 変形 べ せ ます が 、 慣れ な いう 
ち は 、 お むやみ に 変形 べ さけ な い ほ う が よ いで す 。 


奥 側 に 行く ほど 潰れ る よう に 細か く 変 形 さ せ て 、 調 整 し て くだ さい ( 図 1 ひ ②)。 


CHAPTER 07 顔 の デフ ォ ー マ を 作る 


過剰 に 奥 の 目 を 潰さ ご ない 

初心 者 の 方 に 多い の で す が 、 過 剰 に 奥 の 目 を 潰 そ うと する 方 が いま す ( 図 2)。 

遠近 感 を 強調 する 特殊 な バー ス の 作風 を 再現 する な ら 別 で す が 、 通 常 は 顔 の 角度 を 30 度 向け た くら いで は そう そ 
う 潰 れ ま せん 。 特 に 縦 方 向 の 潰し は 、 し な い ほ う が 無 難 で す 。 奥 側 に な っ た 目 の 奥 側 サ イド だ け を 多少 模 に 潰す 程 
度 で 十分 で す ( 図 1)。 

まっ た く 潰 さ な い スラ イド 移動 だ け で も そこ まで 違和感 は な い は ず で す 。 奥 側 を 過剰 に 潰す と 他 の 部 品 も それ に 
合わ せ て 潰す 必要 が 生じ 、 整 合 性 を と る の が 大 変 に な り ま す 。 

また 、 横 方 向 に 潰し た いか ら と いっ て 、 安 直 に 縦横 比 の 変更 (マウ スカ ー ソ ル が [ーー+]) で 潰さ な いで くだ さい ( 図 
3 )。 最 終 的 に 綺麗 に 見 える の な ら 、 ど の よう ね 方法 で 変形 べ せ て も か まい ませ ん が 、 縦 横 比 を 安直 に 修正 する と 、 
付け 根 が 浮い て ズレ た よう な クオ リティ の 低い 動き に な り が ち で す 。 角度 X の スラ イダ を 動か し て 、 目 が 滑っ て 動 
いて いる よう に 見 えな いよ うに よく 注意 し て くだ さい 。 も ちろ ん これ は 目 以外 に も 言え る こと で す 。 


ーー 剛 
EE パラ メー 時 定 | > | 
居り メト | 


| 


| 


念 図 2 : 奥 の 目 を 過剰 に 潰し た 例 


バラ メー タ を 分 離し て 表示 する 
バ パラメータ は 分 離 表 示 に し て お いた は ほ 
う が ス ライ ダ を 真横 に 動か し や すい で バラ メー に 
す ( 図 4(①⑪②)。 今 図 4 : パラ メー タ の 分 離 表 示 


[角度 X」 が 0 度 の まま キー フォ ー ム を 作っ て し まう ミス 

よく 行い が ちな ミス と し て | 角度 X] バ パラ メー タ が 「0」 の まま 「 十 30] や 「 一 30]」 の つも り で キー フォ ー ム を 作っ て し 
まう こと が 多々 あり ます 。 ス ライ ダ の 位置 に は よく 注意 し て くだ さい 。 作 業 途 中 の ファ イル は 、 自 動 バ ハッ クア ッ プ 
フォ ル ダ に 定期 的 に 保存 され て いま す 。 

メニ ュー か ら [ヘル プ ] 一 [自動 バッ クア ッ プ フォ ル ダ を 開く ] を 選択 する と 確認 で きま す 。 作 業 を 巻き 戻し た い 時 
は 有効 に 活用 し まし ょ う 。 

メニ ュー か ら [ファ イル ] っ [オプ ショ ン 設 定 ] を 選択 する と 自動 バッ クア ッ プ に 関す る 設定 が で きま す ( 図 5)。 


軌 自動 (な DPs ゴ を 有人 に する 
er 
リア ーッ ブサ イ テ 


合図 5 : 自動 バッ クア ッ プ 


「 顔 ベー ス 」 描画 オブ ジェ クト の ポリ ゴン 頂 「 政 -ーー] 
点 を 増やす 線量 集 (D) 


移 細 (P) 
「 顔 ペース 」 描画 オブ ジェ クト の 頂点 が 足り な い の で 、 amei@w 」 


その まま だ と 細か い 変 形 を させ づら いで す 。「 顔 ベー 
ス 」 描画 オブ ジェ クト を 選択 し て [テク スチ ャ 編集 ] ボ 
タン を クリ ッ ク し ます 。 [ポリゴン を 4 分 割 ] ボタ ン を | 5。。aas 
クリ ッ ク し て ( 図 6)、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て 頂点 ニニ ーーー 
を 増やし て お く こ と を お すす めし ます 。 自力 で 頂点 を | 2 
編集 で きる 方 は 打ち 直し て も か まい ませ ん 。 ] 


まき | ™ 


念 図 6 : 「 顔 ベー ス 」 描画 オブ ジェ クト の ポリ ゴン 頂点 を 
増やし て お く 
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「 顔 の 回 転 X] パ バラ メー タ に 関連 付け て いな い オ ブ ジ ェクト を 動か さ な い 

行い や すい ミス と し て 、「 填 30」 や 「 一 30]」 の キー フォ ー ム を 作る 時 に パラ メー タ に 関連 付け て いな い デ フォ ー マ や 
描画 オブ ジェ クト を 動か し て し まう こと が あり ます 。「 十 30」 や 「 一 30」 の 動き を 作っ た つも り が 、 単 に 恒久 的 な 移 
動 や 変形 を し て し まう こと に な り ま す 。 例 えば 、 前 髪 の 曲 面 デ フォ ー マ を 動か すべ き な の に 前 髪 の 描画 オブ ジェ ク 
ト を 動か し て し まう …… と いっ た ミス で す 。 非常 に よく ある ミス な の で 注意 し て くだ さい 。 


の 吉 計 ( 百 ーxdI「※ 員 了 」) H 可 S 絆 


サン ブル の 作業 例 


| 角度 X」] パ ラメ ー タ が 「 十 30]」 の 時 の キー フォ ー ム の (筆者 の ) 作業 例 を 簡潔 に 示し て お きま す ( 図 7)。 


1. 後ろ 髪 以 外 を 選択 し て 右 に グリ ッ ド 1 メモ リ く らい 。 首 の 振り 向き の 回 転 軸 より 後ろ の 「 後 ろ 髪 」 は 反 
対 の 左 へ も っ て いく 

2. 高低 差 に よっ て それ ぞ れ の 部 品 の 移動 量 に 差 を 付け る 。 左右 の カー ソル キー な ど を 使っ て 移動 させ る 
と 「[ 一 ] キー を 何 回 押し た 分 移動 させ た 」 な ど と 定量 的 に 移動 で き て 便利 で す 。 前髪 や 胸 の よう に 盛り 
上 が っ た 部 品 は 、 中 央 の ハン ドル を 心持ち 他 の 部 分 より も 多め に 移動 。 鼻 は 鼻 の 高 さ を どう 解釈 する 
か に よっ て 移動 量 が 変わ る の で 注意 する 

3. 不 自 然 な 部 品 の 奥 側 を 潰す 。 ス ライ ド 移 動 だ け で は 、 ど うし て も 不 自 然 な と ころ を 潰す 

4. 顔 の ベー ス と な る 輪郭 の 描画 オブ ジェ クト を 変形 。 ソ フト 選択 ツー ル な ど を 駆使 し て 、 斉 周 り の 形状 
を 微妙 に 変え る 

5. 肩 に 掛か っ て いる 髪 は 常に 肩 に 垂れ て 見 える よう に 変形 する 。 物 理 法則 を 考え て た わ み 具合 を 調整 す 
と om 
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遅 和 感 の ある 箇所 が な い が 人 確認 する 


顔 の 向き (| 角度 X」 パラ メー タ 用 ) を 作る 際 に は 、 以 下 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


*・ 目鼻 口 な どの 付け 根 が 滑っ て 移動 し て いる よう に 見 えな いか 
・ 髪 の 生え 際 が 動い て こ カ ツラ が ずれ て いる よう に 見 えな いか 
・ 髪 が 生き 物 の よう に 夫 い て 見 えな いか 


「 角度 X] パラ メー タ が 「 一 30」 の 時 も 同様 の 方 法 で 作り 、 グ リッ ド や 選択 を 解除 し た 上 体 で スラ イダ を 
動か し て 確認 し 、 違 和 感 の ある 箇所 や 左右 の バラ ンス が 悪い 箇所 は 微 調整 を 繰り 返し ます 。 も ちろ ん 、 
作業 方 法 の 一 例 に 過ぎ ませ ん の で 、 全 然 違う 方 法 で キー フォ ー ム を 作っ て いた だ いて も か まい ませ ん 。 
最終 的 に スラ イダ を 動か し て 顔 を 左右 に 向け て いる よう に 見 えれ ば どん な 作業 方 法 で も 結構 で す 。 

公式 サン プル の デフ ォ ー マ の 変形 方 法 を 調べ た り 、 フ ィ ギ ュ ア を 実際 に 30 度 傾け て みた り 、 目 撮り し 
て みた り 、 さ ま ざ ま な も の を 用 傍 に 応じ て 参考 に し て くだ さい 。 デ フォ ー マ の 変形 を その まま 模 信 する 
の も よい で す が 、 弟 呑み に せ ず 、 見 た 目 上 、 綺 麗 に 振り 向い て 見 える か ご うか を 最 車 視 し て くだ さい 。 

ここ で は 練習 用 の サン プル で 解説 し て いま す が 、 繧 の 動か し 方 の 正解 は 、 作 業者 目 身 が 決め る こと で 
す 。 最 終 的 に は 自身 の 目 と 頭 で 判 断 で きる よう に な っ て お いて くだ さい 


* 顔 の 向 さ (| 角度 X] パラメータ 用 ) を 作る 際 に は 、 | 目鼻 口 な どの 付け 根 が 滑っ て 移動 し て いる よう に 見 え 
な いか ]」「 髪 の 生 え 際 が 動い て カツ ラ が ずれ て いる よう に 見 えな いか ]」 「 髪 が 生き 物 の よう に 輩 い て 見 えな い 
か 」 な どの 点 を 注意 し て 作成 し て くだ さい 。 


Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 必ず | 角度 X] パ ラメ ー タ の スラ イダ を 「0」 に 右 ク リッ ク 吸 着 等 で 
戻し て か ら 、 作り 始 め て くだ さい 。 理由 は CHAPTER 05 で も 触れ まし た が 、 角 度 X と 角度 Y の 「2 つ の パラ 
メー タ 」 が それ ぞ れ の デフ ォ ー マ や 描画 オブ ジェ クト に 関連 付け られ て いる 状態 だ か ら で す 。 こ の 場合 、 
最終 的 に は 3X3 の 9 パタ ー ン の キー フォ ー ム を 作る 必要 が あり ます 。「 角度 X] パラ メー タ を 関連 付け た 
「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー マ 直 下 の デ フォ ー マ 群 と 、 「 顔 ベ ー ス 」 描画 オブ ジェ クト に 「 角度 Y] パラ メー タ も 関 
連 付 け ま し よう 。 


「 角 度 X」 バ パラ メータ が 「0」 の 場合 の 「 角 度 Y30」 と 、 | 角度 X」 バ ラメ ー タ が 「+30」 の 場合 の 「 角 度 Y 30」 


| 角度 X] パラ メー タ が 「0」 の 場合 の | 角度 Y30」 と 、 | 角度 X] パラ メー タ が 「+30」 の 場合 の 「 角 度 Y 30」 は まっ た く 
別 の キー フォ ー ム と し て 扱わ れ ま す 。 こ の こと は 非常 に 重要 な の で 忘れ な いで くだ さい 。 角度 X と 角度 Y の よう に 
パラ メー タ ど うし の 表示 順 が 隣り 合っ て いる か 否 か は まっ た く 関 係 あ り ま せん 。1 つ の 描画 オブ ジェ クト や デフ ォ 
ー マ に 2 つ 以 上 の パラ メー タ が 関連 付い て いる 時 は 、 す べ て の 組み 合わ せ パ ター ン の キー フォ ー ム か が 必要 に な る の 
で 注意 し まし よう 。 


デフ ォ ー マ パレ ッ ト で 「 後 ろ 髪 の 曲面 ] デフ ォ ー マ を 選択 し て 、 | 角度 X] パラ メー タ を 作っ た 時 と 同様 の 
考え た 方 で 、「 角度 Y] パ ラメ ー タ が 「 十 30」 の 時 は 後ろ 髪 以外 を 上 に スラ イド 移動 、 後 ろ 髪 を 下げ 、 細 か い 
位置 や 形 を 調整 し ます ( 図 1①②)。 顔 ベー ス の 吾 の 輪郭 で は 、 上 を 向い て いる よう に 作る の が 若 十 難 し く 
な り ま す 。 吾 側 は や や 広げ 気味 に し 、 頭 頂部 側 を すぼめ る の が 定番 で す 。 サ ン ブ プル 等 、 さ ま ざ ま な も の を 


cHAPTER 07 顔 の デフ ォ ー マ を 作る 


参考 に 変形 し て みて くだ さい 。 


「 角 度 Y]」 バ ラメ ー タ が 「-30」 の 時 に 「 後 ろ 力 の 曲面 ] デ フォ ー マ を 変形 させ る 

「 角 度 Y] パ ラメ ー タ が 「-30」 の 時 も 同様 に 作り ます 。 顎 を 引い た よう に 変形 させ 、 頭 頂部 側 を や や 広げ ま 
す 。 顔 ベ ー ス 以外 の 曲面 デフ ォ ー マ も 基本 的 に は 上 を 向い た 時 に は 上 を すぼめ 、 下 は 広げ 、 下 を 向い た 
時 に は その 逆 の 変形 に な り ます ( 図 2①⑫ )。 何 度 も 動き を 確認 し て は 微 調整 を 繰り 返す 地道 な 作業 に な 
り ま す が 、 ク オリ ティ に 直結 する 部 分 で す の で 、 丁寧 に 作成 し て くだ さい 。 

下 を 向い た 時 、 後 ろ 髪 の 位置 を 若干 上 げ ば まし た が 、 そ うす る と 頭頂 部 が 置き 去り の に な っ た よう に 見 えて 調 
整 に 難 讐 し まし た 。 筆 者 は デフ ォ ー マ を この よう に 変形 し て 解決 し た の で 、 参 考 に し て くだ さい (扱う イ 
ラス ト に よっ て 問題 の 解決 方 法 は 千 差 万 別に な る )。 


の 調整 
作例 を 確認 する 
|「 角度 Y] パラ メー タ の 筆者 の 作例 を ここ に 示し ます 。 ベ スト の 作品 と は 限ら な い の で 、 よ り よ い 動 き を 
追求 し て くだ さい 。 


筆者 の 工夫 し た ポイ ント と し て 、 肩 に 掛か っ て いる 髪 が 顔 の 向き を 変え た 時 に どう いう 変形 を する の か 
考え 、 た わ み 具合 を 変形 べ せ まし た 。 後 は 、 横 を 向い た 時 に 若干 後頭 部 を 横 に 膨らませ て いま す 。 一例 
に 過ぎ ませ ん が 、 参 考 に し て くだ さい ( 図 34)。 


念 図 3 : 「 角 度 Y] バ パラメータ が 「 十 30」 の 時 人 図 4 : [角度 Y] バ パラ メー タ が 「 一 30」] の 時 


詰め 4 バタ ー ン の キー フォ ー ム も 作る 
上 下 左右 4 方 向 の キー フォ ー ム が 完成 し た ら 、4 隅 の 自動 生成 で 寺 め 4 パタ ー ン の キー フォ ー ム も 作り ま 


し ょ う 。 メ ニュ ー か ら [パラ メー タ ] ( 図 5①) 一 [4 隅 の 形状 を 自動 生成 ] を 選択 し て ②、「 角度 X」 | 角度 Y] 
を 指定 し て ③④、 [OKJ ボ タン を クリ ッ ク し ます ぐ ⑤。 


顔 
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バラ メー タ 役 赴 【2 訂 寺 宮 


信 図 5 : 4 隅 の 形状 を 自動 生成 


4 隅 の 形状 を 確認 する 
「 角 度 X」 と 「 角 度 Y] の パラ メー タ を まとめ て ( 図 6①)、4 隅 の 形状 を 確認 し て くだ さい ②③。 自動 生成 
は 機械 的 な 自動 計算 な の で 、 手 動 で 調整 する よう に し まし ょ う 。 


全 図 6 : 4 隅 の 形状 の 確認 


*・ [角度 X] バ パラメータ が 「0」 の 場合 の 「 角 度 Y30] と 、 「 角 度 X」 パ ラメ ー タ が 「+30」 の 場合 の 「 角 度 Y 30] は ま 
っ た く 別 の キー フォ ー ム と し て 扱わ れ ま す 。 


he bh 
4 ーー 
| に Mas EE ーー ee | 画 
+ > す 
"A = | = ビー py 4A 
ーー er 2 = 
\ a ア 一 | | 
デニ ーーー ーー A 4 | 
選 HH | ベ プ z FF プ = (EH ゴー 
一 TH 1H < ー コ ンー ニー ニ 中 ジ 
4 HL 」 ゴ し と 


すでに CHAPTER 06 で 簡単 に 傾け て いま す が 、 髪 の 傾き を まだ 付け て いま せん で し た 。「+30」 と | 30」 
の 時 に 髪 が 重力 で 自然 に 傾く よう に 動き を 作り まし ょ よう 。 


OL アレ Y (で 1F⑥ 回 還 に ー ン 
Modeler で nekoko.cmox を 開 さ ます 。 髪 の デフ ォ ー マ 構成 を 図 1 の よう に 作 3 5 
Pe い 。 それ ぞ れ の 生 ほ の 描画 オブ ジェ クト 群 ( 青 文字 ) の 親 に 設定 する | oz | 

ー に 前髪 」 
同 ピ 村 加 0 
Mu マン 左 庫 団 す 2 1 し: 石 憶 軌 


「O 臣 の Z」 は すべ て 曲面 デフ ォ ー マ で す 。 ペ ジェ の 分 割 数 は それ ぞ れ の 親 の | 


分 割 数 に 合わ せる こと が 推奨 され ます 。 親 の デフ ォ ー マ より も ひと 回 り 小 さ | ヨー 古 7 曲 厨 


く 収まる よう に [Ctrl [AIH キ ー+([Shift] キー) を 押し な が ら ド ラッ グ し て 、 | 
デフ ォ ー マ な 小さ く 調 製 し て くだ さい 。 ーー 守 生 
回 層 傍ら 脳 02 


| 回 度 Zl ハハ (ラメ . 夕 に 関 』 連 付 [ ける 人 る 図 1 : 「 〇 髪 の Z」 デ フォ 
ー マ を 追加 
新た に 作っ た TO \ の Z」 デ フォ ー マ を すべ て 選択 し て 、 [角度 Z」 を クリ ッ ク し て 、 ー 
3 ぅ 点 を 挿入 し て 、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 角度 Z]」 パラメータ に 関連 付け ます 。 
それ ぞ れ の デフ ォ ー マ を 選択 状態 に する と 、 「 角 度 Z] パラ メー タ に 関連 付け を 表す 緑 の 丸 が 表示 され る 


の を 確認 し て お いて くだ さい 。 
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間違っ て 親 の 曲面 デフ ォ ー マ の ほう を 関連 付け な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 関連 付け が 正しく で き て い 
る こと を 確認 で きた ら 、 首 の 傾き に 合わ せ て 「 填 30] と 「 一 30] の キー フォ ー ム を 作っ て いき まし ょ う 。 


デフ ォ ー マ を 変形 させ る 

重力 の 影響 や 髪 の 固 さ を 考え な が ら デ フォ ー マ を 変形 せま す 。 注意 点 と し て 、 円 弧 を 描く よう な 変形 
を 心掛け まし ょ う 。 髪 が 伸び 縮み し て いる よう に 見 えて は いけ ませ ん 。 デ フォ ー マ を その まま 回 転 さ せ 
て し まう と 雑 な 動き に な り ま す の で 、 根 元 の 生え 際 ほ ど 残 っ て 、 毛 先 に いく ほど 重力 の 影響 を 受け て いる 
よう に 変形 させ まし よう 。 

筆者 は 図 2 て 4 の よう に 変形 せま し た 。 一例 と し て 参考 に し て くだ さい 。 髪型 的 に 多少 固め の 髪 を イ 
メー ジ し まし た 。 肩 に 掛か っ て いる 髪 は 常に 肩 に 乗っ て いる よう に 上 手 く 変 形 ベ は ましょ う 。 た わ み 具 
合 を 肩 と の 距離 に 応じ て 変え る と より 説得 力 の ある 変形 に な り ま す 。 


全 図 2 : 角度 Z ア 」 バ パラ メー タ が 合図 3 : 「 角 度 Z ア 」 バ パラ メー タ が 信 図 4 : 角度 Z ア 」 バ パラ メータ が 
「 一 30」 の 時 「0」 の 時 「 十 30」 の 時 


「 首 の 曲面 /] デ フォ ー マ を 新た に 作っ て 、 | 角度 Z] パラ メー タ に 関連 付け 、 傾 き に 応じ て 変形 べ せ まし ょ 
う ( 図 5 て 7)。 この 首 の 変形 を 作っ て お か な いと 、 首 を か し げ る 動き が 機械 的 で 不 自然 な 動き を に な り ま す 。 


* 髪 の 傾 き は 「 十 30」 と 「 一 30」 の 時 に 髪 が 重力 で 自然 に 傾く よう に 動き を 付け ます 。 


る Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 右 目玉 と 左目 玉 の 描画 


オブ ジェ クト の 親 に それ ぞ れ 曲面 デフ ォ ー マ を 作り ます 。 目玉 
の 曲面 の 親 は 必ず 「 目 の 曲面 」 (左目 の 曲面 、 石 目 の 曲面 ) に な る 
よう に 作っ て くだ さい 。 ベ ジェ の 分 割 数 は 移動 だ け で 変形 は さ 
せな い の で 1x1 で も 結構 で す 。「 目 の 曲面 ] よ り も | 目玉 の 曲面 」 
は ひと 回 り 小 さく な る よう に し て くだ さい ( 図 2、3)。 こ の デフ 
ォ ー マ は 後 で | 目玉 X」「 目 玉 Y] パラ メー タ で 使い ます 。 目玉 以 
外 の 目 に 関す る 描画 オブ ジェ クト を 「 石 目 開閉 」 | 左目 開閉 」 パ 
ラメ ー タ に それ ぞ れ 関連 付け ます 。 な お 、 こ の 段階 で は | 目 笑 
顔 ] パラ メー タ に は 関連 付け な いで くだ さい 。 「 目 開閉 」 の 動き 
を 付け 終わ っ て か ら 関 連 付け る こと に し ます 。「0」 一 | 1」 の パ 
ラメ ー タ な の で 、 取 りあ え ず |「0」 と 「1] 
の 2 点 挿入 で [OK] ボタン を クリ ッ ク し 
て くだ さい 。2 点 で も し 不都合 が ある よ 
うな ら 、 後 で 増やし まし ょ う 。 左右 の 目 
を 間違え な いよ う 気 を 付け て くだ さい 
キャ ラク ター 上 自身 か ら 見 た 、 左 右 の 目 に 
な り ま す 。 


今 図 2 : 右目 の 曲面 


ロコ 月 曲面 
右目 王 

| 石 白 日 

. 右 橋 ま つけ 毛 

- 右 ま つけ 毛 

、 右 まっ げ 手 年 サ 呈 サ 
. 右 二 重 線 


右目 王 和 曲面 


、 左目 曲面 


左 日 玉 ⑪ 昌 面 


。 左目 玉 

| 諾 戸 月 

. 左 橋 まっ げ も 

- 諾 よっ げ 毛 

. 左 ま つけ げ ギ キザ キザ 
上 左 二 車線 


ーー テー ーー) 


信 図 1 : 「 右 目 開閉 」「 左目 開閉 ] バ ラメ ー タ に 


関連 付け る 描画 オブ ジェ クト 


今 図 3 : 右目 玉 の 曲面 


Ed 


関連 付け を 確認 する 
それ ぞ れ の 描画 オブ ジェ クト が きち ん と パラ メー タ に 関連 付け られ て いる か 、1 つ 1 つ 選 択 状態 に し て 関 
連 付 け を 表す 緑 の 丸 が 表示 され て いる か 菅 の た め 人 確認 し て お いて くだ さい ( 図 4)。 


去 白 日 。 
:| 左 模 まっ け 毛 

左 まっ 條 毛 

左 ま つけ モ キ サキ サザ 
左 二 重 線 


ETEE 
| 右 模 まげ 手 


| ちまう 所 
ト 右 は つげ ギザ ギザ 
則 右 二 重 線 


念 図 4 : 「 右 目 開閉 ] バ パラ メー タ ( 左 )、 [左目 開閉 1] バラ メー タ ( 石 ) 


た 泌 浸 目 の 開 閉 の 準備 を する 


目 の 開閉 の 準備 を し まし ょ うっ 。 


ポリ ゴン を 編集 する 

1 パラ メー タ 値 は デフ ォ ル ト の 初期 値 が 1 で 目 が 開い た 状態 で す 。 |「0] の 閉じ た キー フォ ー ム を 作り ます 。 
まず は まつ 毛 を 変形 べ せ ます 。 ま つ 毛 の 変形 は Modeler 上 の 変形 作業 で も っ と も 織 細 で 難し い 部 類 に な 
り ま す 。 自動 で 打 た れ た ポリ ゴン で は 編集 が 難し い の で 、 こ こ で は 手 作 業 で 打ち 直し ます 。「 右 まつ 毛 」 
描画 オブ ジェ クト の み を 選択 状態 に し 、 [テク スチ ャ 編集 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。[ テ クス チャ 
編集 ] ダイ アロ グ が 表示 され ま 
す 。[ 点 の 挿入 ] ボタ ン を クリ ッ 
ク し ます ( 図 5)。 ク リッ ク す る と 
ポリ ゴン の 頂点 を 挿入 し 、 [Alt] 
キー を 押し な が ら ク リッ ク す る 


線 0 訪 集 (D) 
と 既存 の 頂点 を 削除 で きま す Eco 
( 図 6①②)。 eI | 
また [AIt] キー を 押し な が ら ク リ ーー ーー の 
ッ ク す る こと で 簡単 に 頂点 を 消 
せま す ( 図 7①②)。 


押し な が ら ク リッ ク 


全 図 6 : [Alt] キー を 押し な が ら ク リッ ク に よる 頂点 削除 


cHAPTER 07 顔 の デフ ォ ー マ を 作る 


ポリ コン 


に 0 間 N 


| 吉 吉 笠 容 きす (G3 
| 適し ゴ ヵ (E 
の 笠 入 較 に 紳 を 生 応 
ポリ ゴン を 4 全市 
点 か 5 ボボ り 十 # 自 四 生 奈 


計 ヤリ ゴン の 両 構 記 
較 症 韻 寺尾 


今 図 7 : 消し ゴム ツー ル 


最低 1 つ は 三角 形 を 残し た 状態 を 維持 する 

すべ て の 頂点 を 消し て し まう と 、 キ ャ ン バ ス に 戻っ た 時 に 描画 オブ ジ 
ェクト が 変 な 位置 に 配置 され て し まっ た り 、 消 えて し まっ た り の トラ 
ブル が 発生 する 可能 性 が あり ます 。 頂点 を 削除 する 際 、 新 た に 頂点 を 
打つ 作業 の 邪魔 に な る よう な ら 、 図 8 の よう に 少し 離れ た 場所 に 三角 
形 を 作っ て お いて も か まい ませ ん 。 最低 1 つ は 三角 形 を 残し た 状態 を 
維持 し て くだ さい 。 | | 
今 図 8 : 三角 形 を 1 つ 以 上 は 残し た 状態 を 維持 


変形 手段 に つい て 


最終 的 に 目 が 閉じ て いる よう に 見 える の な ら 、 ど の よう な 変形 手段 で 閉じ させ て も か まい ませ ん 。 実 
澤 で は 定番 の 方 法 を 紹介 し て いま す 。 目 を 閉じ させ る に は 大 きく 分 け て 3 つの 方 法 が あり ます 。 


1. 肌色 の まぶた 描画 オブ ジェ クト を 変形 させ て 目 を 覆っ て 塞ぐ (| 旧 形 式 ) 
2. クリ ッ ピ ング マス ク に 使っ た 白目 を 潰し て 変形 、 まつ毛 の 下 に 隠す 
3. 開閉 中 に 不透明 度 の 変更 を 使っ て 部 品 を すり 替え る 


1. は 古い 方 法 で す 。 ご どん な 環境 で も 確実 に 動作 する の で 、 無 難 な 方 法 で も あり ます 。 

2. の クリ ッ ピ ング マス ク は 2.1 以 降 の 新しい 機能 で す 。 白目 で クリ ッ ピ ング され た 黒 目 は 白目 か ら は み 
出す こと は な い の で 、 曰 目 を 潰し て 、 ま つ 毛 の 下 に 隠す だ け で 目 を 塞 げ る の で 非常 に 楽 で す 。 た だ し 、 環 09 
境 に よっ て は パフ ォ ー マ ンス に 大 き な 影 響 が 有 以 ん だ り 、 使 えな か っ た だ りす る 場合 も わり ます 。 詳し く は 
Live2D 公 式 の ドキ ュ メ ント を 参照 し てく だ さい 、。 最 新 の 対応 状況 が 掲載 され て いる は ず で す 。 


10 
・ Cubism2.1 各 プ ラッ ト フ ォ ー ム の 対応 状況 
http://sites.cybernoidS.jp/cubism2/sdk_tutorial/firstplatform 


3. は 特殊 な 方 法 で す 。Modeler は 描画 オブ ジェ クト の 不透明 度 も キー フォ ー ム と し て 設定 で きま す 。 
それ を 利用 し て 開い た 形状 の 目 か ら 閉 じ た 形 状 の 目 に 部 品 を すり 替え て し まつ 方 法 で す 。 

この LESSON で は 、 現 在 主流 の 2 の 方 法 に つい て 解説 し て いま す 。1 の 方 法 に つい て は 、 口 の 開閉 の 解 
説 で ほぼ 同じ こと を 行い ます の で 、 そ れ を 参考 に し て くだ さい 。 
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た 記 昌 まつ 毛 に 頂点 を 打つ 


頂点 を 打つ 
頂点 を 打っ て いき ます 。 基本 的 に は 次 の 2 点 を 守れ ば 問題 あり ませ ん 。 打 ちや すい 順番 で 作業 し て くだ 


さい 。 


・ 必 要 な 絵 を 漏らさ ず 包 み 込 む 


せ て くだ さい 。 


全 図 9 : 三角 形 を 1 つ 以 上 は 残し た 状態 を 維持 


今 図 11 : 外側 を 打っ て いく (上側) 


| 


全 図 13 : ジグ ザク に 三角 形 を 作っ て いく 


・ な る べく 正三 角形 の ポリ ゴン を 作る (細長 い 三角 形 は 作ら な い ) 


水色 の 線 は 現時 点 で 打 た れ て いる 頂点 か ら 算 出さ れる 三角 形 の 候補 線 の よう な も の で す ( 図 9 一 12)。 最 
終 的 に は すべ て 三角 形 の み で 構成 する 必要 が あり ます (四角 形 ポ リ ゴ ン は 不可 )。 

| まだ 三角 形 に な っ て いな い 筒 所 が ある 」 と いう 目印 に も な り ま す 。 最終 的 に は 水色 の 線 が な く な る よう 
に 必ず すべ て 三角 形 で 構成 し て くだ さい ( 図 13 一 15)。 

すべ て の 画素 を 三角 形 で 包み 込ん だ ら 完 成 で す 。[OK] ボタ ン を クリ ッ ク し て ポリ ゴン の 編集 を 確定 さ 


念 図 10 : 中 央 に 点 を 打っ て いく 


念 図 12 : 外側 を 打っ て いく ( 下 側 ) 


最初 に 残し た 三角 形 は | 
不要 な の で 削除 


信 図 14 : 残し た 不要 な 三角 形 を 削除 
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ロ 


念 図 15 : すべ て を 三角 形 で 包ん で 完成 


一 度 打っ た 頂点 は 移動 させ な い 訓 ゴ ン 
[テク スチ ャ 編集 ] ダイ アロ グ で は 「 移 動 」 こ いう ツー ル が あり 、 打 っ た 頂 | 凍 玖 ⑳⑩ 
点 を 移動 させ る ツー ル だ と 思う か も し れ ま せん が 、 使 わな いで くだ さい 。 一 時 
[テク スチ ャ 編集 ] ダイ アロ グ を 閉じ て キャ ン バ ス に 戻る と 絵 が 変形 し て 
し まい ます 。 行っ て し まい が ちな ミス な の で 注意 し て くだ さい 。 ーー 
[テク スチ ャ 編集 ] ダイ アロ グ で 打っ た 頂点 を 移動 させ た い 時 に は 、 移動 財 さ の 持 入 時 に 線 を 生成 

させ た い 頂 点 を 削除 し て 打ち 直す よう に し て くだ さい 。 


まつ 毛 ギ ザ ギ ザ 、 二 重 線 、 横 まつ 毛 の 描画 オブ ジェ クト の テク スチ ャ も 変形 し や すい よう に 頂点 を 打 
ち 直 し て お きま し ょ う 。 図 17 一 19 に 例 を 示し ます 。 


今 図 18 : 右 二 重 線 


念 図 17 : 右 ま つ 毛 ギザ ギザ 人 図 19 : 左 横 ま つ 毛 


*・ 目 の 開閉 に は 、「 肌 色 の まぶた 描画 オブ ジェ クト を 変形 させ て 目 を 響 っ て 窪 ぐ (I 旧 形式 )」「 ク リッ ピン グマ ス 


ク に 使っ た 白目 を 潰し て 変形 、 ま つ 毛 の 下 に 隠す 」 「 開 閉 中 に 不透明 度 の 変更 を 使っ て 部 品 を すり 替え る 」 と 
いう 3 つの 方 法 が あり ます 。 


AMPLE 還 較 LESSON 06 萌 ea before 萌 nekoko.cmox、 三 nekoko_metoji.png 


06-1 ま つ 毛 を 変形 させ る 


頂点 を 1 つ 1 つ 移動 ご で せ た り 、 ソ フト 選択 ツー ル 等 を 使っ た り し て 、 変 形 ベ せ て も よい の で す が 、 し っ ぽ を 
曲げ る の に 使っ た 変形 バス ツー ル を 使う と 比較 的 容易 に 閉じ 目 の 変形 を 作れ ます 。 


ee 
A A 
yp § i | 
3 6 
3 
4 


Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 ま つ 毛 
の 描画 オブ ジェ クト 群 を 選択 状態 に し 、 変 形 パ 
スツール を 選ん で 変形 の 要 所 に な り そ う か な 箇 
所 を クリ ッ ク し て 点 を 作り ます 。 変形 パス 上 自体 
も | 左目 の 開閉 」| 右目 の 開閉 ] パ ラメ ー タ に 2 点 「 
挿入 で 関連 付け まし ょ う 。 左右 の 目 を 間違え な ム 加 1: 変形 パス ツー ル 
いよ うに 気 を 付け て くだ さい ( 図 1)。 


Freees ta 
en 幸 、 
aw 


ここ で 扱う ニ リ ツ 氏 の イラ スト は 表情 差分 を 描い て も ら っ た の で (ファ イル は nekoko_metojijpng )、 そ 
れ ら を 下絵 と し て 利用 し ます 。PSD フ ァイル の レイ ヤー を 目 閉じ 状態 に し て ( 図 2)、 下絵 用 に レイ ヤー 情 
報 の な い png か が jpeg 形式 で 出力 し た も の で す 。 顔 の 部 分 の みのり の トリ ミン グ 画 像 で 結構 で す 。 
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目 閉 じ の 参考 と な る 下絵 を Modeler の キ 
ャ ン バ ス に ドラ ッ グ & ド ロッ プ し て くだ 
さい 。[ 画 像 設定 ] ダイ アロ グ が 表示 され 
ます の で 、 右 側 の 「 下 絵 」 を 選択 し て ( 図 3 
①)、 [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ②。 / " 
下絵 パー ツ に 分 類 さ れ て いま す ( 図 4)。 と en ees 
親 と な る デフ ォ ー マ は [- 基 準 面 -] に し ま “ [ ] 

す ( 図 5)。 必要 が あれ ば 不透明 度 を 調整 


し て 見 や すい 濃 さ にし て くだ さい 。 


ID nekokn_metnll。 PR 


名 前 


Uli 


EE 

不透明 度 オプ ショ | 

信 図 5 : デフ ォ ー マ は [- 基 準 面 -] に 
する 


今 図 4 : 下絵 バーツ に 分 類 


《 選択 庫 四 相 評 


念 図 3 : 下絵 の 読み 込み 


下絵 の 位置 と 大 き さ を 調整 する 
描画 オブ ジェ クト に 合わ せ て 、 下 絵 の 位置 を ドラ ッ グ し て 調整 し 、 大 き さ も 合わ せま す ( 図 6)。 


念 図 6 : 下絵 の 位置 と 大 き さ を 調整 


下絵 の 形状 を 手 本 に し て 変形 させ る 

下 繧 の 形状 を 手 本 に し て 変形 させ ます 。 位置 と 大 き さ を 調整 で きた ら 、 
誤 つ て 選択 し な いよ うに ロッ ク し て お きま す ( 図 7)。 個 別に ロッ ク し て 
も 結構 で すし 、 | 下絵] パーツ の 分 類 全 体 を 一 括 し て ロッ ク し て も か ま 
いま せん 。 作業 内 容 に 応じ て 個別 に ロッ ク や 表示 を 切り 替え て くだ さ ee 
し )。 全 図 7 : 下絵 全体 の ロッ ク 


ま 
つ 
毛 
を 
変 
形 
さ 
せ 
る 


「 右 目 の 開 閉 ] バ ラメ ー タ に 関連 付け を 確認 する 
「 右 まつ げ ] 描画 オブ ジェ クト と 「D_EYE 00] 変 形 パ ス を それ ぞ れ 選択 状態 に する と ( 図 8①)、 「 右 目 の 開 
閉 ] パ ラメ ー タ に 関連 付け を 表す 緑 の 丸 が 表示 され る こと を 確認 し て お いて くだ さい ②。 


右目 の 曲 血 
右目 玉串 曲面 

| お 日 

古橋 ま - 計 主 

| ! 本 ま つけ ギ 

| 右 ま つけ ギ \ き サポ サ 


変形 バス で 変形 する 
変形 パス の 丸い ポイ ント を ドラ ッ グ し て 、 な る べく 下絵 の 形 に な る よう に 動か し ます ( 図 9) 。 


信 図 9 : 変形 パス で 変形 


り : 家 参 交 形 バス を 利用 し て 変形 する 


元 の 形状 がら 大 きく 変わ る 変形 に な り ま す の で 、 か が かなり 難し い 作 業 に な る と 思い ます 。 ポ リ ゴ ン や 変 
形 パ ス の 打ち 方 に よっ て も 難易 度 は 大 きく 変わ り ま す 。 作 業者 の 作業 工程 に よっ て 症状 は まち まち に な 
る と 思い ます が 、 ポ リ ゴ ン 頂点 の 位置 関係 が 元 の 配置 か ら 大 きく 変わ っ て し まっ て いる も の は 頂点 単位 
で 位置 を 修正 し た ほう つが よい で し ょ う 。 健 者 の 作業 例 で は 、 い くつ か の 頂点 が 明後日 の 位置 に 飛ん で い 
っ て いま し た 。 変形 パス で 大 き 過 ぎる 変形 を させ る と 生じ や すい 症状 で す 。 


追い 越し 移動 し て いる 頂点 を 探す 

目 の 開閉 スラ イダ を ゆっ くり 動か し て 元 の 位置 関係 か ら 大 きく 逸脱 し て 追い 越し 移動 し て いる 頂点 を 探 
し まし ょ う 。 発 見 し た ら 、 な る べく 元々 の 位置 関係 に 配置 し て する と 、 描 画 オ ブ ジ ェクト の 崩れ が まだ 8』 
容 で きる 状態 に な り ま す ( 図 10 13)。 な る べく 頂点 同士 の 元々 の 位置 関係 を 維持 し つつ 正三 角形 を 大 
さく 崩し すぎ な いよ うに 調整 し まし ょ う 。 大きな 変形 を させ る ほど 難し い 作 業 に な る と 思い ます 。 
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信 図 10 : 大 きく 名 脱 し た 頂点 念 図 11 : 元々 の 位置 関係 に 修正 (右側 へ 移動 ) 


人生 


全 図 12 : 追い 越し 移動 し て いる 頂点 今 図 13 : 元々 の 位置 関係 に 修正 (左側 へ 移動 ) 


「 右 横 ま つ 毛 」 を 「 右 まつ 毛 」 に 収納 する 

何と か それ な り の 形状 に で きた ら 、 別 の 描画 オブ ジェ クト 扱い に な っ て いる 「 右 横 ま つ 毛 」 描画 オブ ジェ 
クト も 変形 させ て 、 
「 右 まつ 毛 」 描画 オブ 
ジェ クト の 下 に 隠し 
て 収納 し ます ( 図 14)。 


違う 解釈 の 方 は 思う 
よう な 変形 を させ て 
みて くだ さい 。 
人 図 14 : 「 右 横 ま つ 毛 」 描 画 オ ブ ジ ェクト を 「 右 まつ 毛 」 描 画 オ ブ ジ ェクト に 収納 
まつ 毛 ギ サギ ザ を 変形 させ る 


まつ 毛 ギ ザ ギ ザ も 目 閉 じ 形 状 を 作り ます 。 ギザ ギザ が 下 を 向く 必要 が ある の で 、 マ ウス カー ソル が 上 トト 
マー ク に な る 箇所 で 下 に ドラ ッ グ し て ( 図 15)、 上 下 反転 させ ます ( 図 16)。 あ と は 回 転 や 縦横 比 を 修正 し 
て ( 図 17)、 頂 点 単 位 で 修正 し ( 図 18)、 な る べく 下絵 の ニュ アン ス に 合わ せま す 。 ギザ ギザ だ け で な く 、「 ま 
つ 毛 ] の ほう も 修正 し て 、 下絵 に 近づく よう 調整 し まし ょ う 。 

完全 な 再現 は 不可 能 で す が 、 下絵 の 不透明 度 を 100% に し て オン ・ オ フ で 切り 替え な が ら 調 整 し て くだ さ 
い ( 図 19、20)。 変 形 パ ス が 邪魔 で 仕上 が り を 確認 し 難い 場合 は 、 メ ニュ ー か ら [ 表 示 ] 一 [変形 パス を 表示 ] 
の チェ ッ ク を 切り 替え て くだ さい 。 


ま 
用 。 
毛 
を 
変 
形 
さ 
せ 
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人 図 19 : 下絵 を オン ・ オ フ 


今 図 20 : 全体 を 調整 


W 記 上 キサ キザ の まつ 毛 の 変形 に つい て 


典型 的 な アニ メ 絵 に よく ある 「 味 りり]」 の よう な シン プル な 黒い 帯状 の まつ 毛 だ と 、 変 形 は 比較 的 容易 
で す が 、 本 書 の イラ スト の よう に まつ 所 が ギザ ギザ に 余っ た タイ プ の 絵柄 で す と 、 変 形 の 難易 度 が 格段 
に 上 が り ま す 。 

まつ 毛 の カー ブ の 変形 こ ギ ザ ギ ザ の 形状 の 維持 の 双方 を 満た す 変形 が 難し いか ら で す 。 そ の た め 、 
PSD デ ー タ の 段階 ご レイ ヤー を ギザ ギザ 部 分 と まつ 毛 本 体 で 分 割 し て お く 必 要 が あり ます 。 横 まつ 毛 も 
同じ 理由 で 分 割 し て 別 レ イヤ ー に し て あり ます 。 


・ 変形 パス ツー ル を 使う と 比較 的 容易 に 閉じ 目 の 変形 を 作れ ます 。 
・ ギザ ギザ の まつ 毛 の 場合 、PSD デ ー タ の 段階 で ギザ ギザ 部 分 と まつ 毛 本 体 に レイ ヤー を 分 割 し て くだ さい 。 


形 に 合わ せ て 変形 


Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 まつ 
毛 の 中 に 隠れ る の な ら 、 大 雑 把 な 縦横 比 の 変 
形 で 縦 や 横 に 潰す だ け で も 結構 で す 。 た だ 
し 、 横 に 過剰 に 潰し 過ぎ る と 中 間 形 状 が お か 
し く な りや すい で す 。 な る べく 横 に 潰し 過ぎ 
ず 、 少 し 回 転 さ せ て 冬 め に 収め る 等 、 工 夫 し 
まし ょ う 。 | 目 の 開 閉 ] パ ラメ ー タ の スラ イダ 
を 動か し て ( 図 1①)、 ご どう し て も 中 間 形 状 が 
変 な ら 、 頂 点 単 位 で し つっ か り と 変形 させ まし 
ょ う ⑫②③)。 「 右目 玉 」 描 画 オ ブ ジ ェクト は 、 | 右 
白目 」 描画 オブ ジェ クト で クリ ッ ピ ング され 
て いれ ば 、 一 緒 に 潰れ て くれ ます ( 図 2)。 


信 図 1 : 白目 の 描画 オブ ジェ クト を 潰し て まつ 毛 の 下 に 収納 
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今 図 2 : 右目 の 閉じ 目 


二 重 ま ふた の 線 を 変形 させ る 

まつ 毛 の 変形 と 同様 、 変 形 パス を 使う と 楽 か も し れ ま せん 。 好き な 方 法 で 変形 ベ せ て くだ さい 。 2 パタ 
ー ン を 考え て み ま し た ( 図 3、4)。 好み の ほう を 採用 し て くだ さい 。 ここ で は オー ソ ド ッ クス に 図 3 の パタ 
ー ン で 通し ます 。 


念 図 3 : オー ソ ド ッ クス な 変形 例 全 図 4 : 厚み を 持た し た 変形 例 


主体 を 確認 する 
全体 を 見 な が ら 目 の 開閉 の スラ イダ を 動か し て 違和感 が な いか 


認 し まし ょ う ( 図 5)。 
動き に 納得 が いく まで 微 調整 を 繰り 返し て くだ さい 。 納 得 が い 
け は ば 完成 で す 。 


信 図 5 : 白目 と 一 重 まぶた の 線 の 全体 を 確認 


二 重 ま ぶた の 線 と 眼 宮 の 線 と まぶた の 和 松 線 


二 重 ま ぶた の 線 を 動か が す 時 に は 、1 つ 注意 点 が あり ます 。 そ れ は 本 当 に 二 重 の 線 で ある の か 、 と いう こ 
と で す 。 絵 を 描い た 本 人 上 自身 が Live2D の モデ リン グ を 行う な ら 問題 は あり ませ ん 。 描 いた 本 人 が わか 
っ て いる は ず で す 。 イ ラス トレ ー タ ー が モデ ラー と は 別 の 場合 に 注意 が 必要 で す 。 イ ラス トレ ー タ ー の 
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作風 に よっ て は 二 重 ま ぶた の 線 で は な い ケ ー ス が ある か ら で す 。 

別 の 可能 性 と し て 、 眼 遍 (頭蓋 骨 の 目 が 入る 部 分 の 寂 み の 上 側 ) に 生じ た 線 の 可能 性 が あり ます 。 了 眼 宮 
の 線 の 場合 、 基 本 的 に は 目 の 開閉 で は 動き ませ ん 。 頭蓋 骨 が 変形 する わけ は な いか ら で す (実在 の 人 間 
で この 眼 高 線 が 生じ る 方 は 彫り の 深い 西洋 人 で も 極め て 稀 で ある )。 

時 々 、 二 重 の 線 が 2 つ 存在 する よう な 作風 の イラ スト を 見 か け て 不思議 に 思っ た こと は な いで し ょ う 
か 。 あ れ は 二 重 の 線 と 眼 高 の 線 の 両方 を 描く スタ イル の 方 に よく 見 られ ます 。 も う 1 つ 可能 性 と し て ま 
ぶた の 村 線 の 可能 性 が あり ます 。 ま 応 た そ 
の も の の 膨らみ を 表す 峰 と な る 線 で す 。 こ 
の 3 本 の 線 を 混同 し な いよ うに 気 を 付け まし = ーー ee 
よう 。3 本 全部 描い て あれ ば ( 図 6)、 混 同 し 難 ント 

で N 2 \ + ーー 
い の で す が 、1 一 2 本 し か 描い て いな い ケ 、 


ス だ と 、 ど れ な の か 判断 付き か ね る 場合 が あ ーー 


り ま す 。 ど うい う 作 風 の 絵 な の か 注意 深く 02 
鋭 察し まし ょ う 。 ^ 図 6 : ① 眼 宮 の 線 ② ま 応 た の 乏 線 ③ 二 重 の 線 
二 重 の 線 が 複数 の 線 で 構成 され て いる ケ 

ー ス も よく あり ます 。 注意 し まし ょ う ( 図 7)。 93 

Rh 

ヤー 

- 

05 


念 図 7 : 二 重 線 が 複数 の 線 で 構成 され て いる 例 


07-3 反転 機能 に つい て 


反対 の 目 を 作る の が 面倒 な 方 に は | 反転 機能 ] と いう 便利 な 機能 が あり ます 。 こ れ は パラ メー タ を 含め 
て 反転 し た 部 品 を 複製 で きる 便利 な 機能 で す が 、 左 右 が 完全 に 対称 の イラ スト で な い 限 り 使 つの は 控え 
た ほう が よい で し ょ う 。 

本 書 で は 「 反 転機 能 ]」 の 説明 は 割愛 し ます が 、 その よう な 機能 が 存在 する こと は 頭 の 片 陽 に 入れ て お い 
て くだ さい 。 自身 が 描い た の イラ スト で | 反転 機能 」 を 使う 場合 は 、 公 式 サ イト を 参照 し て くだ さい 。 09 

| 反転 機能 ] を も し 使う な ら 、 笑 顔 の 時 の 目 や 目 玉 の 動 さ を 完全 に 付け て 終わ つて か ら に し まし ょ う 。 


・ Live2D 公 式 反転 機能 10 
http://Sites.cybernoids.jD/cubiSsm2/modeler/edit-keyform/inverting 


・ 二 重 ま ぶた の 線 を 動か す 時 、 元 織 の イラ スト を チェ ッ ク し て くだ さい 。 
* 反対 の 目 を 作る 場合 、 | 反転 機能 ] と いう 便利 な 機能 が あり ます 。 
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AMPLE 症 還 LESSON 08 萌 還 還 before 葉 三 nekoko.cmox、 語 nekoko_change_eyes.psd 


OF: 銘 騙 不肖 明度 の 変更 に より 措 田 オブ ジェ クト を すり 普 え て 目 0 開 用 を 作成 する [ 実習 


ここ で は 、 ま つ 毛 の ギザ ギザ を 分 離せ ず に PSD の 「 目 閉じ ] レイ ヤー を 表示 状態 に し て イン ポー ト し て い 
た と 仮定 し て 解説 し ます 。 こ の 不透明 度 の 変更 に よる 描画 オブ ジェ クト の すり 替え 技 は 、 イ レギ ュ ラ ー 


な 方 法 に な り ま す の で 非 推奨 で す 。 参 考 程度 に 読ん で くだ さい (実際 に 行う 必要 は な い )。 


作っ た 「D EYE.01」 変形 パス と | 左 ま つ 毛 」 
描画 オブ ジェ クト を 選択 状態 に し 、 パ ラメ 
ー タ パレ ッ ト で 「 左 目 開閉 」 を クリ ッ ク し 
ます 。2 点 を 図 2 の よう に 「0.05」 と 「1.00」 
に 挿入 し た 状態 に し て ( 図 2①1②)、 [OK] ボ 
タン を クリ ッ ク し ます 。 一 番 左端 の 「0.00」 
は 一 旦 点 を 消し て お きま す 。 


Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 ま つ 毛 の 描 
画 オ ブ ジ ェクト を PSD レ イヤ ー 上 で 分 離せ ず に イン 
ポー ト し て いた と 仮定 し ます (nekoko_change_ 
eyes.Dsd)。 変 形 パ ス を まつ 毛 に 沿っ て 作り ます ( 図 
1)。 変形 パス は 「D_EYE.01] と いう 名 前 に な り ま す 。 


今 図 2 : 「0.05] と 「1.00」 の み に キ ー フ ォ ー ム を 挿入 


1 


日 | | 
日 斑 ※ 由 い ュ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー… 
日 玉 Y UGS 050 

左 慎 上 下 。 

右 届 上 下 全 貞 用 陸 | 

去 飛 左 

も 居 上 者 

を 慎 向 訂 

有 置 朋 席 

を 旧 守 TT 


CHAPTER 07 顔 の デフ ォ ー マ を 作る 


| 1.00] の キー フォ ー ム は 元々 の 開い た 形状 の まま で す ( 図 3)。 | 0.05] の キー フォ ー ム で 下絵 に な る べく 
合わ せ て 閉じ た 形状 を 作り ます ( 図 4)。 


和合 「0.05」 の キー フォ ー ム で 下 繧 に 合わ せ た 閉 じ た 形 状 を 作る 


中 左目 串 唱 面 用 所 % | も ーー 9 $* 
還 た 日 玉 ① 面 面 角度 Y | も @ も 
- 万 白 目 再度 z - @ | 
- 万 禄 まつ モ 左 月 間 閉 

一 生得 
貞二 まゆ 毛 の 曲面 。 日 二 # 


今 図 3 : 「 左 目 開閉 」 バ パラ メー タ が 「1.00」 の 時 


「0.00] に キー フォ ー ム を 追加 する パラメータ 村人 | 
「D_EYE01」 変 形 パス と 「 左 まつ 毛 」 描画 オ | [es ] a <( ーー | 


za CLE) 
ブ ジ ェクト の 一 旦 消 し て お いた 「0.00」 の キ | 上 i 
ー フ ォ ー ム を 復活 させ ます ( 図 5)。 こ れ で 計 a 
「0.00]」 の キー フォ ー ム も 「0.05」 で 作っ た 閉 は asmA LagitA] (sam 
じ た 変形 の 形状 に な り ま す 。 「000」 を 一 旦 | 尊 懸 a Cm 
消し て お か な いと 、「000」 に 開い た まま の | 右 磯 由 癌 | 


形状 が 残っ て 編集 作業 が 面倒 に な り ま す 。 。 加 sragal に エニ フーム 


「0.00」「0.05」「1.00」 に 3 点 の キー フォ ー ム が ある こと を 確認 する 
「 左 まつ 毛 」 描画 オブ ジェ クト と 「D_EYE01」 変 形 パス を 個別 に 選択 し て も 、 関 連 付け を 表す 緑 の 丸 が 「 左 
目 開閉 ] パ ラメ ー タ に 3 点 付 いて いる こと を 確認 し て お きま す ( 図 6)。 


H 万 ま ゆ 圭 串 曲 画 
H まゆ 区 曲面 


ローーーー コ LTudhipFp 


含 図 6 : 「0.00」「0.05」「1.00] に 3 点 の キー フォ ー ム 


バー ツ 分 類 を 変更 する 
下絵 に 分 類 し て いた 「 左 まつ げ 閉 じ る 」 描画 オ 


ブ ジ ェクト を 目 に 分 類 し ます ( 図 7①②③)。 必 
須 で は な いで す が 、 こ の ほう が わか りや すい で 
あつ 。 
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万 ま っ げ け 開 じ る 
| | は つけ 開 る 
| | 層 雇 n 


€% 親 デ フォ ー マ を 左目 の 曲面 に 変更 する 


ます ( 図 8)。 これ は 必須 で す 。 | 角度 X」 J (ラメ CPSD.34 
oe 一 — | っ | ; 
ー タ 、 角度 Y」 バ パラメータ で 顔 を 向け る 動き に | 」 を まっ け 間 る 7 


付い て 行か せる 必要 が ある か ら で す 。 指 画 M 
A 革 | solk | オプション | 


信 図 8 : 親 デ フォ ー マ を 「 左 目 の 曲 面 [ 目 ]」 に 変更 


「 左 まつ 毛 」「 左 まつ 毛 閉じ る ] 描画 オブ ジェ クト の 不透明 度 を 「0.00」 ~「0.05」 の 間 で 変更 し て 部 品 を す 
り 替 えま す ( 図 9 一 11)。 


@ 「 左 まつ 毛 」「 左 まつ 毛 閉 じ る 」 描 画 オ ブ ジ ェクト の 不透明 度 を 設定 する 


Oou 嘩 ば gHRH プ NH NA 回 本 Cri 型 内 9S 自選 計 


四 透 明度 | 0 | オボロ ン | 


全 図 9 : 「 左 目 開閉 ] パ ラメ ー タ が 「1.00」 の 時 : 全 図 10 :「 左 目 開閉 ] パ バラ メータ が 「0.05」 の 時 : 
左 ま つ 毛 (10096)、 左 まつ げ 閉 じ る (09%) 左 ま つ 毛 (10096)、 左 まつ げ 閉 じ る (09%) 


左 ま つ 毛 (09%)、 左 まつ げ 閉 じ る (100%) 
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cHAPTER 07 顔 の デフ ォ ー マ を 作る 


動き を 確認 する 

| 左目 開閉 」 パラ メー タ の スラ イダ を 動か し て 動き を 確認 し て み ま す 。「0.00」 ~「0.05」 の 間 で は 「 左 まつ 
毛 」 と 「 左 まつ げ 閉 じ る 」 の 双方 の 描画 オブ ジェ クト が 半 透 明 に な っ て いる 状態 で す が 、 ほ ん の 一 瞬 で す 
の で 、 実 用 上 は 問題 あり ませ ん ( 図 12)。 こ の 部 品 の すり 替え 技 は 便利 で す の で 、 覚 えて お いて 損 は あり 
ませ ん 。 頂 点 の 変形 だ け で は 無理 の ある 変形 で も 綺麗 に 変形 し た よう に 見 せる こと が で きま す 。 


今 図 12 : 左目 開閉 1 パラメータ :「0.05」 ~「0.00」 の 間 


白目 や 二 重 の 線 も 右目 と 同様 に 変形 させ る 

白目 や 二 重 の 線 も 右目 と 同様 に 変形 させ て 完成 で す ( 図 13)。 白目 や 二 重 ま ぶた の 線 は 「000」 と 「1.00] 
の 2 点 の まま で も か まい ませ ん し 、 統 一 感 を 出す た め に 「0.05」 も 入れ て 3 点 に し て し まっ て も よい で す 。 
スラ イダ を 動か し て 自然 に 目 が 閉じ て いる よう に 見 えれ ば 問題 あり ませ ん (右目 側 は すり 替え 技 を 使わ 
ず に 、 一 体 化 し た まつ 毛 を 強引 に 変形 し た 例 )。 


信 図 13 : 閉じ 目 の 仕 上 が り 比 較 


部 品 の すり 替え タイ ミン グ 


この LESSON で は 簡単 に すり 替え る た め に 左端 の 「0.00」 ~「0.05」 の 間 で すり 替え まし た が ( 図 14)、 中 
間 地 点 の 「0.50」 の 付近 で すり 替え て も か まい ませ ん 。 そ の 場合 、 | 左 ま つげ 閉じ る 」 描画 オブ ジェ クト の 
ポリ ゴン を 打ち 直し て 「D_EYE.01」 変形 バス で 変形 、 左 まつ 毛 の 変形 を 「0.50」 付近 の 半 目 の 形状 で 迎え 
人 れる こと に な り ま す 。 

キー フォ ー ム が 4 点 に な る 上 に 変形 作業 が 余分 に 増え て 面倒 に な り ま す が 、 より 無理 の な い 変 形 に で 
きま す 。 絵 の 事情 に 合わ せ て 、 すり替え や すい ポイ ント で すり 替え まし ょ う ( 図 14)。 


念 図 14 : 「0.45] ~「0.50」 の 間 で すり 替え る 例 


80 NOSS ヨ 1 


OO Rt で MA 回 本 Cri 型 府 S 蛋 吾 譜 
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りり: 信金 下 ま ふた の 開閉 に つい て 


目 の 開 閉 で 初心 者 の 方 が 行っ て し まい が ちな ミス と し て 、 下 ま 点 た を 開閉 し て し まう こと が あり ます 。 
人 間 の 自然 な 目 の 閉 じ 方 で は 、 上 まぶた し か 開閉 し ませ ん 。「 そ の よう な は ず は な い 。 下 まぶた も 動く は 
ず 」 と いう 方 も いる か も し れ ま せん 。 お そら くそ れ は 鏡 を 見 な が ら ウ ィ ン ク し た 動き を 参考 に され て い 
な いで し ょ うか が 。 

自律 的 に 力 込め て 目 を 閉じ る と 確か に 下 ま ぶ た も 閉じ ます 。 し か し 、 リ ラッ クス し て 両目 を 閉じ る 動 
さ を 携 帯 等 の 動画 で 自 撮 のり し て みて くだ さい 。 お そら く 多 く の 方 は 上 まぶた し か 下がら な い は ず で す 。 

も う 1 つ 混同 し や すい の が 、 笑 顔 の 動き で す 。「(^o^)」 の よう な 笑顔 の 目 に な る と 目 の 中 央 が 山 な り に 
変形 し ます 。 こ の 笑顔 の 変形 と 混同 し て |「 目 を 閉じ る 時 は 下 ま ぶた が 自律 的 に 動い て 閉じ る 」 と 誤解 し て 
し まう の か も し れ ま せん 。 下 まぶた の 開閉 は 非常 に 不 自然 な 動き を に な りや すい の で 、 な る べく 避け る こ 
と を 推奨 し ます 。 

た だ し 、 目 の 大 きい キャ ラク ター や 絵柄 な どの 場合 、 上 まぶた の 開 開 だ け で は 収まり きら ず 、 収 まる よ 
うに 上 まぶた を 強引 に 下げ る と 下 に 下がり 過ぎ る 場合 が あり ます ( 図 15)。 絵柄 に よっ て は 下 ま ぶた も 少 
し 上 げた ほう が 綺麗 な 場合 も わり ます 。 見 た 目 を 重視 し て 、 絵 柄 に よっ て 動か し 方 を 柔軟 に 変え まし ょ 
つ 。 


また 、 笑顔 状態 の まま で 目 を 開閉 させ る と 、 性 質 上 どう し て も 下 ま ぶた が 開閉 し て いる よう に 見 えま 
す 。 等 者 の 個人 的 好み に な り ま す が 、 避け た ほう が よい 動き か も し れ ま せん 。Animator 上 で 動か す 時 に 
は 留意 し て くだ さい 。 


・ 繧 の 事情 に 合わ せ て 、 部 品 は すり 替え て くだ さい 。 
・ 下 ま ぶた を 開閉 する こと は 通常 な い の で 、 作 成す る 時 は 注意 が 必要 で す 。 


「 目 の 開閉 」 パラ メー タ に 関連 付け て 開閉 の 動き を 付け 終わ っ た 描画 オブ ジェ クト 群 を すべ て 「 目 笑 
顔 ] パ ラメ ー タ に も 関連 付け て くだ さい ( 図 1)。 

(変形 パス を 残し て いる な ら 変 形 パ ス も ) これ で 1 つの 描画 オブ ジェ クト に それ ぞ れ 2 つの パラ メー タ 
の 関連 付け が で きま し た 。 こ の 場合 、 す べ て の 組み 合わ せ の キー フォ ー ム が 必要 に な り ま す 。 

| 目 の 開閉 ] パラ メー タ の キー フォ ー ム が 2 点 な ら 開 き 目 と 閉じ 目 の 2 パ ター ン の 笑顔 が 、 す り 替 え 技 な 
ど で 3 点 以上 に 「 目 の 開閉 」] パラ メー タ の キー フォ ー ム が ある 場合 は 、 そ の 数 だ け の 笑顔 の 変形 パ バターン 
を 作る 必要 が あり ます 。 笑顔 パラメータ が 「1.00]」 に な る と 「(^o^)]」 の よう に 山 な り に な る 変形 を 作る の 
で す が 、 実 質 的 に は 閉じ 目 状態 専用 の 変形 で 、 開 き 目 の 場合 に は まっ た く 変 形 ベ ご せな い モ デル が 大 半 で 
す 。 ど うい 2 う 笑顔 の 動き を 付け られ て いる の か 、 公 式 サ ンプ ル な ご を 見 て 参考 に し て くだ さい 。 目 の 開 
閉 具 合 に よっ て 笑顔 の 形状 が 違う こと を 確認 し て み ま し よう 。 


ON 府 慎 中 較 S 想 S 吉 9S 澤 江 
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笑顔 の 時 の 右目 を 作る 
Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 


| 右目 開閉 ] パ ラメ ー タ を 「0.00] に 、| 石 
目 笑顔 ] パ ラメ ー タ を 「1.00] に し ます 。 
この 状態 で | 右目 笑顔 ] パ ラメ ー タ を 
作っ つて いき まし ょ う ( 図 2)。 


念 図 2 : 「 右 目 開閉 ] バ パラメータ (0.00)、「 右目 笑顔 ] パ ラメ ー タ (1.00) 


笑顔 の キー フォ ー ム を 作る 

る 筆者 は 図 3 の よう に 作り まし た 。 好き な 目 閉じ 状態 の 笑顔 を 作っ て くだ さい 。 変形 パス で 変形 させ る と 
簡単 だ と 思い ます 。 変形 パス を 使い 捨て で 削除 し て し まっ て いる 方 は 、 再 度 変 形 パス を 作っ て くだ さい 。 
それ ほど た いし た 手間 で は な いと 思い ます 。 
も し 、 描 画 オ ブ ジ ェクト の すり 替え 技 を 使っ て いる 場合 は 、 ま つ 毛 の 変形 パス が 余分 に 多い の で 注意 し て 
くだ さい 。 開 き 目 用 に 作っ た 変形 パス を 動か し て も 閉じ 目 の 形状 は 変わ り ま せん 。 


信 図 3 : 目 閉 じ 状態 の 笑顔 の 作例 


で : 多 金 目 が 開い た 状態 に お ける 笑顔 変形 も 作り た い 場 合 


目 が 開い た 状態 で の 笑顔 変形 も 作り た い 方 は 作っ て くだ さい 。 革 者 は 目 閉じ 状態 の み に し て お きま す 。 
受 の た め 、 開 閉 と 笑顔 の 全 組 み 合わ せ パ ター ン に つい て 、 ス ライ ダ を 動か し て テス ト し て くだ さい 、。 問題 
な けれ ば 、 | 左目 の 開閉 ] パ ラメ ー タ と [左目 の 笑顔 ] バ パラ メー タ も 右目 と 同様 に 作り まし ょ う 。 

部 品 の すり 替え 技 を 使っ て いる と 若 十 組 み 合 わせ パタ ー ン が 増え て 面倒 で す が 、 目 閉じ パタ ー ン だ け 
の 笑顔 を 作る な ら そ れ ほ ど 手 間 に は な ら な いと 思い ます 。 キー フォ ー ム の 作業 中 に 左右 の 目 や 目 の 開閉 、 
笑顔 の 状態 を 間違え な いよ うに よく 気 を 付け て くだ さい 。 革 者 も よ ぐ 間違え ます 。 節目 節目 で 保存 し て 
お く の を 忘れ な いよ うに し まし ょ っ う 。 

筆者 の 作例 を 図 4 に 示し て お きま す 。 他 の 形状 案 を お 持ち の 方 は 好き な 笑顔 の 形状 を 作っ て みて くだ 


さい 。 
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念 図 4 : 目 閉 じ 状 態 で の 笑顔 作例 


まとめ * 笑顔 の 時 の 目 に つい て は 、 公 式 サ ンプ ル な ども 参考 に し て くだ さい 。 
・ キー フォ ー ム の 作業 中 に 左右 の 目 や 目 の 開閉 、 笑 顔 の 状態 を 間違え な いよ うに し まし ょ よう 。 


右目 開閉 ぁ ーーーーーーー@| | 


右目 和 顔 @ーーーーーー 一 ぁ 


目玉 幅 
目玉 " | | | 
年 盾 上 ドド | ーー ター 
大 計上 EF に 
左 左右 隅 


最初 の CHAPTER 05 で は 描画 オブ ジェ クト に 直接 パラ メー タ を 関連 付け て 失敗 し まし た 。 こ こ で は デフ 
ォ ー マ を 使い まし ょ う 。 す で に ここ まで の 作業 を 終え た 読者 の 方 に に っ て みて は 簡単 な 作業 だ と 思い ま 
す 。Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 左右 の | 目玉 の 曲面 ] デ フォ ー マ に 「 目 玉 X] パ ラメ ー タ を 関連 
付け て 動き を 付け ます ( 図 1①②)。 その 後に | 目玉 Y] パ ラメ ー タ に 関連 付け た ほう が 作業 し や すい で す 。 


日 dh 画 | 
EN 
 ! 看 目 | 
| 右 橋 ま っ げ 毛 

| 上 まっ げ 毛 

、 | 右 ま つけ 毛 \ サ キサ 
| 右 二 重 線 

| DEYEMO 

| DEYEM1 

器 一 堪 月 届出 面 : 


人 図 1 : 目玉 の 曲面 と 目玉 X の 関連 付け 


「 目玉 X] パラ メー タ 、 「 目玉 Y] パラ メー タ の 動き を 3 点 ず つ 作 っ た ら 、4 隅 の 自動 生成 で 4 隅 の 形状 も 作り 
まし ょ う 。 忘 れ た 方 は 、CHAPTER 05 を 読み 返し て くだ さい 。 指 画 オ ブ ジ ェクト が デフ ォ ー マ に 変わ っ 
た だ け で 、 す る こと は 同じ で す 。3X3 の 9 パタ ー ン の キー フォ ー ム が 存在 する こと を よく 思い 出し て お 
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いて くだ さい ( 図 2)。 作 業 内 容 に 応じ て 適宜 、 パ ラメ ー タ を まとめ た り 、 分 離さ せ た り し て くだ さい 、。 中 目 
玉 X」 の 左側 を クリ ッ ク す る と パラ メー タ が まとまり ます 。 表 示 形 式 が 切り 替わる だ け で 、 本 質 的 に は 何 
も 変わ り ま せん 。 


念 図 2 : 4 隅 の 形状 の 確認 


「 目 玉 X」 と 「 目 玉 Y]」 バ ラメ ー タ を まとめ て 全 方 向 の 動き を 確認 する 
4 隅 の 形状 が 作れ た ら 、 目玉 X」 と 「 目 玉 Y] パ ラメ ー タ を まとめ て 、 ス ライ ダ の 外周 を ぐる ぐる ドラ ッ グ 
し て 全 方 向 の 動き を よく 確認 し まし ょ う 。 左右 の 目 の バ ラン ス な ど 違 和 感 の ある と ころ は 微 調整 し て く 


由衣 参 4 隅 の 自動 生成 に つい て 


4 隅 の 目 動 生成 で は 、 四 有 角 い 動き キ に な っ て いる は ず で す 。 こ の 動き が 不 自 然 だ と 思 つ 方 は 、4 隅 の 目 の 


位置 を 少し 内 側 に 寄せ て や る と 、 目 然 な 円 を 描く よう な 目 の 動き に な る と 思い ます 。 こ だ わる 人 は チャ 
レン ジ し て みて くだ さい 。 


* 「 目 玉 の 曲面 ] デ フォ ー マ に 「 目 玉 X」「 目 玉 Y] パ ラメ ー タ を 関連 付け ます 。 
* 4 隅 の 自動 生成 を 利用 し て 、 目 の 動き を 付け て くだ さい 。 


ii nekoko_kuchi2 て 4.png、nekoko_mayu_ikari.png、 ' 
AMPLE a LESSON 11 茅 当 before 昔 nekoko.cmox、 三 。 ekoko_mayu_kanashimi.png 


目 の 開 閉 の 難し さ に 比べ た ら 簡 単 な 作 業 に な り ま す 。 


Modeler で nekoko.cmox を 開き ます 。 図 1~3 の よう な デフ ォ ー マ 構成 に し て 、「 左 まゆ 毛 の 位置 | デフ 
ォ ー マ に は | 左 眉 上 下 ] | 左 眉 左右 」 パラ メー タ を 関連 付け ます 。 た だ し 、 | 左 眉 上 下 」 パラ メー タ の 動き 
を 付け て か ら | 左 眉 左右 」 パラ メー タ の 動き を 付け た ほう が 効率 が よい で す 。「 左 ま ゆ 毛 の 角度 」 デフ ォ 
ー マ に は 角度 を 、 | 左 眉 ] 描画 オブ ジェ クト に は 変形 の パラ メー タ を 関連 付け てこ 、 そ れ ぞ れ の キー フォ ー 
ム を 作り ます 。| 左 まゆ 毛 の 位置 ] デ フォ ー マ と 「 左 まゆ 毛 の 角度 」 デ フォ ー マ は それ ぞ れ 親 の デフ ォ ー マ 
より ひと 回 り 小さ く な る よう に [Ctrl] キー を 押し な が ら 大 き さ を 調整 し て くだ さい 。 

この 2 つの デフ ォ ー マ は 移動 と 回 転 し か させ な い の で 、 ベ ジェ の 分 割 数 は 1 メ 1 で 結構 で す 。 ど うい う 動 
きか が 必要 か は 、 [パラ メー タ 設 定 ] ボタ ン の 説明 書き を 読む か 、 公 式 サ ンプ ル の Epsilon な ど を 参考 に し て 
くだ さい 。PSD フ ァイル に まゆ 毛 の 表情 差分 デー タ も ある の で 、 目 閉じ を 作っ た 時 の よう に 下絵 と し て 
出力 し て 読み 込ん で みて も よい で し ょ う 。 左 ま ゆ 毛 と 同様 に 右 まゆ 毛 も 作成 し て くだ さい 。 


口 。 左 ま ゆ 所 曲面 左 諸 上 下 
白 。 左 まゆ も の 位置 | 川下 上 TF 
| を ゆ 毛 の 責 度 | 左 居 左右 
を 記 1 右 居 左右 


口 も まゆ モモ W 有 H 面 口 刻ま ゆ モ 加 則 面 コー 青 度 
白 まゆ も の 曲面 白 右 ま せ モ も の 曲面 右 崎 及 康 

百 右 は ゆ 毛 曲面 百 大 さゆ 所 W 曲 面 左 崎 実 形 

石 居 安 形 | 

含 図 1 : 「 左 まゆ 毛 の 位置 」 デ フォ ー マ と 「 眉 上 下 」「 眉 左右 」 パ 今 図 2 : 「 左 まゆ 毛 の 角度 」 デ フォ ー マ と 「[ 左 眉 角度 」 パラ メータ 
ラメ ー タ の 関連 付け の 関連 付け 
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会 図 3 : [た 貼 描画 オブ ジェ ク ト と 「 左 眉 変形 ] バ ラメ ー タ と の 関連 付け 


| 眉 の 位置 ] パ ラメ ー タ は | 目玉 X」「 目 玉 Y] バ パラ メー タ を 作り 方 と 同じ で す 。1 つ の デフ ォ ー マ に 2 つの パ 
ラメ ー タ を 関連 付け る の で 、3X3 の 9 バタ ー ン の キー フォ ー ム か が 必要 な こと に 注意 し て くだ さい 。[ バ パラ 
メー タ 設 定 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て [パラ メー タ 設 定 ] ダイ アロ グ で パラ メー タ の 並び 順 を 変え た ほう が 
わか りや すく な る で し ょ う ( 図 4)。 「 左 眉 左右 ] パ ラメ ー タ を | 左 眉 上下] パラ メータ の 1 つ 上 に 順番 を 変 
えま す ( 図 5)。 左右 と 上 下 の パ ラメ ー タ を 表示 上 まとめ る と 直感 的 に わか りや すく な り ま す ( 図 6)。4 隅 
の 自動 生成 を し まし ょ う ( 図 7①ー④)。 パ ラメ ー タ 1 と パラ メー タ 2 を 逆 に し た けり 左右 の 目 を 間違え な い 
よう に 注意 し て くだ さい 。 


| 0 | |PeeerHt 5 |+ で を 見 る 
| [BE [oita で よる 見 る 


EF EINE 
| | | [OR (で 思 を 上 げ る 
| [ 司 を も | 6 |-! || PRALRRTW_RX | - で 居 を 寺 せ る 


に に 結っ Ps CE 


全 図 6 : バラ メー タ を まとめ て 表示 


今 図 4 : パラ メー タ 設 定 


ーー 


パラ メータ 
パラ メー が 1 
パラメータ 2 


2 と 方 法 旧 動 。 ーー 上 


され た 要素 は 玄 換 し な い 
Iy | 非 表 示 の 要素 は 実 換 し な い 


今 図 7 : 4 隅 の 自動 生成 


由 革 湖 口 の 交 形 と 開 囲 、 申 れ 、 髪 の 揺れ を 作る 


こち ら も 目 の 開 閉 と 変形 に 比べ れ ば 簡単 な 作業 に な り ま す 。 変形 と 開閉 の 組み 合わ せ が 全 パタ ー ン 必要 
に な る の も 非常 に 似 て いま す 。 


口 を 変形 し て 開閉 させ る 

[口内 」「 上 結 」 描画 オナ ブ ジ ェクト ( 図 8)、「 下 唇 ] 描画 オブ ジェ クト ( 図 9) を 「 口 の 変形 ] パ ラメ ー タ を 関連 
付け て 動き を 作っ て か ら 、「 口 の 開 開 」] バ パラ メー タ を 関連 付け て 作り ます 。「 口 の 変形 ] パ ラメ ー タ が 3 点 で 
「 口 の 開閉 」 パラ メー タ が 2 点 と な り 、 全 6 パタ ー ン ( 図 10 一 15) の 組み 合わ せ の キー フォ ー ム が 必要 な こ 
と に 注意 し て くだ さい 。 
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念 図 12 : 「 変 形 」] バ パラ メー タ ( 一 1)、 「 開 閉 」 バ パラ メー タ (0) 今 図 13 : 「 変 形 」] バ パラ メータ (0)、 「 開 閉 」 パ ラメ ー タ (1) 
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| ogws x 0 | 4 人 記 ガ 
^ 図 15 : 「 変 形 ] パ バラ メータ (1)、 「 開閉] バラ メータ (1) 


照れ た 表現 を 付け る 

類 紅 に 相当 する 「 照 れ 」 描画 オブ ジェ クト を 「 照 れ ] パラメータ に 関連 付け て ( 図 16、17)、 不 透明 度 を 調整 
する だ け で 終わ り ま す 。 注意 点 と し て 、PSD デ ー タ を 作る 時 に 好感 度 MAX の 最高 に 照れ た 状態 に し て お 
いて くだ さい 。 

PSD の レイ ヤー も 不 透 明度 10096 の 状態 に し て イン ポー ト し まし ょ う 。Modeler 上 で 不透明 度 を 調整 し 
て 類 紅 を 薄く する こと は で きま す が 、 イ ン ポ ー ト 時 の 状態 より 濃く する こと は で き な い の で 注意 し て く 
だ さい 。 


| 統 叫 み | ラメ ー 此 人 定 | > LL 


作り スト 
| 葉 れ Oo & -| 


今 図 16 : 「 照 れ ] バ パラ メー タ (0) 信 図 17 : [照れ] バ パラメータ (1) 


愛 揺 れ ( 前 、 横 、 後 ) の 表現 を 付け る 

それ ぞ れ の 髪 揺れ 用 に デフ ォ ー マ を 作る か が 描画 オブ ジェ クト を 直接 揺らし ます 。 

FREE 版 を 利用 し て いる 方 は そろ そろ デフ ォ ー マ の 上 上限 数 に 達する は ず で す 。 髪 の 描画 オブ ジェ クト に 直 
接 関連 付け る か 、 腕 の 動き に 使っ て いる | 上 腕 の 回 転 ] や 「 下 腕 の 回 転 ] デ フォ ー マ を 削除 し て 「 腕 ] パ ラメ 
ー タ の 動き を 諦め ゆま し ょ う 。 それぞれ の 髪 の 揺れ を 「 バ パラメータ 設定 」 の 仕様 どおり に 作っ て くだ さい 。 
注意 点 と し て 、 円 弧 を 描く よう に 変形 ベ せ る よう に し て くだ さい 。 例 えば 、 振 り 子 の 先端 を 真横 に 45 度 
移動 させ て し まう と 元 の 長 さ か ら 1.4 倍 伸び て し まう こと に な る は ず で す 。 勝 手 に 髪 の 長 さ を 伸び 縮み 
させ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 

本 書 の サン プル で は そよ 風 で 軽く 揺れ る 程度 に 揺らし ます ( 図 18)。 公式 サン プル に は オー ソ ド ッ クス な 
胡 型 が 少な い の で す が 、izumi 辺 り が 参考 に な る か も し れ ま せん 。 
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ロ | | 石本 床 の 胡 面 
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呼 唄 


: 1 あーーーーーーーー* | 
株 ち 明 員 曲面 ーー | 

i k | 

| 酸 具 ー ュ _ 胡 揺れ 前 ーー 


肝 接 れ 横 ーーーーーーー」| 
IW 耕 隅 れ 後 | ーーー*ーーー | 


_ 0m 面 用 @⑨ も も | 
_ 2 か - ト の mm 肛 | 天馬 1@ 一 一 ゅ 4| 
念 図 18 : 髪 揺 れ ( 前 ) の 表現 


不備 が な いか 確認 する 

すべ て の パラ メー タ を 付け 終わ っ た ら 、 い ろ 
いろ な 組み 合わ せ で スラ イダ を 動か し て 、 不 
備 が な いか 確認 し まし ょ う 。 気 に な る と ころ 
が あれ ば 微 調整 を 繰り 返し ます ( 図 19)。 


A 図 19 : 挙動 に 不備 が な いか が 確認 する 


則 革 歩 口 の 開閉 と 上 頭 と 下 頭 の 動き に つい て 


目の下 まぶた の 話 と 似 た 話 に な る の で す が 、 口 の 開閉 で は 原則 的 に 下 額 し か 動か な い は ず で す 。 こ れ 
は 骨格 を 考え れ ば わか る と 思い ます 。 下 頭 は 別 の 骨 に な っ て いま す が 、 上 顎 は 頭蓋 骨 と 一 体 化し て お り 、 
可動 性 は あり せん 。 上 斉 が 上 が る と いう こと は 、 す な わ ち 頭蓋 朋 が 上 が る と いう こと で す 。 

頭 部 が 固定 され て いる の に 上 和 唇 側が 過剰 に 上 が る 動き は 避け た ほう が 無難 で す 。 唇 を 動か し て も 骨格 
レベ ル で は 動か な いこ と を 意識 し て 口 を 開閉 させ まし ょ う 。 

デフ ォ ル メ の 強い 作風 だ と あま り 気 に な ら な いか も し れ ま せん が 、 リ アル 寄り の 作風 に な る ほど 、 違 和 
感 が 強く な る か も し れ ま せん 。 な お 厳密 に 言え ば 、 口 を 開い た 時 に 下 額 の 斉 先 ご と 下がら な いと お か し 
い の で す が 、 奈 程 リ アル 寄り の 作風 で な い 限 り 、 そ こま で 気 に し な く て も よい と 思い ます 。 


cHAPTER 07 顔 の デフ ォ ー マ を 作る 


11-4 EM (以下 Viewer) で 動き を 確認 する 


Viewer で モデ ル を ブ プレビュー する 
Modeler の メニ ュー の [ツール ] ( 図 20①) っ [Live2D Viewer 


で モデ ル を プレ ビュ ー]」 を 選択 し て ②、 実 行 し て くだ さい 。 
も し 、Viewer が イン スト ー ル され て いな けれ ば 、 ダ ウン ロ 学 の えのき 康二 ル 刊 半 く 

ー ド サイ ト の 案内 が 表示 され る の で ダウ ン ロ ー ド し て イン 。 図 20 : Viewer で モデ ル を プレ ビュ ー 
スト ー ル し て くだ さい 。 


Viewer の イン スト ー ル 

Viewer の ダウ ン ロ ー ド サイ ト (EE http://sites.cybernoids.jp/cubism2/tools/live2d-viewer) か ら ダ ウン ロー ド し 
て 、 イ ンス トー ル し ます 。Viewer の イン スト ー ル に は 「 Adobe AIR」 が 必要 に な り ま す 。Adobe AIR の ダウ ン ロ ー 
ドサ イト (| 目 https://get.adobe.com/jp/air/)) か ら ダ ウン ロー ド し て イン スト ー ル し ます 。 02 


マウ スカ ー ソ ル を 視線 で 追い か ける 動 
ま を を 確認 する 

キャ ラ が 表示 され て いる ウィ ンド ウ を ドラ ッ グ す 
る と マウ スカ ー ソ ル を 視線 で 追い か ける よう に 動 
いて くれ ます ( 図 21)。 


念 図 21 : マウ スカ ー ソ ル を 視線 で 追い か ける 動き の 確認 


自動 目 バ チ 、 呼 吸 を チェ ッ ク す る 
Viewer の メニ ュー か ら [アニ メー ショ ン ] を クリ ッ ク し て ( 図 22①)、「 自動 目 パ バチ 」 や | 呼吸] な ど を 選択 09 
する と 目 パ チ や 呼吸 も 自動 で 動か すこ と が で きま す ⑫。 よ り 生 き 生 き と し た 動き を 確認 で きる の で 、 感 

動 で きる こと で し ょ う 。 今 まで の 苦労 が 報 わ 前 
易 に 動き を 確認 で きる の で 、Viewer で の 確認 | 
は お すす めで す 。 動 き に 気 に な る 箇所 が あ 
っ た ら 、 再 度 修正 し て も よい で し ょ う 。 パ ラ 
メー タ を 直接 調整 し て 動き を 確認 する こと 


v 


| プロ ジェ クト 編集 表示 


に に RE 
本 T 記 再生 に する TCRRTY 
y ボー ズ 切 替え を 有効 に する Ctrl+ Shift +P 


アイ ドリ ング モー ショ ン Ctr+5h 港 + 1 
も で さま す ( 図 23)。 Y | マウ ス を 追い か ける Ctri+ Shift+M 


ツ 呼吸 Cirl+ Shi + 


今 図 22 : 「 自 動 目 パチ 」、 「 呼 吸 」 を 選択 
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今 図 23 : バラ メー タ の 変更 


中 切 : 参 モデ リン グ 作 業 に つい て 


ここ まで で ひと まず 基本 的 な モデ リン グ 作 業 を 終わ り ま す 。 こ こ で は 解説 し て な い パ ラメ ー タ を 独 目 
に 作り た く な っ た 方 も いる こと で し ょ う 。 例 えば 耳 を 動か し た い 方 も いる と 思い ます 。 こ こま で の 方 法 
を 応用 し て 、 ぜ ひ チ ャ レン ジ し て みて くだ さい 。 す で に その 力 は 身 に 付い て いる は ず で す 。 

Free 版 で パラ メー タ 数 の 上 限 に 達し て いる 方 は 、 何 か パラ メー タ を 削る か 、PRO 版 を 購入 し て 、 表 現 の 
幅 を 付け て みて くだ さい 。 


由 
ロ 
れ 
れ 
の 
動 
= 
を 
付 
け 
る 


・「 顔 の 回 転 」 デ フォ ー マ 直 下 の デ フォ ー マ の 構造 は 「 呼 吸 」 デ フォ ー マ 直 下 の デ フォ ー マ 構 造 と 非常 に よく 似 
て いま す 。 こ の 構造 が わか る と 、 公 式 サ ンプ ル の 構造 も 非常 に 読み 解き や すく な り ま す 。 必ず 理解 し て お 
いて くだ さい ( 図 24)。 


「 呼 吸 」 デ フォ ー マ 直 下 「 顔 の 回 転 J」 デ フォ ー マ 直 下 


回 | 体 の Z ! 正 | 
| 回 | | 体 の Y 問題 上 DE [角度 Z」 パ ラメ ー タ 


末 の 曲面 
前 諾 際 の 曲面 


Fm 
! 下 首 の 回 転 


田 右 膨 の 回 転 「 体 の 回 転 X」 
田 左 肢 の 回 転 パラメータ 


口 串 曲 面 
人 鼻息 曲面 な ーー 
左 朋 吊 曲 面 
前 英 邊 曲面 
吉 構 晃 吊 曲面 
| 左 模 段 の 曲面 
| 左 横 生れ 0 曲面 
| 化 ら 頻 の 曲面 
閣 ペ ー ス 


田 右腕 の 回転 
田 左腕 回転 
田 し っ ぽ の 回 転 x 


念 図 24 : 「 顔 の 回 転 ] デ フォ ー マ 直 下 の デ フォ ー マ の 構造 


a 


し 2 


CHAPTER 05 ~ ~07 で は 作業 を を 簡略 化す る た め 、 な る べく レイ ヤー を 統 台 合 し て 一 一 般 的 な 部 


/ | Fa | 
ee oo かー ま Ys 


品数 まで で 落 各 と し た 簡易 な PSD デー タ を 使っ て 解説 し ま し た 。 こ れ は Animator の 
CHAPTER で 使っ た モデ ル よ り も 入門 者 向け に ずっ と 簡略 化 < Cd いま て す 。 こ の 


CHAPTER で は 、 、 筆 者 が 本 来 作 っ て いた より 高度 で 複雑 な モデ リ ング プ に つい て 解説 し て い 
な お 、 こ の CHAPTER の 内 容 は 、 筆者 独自 の 研 「 究 P N 容 や 個人 的 趣向 が 色 : 濃く 、- 一 般 性 ぶな 


ヽ = J En i} 


いこ と を あら か じ め お こと わり し て お きま す 。 


ーッ アデ ーー ーー ュ 


可 放 動く ハイ ライ ト と は 


本 書 執筆 時 点 (2016 年 2 月 ) で 筆者 の 確認 する 限り 、 他 に 同じ 作業 を 行っ て いる 方 は 見 か け ま せん が 、 
八 イ ライ ト を 動か す 表現 に こだわ っ て いま す 。「 人 ハイ ライ ト を 動か す 」 と いう と 語弊 が あめ る か も し れ ま せ 
ん 。 和 厳密 に は 「 ハ イラ イト を 動か さ な い 」 に 近い で し ょ うか 。 ど うい うこ と か 解説 し ます 。 

ここ に ビリ ヤー ド の 玉 が ある と し まし ょ う ( 図 1)。 玉 の 左上 に ハイ ライ ト が ある と し ます 。 も し 、 ボ ー 
ル が 回 転 し た ら ハ イラ イト は どう な る で し ょ うか 。「 ボール と 一 緒 に 回 転 し て し まう 」 と 答え る 方 は いな 
い は ず で す 。 ボ ー ル に 貼ら れ た シー ル で も な い 限 り 、 見 た 目 上 、 常に 左上 に 留まる は ず で す 。 


「 ] 


③ 9 
ーー ーー 


信 図 1 : 動く ハイ ライ ト の 概念 図 


それ な ら ば 、 髪 の 毛 や 目 の ハ イラ イト で も 同じ こと が 起き る は ず と いう こと が 出発 点 で す 。 実際 に 鏡 
で 確認 する と 、 上 を 向け ば ハイ ライ ト は 髪 に 治っ て 広がり な が ら 下 部 へ 、 下 を 向け ば 頭頂 部 に 向かっ て 収 
束 し て いく は ず で す 。 

現状 、TV ア ニ メ の 多く で も ハイ ライ ト は 貼ら れ た シー ル の よう に 一 緒 に 回 転 す る 表現 が 一 般 的 で す 。 
作画 アニ メ で 同じ こと を 行う と どの くら い 労 力 的 に 手間 な の か は 不明 で す が 、Live2D 上 で 行う 分 に は 意 
外 と 簡単 で す 。 

ある 程度 髪 の 流れ に 治っ て 大 雑 把 に 動か す だ け で も イメ ー ジ に 近い 表現 が で きま す 。 ハ イラ イト の 描 
画 オ ブ ジ ェクト に 直接 | 角度 X」、 「 角度 Y] パラ メー タ を 関連 付け て 変形 べ せ る だ け で 済み ます 。 ハ イラ 
イト 専用 の デフ ォ ー マ を 作っ て も よい か も し れ ま せん ( 図 2)。 


cHAPTER 08 より 高度 な モデ リン グ を 追求 する 


動く スハ イラ イト に つい て 


「 動 く ハ イラ イト 」 を 作ろ うと 作る まい と 、 
Animator 上 で 動か す 分 に は 何 も 手間 は 変 
わり ませ ん 。 あ くま で も Modeler 上 で の 作 
業 が ひと 手間 増え る だ け で す 。 例 えば 、 首 
の 筋肉 の 動き に 深い こだわ り の ある 方 な ら 、 


顔 の 向き に 応じ て 胸 針 乳 突 筋 の 「 ね じ れ 」 を 
作り た いか も し れ ま せん 。 そ の 場合 で も 
Animator 上 で 動か す 分 に は 角度 X と 角度 Y 
の 値 を キー フレ ー ム で 指定 する 作業 に 変わ 
り は あり ませ ん 。 モ ーション を 作っ た り 使 
い 回 し た りす る 分 に は 、 モ デル の 複雑 度 に 
違い が あっ て も 問題 あり ませ ん 。 


今 図 2 : 動く 髪 の ハ イラ イト 上 向き 時 に 下がり 、 谷 き 時 に 頭頂 部 側 へ 収束 


目 の ハ イラ イト も 同様 に 「 角 度 X」、 | 角度 Y] バ パラ メータ に 応じ て 動か すこ と で 光沢 感 を 出し て いま す 。 


A 衣 参 動く ハイ ライ ト の 問題 に つい て 


動く ハイ ライ ト の 問題 点 も 触れ て いき ます 。 

まず 、 動 く 人 ハイ ライ ト を 作成 する の で あれ ば 、 人 他 の キャ ラク ター も 同じ よう に 動か さ な い と 該当 する キ 
ャ ラク ター だ け 浮 いて し まう こと で す 。 ひ と 手間 増え る だ け と は いえ 、 キ ャ ラク ター 数 が 多い と 作業 が 
それ だ け 増 大 し ます 。 また 、 キ ャ ラク ター 数 の 問題 を 抜き に し て も 、 髪 の ハイ ライ ト だ け 動 か す と 、「 顔 
は ? 服 は ? 装 節 品 は ?」 と 他 の 動か し て いな い 人 ルイ ライ ト が 悪 目立ち し て 、 か えっ て 不 目 然 さ を 際 立 
た せる 可能 性 が あり ます 。 

全身 に 「 て か り 」 の ある キャ ラク ター は 大 変 な こと に な る こと で し ょ う 。 ま た 、 本 書 の イラ スト の 場合 、 
胡 の ハイ ライ ト 周 辺 の 明る い 部 位 全 体 も 本 来 な ら 動 か さ な い と お か し いか も し れ ま せん 。 ま た 、 や や 青 
み が か っ た 周り 返し が 全身 に あり ます が 、 そ ちら も 動か さ な い と 不 目 然 な の か も し れ ま せん 。 こ の よう 
に さま ざま な 課題 を 抱え て お り 、 筆 者 自身 研究 の 途上 で す 。 こ の 方 法 を 利用 する 際 は 、 事前 に 検討 し て 
くだ さい 。 


* 動く ハイ ライ ト は Modeler 上 で の 作業 が ひと 手間 増え る だ け で す 。 
* 「 光 の 反射 | を どこ まで 再現 する の か 、 動 く ハ イラ イト の 問題 と し て 残り ます 。 


" _ SAMPLE 6 LESSON 02 茂 | before 萌 nekoko.psd、usako.psd 


02-1 動く 且 と レイ ヤー の 分 割 基 準 に つい て 


耳 の 部 品 は 解説 用 に 簡略 化す る た め 、1 レイ ヤー に 統合 し た PSD デ ー タ で 解説 し まし た が 、 筆 者 は 耳 を 
立体 的 に 動か し た か っ た の で 、 耳 の 外側 、 耳 の 内 側 、 耳 毛 の 3 レイ ヤー に 分 割 し まし た ( 図 1)。 


ーッ 2 | 
今 図 1 : 耳 の レイ ヤー を それ ぞ れ 3 人 分割 


これ は 1 レイ ヤー の み の 耳 だ と 、 ど う ポ ボリ ゴン 頂点 の 移動 で 変形 ご せ て も 耳 を 伏 は た り 、 こ ちら に 向け 
る よう な 立体 的 な 動き ぎ 付け が 不可 能 だ か ら で す ( 図 2)。 


信 図 2 : 分 割 す る こと で 表現 力 が アッ プ 


cHAPTER 08 より 高度 な モデ リン グ を 追求 する 


これ は 胸 の 部 品 に も 同じ こと が 言え ます 。 洗濯 板 に 描か れ た 胸 の 繧 を どう 調整 し て も 胸 の 起伏 は 表現 
で きま せん 。 例 えば | 体 の 回 転 メ ] パラ メー タ で は 胴 を ひね っ た 時 に 胴 に 対し て 高低 差 (前 後 差 ) の ある 
胸 の 部 品 が 胴 より も 左右 に 動き 、 胸 に よっ て 腕 や 胴 の 隠れ る 場所 が 変わ っ て 初め て 立体 感 を 認識 で きま 
す ( 図 3、4)。 


今 図 3 : 「 体 の 回 転 X」 バ ラメ ー タ が 「 一 30」 の 時 全 図 4 : 「 体 の 回 転 X」 バ ラメ ー タ が 「 十 30」 の 時 


で す の で 、 解 説 用 の 簡易 モデ ル と は いえ 、 胸 だ け は 別 部 品 に し まし た 。 革 者 の 場合 、 立 体 的 に 動か す た 
め に 高低 差 の ある 部 品 は 極力 別 レ イヤ ー に 分 割 する 方 針 で す 。 こ れ は PSD デ ー タ を 作る 作業 が た い へ ん 
に な り ま す が 、Modeler 上 で 立体 的 な 動き を 付け る 時 に は 楽 で きま す 。 

高低 差 に よっ て 部 品 が 分 か れ て いれ ば 、Modeler 上 で の 作業 は ほぼ 多重 スク ロー ル (手前 側 の 部 品 ほ 
ど 大 きく 移動 で ご せる) だ け で 済み 、 無 理 な 変形 を させ る 必要 が な く な り ま す 。 

PSD フ ァイル を 作る 際 に 、 レイヤー の 分 割 基 準 に 悩ん だ 時 は 、 高 低 差 (前 後 差 ) と 、 ど うい うつ パラ メー タ 
の 動き を させ る か を 意識 する と よい で し ょ っ 。 

Free 版 で も 描画 オブ ジェ クト 数 (画素 が きち ん と つなが っ て いる 場合 PSD の レイ ヤー 数 に 相当 ) の 上 限 
は 100 ま で と 、 比 較 的 余裕 が あり ます の で 、 健 者 と し て は 迷っ た ら な る べく 分 割 す る 方 針 を お すす めし ま 
す 。 


髪 の 房 の 分 割 

筆者 の 場合 、 髪 の 房 ご と に レイ ヤー を 分 け 
て し まう ほど 、 執 撤 に 部 品 を 分 割 し ます 。 
その 分 PSD デ ー タ を 作る の が 大 変 に な り ま 
す が 、Modeler 上 で 動か す 時 に 立体 感 を 出 


す の が 楽に な り ま す 。 表 現し た い 内 容 や イ 
ラス ト に よっ て 分 割 数 は 変わ っ て くる と 思 
いま す が 、 明らか に 前 後 差 が 大 きく は っ き 
り 分 か れ た 髪 の 房 は 、 分 割 す る こと を お す 
すめ し ます ( 図 5)。 


まとめ s レイ ヤー の 分 割 基 準 に 悩ん だ 時 は 、PSD フ ァイル を 作る 際 、 高 低 差 (前 後 差 ) と パラ メー タ の 動か し 方 を 意 
識 し て くだ さい 。 

s PSD デ ー タ を 細か く 分 割 す る と 作る の が 大 変 で す が 、Modeler 上 で 動か す 時 に 立体 感 を 出す の が 楽に な り 
ます 。 


SAIMPLE 6 LESSON 03 茅 剛 before 募 risuko.cmox、 usako.cmox、 三 | risuko.psd、usako.psd 


FE 匠 正面 向き の イラ スト と 斜め 向き の イラ スト に つい て | 要 」 


基本 的 に 真正 面 を 向い た イラ スト の ほうが 圧倒 的 に モデ ル を 作り や 
すい で す 。 本 書 で は 解説 用 に あえ て 斜め 向き の イラ スト が あり ます 。 
絆 め 向 ざ の イラ スト を 動か す に は 、 大 きく 分 け て 2 つ 方 針 が あり ます 。 
1 つ 目 は 、 左 右 反転 し た 下 絆 を 用意 し て それ を 元 に 反対 側 の 角度 の キー 
フォ ー ム を 作り 、 補 間 に よ っ て 中 間 の 0 度 を 作る 方 法 で す ( 図 1)。 

Live2D 公式 本 の 初音 ミク の モデ ル が その よう に し て 作ら れ 解 説 さ 
れ て いま す (公式 サイ ト か ら サ ンプ ル モ デ ル の ダウ ン ロ ー ド も で き 
る )。 

も つう 1 つ は 、 元 イラ スト の 綱 め 向き の 状態 を 0O 度 と し て 、 そ こ を 基準 
に 左右 に 動か す 方 法 で す 。 本 書 の 収録 モデ ル で は うさ ぎ と リス の 女 の 
子 を その よう に モデ リン グ し て いま す 。 お 好み の 方 法 を 選択 し て くだ 
さい 。 律 者 は 、 本 書 の 女の子 ら 人 は | 普段 か ら 主 人 公 に 対し て 終 め に 対 


時 する 性 格 で わる 」 と 解釈 し て 鋼 め を 基準 に 動か し まし た ( 図 2 て 4)。 。 加 1. た pmsU た を 和 四 し 
て 参考 に する 


今 図 2 : 「 角 度 X」 パラ メー タ が 「 一 30」、 信 図 3 : 「 角 度 X」 バ パラ メー タ が 「0」、「 体 信 図 4 : [角度 X」 バ パラ メー タ が 「 十 30」、 


「 体 の 回 転 X」 バ パラ メー タ が 「 一 10」 の 時 の 回 転 X] バ ラメ ー タ が 「0] の 時 「 体 の 回 転 X]」 バ パラメータ が 「+10」 の 時 


* 真正 面 を ん 向い た イラ スト の ほう が モデ ル を 作り や すい で す 。 


CHAPTER 08 
LESSON 


04 | ジ ト 目 を 作成 する コツ 


この LESSON で は ジ ト 目 を 作成 する コツ に つい て 解説 し ます 。 
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SAMPLE 軸 LESSON 04 葉 庫 before 茂 詩 | usako.cmox、| 詩 | usako.psd 


ント 目 と 週 剰 バラ メー タ 


うさ ぎの 女の子 モデ ル の イラ スト は ジ ト 目 で す 。 こ れ は 解説 用 に 敢えて 目 の 見 開き 具合 に バリ エー ショ 
ン を 作っ て も らい まし た 。 普 段 が ジ ト 目 の 女 の 子 の 目 の 開 閉 バ ラメ ー タ は どう すべ き で し ょ うか ? 

目 の 開閉 バラ メー タ は 0 が 閉じ 目 、1 が 開き 目 で ある こと が 推奨 され て いま す 。 そ れ で は 、 ジ ト 目 の 場合 、 
10.50」~「0.75] く らい を 元 イ ラス ト の ジ ト 目 の 状 態 に し て 、 人 並み に 目 を 開い た 状態 を 11.00] に すべ き 
で し ょ うか 。 そ れ も 1 つ の 方 法 で す が 、 筆 者 と し て は 「1.00]」 を その キャ ラク ター に と っ て の 普段 の 開き 目 03 
状態 に ける こと を お すす めし ます 。 理由 こし て は 、 他 の キャ ラク ター の モー ショ ン フ ァイル を 使い 回 す 
時 に その まま 流用 で きる か ら で す 。 「0.50] 


TO7S| 守 妥 下 目 と いう ご と に し で し ま 
_ 、 生 度 Y ゅ ーー 一 @ の ーー ャ ーー 人 生 を 用 NN 
うと 、 モ ーション を 流用 する た びに いち い 7 」& | 所 | 反転 | 届 半 | 裕 更 | \ 
, Ma MD 諾 日 間隔 ' 
ち 値 を 調整 し な いと いけ な く な っ て し ま 諾 月 誠 - la 05 


称 


いま す 。 そ の よう な 面倒 を 避け る た め に RN ) ーーーーーーーーー コ 月 
も 、 そ の キャ ラク ター に と っ て の 平常 時 を 人 図 1:「 左 目 開閉] バラ メー タ が 「1.00」 の 時 に 普段 の 開き 目 状態 に する 
「1.00] に する こと を お すす めし ます ( 図 1)。 に 

公式 サン プル の Epsilon モ デル を Modeler で 開い て みて くだ さい 。 目 の 開閉 パラ メー タ の デフ ォ ル ト 
値 は 「1.00] で す が 、 上 限 が 「1.50] ま で 用 意 さ れ て いる こと に 気付 く は ず で す 。 

スラ イダ を 「1.50」 まで 動か し て くだ さい 。 大 きく 目 が 見 開く は ず で す 。 こ れ は その キャ ラク ター に と 
っ て の 平常 時 が 「1.00」 の 開き 具合 で 、 | 1.50] だ と 過剰 に 目 を 開い た 状態 だ と いう こと で す 。 

驚 く よ う な 演出 の 時 の 効果 を 発揮 する で し ょ う 。 こ の よう な 動き が ほし いと 思う 方 は 、 ぜ ひ 参 考 に し 
て 付け る こと を お すす めし ます 。 よ り 表 情 の 幅 が 広がり ます 。 

この よう な 過剰 な 値 に な る パラ メー タ の 付け 方 は 、 他 の パラ メー タ に も 応用 が 利く か も し れ ま せん 。 
例え ば 、 口 の 開閉 も 同じ く 「 1.00」 で 開く よう に 推奨 され て いま す が 、 過 剰 に 開く 演出 用 に | 1.50」 まで 設 
け で も よい で し ょ う 。 

呼吸 パラ メー タ も 同様 に 普段 の 呼吸 は | 1.00」 で 過剰 な 呼吸 を させ る 必要 が ある な ら 「1.50」 や |2.00」 10 
まで 作っ て も よい で し ょ う 。 標準 パラ メー タ の 推奨 値 は 遵守 し つつ 、 上 限 や 下限 を 超え た 過剰 パラ メー 
タ を 必要 に 応じ て 作っ て お く と 、 表 現 の 幅 が ぐっ と 広がる こと で し ょ う 。 


11 


・ ジ ト 目 の キャ ラク ター の 場合 、 「1.00]」 を その キャ ラク ター に と っ て の 普段 の 開き 目 状態 に し て お く と 、 他 の 
キャ ラク ター の モー ショ ン フ ァイル を 使い 回 す 時 に その まま 流用 で きま す 。 12 


221 


ちょ っ と し た 工夫 に な り ま す が 、 目 が 閉じ る 動き に 合わ せ て 目玉 (黒目 ) と バイ ライ ト を わずか に 下げ 
て いま す 。 こ れ は TV アニ メ に よく 見 られ る 表現 手法 で す ( 図 1)。 


今 図 1 : ま が ぶた の 下がる 動き に 合わ せ て 微妙 に 下げ る 


筆者 と し て は 個人 的 に この ほう が 自然 に 見 えて 好み な の で 下げ て いま す 。 も し 、 実 施す る 場合 は バラ 
メー タ の 関連 付け に 注意 し て くだ さい 。 同一 オブ ジェ クト (描画 オブ ジェ クト or デフ ォ ー マ ) に 複数 の 
パラ メー タ を 関連 付け る と 組み 合わ せ パ ター ン を 作る の が 面倒 に な り ま す 。 

例え ば 、 す で に 「 目玉 X」、 | 目玉 Y] パラ メー タ が 関連 付い た 目玉 用 の デフ ォ ー マ に 「 目 の 開閉 」 パラ メ 
ー タ も 関連 付け て し まう と 管理 が 燃 雑 に な っ て し まい ます 。 目玉 の 描画 オブ ジェ クト に ( 他 に 何 も パ ラ 
メー タ を 関連 付け な いな ら ) 直接 関連 付け る か 、 も し く は 目玉 の 開閉 用 に 新た に デフ ォ ー マ を 設け た ほう 
が よい で し ょ う 。 ハ イラ イト も 同様 で す 。 


・ 目 が 閉じ る 動き に 合わ せ 、 目 玉 (黒目 ) と ハイ ライ ト を わす か に 下げ る こと で 、 よ り 自 然 な 印象 を 写 え ます 。 


CHAPTER 08 


rsow | 独自 パラ メー タ 、 温 待 を 
06 | 作成 する コッ 


この LESSON で は 独自 バラ メー タ 、 漫 符 を 作成 する コツ に つい て 解説 し ます 。 
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SAMPLE 還 還 LESSON 06 萌 還 胃 before 葉 三 nekoko.cmox、| 詩 nekoko.psd 


\ ラ メー タ 、 温 人 符 に つい て 


標準 で あら か じ め 用 意 さ ご れ た パラ メー タ の み で 作っ て も よい の で す が 、 独 目 の バ パラ メータ を 作る と よ 
り い っ そう 表現 の 幅 が 広がり ます 。 本書 の サン プル で あれ ば 、 獣 耳 の 女の子 が 3 人 いま す の で 、 耳 や し っ 


02 
ぼ は 動か し て みた いと ころ で す 。 
た だ し 、FREE 版 で す と パラ メー タ 数 の 上 限 30 に すぐ に 達し て 追加 する の が 難し く な り ま す ( 図 1)。 
03 
© FREE 販 で 追加 で さる パフ メー タ 数 の 制限 30 個 を 超え て い 土 す 。 
現在 30 個 の バフ メー タ が 使用 され て いよ す - 04 
パラ メータ を 追加 する に は 、 既 存 の パラ メ - タ を 削除 し て さい 
| 05 
念 図 1 : FREE 版 の パラ メー タ 上 限 数 
標準 パラ メー タ な ら モ ーション の 使い 回 し を 考え る と 極力 推奨 され る 動き ぎ 付け を し た ほう が よい の で 06 


す が 、 独 自 パ ラメ ー タ の 場合 は 自身 で 管理 し や すい よう に 自由 に 作り まし ょ う 。 耳 の パラ メー タ 例 で す 
が 、 左 石 個別 に 制御 し た いな ら 別 々 に し て も よい で し ょ う ( 図 2)。 


ct owl Tm ER TENSION 


mt] ーー 


胡 拉 れ 稚 | あー 9 % 10 
塁 揺れ 後 ーーー ター * 
_ ーーー ぐー 一 @ 
リー = 
耳 テ ンション る $& &-| 11 
日 スナ ッ プ ショ ッ ト | 記憶 cl 2 表示 倍率 50 % | 拡大 | 縮小 | | 全体 | 中 心 | 原寸 | [ ?10.00 . -410.00 ] 


信 図 2 : 「 耳 テン ショ ン 」 バ パラ メー タ 例 


12 
他 に ほし い バ パラ メー タ と し て は 、 瞳 孔 を 拡 縮 さ せ た り 、 縦 長 の 獲 目 に 変化 させ た り と 、Live2D は アイ デ 


ア 次 第 で 何で も 可能 で す 。 で び 、 読者 の 方 も 面白 い / トラ メー タ を 考え て みて くだ さい 。 
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恋愛 ゲー ム な ら 目 を 潤 ま せる よう な パラ メー タ が あっ て も よい か も し れ ま せん 。 目 の ハ イラ イト が 振 
動 す る と 目 が 潤 ん だ よう な 表現 に な り ま す (解説 用 の 簡易 モデ ル で は 、 目 の ハイ ライ ト と 目玉 を 分 離し て 
いな い の で 動か せな い )。 好み の TV アニ メ な どの 動き を 参考 に する と よい で し ょ っ う 。 

|「 目 の ハイ ライ ト X」、「 目 の ハイ ライ ト Y」 の よう な パラ メー タ を 作っ て 振動 させ て も よい の で す が 、 
Animator 上 で 細か く 振 動 さ せる に は 綺麗 の 指定 が 面倒 で す 。 例 えば 図 3 の よう な パラ メー タ 設 計 は どう 
に FT 


| 体 の 回 転 Z 
吐喝 

_ 難 地 れ 前 

回 揺れ 模 

役 捧 れ 第 a 
右 原 


それ ぞ れ の キー フォ ー ム で 目 の ハ イラ イト を ラン ダム な 位置 に し て いま す 。 あ まり 大 きく 動か さす ず 、 
ほぼ 同じ 位置 に し た ほう が 綺麗 で す 。 

これ な ら Animator 上 で パラ メー タ の 端 か ら 端 まで 往復 させ る だ け で 振動 ご ばら れる の で 簡単 で す 。 
ー 例 に 過ぎ ませ ん が 、 も っ と よい アイ デア が あれ ば 、 別 の 方 法 で も か まい ませ ん 。 いろ いろ と 考え て みて 
くだ さい 。 


・ 独自 の パラ メー タ を 作る と 、 表現 の 幅 が 広がり ます 。 
・ 標 準 バ ラメ ー タ で あれ ば 、 極 力 推奨 され る 動き 付け を し た ほう が モー ショ ン を 使い 回 せま す 。 


hh、 SAMPLE 6 LESSON 07 茅 gO before 金 nekoko.cmox、 nekoko.psd 


ーー ーー ー ーー 1 


より よい 動き を 求め て 


念 図 1: 笑顔 の 変形 例 


も ちろ ん 、 口 の 両端 の 口角 を 上 げ る 変形 が 正解 で す 。 中 央 が 下がる の は お か し いで す 。 わ か っ て いて 、 
意図 的 に そう いう 表情 を 作り た い の な ら か まい ませ ん 。 
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これ は ほん の 一 例 で す が 、 繧 心 や 人 体 構造 へ の 理解 が 走り な いと 、 こ うい っ た 類 の ミス を 起こ し や す 
く な り ま す 。 こ れ は も うっ Live2D の 知識 と いう より は 、 完全 に 絵 の 知 識 に な り ま す 。 で す の で 、 す で に 絵 
を 描け る 方 が Live2D の モデ リン グ を 担当 する 分 に は 問題 あり ませ ん 。 し か し 絵心 の あま りな い 方 が モデ 
リン グ す る に は 、 繧 に 対す る 知識 が 必要 不可 欠 に な っ て きま す 。 絵 で 食べ て いけ る ほど で は な い に せ よ 、 
モデ リン グ す る 方 自身 が 最低 限度 の 繧 を 描く 能力 が ある こと が 望ま し いで す 。 理想 を 言え ば 、 絵 を 描い 
た 方 自身 が 直接 モデ リン グ す る の が 一 番 で す が 、 現実 的 に は 分 業 作業 に な る ケー ス が 多い と 思い ます 。 
モデ リン グ す る 人 は 繧 に 関す る 知識 を 十分 に 深め て お きま し ょ う 。 


絵 が 描け な い 方 向け に 推薦 図書 
ここ で 基本 的 な 繧 が 描け な い 方 向け に 推薦 図書 を 挙げ て お きま す 。 


・【 マ ン ガ 】 ヒロ マサ の お 絵かき 講座 < 顔 の 描き 方 編 > (廣済堂 マン ガ 工 房 刊 ) 
・【 マ ン ガ 】 ヒロ マサ の お 絵描き 講座 く < 体 の 描き 方 編 > (廣済堂 マン ガ 工 房 刊 ) 


すでに ある 程度 の 絵 が 描け る 方 に と っ て は 不要 な 基礎 的 な 内 容 で す が 、 初心 者 向け に わか りや すく 噛み 砕い て 論理 
的 に 説明 し て あり ます 。 特に 終 め 向き の 顔 、 体 に 関す る 考察 と 分 析 が 秀 多 で す 。 角 度 X、 角 度 Y、 体 の 回 転 X な どの 
糸 め に 向き を 変え る 時 の 変形 法則 が 曖昧 な 方 に こっ て は 必携 の 書 で す 。 値 段 も それ ぞ れ 1000 円 前 後 と 安く 、 手 頃 
な 大 き さ で 読み や すい の で 、 常 に 手元 に 置い に お きた い 本 で す 。Live2D で モデ リン グ を 担当 する 方 に は 強く 推薦 
し て お きま す 。 


テン ブ プレート 機能 、 量 産 化 、 ユ ー ザ ー モ デル 


テン プレ ー ト 機能 を 使え ば 、 面 倒せ デフォー マ の 組み 立て や パラ メー タ の 設定 を 半自動 で 行っ て も ら 
えま す 。 た だ し 、 ど うし て も 修正 作業 が 発生 し 、 い ちか ら モ デリ ング で きる 知識 が な いと 修正 作業 は か な 
り 難 し いも の に な り ま す (本 書 の モデ リン グ に 関す る LESSON を 乗り 切っ た 読者 の 方 に は 容易 な 作業 に 
な っ て いる は ず )。 

あら か じ め 用 意 さ れ た テン プレ ー ト モデ ル を 使う こと も で きま す が 、 ユー ザー 自身 が 作っ つた モデ ル を 
テン プレ ー ト と し て 使う こと も で きま す 。 例え ば 、 | 獣 耳 、 し っ ぽ の 動く キャ ラ が 大 量 に 出 て くる ゲー ム 
を 作り た い 」 と いっ た ユー ザー 自身 が よく 作る モデ ル の デフ ォ ー マ 構造 や の パラ メー タ の パタ ー ン が ある 
の な ら 、 お お い に 効 果 を 発揮 する で し ょ う 。 


・ Live2D は アイ デア 次 第 で さま ざま な 表現 が で きま す 。 自 由 な 発想 で 新しい 表現 を 追求 し まし ょ う 。 
* 立体 的 に 動か し た い 場 合 は 、 前 後 差 の 大 きい 部 品 を 分 割 し まし ょ う 。 
* 絵心 が な いと モデ リン グ 作 業 は 難し いで す 。 絵 に 対す る 知識 を 深め まし ょ う 。 


この CHAPTER で は PSD デ ー タ を 作る 際 の 注意 点 や 効率 的 な 作り 方 に つい て 解説 し ます 。 


し Ss 


Live2D で も っ と も 多く の 時 間 が か か る パー ト に な り ま す の で 、 効 率 の よい 作業 方 法 を 解 
説 し ます 。 


CHAPTER 09 


sson | PSD フ ァイル に 
0 ] | 求め られ る 仕様 


ここ で は PED が ファ イル の デー タ 形 式 に つい て 解説 し ます 。 


SAMPLE 還 還 LESSON 01 葉 還 胃 before 婦 詩 nekoko.psd 
ワ 
フ 
ア 
りり 生 和 PSD フ ァイル に つい て 
に 
に カラ ー プ ロフ ァイル 
= イン ポー ト 時 の PSD フ ァイル の カラ ー プ ロフ ァイル は sRGB で ある 必要 が あり ます 。 CMYK な ど 他 の カラ 
る ー プ ロフ ァイル を 使用 し て いる と 、Modeler に 読み 込ん だ 時 に 意図 し な い 色 に 変わ る 可能 性 が あり ます 。 
は 各 ペ イン ト ソ フト の 操作 方 法 に 従っ て カラ ー プ ロフ ァイル を 確認 し て 、 も し 違っ て いた ら sRGB に 変換 す 
る 必要 が あり ます 。 
ビク セル サイ ズ 


縦横 の ピク セル 数 に 特に 制限 は あり ませ ん が 、1,000 一 1500 ビ クセ ル 程 度 が 望ま し いと され て いま す 。 
本 書 で は 奈 裕 を 持っ て 2.048 メ 2.048 で 作成 し て いま す 。 最 終 的 な ゲー ム の 画面 で 表示 する ビク セル 数 
を 考え て 決め まし よう 。 


レイ ヤー 名 
イン ポー ト さ れ た 時 の 指 画 オブ ジェ クト 名 に な り ま す の で 、 適 当 な 名 前 を 付け て いる と 後 で 面倒 に な 
り ま す 。 名 前 だ け で どこ の 部 品 な の か わか る よう に 命名 し て お いて くだ さい 。 


レイ ヤー モー ド 
通常 モー ド の み で す 。 乗算 や オー バー レイ な どの 特殊 な レイ ヤー モー ド は 意図 し な い 結 果 に な る の で 
注意 し て くだ さい 。 


レイ ヤー の 表示 、 非 表示 

レイ ヤー を 非 表 示 に し て いる と イン ポート 時 に 無視 され ます の で 、 必 ず 表 示 状 態 に し て お いて くだ さ 
い 。 特 に 表情 差分 バリ エー ショ ン な ど で 部 品 の すり 替え 技 を 使っ 時 用 の デー タ を 非 表示 に し た まま イン 
ポー ト し て し まう と いう 週 ち を 行い が ち で す 。 必要 な レイ ヤー は 必ず 表示 状態 に し て お いて くだ さい 。 


不透明 度 
必ず 10096 に し て お いて くだ さい 、。 不 透明 度 が 5096 な ど に な っ て いて も 10096 で イン ポー ト さ れ て し 
まい ます 。 
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類 紅 の 濃 さ 

類 紅 の レイ ヤー を 作る 時 に 注意 し て くだ さい 。 恋愛 ゲ ー ム 風 に 言え ば 、 好 感度 MAX で 、 類 が すべ て 深まっ た 状態 を 
不透明 度 10096 の レイ ヤー で 作っ て お いて くだ さい 。 

Modeler 側 で 平常 時 の 類 を 不透明 度 0 て 509% 程 度 に 抑え 、 「 照れ ] の パラ メー タ が 上 が っ た 時 に 不透明 度 を 上 げ ま 
す ( 図 1)。 平常 時 の 類 紅 の 濃 さ で PSD の レイ ヤー を 作っ て し まう 過ち は 非常 に 発生 し や すい の で 、 特 に イラ スト レ 
ー タ ー の 方 に 発注 する 時 は 注意 し て くだ さい 。 


バーツ | ' 
デフォ ー マ | 類 の 昌 面 [ 顔 ] 
ID DFSD.28 
名 前 堅 れ 


早 れ 
の la 


tw 骨 
| 垢 の 9 面 【 顔 ] 
DPSD.28 


オオ だ | 
| 4 ラメ ー な 
に 込み ポラ ルー 2 秋 定 | ) | 


価 リ スト | 


全 図 1 : 照れ パラ メー タ で 描画 オブ ジェ クト の 不透明 度 を 調整 


= 吉里 国 ・PSD の カラ ー プ ロフ ァイル は sRGB 形 式 で す (CMYK は 不可 )。 
・ レ イヤ ー モ ー ド は 必ず [通常 モー ド ]」 に し て くだ さい 。 
・ レ イヤ ー の 不透明 度 は 必ず 10096 に し て くだ さい 。 


も A SAMPLE LESSON 02 茂 回 before 萌 nekoko.psd 


( ゆ y 包 陣 部 品 ご と に 統合 する に は 


原則 的 に 1 部 品 1 レ イヤ ー で す の で 、 一 般 的 な 塗り 方 を し て いる 場合 、 線 画 と 塗り の レイ ヤー を 部 品 ご 
と に 統合 する 必要 が あり ます 。 多 くの一 般 的 な 絵 の 作り 方 の 場合 、 線 画 は 絵 全体 で 、1 レ イヤ ー ほ ご ど で 済 
ます ケー ス が 多い で す 。Live2D 用 の PSD フ ァイル で は 、 部 品 ご と に 線画 を 分 ける 必要 が 生じ ます の で 、 
注意 し て くだ さい 。 


クリ ッ ピ ング マス ク 
クリ ッ ピ ング マス ク は 、 結 合 し て お いて くだ さい 。 


レイ ヤー マス ク 
レイ ヤー マス ク が 残っ て いる 場合 は 、「 レイ ヤー マ ス ク を 適用 ] で ひと まとめ に し て お いて くだ さい 。 


ゆ y 党 湖 レイ ヤー( 部 品 ) の 分 割方 針 に つい て 


「 動か す な ら 分 ける 」 こと が 基本 で す 。 逆 に 言え ば 、 動 か さ な い 場所 に つい て は 分 ける 必要 が あり ませ 
ん 。 極端 な 話 、 まばたき を させ る 必要 が な いな ら 目 の 部 品 を 細か く 分 ける 必要 は あり ませ ん 。 目 を 1 つの 
部 品 で 作り 、 途 中 まで 変形 で 潰し て 、 閉 じ た 目 の パー ツ に すり 替え る と いつ 方法 も あり ます 。 も し 目玉 を 
動か さ な い な ら 、 絵 柄 次 第 で そう いう 手段 も 使え ます 。 本書 で は な る べく 一 般 性 の 高い モデ リン グ 方 法 
を 解説 し まし た が 、 動 か す 気 の な い 人 箇所 は 細か く 分 ける 必要 は あり ませ ん 。 ど こ に どれ だ け こ だ わる か 
に よっ て 分 割方 針 は 大 きく 変わ っ て きま す 。Animator や Modeler を 扱う CHAPTER で 実際 に 作業 され た 
読者 の 方 な ら 、 | ここ は も っ と 細か く 動 か し た か っ た 」「 ここ は 自分 の ゲー ム な ら 動 か す 必 要 は な いな 」 と 
いう こと が 、 あ る 程度 見 えて きた こと で し ょ う 。 


02-3 OAD7 apIRY< 


同一 レイ ヤー で あっ て も 画素 的 に 分 離し て いれ ば 、 別 描画 オブジェ クト 扱い と し て イン ポー ト さ ざれ ま 
す 。 左右 が 存在 する 部 品 は 「 右 白目 ]、 「 左 白目 」 と レイ ヤー の 段階 で 別々 に 分 け て し まっ た ほう が よい で 
す ( 図 1)。 


cHAPTER 09 PSD デ ー タ を 作成 する コツ 


左右 の 白目 を 「 白 目 」 レイ ヤー に 両方 描い て イン ボー ト す る と 、 同 名 の 「 白 目 」 描画 オブ ジェ クト が 2 つ 
存在 し て ( 図 2)、 名 前 変更 作業 が 面倒 に な り ま す 。 同 一 レイ ヤー 内 に 左右 の 要素 を 含め る と 、PSD イ ン ポ 
ー ト 時 に テク スチ ャ の 面積 を 無駄 に 専有 し ます 。 左右 の 要素 が ある も の は 基本 的 に 別 レ イヤ ー で 作っ て 
お いて くだ さい 。 ま た 、 左 右 を 非常 に 間違え や すい の で レイ ヤー の 命名 に は 気 を 付け て くだ さい 。 キ ャ 
ラク ター 目 身 か ら 見 て 、 左 右 に な り ま す 。 


| ry OS | 
1MM 馬 通常 | 
トロ "中 関 は 


ーー | 
中 | 


ブ 


ーー ー ーーー 


^ 図 1 : 同一 レイ ャ ヤー 内 に 左右 の 要素 を 描い た 例 (画素 が 繋が っ て いな い ) 


| < デ フォー マ > 
に * 抽 画 オプ ジ ェ ウ トッ 
| 等 | 験 (DUyP ッ J で 下 要 ? 


。 図 2 : Modeler 上 で は 別 描画 オブ ジェ クト と し て イン ポー ト 


部 品 ご と に レイ ヤー の 統 台 作業 を する 


Photoshop 用 スク リプ ト 「 Live2D_Preprocess」 

自動 的 に 面倒 は レイ ヤー の 結合 作業 を し て くれ る スク リプ ト を ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 グ ルー プ 、 レ 
イヤ ー マ ス ク 、 ク リッ ピン グマ スク の 結合 を 自動 で 実行 し ます 。 グ ルー プ 名 の 先頭 に | * ] を 付け る と 結 
合 さ れ ま せん の で 、 線 画 と 塗り の よう に 結合 し た いも の は 通常 の グル ー プ 名 に 、 結 合 し た く な い 分 類 、 整 
理 用 の グル ー プ 名 な ど は 「* 頭 部 ] | * 胴 部 ] な どの よう に 命名 する と よい で し ょ う 。 

詳し く は 次 の URL を 参照 くだ さい 


* Live2D_Preprocess 
http://sites.cybernoids.jp/cubism2/tools/jsx 


Photoshop 以 外 の ペイ ント ソフ ト を お 使い の 方 は 、 レイヤー 統合 の ショ ー ト カッ トキ ー を 覚え て お く 
だ け で も 作業 時 間 を 減少 ざさ せる こと が で きま す 。 Photoshop 用 の スク リプ ト が 使え な い 環境 で も レイ ヤ 
ー グ ルー プ (レイ ヤー フォ ル ダ ) の 命名 は 同じ よう に 「「*」』 が 先頭 に の め る フォ ル ダ は 統合 し な い 」 と 統一 
し て お く と 、 大 量 の 統合 作業 に よる ミス を 防止 で を ます 。 ま た 、Photoshop を 持っ て いる 作業 者 に 作業 
を ふり や すく な り ま すし 、 将 来 Photoshop を 購入 する こと に な っ た 時 に も 便利 で す 。 同 じ 命 名 規則 で 
PSD デ ー タ を 作る こと を お すす めし ます 。 


[CIP STUDIO PAINT」 で の 作業 例 

筆者 の CLIP STUDIO PAINT で の 作業 例 を 示し て お きま す 。 ま すず 、Photoshop 用 スク リプ ト と 同じ 命名 
規則 で レイ ヤー フォ ル ダ を 作り ます 。PSD デ ー タ が 完成 し た ら 、 | *」 が 先頭 に な か い レ イヤ ー フ ォ ル ダ を 
選択 し て 、 右 クリ ッ ク し ( 図 3①)、 [G] キー で 選択 中 の レイ ヤー フォ ル ダ が 統合 され ます ②③⑬。 こ れ を レ 
イヤ ー フ ォ ル ダ の 数 (部 品 の 数 ) だ け 繰 り 返 し ます 。 


レ | 圭 レ ィ ャ ー| の 内 Ez ニー| 恭 a - - ー ーー 本 芸 し イィ ャ マー| 内 EAN =| 蘭 し 
イ 選択 中 の レイ ヤー を 結合 (GC) 通常 ャ | CUE 
ヤ ロン si Me 
た s| ko 縮 
る WW 
。 100% 通常 
ッ 回 - ーー mn 
_ 1m% 通 束 ー + 
W Lg 4 日 関 人 租 部 関 人 
、 9W 富 通 常 
| | 5 
= _。 HOO 上 % 通常 
ィ | テ > 朋 E 遇 人 


念 図 3 : CLIP STUDIO PAINT で の 統合 作業 例 


も ちろ ん 、 右 クリ ッ ク で は な く 、「 選択 レイ ヤー を 結合 ] に 設定 し て ある ショ ー ト カッ トキ ー を 直接 押し 
て も か が まい ませ ん 。 こ の 部 品 ご と の 統合 作業 は 、 地 味 に 面倒 な 作業 に な り ま す の で 、 間 ペイ ント ソフ ト に 
お いて 、 や りや すい 方 法 を 模索 し て くだ さい 。 


統合 作業 前 に 行う こと 
統合 作業 前 に 必ず 統合 前 の PSD デ ー タ を 別名 で 保存 し て お きま し よう 。 非常 に ミス の 発生 し や すい 作業 に な り ま 
す の で 、 慎重 に デー タ を チェ ッ ク し て くだ さい 。 


ゆ y 重 光 キャ ン バ ハス が か ら レ イヤ ー を 直接 選択 する 講義 


CLIP STUDIO PAINT の 例 に な り ま す 修 師 キ 設定 
が 、 [Ctrl] + [Shift] キー を 押し な が ら 共通 の 府 定 (C) ブッ ウー 池 科 
キャ ン バ ス 上 の 描画 部 分 を クリ ッ ク す e) ツール の 恩 畠 恒 の 設 坪 1) 出力 地理 : 直接 搬 画 
入力 邊 理 。 ブラ 


る と 、 レ イヤ ー を 直接 選択 で きま す ( 図 

4~6)。 な お SAI で は 、 同 様 の 操作 で | 8 ol st AN sooee 02 が 0 
aa Ctrl | ツー 中 を 一 時 雪 更 w | 語 定 オブ ジェ カト 

レイ ヤー の 選択 S 移動 、Photoshop で ーー 


は [Ctrl] + [Alt] キー を 押し な が ら 右 CAIE | ブラ シ サ イズ を 楼 矢 | 計 
クリ ッ ク し て 、 レ イヤ ー を 選択 で きま ME ツル 補 豚 失 i 


す 。 Sihift+ A 革 通 ャ || 訟 直 


会 図 4 : CLIP STUDIO PAINT で 修飾 キー を 設定 


cHAPTER 09 PSD デ ー タ を 作成 する コツ 


人 通 員 


1 央 操 通 帯 
に テイ 


Li 


4 


IF3IE 
人 図 5 : [Ctrl] + [Shift] キー を 押し な が ら 髪 の 塗り を 直接 クリ ッ ク 全 図 6 : 該当 レイ ヤー が 選択 され る 


Live2D 用 の PSD デ ー タ は 膨大 な レイ ヤー 数 を 管理 する 必要 が あり ます 。 最 終 的 な 部 品数 が 30 前 後 で 
あっ て も 、 線 と 塗り で 分 け て ある だ け で 60 前 後 、 作 画 中 は 100 を 超え る レイ ヤー の 管理 も 珍し く あ り ま せ 
ん 。 こ れ は 、 目 当て の レイ ヤー を 膨大 な レイ ヤー フォ ル ダ (レイ ヤー グル ー プ ) の 階層 の 中 か ら 掘 り 起こ 
し て 選択 する だ け で も た い へ ん な 重労働 に な り ま す 。 作 業 効率 が 格段 に 変わ り ま す の で 、 必 ず 覚 えて お 
いて くだ さい 。 誤っ て レイ ヤー の 移動 を させ な いよ うに 注意 し まし ょ う 。 


・ 1 レイ ヤー が 1 つの 部 品 が 基本 で す 。 
* 左右 の パー ツ は 別々 の レイ ヤー に 描い て くだ さい 。 
インポ ー ト し た い レ イヤ ー は 必ず 「 表 示 」 に し て くだ さい 。 


CHAPTER 09 


ressov | REL 
03 ek 


ここ で は 部品 ご と に 作成 する 隊 の 注意 点 に つい て 解説 し ます 。 


SAMPLE な し 


た 通 防 部 品 ご と に 作成 する 際 に 注意 する こと 


顔 ベ ペー ス ( 顔 の 輪郭 ) を 作成 する 時 の 注意 点 
頭頂 部 の 主 線 は 何 か の 拍子 に 見 えて し まっ て も 大 丈夫 な よう に 消し て お く と より 良い で し ょ う 。 前 髪 
の 分 け 目 が 深い キャ ラク ター な ど は 、 特 に 消去 し て お いた ほう が 望ま し いで す ( 図 1)。 


部 
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全 図 1 : 頭頂 部 の 主 線 を 消し た 例 


髪 の 形 に 治っ た ギザ ギザ の 隣 を 作る 時 は 、 顔 ベー ス と は 分 離し て PSD の レイ ヤー を 作っ て お いて くだ 
さい ( 図 2)。 髪 が 揺れ た 時 に 隣 だ け 固定 され て いる と 不 上 自然 に な り ま す 。 
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目 を 作成 する 時 の 注意 点 

Modeler の クリ ッ ピ ング マス ク を 使う か どう か で 、 部 品 は 若干 変わ っ て きま す 。 ク リッ ピン グマ スク 
を 使う の で あれ ば 、 目 を 塞ぐ た め の 肌 色 の まぶた 部 品 が 不要 に な り ま す 。 

復 維 な 形状 の まつ 毛 は 適度 に 分 割 し て お く こ と を お すす めし ます 。 目 を 開閉 させ る 変形 と 、 ま つ 毛 の 
と が っ た 形状 の 両立 が 難し く な り ま す 。 

味 の りり の よう な 黒く て 太い 四角 の 単純 な まつ 毛 な ら 問 題 あ わり ま せん が 、 少 女 漫画 の よう に ビン ピン に 
は ね た まつ 毛 を 作成 する 場合 、 特 に 問題 に な りや すい で す 。 は ね て いる 部 分 や 横 ま つ 毛 、 下 まつ 毛 が 存 
在 す る 場合 は 、 分 割 し て お いた ほう が よい で し ょ う 。 


鼻 を 作成 する 時 の 注意 点 

鼻筋 が な い ほ う 動 か し や すい で す 。 最近 の 絵柄 の 流行 と し て は 、 企 筋 は 描か ず 、 鼻 下 の 陰 の み を 描く か 、 
ほぼ 点 で 描か れる こと が 多い の で 、 問題 な いこ と が 多い の で す が 、 鼻筋 を し っ か り 描 く 画 風 の 絵 は 注意 し 
て くだ さい 。 

鼻 の 穴 を し っ か り 描 く 画 風 や 鼻 の 陸 を 描く 画風 も 要 注 意 で す 。| 角度 X」| 角度 Y] パ ラメ ー タ で ご どう い 
つ 変 形 を させ る の か を 想定 し て 、 分 割 で きる 箇所 は 分 割 し て お いた ほう が 変形 時 に 困ら な いで 済み ます 。 


口 を 作成 する 時 の 注意 点 

口 は 目 と 構造 的 に も 作り 方 的 に も 似通っ て いる の で す が 、 ク リッ ピン グマ スク は 使わ な い ケ ー ス が 多 
いで す 。 理由 と し て は 、 目 と 違っ て まつ 毛 の よう な 太い 線 が 存在 せ ず 、 口 の 中 を 潰し て も 唇 の 細い 線 の 下 
に 隠す の が 難し いと いう こと が あり ます 。 

で す の で 、 旧 来 の 目 の 作り 方 と 同様 、 口 の 中 を 塞ぐ た め の 肌 色 の パー ツ か が 必要 に な り ま す 。 上唇 の 線 
と 塞ぐ た め の 肌 色 領 域 、 下 辱 の 線 と 塞ぐ た め の 肌 色 領 域 、 口 の 中 、 ( 唇 の ハイ ライ ト 、 歯 ) な ど が 代表 的 な 
指 男 オブ ジェ クト に な り ま す 。 開閉 や 笑顔 の 変形 を させ る こと を 想定 し て 作っ て お く 必 要 が あり ます 。 

また 、 漫 画 的 表現 で よく ある 唇 の 線 が 途中 で 途切れ る よう な 表現 は 、 開 閉 の 変形 を 考え る と 、 実 際 に 途 
切れ させ て し まう より も 、 上 に 肌色 の 部 品 を 乗せ て 途切れ させ た ほう が 作成 し や すい で す 。 


愛 を 作成 する 時 の 注意 点 

前 髪 、 横 髪 (も みあ げ )、 後 ろ 髪 で 分 割 さ せる の が 一 般 的 で す 。 で す が 、 角 度 X、 角 度 Y、 角 度 Z で 動か す 
時 を 想定 し て 、 髪 型 に よっ て 柔軟 に 分 割方 法 を 変え る よう に し て くだ さい 。 

前 後 差 の 大 きい 髪 の 房 な ど ある 程度 、 髪 の 房 や 塊 ご と に 分 割 し た ほう が 、 動 か す 時 に 簡単 に か り ます 。 
その 分 、 塗 り を 足し た り 、 レ イヤ ー を 分 けた りす る 作業 が 大 変 に は り ま す の で 、 ご どういう 動き を させ る の 
か 、 よ く 検 討 し て か ら 分 割 し て くだ さい 。 


部 分 的 に 半 透 明 に 透過 し た 部 品 を 作成 する 時 の 注意 点 

描画 オブ ジェ クト に は アル ファ 情報 を 持た せる こと が 可能 で す 。 その た め 、 部 分 的 に 半 透 明 に な っ た 
部 品 を 作っ て さま ざま な 表現 が 可能 で す 。 

髪 先 に 行く ほど 透 山 さ せ て 目 に 掛か っ て も 目 が 見 える よう に する こと や ( 図 3、4)、 透 けた 服 ・ ガ ラス ・ 
水 ・ 幽 圭 の 下半身 な ど を 作成 する 時 な ど 、 ア イデ ア 次 第 で 何で も 可能 で す 。 


斉 rirrrdBn 器 


BUCIIITA こ EEIO)N 


本 Na こい 
今 図 3 : 毛 先 を 透過 させ た 例 


目 に か か っ た 上 髪 

アニ メ 絵 的 な 表現 と し て 、 目 より も 描画 順 が 下 の 前 髪 を 作る こと は 、 目 を 
塞ぐ 肌色 の ま 点 た 部 品 と の 兼ね 合い で 難し か っ た の で す が 、Live2D の ク 
リッ ピン グマ スク 機能 が 登場 し た こと に より 、 容 易 に 実現 で きる よう に な 
り ま し た 。 塞ぐ た め の ま ぶた 部 品 が 必要 な い の で 、 描 画 順 に 頭 を 悩ま す 
こと な く 、 前 髪 の 描 画 順 を 目 よ り 下 に する だ け で 実現 で きま す ( 図 5)。 


ノン クラ 


全 図 5 : 前 髪 の 描画 順 を 目 よ り 下 に し た 例 


そば か が す 、 類 の 綱 線 な どの 点 群 を 作成 する 時 の 注意 点 

PSD 上 で 同一 レイ ヤー 内 に 描画 し て あっ て も 、 ビ ピク セル が つなが っ て いな いと 別 描 画 オ ブ ジ ェクト と 
し て イン ボ ポート さ れ て し まい ます 。 そ ば か が か す の よう に 大 量 の 点 が いち いち 全部 、 別 の 描画 オブ ジェ クト 
と し て イン ポー ト さ れ て し まう と 非常 に 燃 雑 で す 。 描画 オ ブ ジ ェクト の 上 限 数 に も 引 つ か か る 可能 性 が 
あり ます 。 解決 方 法 は 大 きく 分 け て 2 つ あ り ま す 。 

1 つ 目 は ビク セル で 繋げ て し まう 方 法 で す 。 下地 (そば か す の 場 合 顔 の 肌色 ) な ど で 塗 っ て ビク セル を 
完全 に つない で し まい ます ( 図 6)。 顔 の 部 品 が まっ た く 同 じ 肌 色 な ら 、 顔 の 部 品 上 で 動か す 限 り 何 の 問題 
も あり ませ ん 。 


全 図 6 : 下地 の 塗り で 点 群 の ビク セル を つなげ る 例 
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も う 1 つ の 方 法 は 、 一 旦 複 数 の 描画 オブ ジェ クト と し て その まま イン ポ ボート し 、1 つ を 残し て 他 を すべ 
て 削除 ( 図 7、8)、 ポ ボ ポリゴン の 編集 で すべ て の 点 群 を 含め る よう に ポリ ゴン を 打ち 直す と いう 方 法 で す ( 図 
9、10)。 


パー の 評定 四 貞 ー り 評定 


白く 衝 画 オプ ジェ クト > 


- | 定 | 博 負 
[ 回 寺 


念 図 10 : 完成 


全 図 9 : すべ て 囲 お よう に ポリ ゴン を 打ち 直す 


筆者 は 効率 よく 行う た め に 、 前 者 の あら か じ め ビ ピク セル を つなげ る 方 法 で 済ま せ て いま す 。 


まとめ ・ PSD の クリ ッ ピ ング マス ク や レイ ヤー マス ク は イン ポー ト 時 に は 残さ す 適用 し て くだ さい 。 


* 指 画 オブ ジェ クト に は アル ファ 情報 を 持た せら れる の で 、 部 分 的 に 半 透 明 に な っ た 部 品 を 作り 、 い ろ い ろ な 
表現 が で きま す 。 


パ 、 SAIMPLE 6 LESSON 04 茅 | before 萌 nekoko.psd 


北 押 参 腕 を 動か す 時 の 注意 点 


本 書 で は 解説 の た め に な か は 無理矢理 に イラ スト を 動か し て いま す が 、 基 本 的 に PSD の 段階 で 動か す 
こと を 想定 し て 描い て お いて くだ さい 。 

元 の 描画 オブジェ クト か ら の 大 き 過 ぎる 変形 は どう し て も 無理 が 生じ ます 。 上 腕 、 下 腕 で 分 け て も よ 
いで す が 、 場 合 に よっ て は 、 肘 用 に 扇 型 の 描画 オブ ジェ クト を 別途 用 意 し て も よい で し ょ う 。 そ うす れ ば 、 
元 の 形状 か ら の 変形 量 を 抽 えら れ 、 比 較 的 無理 の な い 変 形 が 可能 に な り ま す 。 絵 の 分 割方 法 は 、 扱 う 絵 
や 用 途 に よっ て 柔軟 に 変更 する よう に し まし よう 。 


= 語 記 謗 の す 予 定 を 事前 に イラ スト レー タ と 相談 する 


腕 を 回 転 で 大 きく 動か す と 、 ラ イ テ ィ ング に こだわ る 画風 の 繧 の 場合 、 陰 や 光 の 方 向 が 絵描き の 方 の 意図 に そぐわ な 
く な っ て し まう 恐れ が あり ます 。 あら か じ め ど の よう に 動か す 計 画 な の か 、 イ ラス トレ ー タ と 相談 し て お きま し ょ う 。 


ペイ ント ソフ ト 上 の メッ シュ 変形 で 簡易 テス ト す る 
大 抵 の ペイ ント ソフ ト に は メッ シュ で 変形 させ る 機能 が 
あり ます 。 あ ら か じ め メ ッシュ 変形 や レイ ヤー の 移動 、 
回 転 な ど を 使っ て 、 イ メー ジ し て いる 動き が 変形 で 実現 
で きる か どう か シミ ュ レ ー ト し て お く こ と を お すす めし 
ます ( 図 1)。 も ちろ ん 、 腕 以外 の 検討 に も 有効 で す 。 


今 図 1 : CLIP STUDIO PAINT 上 で メッ シュ 変形 の テス ト 


* 動か し た い 部 分 、 前後 差 の 大 きい 部 分 は 分 割 す る の が 基本 で す 。 


CHAPTER 09 


cn | レイ ヤー の 境界 効果 を 利用 
05 | し て PSD デ ー タ を 作成 する 


レイ ヤー の 境界 効果 を 使っ た PSD デ ー タ の 作り 万 を 解説 し ます 。 


60 d ヨ ldVHD う 


SAMPLE な し 


た 通 及 PSD の 作成 作業 を 効率 化す る 


大 変 な PSD 作 成 作業 を 少し で も 楽に する 方 法 の 1 つ を 解説 し ます 。 
CLIP STUDIO PAINT で の 操作 例 に な り ま す が 、 人 他 の ペイ ント ソフ ト で 
も 同等 の 機能 が あれ ば 可能 で す 。 まず 、 四 角 や 椿 円 の 選択 ツー ル で 塗 
り 潰 し ます ( 図 1)。 


レイ ヤー プロ バテ ィ か ら 境 界 効果 を クリ ッ ク し ます ( 図 2)。 淵 の 色 
を 設定 し ます ( 図 3 う )。 す る と 自動 生成 され ます ( 図 4) 


念 図 2 : 境界 効果 


フチ を 生成 で きた ら 、 メ ッシュ 変形 ツー ル で 好き な 形 に 変形 ご 
せま す 。 こ こ で は 顔 の ベー ス を 作っ て いま す ( 図 5)。 


NH RR NR | 
ド 


画 画 癌 _ ミ ミ - 古 画 還 語 語 』 + s ER 
中 剛 本 砂 西原 責 硬 原 天下 舞 胡 大 包 天目 原本 本 応 上 
、 紗 大 郁 中 原生 陣 叫 碑 所 筐 還 
EE Pt で a a 
a 


念 図 5 : メッ シュ 変形 ツー ル で 変形 
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ブラ シ で 塗り 定 し た り ( 図 6)、 消 し ゴム で 消し た りす る と 、 動 的 に フチ の 輪郭 線 が 生成 され ます 。 ま た 、 
線 の 太 さ や 色 を レイ ヤー プロ バ パティ か が から いつでも 変更 可能 で す ( 図 /)。 


今 図 6 : ブラ シ で の 塗り 足し 信 図 7 : 線 の 太 さ の 変更 


ポッ プ な 絵本 な ら そ の まま 使っ て も 結構 で すし 、 こ れ を 下 描 き に 普通 の レイ ヤー に ラス タラ イズ し て 
独自 の タッ チ を 加え て も よい で し ょ う 。 

線画 レイ ヤー と 塗り レイ ヤー を 分 ける 必要 が な い の で 、 素 早く お お ま か に 全体 を 作る 時 に 重宝 し ます 。 
1 つの 方 法 と し て 覚え て お く と 、 役 立つ 場面 が か 出 て くる か も し れ ま せん 。 

注意 点 と し て 、Modeler に その まま イン ポー ト は で きま せん の で 、 最 終 的 に は 必ず 通常 レイ ヤー に ラス 
タラ イズ し て お いて くだ さい 。 


・ CLIP STUDIO PAINT を 利用 すれ ば 、 手 軽 に 全体 像 を 作る こと が で きま す 。 
・ キャ ン バ ス か ら 直 接 レ イヤ ー を 選択 する ショ ー ト カッ ト を 覚え て お く と 便利 で す 。 


区 


この CHAPTER で UM ジョ ー カ ー ス クリ プ ト を 使っ て 基本 的 な ノベル & ア ド ベ ンチ 


リー ウロ ー ム の 作り 方 の 5 流れ れ を 学び ます 。 
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図 1 の ペー ジ か ら ジ ョ ー カ ー ス クリ プ ト を ダウ ン ロ ー ド し ます ( 図 1)。 


Unity 届 バル ゲー トム 研 作 キッ ト 。 Iphone・Ancireld アプ リ 住 対 刻 。 
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サン ブル ゲー バム | 使い 万 チュ ー ト リア ル タッ グリ ファ レン ス プラグ イシ 


ジョ ー カ ー ス クリ ブ ト ダウ ン ロ ー ド 


静 舌 日 : 201 名 2 は 0 
融和 郊 了 由 は Unay5.3.0 ば が 必要 で す 


ジョ ー カ ー ス クリプト ver 0.4.1 を ダウ ワン ロー ド す る クリ サル 
『 ン ボー ト | 場合 F を 確認 し て 下さ ! 
イィ ニニ ホ に 実 販 する と きき に 確 婦 する ごと 


Unity 5.3.00 ダ ウン ロー ド バ ペー ジム 


【 更 新 直 歴 】 


Ver0.0.x ど Ver 0.2.x の 間 に 百 換 性 は 品 り ませ ん の で ご 注 門 くだ さい 


必ず ジョ ー カ ー ス ネス クリ ブ ト の バー ジョ ン と Unww の バー ジョン を 対応 する も の で 揃え て 下さ い 、。 


告発 者 


今 図 1: ジョ ー カ ー ス クリ プ ト の ダウ ン ロ ー ド 
TN http://jokerscript.jp/home/download 


cHAPTER 10 Unity と ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で ノベル アドベンチャー ゲー ム を 作る 


PrOIeCtS 


新規 プロ ジェ クト を 
作成 する 


Unity を 起動 し [NEW] 
を クリ ッ ク し て ( 図 2)、 新 
規 プ ロジ ェクト を 作成 し 
ます 。 

プロ ジェ クト 名 を 入力 し 
て ( 図 3①)、 保 存 場所 を 
指定 し ます ②。[2D] を 
選択 し ます ③。[Create 
Project] ボタ ン を クリ ッ 
ク し ます ④。 な お 「3D]」 
と 「2D」 は 後 か ら エ ディ 
タ 上 で も 変更 可能 で す 。 


信 図 2 : 「NEW」 を クリ ッ ク 


Projects 


Joker_Fractice 


@⑥ クリ ッ ク に 回 
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信 図 3 : プロ ジェ クト を 設定 


JOKER.unitypackage を イン ポー ト す る 
ダウ ン ロ ー ド し て お いた ジョ ー カ ー ス クリ プ ト 内 に あ = ; 
る 「JOKER.unitypackage]」 を ダブ ルク リッ ク し て イン Aa: JOKER.unitypackage 
ポー ト し ます ( 図 4)。 


ダブ ルク リッ ク 


バッ ケー ジ を イン ポー ト す る 
すべ て に チェ ッ ク が 入っ て いる こと を 確 
認 し て [Import] ボタ ン を クリ ッ ク し ま 
す ( 図 5)。 
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シー ン フ ァイル の 名 前 を 確認 する 

[Project] ビュ ー 内 の 「Assets」 っ 「JOKER_GAME」 っ 「Scenes」 フォ ル ダ 内 に 「Player] と いう 名 前 の Unity 
ロゴ の アイ コン の シー ン フ ァイル が あり ます ( 図 6①D)。 そ れ を ダブ ルク リッ ク す る こと で その シー ン を 読 
み 込 み ま す 。 ウィンドウ 上 部 に 現在 読み 込ま れ て いる シー ン 名 が 表示 され ます の で 、 「Playerunity」 に な 
っ て いる こと を 確認 し て くだ さい ②。 プ ロジ ェクト 作成 時 に 「3D」 を 選ん で し まっ た 場合 、 メニュー か ら 
[Editl③…[Project settings]④ー [Editor]⑤ を 選択 し て 、[Inspector] ピュ ー で [DafaultBehaviourMode」 
を 「2D] に 変更 し て くだ さい ⑯。 


Default Behavior Mode etwork Emulatian 
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今 図 6 ・ 現在 の シー ン 名 Snap Settings... 
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サン プル ゲー ム を 再生 する 

[Game] ビュ ー の 下 に アス ペク ト 比 を 変更 す 箇所 が あり ます 。「 Free Aspect」 の まま だ と 画面 が 切れ る 
場合 が ある の で 、「 169」 や 「4:3] な ど を 必要 
に 応じ て 選択 し て くだ さい ( 図 7① )。 画面 上 
部 中 央 の [実行 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さ 
い ②。 ゲ ー ム が 再生 され ます ③⑬③。「Playerunity」 
シー ン が 読み 込 
まれ た 状態 だ 
と ど 。 ジョ ー の カー 
メタ リプ ト の イ 
ン ポ ボー ト 時 に 作 
られ た サン ブル 
ゲー ム が 再生 さ 
れ ま す 。 


ST AR 


る 2 図 7 : サン ブル ゲー ム の 再生 


区 参 Unity の シー ン フ ァイル と シナ リオ ファ イル に つい て 


Unity で は 通常 | シー ン 」 と いう 単位 で 場面 の 切り 替え を 管理 し ます 。 例 えば 、「 タイ トル 画面 シー ン 」、 
| ステ ー ジ 1 シーン 」、 | エン ディ ング シー ン 」 な ど 、 場 面 に 応じ て シー ン フ ァイル を 読み 込ま せる の が 一 般 
的 で す 。 た だ し 、 ジ ョ ー カ ー ス クリ プ ト で は Unity の 知識 な し で も 、 ノ ベル ゲー ム を 制作 で きる よう に 作 
られ て いま す の で 、Unity の シー ン フ ァイル を 意識 する 必要 は あり ませ ん 。Unity 上 で は 「Playerunity」 シ 
ー ン の み を 使っ つこ と に な り ま す 。 

ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で は 基本 的 に この サン プル ゲー ム の シナ リオ ファ イル (.txt) を 書き 抱え て 改造 
する こと で ゲー ム を 作っ て いき ます 。 です ので 、Unity の 知識 は プロ ジェ クト 作成 や 再生 、 最 終 ビ ルド な 
ど 、 必 要 最 低 限 の み で 済み ます 。 


s ジョ ー カ ー ス クリ プ ト は シナ リオ ファ イル (.txt) を 書き 換え て ゲー ム を 作っ て いき ます 。 
・ Unity 上 で は 「Player.unity」 シ ー ン の み を 使い ます 。 


| プラグ イン 一 覧 


Live2D プ ラグ イン 


Unity で 「Joker_Practice」 プロ っ 
ジェ クト を 開 寺 ます 。 ジ ョ ー カ ハハ Q PE 
ー ス クリ プ ト 用 の Live2D プ ラグ 
イシ ( 図 1) の UL で ダウ シン ロー 
ド し ます 。 


級 ら こと が 出来 る プラ ダイン で すず す 。 


ジョ ー カ カース ユダ リプ ト で Live2D を 障 叶 


Le2D の ゲー デュ 


atp.okerscripjP'dGwmilcaplugms mve2d for poker_ plugin_ C31.zmp — A A Ae 


信 図 1 : Live2D プ ラグ イン を ダウ ン ロ ー ド 
TT http://jokerscript.jp/plugins/ 


Live2D 用 プラ グイ ン を イン ボー ト す る 前 に 以下 の 2 つ フ ァイル を Unity の プロ ジェ クト 上 か ら 削 除 し て 
か ら 、 イ ン ポ ポート し て くだ さい 。 こ の 時 、 一 時 的 に Unity 上 に エラ ー 表 示 が 出 ま す が 、 気 に する 必要 は あ 
り ま せん 。 


* [JOKER」「Scripts」 っ > 「Novell] > 「Components]」 フォ ル ダ 内 の Live2dComponent 
* [JOKER」 っ 「Scripts」>「Novel] っ 「ObjectSset] フォ ル ダ 内 に Live2dObject 
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[JOKER」 一 「Scripts」 っ Novel| Components] フォ ル ダ 内 の 「Live2dComponent」 を 選択 し て ( 図 
2)、 右 クリ ッ ク し ( 図 3①)、 [Delete] を 選択 し ます ②。[Delete selected asset/] ダイ アロ グ で [Delete] 
ボタ ン を クリ ッ ク し て ( 図 4)、 削 除 し ます 。 

[Live2dObject」 ( 図 5) も 同様 に 削除 し ます 。 


今 図 5 : Live2dObject 


プラ グイ ン フ ァイル を イン ポー ト す る 
手順 2 で 削除 し た 2 つの ファ イル は 最初 か ら りら ジョー カー スク 
リプ ト に 含ま れ て お り 、 イ ン ポ ー ト し て 置き 換え る 必要 が あ 
り ま す 。2 つ の ファ イル を 削除 し た ら 、Live2D 用 プラ グイ ン 
の ファ イル 「Live2d_for_joker_plugin_031.unitypackage]」 
を ダブ ルク リッ ク し て ( 図 6)、 イ ン ポ ボー ト し ます ( 図 7)。 


live2d_for_joker_pluqin_031 + live2d for joker plugin 031 + 
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ダブ ルク リッ ク lemal 
今 図 7 : [Import Unity Package] ダイ アロ グ か 


全 図 6 : Live2D 用 ブラ グイ ン を ダブ ルク リッ ク ら イ ン ポ ー ト 


cHApTER10 Unity と ジョ ヨーカ ー ス クリ プ ト で ノベル アド ベン チャ ー ゲ ー ム を 作る 


W ア 太 参 CubiSm SDK を イン ポー ト す る 


Live2D の サイ ト か ら Cubism SDK を ダウ ン ロ ー ド する 
Live2D の サイ ト か ら Cubism SDK を 入手 し ます 。 利 用 規約 に 同意 し た 上 で Unity 用 の SDK を ダウ ン ロ ー 
ド し て くだ さい ( 図 8)。 


中 LiveeD 2D と よる 立体 表 提 LiveaD」 


ka Live2D と は | 導入 実 貫 製品 / サ ービス 品 Live2D を 学ぶ ダウ ン ロ ー ギ 


製品 ・ サ ービス 


Cubism SDK (ゲー ム ・ ア プリ 了 開発 者 、 バブ リッ シャ ー 向 け ミ ドル ワウ エア) 


Cubism SDK 


1 も と デル マル チチ プ ラット フォ ー ム 。 
Le2D キモ デル を メス マー トコ フォ ン や ゲー ム 林 で リデル ダイ ム に コン トド トロール.。 


全 図 8 : 開発 用 SDK を ダウ ン ロ ー ド 
http://Www.live2d.com/products/cubism_sdk Gs 


Live2DUnity.dlIl フ ァイル を イン ポー ト す る 
解 束 し た フォ ル ダ の 中 の 「lib] フォ ル ダ 内 に ある Live2DUnitydll フ ァイル を Unity の [プロ ジェ クト ] ビュ 
ー の 「JOKER_GAME」 一 「live2d」 |Resources] フォ ル ダ 内 に ドラ ッ グ & ド ロッ プ し て 追加 し ます ( 図 


9)。 07 


画 Project Live2D_5DK_Unity 2.1.00 1p + HB 


い フ ォ ル ダー 08 
名 前 


| る | Live2DUnity,dl 


[ ドラ ッ グ & ド ロッ プ 


信 図 9 : Live2DUnity.dIIl を ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ し て イン ポー ト 
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Cubism Unity SDK 2.1 以 降 を 利用 し て いる 場合 は 「Resources」 フォ ル ダ も イ 
ン ポ ー ト する 

Cubism Unity SDK 2.1 以 降 を 利用 する 場合 は 「 Resources] フォ ル ダ も Live2DUnity.dll と 同じ 場所 に ド 
ラッ グ & ド ロッ プ し て くだ さい ( 図 10)。 

| Resources] フォ ル ダ 内 に 「 Resources] フォ ル ダ を 置く こと に な る の で 、 階 層 を 間違え な いよ うに 注意 
し て くだ さい 。 


Live2D_SDK_Uniy_2.1.00_1 jp » ly 


lh ョ mode Llwe2DUnl 


証 国 ドラ ッ グ & ド ロッ プ 


信 図 10 : 「Resources」 フォルダ を ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ し て イン ポー ト 


ア 将 参 LiveED プ ラグ イン と Cubism SDK に つい て 


ジョ ー カ ー ス クリ ブ ト に つい て 

ジョ ー カ ー ス クリ プ ト は 、 あ ら ゆ る 環境 で 動作 する ノベル ゲー ム エ ン ジン で す 。「Windows ア プリ ケ 
ーション 」「iOS ア プリ 」「Android ア プリ 」「 ブ ラウ ザ ゲ ー ム 」「 ホ ー ム ペー ジ 埋 め 込 み 」 [各種 携帯 ゲー ム 機 ] 
[据え 置き 機 」 な ど 数 多く の な 配布 方 法 が 用 意 さ ご れ て いま す 

KAG3/ 吉 里 吉 里 と の 高い 親和 性 を 持っ て お り 、KAG/ 吉 里 吉 里 と よく 似 た スク リプ ト を 採用 し て いま す 

Unity の 知識 が な く て も 、 簡 単 な ス クリ プ ト を 組み 合わ せる だ け で ゲー ム が 作成 で きま す 。Unity の 高 
度 な 表現 と 組み 合わ せ て 、 利 用 する こと も 可能 で す 。 


Cubism SDK に つい て 

Cubism SDK は 、Live2D で 作成 し た グラ フィ ッ ク フ ァイル を Unity な どの ゲー ム 開 発 環境 で 利用 する た 
め の ツ ー ル で す 。Unity だ け で は な く 、iOS や Android な どの ネイ ティ ブ ア プ リ 、PS Vita と いっ た 汎用 機 
な ご ど に も 対応 し て いま す 。 


の Owl デ ー ブ テハ へ SU S 旬 HTC へ NMINI て 9 人 『 環 リ に ざー ボーロ 


* Unity と ジョ ー カ ー ス クリ プ ト を 連携 させ る に は 、Cubism SDK と ヒジョー カー スク リプ ト 用 Live2D プ ラグ 
イン を Unity に イン ボー ト す る 必要 が あり ます 。 


ジョー カース クリ プ ト 用 の Live2D プ ラグ イン が 用 意 さ れ て いま す 。 
・ Cubism SDK は 、Live2D で 作成 し た グラ フィ ッ ク フ ァイル を Unity な ど で 利 用 する ツー ル で す 。 


ZZ リプ 昌 足 : 
「Before」 フォ ル ダ の プロ ジェ クト フ 
ァイル に つい て 
Cubism SDK を 利用 し た プロ ジェ クト フ 
- ァイル は Live2D 社 の 規約 に より 配布 で き 
= ませ ん の で 、LESSON 02 で 作成 し た プロ 
ぎっ ーー ジェ クト を その まま 利用 し て くだ さい 。 
“ ピー 一 一 この LESSON か ら 始 め る 場合 は 、LESSON 
- ニニ 02 ま で の 手順 を 必ず 行っ て くだ さい 。 
Viewer の ダウ ン ロ ー ド サイ ト ( 皿 計 http://sites.cybernoids.jp/cubism2/tools/live2d-viewer ) か ら ダ ウン ロ 
ー ド し て 、 イ ンス トー ル し て くだ さい 。 な お Viewer の イン スト ー ル に は 「Adobe AIR」 が 必要 に な り ま す 
の で 、Adobe AIR の ダウ ン ロ ー ド サイ ト ( 男 計 https://get.adobe.com/jp/air/ ) か ら ダ ウン ロー ド し て イン ス 
ド 一 少し て くだ さい 
ョ 本 ジョ ン SDK2./Cubism2.1 EUCAD 
出し を 選択 する em | 非 表示 バー 統 書 出し 
》 クリ ッ ク 『 回 下 パ ーッ を 書き 出し 
CHAPTER 04 一 07 で 作成 し na R Case 
た nekokocmox の モデ ルフ 「 パー20 表 ホル ー プ を 続き 出し 
還 テウ スチ wi に 色 モ し 語 止 加 理 を 連用 する 
ァイル を Modeler で 開い て 、 PP WebGL 最 遂 
moc フ ァ イ ル 書 き 中 し を 選 ae R 朗 | モデ ル 府 定 2r イ リル (model soni を 書き 出す 
a 畔 HL Live2D Viewer TRK 上 _- 
択 し て くだ さい ( 図 1①~ ーー ター グッ ト 訟 | ーー ニー ニー ニー ニー 
®) | "oe ファ イル 書き 出し | ト ーー _ 
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今 図 1 : moc フ ァイル 書き 出し 


手動 で moc フ ァイル を 開く 


書き 出し 設定 時 に | 書き 出し 後に Live2D Viewer で 開く 」 に チェ ッ ク が 入っ て いた 場合 、Live2D Viewer が 


自動 で 立ち 上 が り moc フ ァ 
イル が 開き ます 。 手動 で 
Viewer を 立ち 上 げた 場合 
は 、moc フ ァイル を 該当 箇 
所 に ドラ ッ グ & ドロ ッ プ し 
て 開い て くだ さい ( 図 2)。 


Viewer で モデ ル を 表 
示す る 

moc フ ァイル が 開か れ て 
いれ ば 、 モ デル が 表示 され 
ます ( 図 3)。 モ デル を ドラ 
ッ グ すれ ば カー ソル の 方 向 
を 見 る 動き を を し ます 。 


| uvezp wewer トニー 上 | nekokn.256 
ファ イル ヘル プ | nekoko.512 
|。 nekoko.1024 
| | nekoko.256.rmodel.]son 


moc フ アァ アイル 婦 ドロ ッ プ し て くだ さい 


| | nekoko.512.model.1son 
。 i 


| = 
ドラ ッ グ & ド ロッ プ 


円 nckoko.moc 


信 図 2 : 手動 で moc フ ァイル を 開く 場合 
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信 図 3 : Viewer で モデ ル が 表示 され た 状態 


モー ショ ン フ ァイル を 用 意 す る 

Animator で 作っ て 書き 出し た モー ショ ン フ ァイル を 用 意 し ます 。 も し 用 意 で き て いな い 場 合 は 、 と りあ 
えす 公式 サン プル な どの モー ショ ン フ ァイル を リネ ー ム し て 流用 し て くだ さい 。 

moc フ ァイル と 同じ 階層 に |motions] フォ ナル ダ を 作っ て 、 そ の 中 に 必要 な だ け .mtnm フ ァイル を 入れ て お 


いて くだ さい ( 図 4①②)。 


cHAPTER 10 Unity と ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で ノベル アドベンチャー ゲー ム を 作る 


5 nekoko_idle_01.mtn 
Pr nekoko_idle_02.mtn 
上 


」」 nekoko.1024 = の 移動 
| ] nckoko.256.modcl.json 

| ] nekoko.512.model.json 

| ] nekoko.1024.model.json 

ト 問 neknkn_moc 


今 図 4 : モー ショ ン フ ァイル の 用 意 


「motions」 フォルダ 内 の .mtn フ ァイル を すべ て ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ する 

| motions」 フナ ル ダ 内 に モー ショ ン フ ァイル を 用 意 し て か ら 、 そ れ ら の モー ショ ン フ ァイル を すべ て 選 
択 し 、Viewer 内 に ドラ ッ グ & ド ロッ プ し て くだ さい ( 図 5①)。 Viewer 内 に | motions] ファ ル ダ が 作成 さ 
れ ま す (②。 


科 mekoko 回 Ia 01.mkn 
| ) neknko_kdie_n2.mtm 


信 図 5 : 「motions] フォ ル ダ 内 の .mtn フ ァイル を すべ て ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ 


モデ ル 設 定 用 の ファ イル を 書き 出す 

Viewer の メニ ュー か ら [プロ ジェ クト ] ( 図 6①) 一 [書き 出し ] を 選択 し て ②、 [モデ ル 設 定 フ ァイル (サン 
プル 用 )] を 選択 し ます ③。 表 示さ れ た ダイ アロ グ で [相対 パス で 指定 する ] に チェ ッ ク を 入れ て ( 図 7①)、 
[OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ②⑫。| 半角 英 数 字 キ ャ ラ 名 .modeljson] で moc フ ァイル の ある 場所 に モデ 
ル 設 定 フ ァイル を 書き 出し ます ( 図 8①②)。 
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念 図 6 : モデ ル 設 定 用 ファ イル の 書き 出し 
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ISON ファ イル 
1SON ファ イル 
Meor file 


ジ 
ヨ 
| 
1 の クリ ッ ク 
の 人 図 8 : Column モ デル 設定 ファ イル の 中 身 を 確認 
リ 
ト 《* メモ 帳 な ど で 内 容 を 新しい テキ スト ドキ ュ メ ント bt - i . 」。 motions 

確認 す る ファ イル XF) 編集 (E) 書式 (O) 表示 (V) ヘル プ (H) B nrknkn.256 

」 nekoko.512 
= NN ーー Bb ieknkn.1024 
nD メモ 帳 な どの テキ スト エ | nekoko.256.modal.json 
回 ディ タ 内 に 書き 出し た ドラッグ & ド ロッ プ 00eeiyee 
nekoko. modal 
モ json フ ァイル を メモ 帳 内 RI 
ル に ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ する 
を と ( 図 9)、 中 身 を 読む こと 
中 で きま す ( 図 10)。 エ ディ 
す タ が ドラ ッ グ & ド ロッ プ に 
る 対応 し て いな い 場 合 は 、 エ - 
。 yersion 1 
ディ タ の メ ーー が ら 直 ri xture 0 testures”" 
接 開 いて くだ さい 。 en :- “not ions/rnekcko_idle 01.mtn”], 


"file: neot iona/nelecka idle 02.mtn"}, 
ile : "motions/nekoko_idle 3.mtn~ 


He :・ mot ioreyrekoko_m 01. min 
"file”: “mot ions/nekoko 」 m 2 mtn 」。 


TU :"mot ions/rekoko m 03.mtn" 


ミ 刃 
ms 


念 図 10 : .json フ ァイル の 中 身 


03-2 に 0 Nb ee 


.moc フ ァイル と テク スチ ャ や .mtn フ ァイル の バス な ど Viewer 上 で 設定 し た 内 容 が 書か れ て いま す 。 
書き 出し た model.json フ ァイル を Viewer に ドラ ッ グ & ド ロッ プ す る と 、 設 定 し た 内 容 を 一 気 に 反 映し て 
読み 込む こと が で きま す 。Json フ ァイル は 文法 が 決ま っ て いま す の で 、 変更 し な いで くだ さい 。 


、* ジョ ー カ ー ス クリ プ ト 用 に Live2D モ デル を イン ボー ト し て 、Viewer で 表示 し ます 。 
* モデ ル 設 定 用 の ファ イル を 書き 出し ます 。 


[Before」 フォ オル ダ の プロ ジェ クト ファ イル に つい て 


Cubism SDK を 利用 し た プロ ジェ クト ファ イル は Live 2D 
社 の 規約 に より 配布 で を ませ ん の で 、LESSON 03 で 作成 


し た プロ ジェ クト を その まま 利用 し て くだ さい 。 こ の 
LESSON か ら 始 め る 場合 は 、LESSON 02 の 手順 を 必ず 行 
っ て か ら 、Joker_Practice.unitypackage を イン ボー ト し 
て くだ さい 。 


SAMPLE 軸 LEsSON 04 葉 廊 before 参 詩 |Joker_Practice.unitypackage、 | nekoko 


J「TiOtiots 


」 nekoko.2Z5b 
」 rekoko.512 


| 半角 英 数 字 キ ャ ラク ター 名 modeljson] ファ i 
イル や moc フ ァイル 、「motions」 フォ ル ダ な | ] nekoko.256.modcl.json 


i . | ] nekoko.512.model.1son 
ど が 和信 っ て いる フォ ル ダ 名 を .json フ ァイル の 
半角 英 数 字 キ ャ ラク ター 名 と 同じ に し ます ( 図 
1)。 


live2d_for_joker_plugin の |convert_tool] フォ 
ル ダ 内 に 「 live2d_to_unity,exe」 と いう ツー ル が 
あり ます 。OS に 応じ た も の を 使用 し て くだ さい 。 
Windows な ら 「win」 フォ ル ダ 内 の も の を ダブ ル 
クリ ッ ク し て 起動 し ます ( 図 2①②⑫)。 


| ] nekoko.1024.model.json 
= ト に nekokomoc 


i 
| _」 rekokomodeljson 。 || 


人 図 1 : .json フ ァイル の キャ ラク ター 名 に 合わ せ て 統一 


| 人 IS2d for _]oker_pluqin_031 + convert tool » win ょ | 


ライ ブラ リ に 追加 v 共有 マ 


名 前 「 
」 unity_data \、! た に = 
| ] .DS_Store 

€ Credits.html 

| fmpegsumo.dI 


| icudt.dll 
光 lbEGLdll | 
_ | libGLESv2.dIl | 
| 駐 live2d_to_unityrexe | 


| | nw.pak 


信 図 2 : live2d_to_unity ツ ー ル を 起動 


キャ ラク ター 名 の フォ ル 哲也 誠二 WE 
ダ を ツー ル 内 に ドラ ッ ツ | < Livgan To ONITY TODL 


S ド ロップ する 

さき ほど 作っ た json ファ イル が : 

入っ て いる キャ ラク ター 名 の フ | に 2 て SA 
ォ ル ダ を ツー ル 内 に ドラ ッ グ & [ 

ドロ ッ プ し ます ( 図 3)。 


信 図 3 : フチ オル ダ を ツー ル に ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ 


変換 で 生成 され た フォ ル ダ を 確認 する forvertioo ywin mdsto ynekoko 201622-175757 
ツー ル 内 の フォ ル ダ に 変換 され た フォ ル ダ が 生成 
され ます ( 図 4⑪②)。 


念 図 4 : 変換 で 生成 され た フォ ル ダ 


変換 で 生成 され た フォ ル ダ を [Project] ビュ ー 内 に 配置 する 
変換 で 生成 され た フォ ル ダ を [プロジ ェクト] ビュ ー の 「JOKER_GAME」 一 「live2d」 っ 「Resources」 フォ 
ル ダ 内 に ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ し て 配置 し ます ( 図 5)。 
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Convert_tool ト win } unity_data + nekoko_201622 175757 


OKER GAME » livezD » Resources » ラリ に 追加 * 共有 マ ャ 新しい フォ ル ダ ー 


Tv 」 nekoko 
ドラ ッ グ & ド ロッ プ 


今 図 5 : 変換 で 生成 され た フォ ル ダ を [プロジ ェクト] ビュ ー の 「JOKER_GAME」 一 「live2d」 一 「Resources] フォ ル ダ 内 に 移動 


cHAPTER 10 Unity と ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で ノベル アドベンチャー ゲー ム を 作る 


「Live2DModelPrefab」 を 
[Hierarchy] ビ ピュー 内 に ドラ 
ッ グ S ド ロッ プ す る 

配置 し た フォ ル ダ 内 に ある 「Live2D 
ModelPrefab] を [Hierarchy] ビュ ー 内 
に ドラ ッ グ & ドロ ッ プ し て くだ さい ( 図 
6)。 


「Live2DModelPrefab」 を キャ ラク ター 名 に 


リネ ー ム する 


[Hierarchy] ビ ピュー 内 に 同名 の 「 Live2DModelPrefab] と い 
う オ ブ ジ ェクト が 生成 され ます 。 そ の オブ ジェ クト 名 を 先 
ほど [Project] ビュ ー 内 に ドラ ッ グ & ドロ ッ プ し た 「 半角 英 
数 字 キ ャ ラ 名 」 の フォ ル ダ と 同じ 名 前 に リネ ー ム し て くだ さ 


い ( 図 7)。 


| 呈 HierarchY i 下 Scene 
| Greate ・| (Gral 1 | shadea 


EE 回 gm 
MainCamera 
UI_Camera 
Dirertinnal light 
MaskBlack 
JOKER_SETTING 

i Tall 

bk Wide 
Intscernpt 


ドラ ッ グ & ド ロッ プ 
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a shader 
今 図 6 : [Hierarchy] ビュ ー に Live2DModelPrefab を ドラ ッ グ S&S ドロップ 


FT Live2dModelPretab 
| | LiYgZDUrilLW 
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UI_Camera 
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今 図 7 : Live2DModelPrefab を キャ ラク ター 名 
に リネ ー ム 


[Inspector] ビ ピュー の Model Json を 設定 する 

[Hierarchy] ビュ ー 内 の リネ ー ム し た その オブ ジェ クト を 選択 状態 に する と 、 そ の オブ ジェ クト 自身 の 
[Inspector] ビュ ー が 表示 され ます 。 選択 され た オブ ジェ クト の 各種 設定 が で きま す 。[Inspector」 ビュ 
ー の Model Json に [Project] ビュ ー 内 の | 半角 英 数 字 キ ャ ラク ター 名 .modeljson] を ドラ ッ グ & ド ロッ プ 
し て 設定 し ます ( 図 8、9)。 フ ァイル 名 が わか り に くい 場合 は [Project] ビュ ー 右 下 の ス ライ ダ を 左端 に 移 
動 し て 表示 を 変え て くだ さい 。 
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念 図 8 : [Inspector] ビュ ー の Model Json に ファ イル を ドラ ッ グ & ドロップ 


ャ lc BA Simple adsl (seript) 
Script ' 
Nodel Json 


信 図 9 : [Inspector] ビュ ー の Model Json を 変更 


cHAPTER 10 Unity と ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で ノベル S&S アドベンチャー ゲー ム を 作る 


プレ ハフ 化す る 
[Hierarchy] ビュー 内 の キャ ラク ター 名 の オブ ジ 


ェクト を [Project] ビュ ー の 「JOKER_GAME」 っ 
「live2D」 っ 「Resources」 フォ ル ダ 内 に ドラ ッ グ & 
ドロ ッ プ する と プレ ハブ 化 さ れ ま す ( 図 10)。 


Cm で ドラッグ クミ ドロップ 了 


[Hierarchy] ビュ ー 内 に 残っ た オブ ジ 
ェクト を 削除 する 

プレ ハブ 化す れ ば 、 [Hierarchy] ビュ ー 内 の キャ 
ラク ター 名 の オブ ジェ クト は 不要 で す の で 、 削 除 
し て くだ さい ( 図 11①②)。 


ュー HierarchY 
MainCamera 
U1_ ビ amera 
Directional light 
MaskBlack 


今 図 11 : [Hierarchy] ビュ ー 内 に 残っ た オブ ジェ クト の 削除 


04-2 ルウ Aw4p)^rq 


プレ ハブ と は 同じ オブ ジェ クト を いく つも 実体 化す る た め の 鯛 焼き の 型 の よう な も の で す 。 こ の 型 に 
修正 を 加え れ ば 、 型 に よっ て 実体 化 さ れ た オブ ジェ クト に も 変更 が 反映 され ます 。 

[Project] ビュ ー 内 は シー ン に 配置 する た め の 材 料 置 き 場 、[Hierarchy] ビュ ー 内 は 実際 に その シー ン 
に 配置 され 実体 化し て いる オブ ジェ クト で す 。 

ジョ ー カ ー ス クリ プ ト を 使う 上 で は 、 こ れ ら は 意識 し て いな く て も ノベル ゲー ム を 作れ ます が 、 理 解 し 
て いれ ば 、 作 業 内 容 の 意味 を 把握 し や すく な り ま す 。 


・ Live2D to Unity ツ ー ル で Unity 用 の デー タ に 変換 し ます 。 
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『「Before」 フォ ル ダ の プロ ジェ クト ファ イル に つ | 
を 
Cubism SDK を 利用 し た プロ ジェ クト ファ イル は 
Live2D 社 の 規約 に より 配布 で きま せん の で 、 
LESSON 04 で 作成 し た プロ ジェ クト を その まま 利用 
し て くだ さい 。 こ の LESSON か ら 始 め る 場合 は 、 


* 
7 LESSON02 の 手順 を 必ず 行っ て か ら 、Joker_ 
ーー SA iLOAD = 5K 一 AUTO IOG x Practice.unitypackage を イン ボー ト し て くだ さい 。 


玉 | 


| | | 


TLET 
Lve2D モ デル を 吉 了 朱 し ます 。Liwe2D ゆ モー ショ ン を 両 仙 し ます 


LESSON 05 茅 | before 募 主 |Joker_Practice.unitypackage 


ジョ ー カ ー ス クリ プ ト に よる ノベル ゲー ム 制 作 で は 「JOKER_GAME] フォ ル ダ 内 を 修正 し ます 。 こ こ に 
シナ リオ や 画像 ファ イル な ご を 格納 し て いき ます 。 

| JOKER] フォ ル ダ と 間違え な いよ うに し て くだ さい 。 通常 、「JOKER] フォ ル ダ 内 は 修正 する こと は あり 
ませ ん 。 


「 [Project] ビュ ー の 「Resource」 っ 「novel」 っ 「data] フォ ル ダ 以 下 を 主 に 修正 し て いき ます 。 こ の 「data」 
フォ ル ダ を ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で は 「 プ ロジ ェクト フォ ル ダ 」 と 呼び ます 。 図 1①② は プロ ジェ クト フ 
ォ ル ダ の 概要 に な り ま す 。 
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図 1 : ジョ ヨー カー スク リプ ト の プロ ジェ クト フォ ル ダ 


cHAPTER 10 Unity と ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で ノベル S&S アドベンチャー ゲー ム を 作る 


ジョ ー カ ー ス クリ プ ト の プロ ジェ クト フォ ル ダ に つい て 


ここ で は ジョ ー カ ー ス クリ プ ト の プロ ジェ クト フォ ル ダ に つい て 解説 し ます ( 表 1)。 


ol d ヨ ldVHD う 


「bgm」 フォル ダ 
BGM 用 の 音楽 ファ イル を 入れ る フォ ル ダ で す 。 


「config] フォルダ 
ゲー ム 全 体 の 動作 に 関わ る 設定 ファ イル が 人 人 っ て いま す 。 


「images] フォルダ 
ゲー ム で 使用 する 画像 ファ イル を 入れ る フォ ル ダ で す 。 OM 


ママ 表 1: 「images」 フォ ル ダ 内 の 構成 

Sn 人 
background 育 景 画像 を 入れ る 「 
character キャ ラ 用 の 画像 を 入れ る 
image その 他 の 汎用 画像 を 入れ る 04 
system シス テム で 使用 する 画像 を 入れ る 


「prefab] フォルダ 
Unity で 使用 され る prefab フ ァイル が 入っ つた フォ ル ダ で す 。 特 に 修正 する 必要 は あり ませ ん 。 


「scenario]」 フォ ル ダ 
一 番 重要 な フォ ル ダ で す 。 こ の フォ ル ダ 内 の テキ スト ファ イル に ジョ ー カ ー ス クリ プ ト と 呼ば れる 独 
自 ス ダリ プ ト を 記述 し て プ ベ ル ダ ー ム を 作っ て いり い ) き ます 。 


「sd」 フォルダ 08 
3D オ ブ ジ ェクト を 扱う 場合 、 フ ァイル を 入れ ます 。 MMD 等 を 使用 し て 登場 させ た い 場 合 に 使い ます 。 


た 交 参 LiveBD モ デル と 文字 を 表示 する 


「wide」 フ ォ ル ダ 内 の scene1 フ ァイル を 確認 する 

1 】 プロ ジェ クト フォ ル ダ 内 の 「scenario] フォ ル ダ を 開い て くだ さい 。「tal」 と 「wide] と いう 2 つの フォ ル 
ダ が あり ます 。 「tal」 は 縦 理 の ゲー ム 、 | wide」 は 横型 の ゲー ム に な り ま す 。 こ こ で は オー ソ ド ッ クス に 
横型 の ゲー ム を 作り ます の で 「wide」 フォ ル ダ 内 を 修正 し ます 。 フ ォ ル ダ 内 に scene1 と いう ファ イル が 
ある は ず で す ( 図 2①②)。 
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⑪ クリ ッ ク 


全 図 2 : [wide」 フォ ル ダ 内 の scene1 ファ イル 


scene1 フ ァイル を 右 ク リッ ク し て [Show 
を In Explorer] (Mac OS の 場合 、Reveal 
in Finder) を 選択 する 
scene1 ファ イル を Unity 上 で ダブ ルク リッ ク し て 開い 
て し まう と Unity 用 の エディ タ が 立ち 上 が っ て し まい 
ます 。 こ の エディ タ は Unity や プロ グラ ミン グ の 知識 
が ある 程度 必要 に な る た め 、 別 の 使い 慣れ た エディ タ 
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を 使用 し て くだ さい 。 
scene1 ファ イル 上 で 右 ク リッ ク し て ( 図 3①)、 [show 5 
In Explorer」 (Mac OS の 場合 、Reveal in Finder) を 選 Open Ce Project 


Export withsettings 


択 し ます ②⑫。 フ ァイル が 存在 する 場所 の フォ ル ダ が 
⑨ 右 ク リッ ク 


Windows の エク スプ ロー ラー(MacOS の 場合 、 Re 
Finder) で 開 ざ ます の で 、 メ モ 帳 な ど 使 い 慣れ た テキ 今 図 3 : scene1 ファ イル を 右 ク リッ ク し て [Show In 
スト エディ タ を 使っ て 編集 し ます ( 図 4)。 Explorer] (Mac OS の 場合 、Reveal in Finder) を 選択 


信 図 4 : Windows に お ける フォ ル ダ の 表示 例 


scene1.txt を 開く 

3 scene1.txt を 開く と サン プル 用 の ゲー ムスク リプ ト が すでに 記述 べ れ て いま す 。 こ れ を すべ て 消去 し ま 
し ょ う 。 リ スト 1 の よう に スク リプ ト を 記述 し て くだ さい 。 

な お 「 :」 で 始ま る 行 は コメ ント 文 で あり 、 動 作 に は まっ た く 影 響 し ませ ん の で 、 メモ や 注釈 代わ り に 使用 


cHAPTER 10 Unity と ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で ノベル アド ベン チャ ー ゲ ー ム を 作る 


し ます 。 で す の で 、 一 字 一 句 同じ よう に 入力 する 必要 は あり ませ ん 。 
[と いう タグ は 数 字 の 1 で は な く 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 小 文字 の 「 エ ル 」 で す 。 


マリ スト 1 : scene1.txt 
練習 用 スク リプ ト フ ァイル 


: メ ッ セ ー ジ 表示 


[showmessade] 


共通 ライ ブラ リ 
: セ ー ブ ・ ロ ー ド バッ クロ グ な ど 基 本 的 な 機能 を 取り 込む 
[ca11 file=wide/system target=" *system setting buttons"] 


ゲー ム 作 成 で 便利 な マク ロ 集 

[ca11 file=wide/libs/utils] 

[text new name= SD Chara name layer=ui x="-168" y=-108.5 val="" 回 
color="DDFFO00" fontsize=16 anchor="MiddleLeft'"] 

[text show name=" sp Chara name'"] 


[wait time=1.5] 

練習 用 シナ リオ で す 。[p] 

改 ペ ー ジ し ます 。[p] 

クリ ッ ク 待 ち で す 。 [1 ] クリ ッ ク し まし た 。[p] 
改行 し ます 。[r] 
Live2D モ デル を 表示 し ます 。 [1 ] 


[live2d new name="nekoko" storage="nekoko'" ] 
[live2d show name="nekoko'"] 


Live2D の モー ショ ン を 再生 し ます 。 [1 ] 
[live2d motion name="nekoko" storage="nekoko m 02.mtn"] 


以上 で す 。[p] 


scehe1.txt を 開く Be 
ププ テイ ルル まり 財 筑 (W) 午 [Q) 表示 (My) へ ルプ) 
: 締 構 用 ユウ リブ ゴト ゴ ェ イル 
三 コ ゴト ーッ ニー で ー _ 
記述 し 終わ つた ら テ キス ト フ ァイル を 保存 し ます ( 図 5)。 Ea ie 
: 共 通 ラ イブ ラリ 
*・ ギ ー ブ ェ ロー ド 」\ ちら ロフ = ま 模 誠 Hf 1 ま 
Lcall 1 leimidp'< mn 1 oys+ g butt ] 
ザー ム f 万 運 利 は マグ ロ 舞 
fi ==mid/ 1 bs/gt is] 
[tart rem namws_sP_ ara lawersui | 
= OFFIGD fertsize =- Md 
L SrOwY ar ps | 
[msit tim=1.5] 
樽 習 由 シテ リ き で す 。, Le] 
慌 ペ ー ジ し ます 。 [=] ーー 
ケリ ッ ク 和 持ち で す 。 [| ま Cn] 
ej [-] 
Li キチ テ ル を を 表 元 し 球 す 上 
[li ra nekokc st 
Lis tane- fnekoto「] 
= 豆 生 し ます lj 
W rah wae 3 


合図 5 : Windows の メモ 帳 で の 編集 例 


画面 サイ ズ を 変更 する 

画面 サイ ズ の 設定 を し て お きま す 。 こ こ で は 
iPhone5 向 け の ゲー ム を 想定 し て 169 の アス ペク ト 
比 を 設定 し て み ま す 。[Game] ビ ピュー から [16:9] を 
選択 し ます ( 図 6)。 


Display 1 


ゲー ム を 実行 する 

Unity の [実行 ] ボタ ン を クリ ッ ク し 
て ( 図 7①)、 ゲ ー ム を 再生 し ます ⑫。 
無事 、Live2D モ デル や 文章 が 表示 さ 
れれ ば 成功 で す 。 メ ッ セ ー ジ を 表示 
し 、Live2D モ デル を 表示 し て 、 指 定 
し た モー ショ ン を 再生 する だ け の 簡 
単 な サ ンプ ル で す 。 


4 嘆 爾 講 叶 蘭 Ow デリ テア さ HV ロ ON 


改行 し ます 
iweZD モ デル を 表示 し ます 。 Lve2D の モー ショ ン を 再生 し ます 


今 図 7 : ゲー ム の 実行 


0。 応 葬 スクリプト の 内 容 に つい て 


スク リプ ト の それ ぞ れ の 意味 に つい て 簡単 に 説明 し ます 。 


マリ スト 2 : scene1.txt 
共通 ライ ブラ リ 
: セー ブ ・ ロ ー ド バッ クロ グ な ど 基 本 的 な 機能 を 取り 込む 
ゲー ム 作 成 で 便利 な マク ロ 集 


リス ト 1 は 、 ノ ベル ゲー ム 制 作 の た め の 便利 機 能 を 取り 込ん で いま す 。 細 か い 意 味 は 現時 点 で わか っ て 
お く 必 要 は あり ませ ん 。 


05-5 A< 座 義 


リス ト 1 の 角 カ ッ コ [] で 囲ま れ て いる 部 分 が タグ で す 。 タ グ は 通常 の 文章 と 違い 、 ノ ベル ゲー ム の 制 
件 用 命令 文 と し て 使わ れ ま す 。 


cHAPTER 10 Unity と ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で ノベル S&S アド ベン チャ ー ゲ ー ム を 作る 


処理 待ち を する タグ 
リス ト 3 の タグ 命令 は 、wait と いう タグ と time=1.5 と いう 属性 が 使わ れ て いま す 。「 処 理 を 一 時 的 に 止 
め る (wait) 1.5 秒 間 (time=1.5)] と いう 意味 で 、1.5 秒 間 の 処理 待ち を する タグ 命令 で す 。 


マリ スト 3 : scene1.txt 


[wait time=1.5] 


改 ペ ー ジ の タグ ( [p] ) 
リス ト 4 は 改 ペ ー ジ を 実行 し ます 。 こ の タグ の 位置 で 一 旦 メ ッ セ ー ジ が クリ ア さ れ て 次 の ペー ジ へ 進 
み ま す 。 


マリ スト 4 : scene1.txt 
練習 用 シナ リオ で す 。 [p] 


改行 を 実行 する タグ ( [r] ) 
改行 を 実行 し ます (リス ト 5)。 この タグ の 位置 で 改行 され ます 。 


マリ スト 5 : scene1.txt 
改行 し ます 。[r ェ ] 


クリ ッ ク 待 ち を 実行 する タグ ([ ) 
この タグ の 位置 で クリ ッ ク 待 ち を 実行 し ます (リス ト 6)。 ク リッ ク す る まで 次 の 文章 は 表示 され ませ ん 。 


マリ スト 6 : scene1.txt 
Live2D モ デル を 表示 し ます 。 [1 ] 


タグ は 多く の 種類 が あり 、 そ の すべ て を 無理 に 暗記 する 必要 は あり ませ ん 。 必 要 に 応じ て 公式 リフ ァ 
レン ス か が ら 目 的 に 応じ て 探し て 使用 し て くだ さい 。 本 書 で は 代表 的 な も の の 紹介 に と ど め て お きま す 。 


その ほか の 記述 例 
タグ は リス ト 7 の よう に 書く こと も 可能 で す 。[wait time=1.51 と まっ た く 同 じ 動 作 を し ます 。@ (アッ トマ ー ク ) で 
行 が 始ま る と タグ と し て 認識 され ます 。 た だ し 、 必 ず 1 行 以内 に 収め る 必要 が あり ます 。 


マリ スト 7 : タグ の 記述 例 


Gwait time=1.5 


まとめ *Live2D to Unity ツ ー ル で Unity 用 の デー タ に 変換 し ます 。 


『「Before」 フォ オル ダ の プロ ジェ クト ファ イ 
ル に つい て 
Cubism SDK を 利用 し た プロ ジェ クト ファ イ 
ル は Live2D 社 の 規約 に より 配布 で を ませ ん の 
で 、LESSON 05 で 作成 し た プロ ジェ クト を そ 
の まま 利用 し て くだ さい 。 こ の LESSON か ら 
始め る 場合 は 、LESSON 02 の 手順 を 必ず 行っ 
て か ら 、Joker_Practice.unitypackage を イ 
ン ポ ー ト し て くだ さい 。 


先 に オリ ジ ナ ル の シナ リオ を 考え て 、 ス クリ プ ト を 記述 し ます 。 


選択 肢 に よっ て 好感 度 (fkKoukando ) の 変数 
を 増減 させ 、 そ の 値 に よっ て エン ディ ング が 好き だ よ 嫌い だ な 
分 岐 す る サン プル を 作成 し ます 。 

図 1 は その フロ ー 図 で す 。 こ の フロ ー 図 を 元 


に スク リプ ト を 作成 し ます 。 | *select a2 | 


好感 度 の 値 は 
100 以 上 ? 


好感 度 の 値 は 
49 よ り 大 きい ? 


a | 


a 図 1 : シナ リオ 分 岐 


cHAPTER 10 Unity と ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で ノベル アドベンチャー ゲー ム を 作る 


ポイ ス を イン ポー ト す る 
LESSON 05 で 利用 し た プロ ジェ クト を その すう 
まま 利用 し ます 。 ボイス を 鳴ら し ます (の で 。 に = コブ ベー ジア >) Wic mriafs > 沙 基 える も 


ご 利 肌 規約 / 当 サ ィ ト に つい LT / omA 


音 の 杜 が か ら 「 い っ く よー !」(minase_02_ a MG 宇 
dirl_ikkuyo.mp3) を 利用 規約 を 読ん で ダウ es 36s EEC の 
ン ロ ー ド し て お いて くだ さい ( 図 2)。 ジョ ー ーー 時 P=) ea 
カー スク リプ ト の プロ ジェ クト フォ ル ダ 内 の on: 
| sound」 フォ ル ダ 内 に ドラ ッ グ & ド ロッ プ し ーー 壮 m RS 
て くだ さい ( 図 3)。 Eo 

今 図 2 : 音 の 杜 


http://www.otonomori.info/voice_minase.html 


| ゅ | Iminase_02_qirl_ikkuyo.mp3 


Assets » JOKER GAME » Resources = novel r data » soung 


ドラ ッ グ & ド ロッ プ 


今 図 3 : 「sound」 フォ オル ダ に ドラ ッ グ & ド ロッ プ 


分 岐 方 針 に 合わ せ て スク リプ ト を 作成 する 
手順 1 の フロ ー 図 を 元 に リス ト 1 の よう に スク リブ ト を 作成 し て 、 シ ナリ オ 分 岐 さ せま す 。 


マリ スト 1 : scene1.txt 
練習 用 スク リプ ト フ ァイル 2 


メッ セー ジ 表 示 
[showmessaqde] 


共通 ラ イブ ラリ 
: セー ブ ・ ロ ー ド バッ クロ グ な ど 基 本 的 な 機能 を 取り 込む 
[ca11 file=wide/system target=" *system setting buttons'"] 


ゲー ム 作 成 で 便利 な マク ロ 集 

[call file=wide/libs/utils] 

[text new name= SD Chara name layer=ui x="-168" y=-108.5 val="" color="DDFF00" 
fontsize=16 anchor="MiddleLeft'"] 

[text show name=" Sp chara name'"] 


/ 育 景 を 定義 (1 度 だ け で 可 ) 

:name に は 今後 の 指定 名 (好き な 名 前 ) 

:Storage に は mages/background フ ォ ル 人 ダ 内 の ファ イル 名 を 拡張 子 抜き で 指定 
[bg new name="background" storage=" room" ] 


/ 育 景 を 表示 し ます 
/ 定 義 し た 名 前 で 指定 し て いま す 
[bg show name="background" ] 


Live2D モ デル を 表示 し ます 。 [p] 
Live2D モ デル の 定義 で す (1 度 で 構い ませ ん ) 


: 大 き さ が 足り な か っ た の で sca1e を 指定 (デフォ ルト は 3) 

:x や ゞ , z で 中 心から の 位置 を 指定 する こと も で きま す 

:name は 今後 の 指定 用 の 任意 名 

: S 上 Oo エ age は 表示 させ る モデ ル の プレ ハブ 化し た 時 の 名 前 を 指定 し ます 。 

[11Ve2d new name="nekoko" storage="nekoko" scale=5] 


Live2D モ デル を 表示 し ます 
[live2d show name="nekoko'" ] 


廊下 に で よう か 。[p] 
: 背景 画像 を 変更 し ます 
[bg mod name="background" storage="rouka'" ] 


Live2D の モー ショ ン を 再生 し ます 。 [p] 
[live2d motion name="nekoko" storage="nekoko m 02.mtn"] 


シ 
リ 
オ 
さ 
せ 
る 


: 変数 を 扱い ます 
[calc exp="f.koukando=50" ] 


: 変 数 を 表示 し た い 時 は { } で 括っ て 記述 し ます 。 
今 の 私 の 好感 度 は {ff .koukando]} だ よ 。 
私 の こと 好き ?[p] 


text も に は 名 選択 肢 に 表示 する テキ スト 
target に は ジャ ンプ 先 の ラベ ル (先頭 に 「*」 ) 名 を 指定 

[select new text=" 好 きだ よ " target=*select al ] 
[select new text=" 普 通 か な " target=*select a2 ] 
[select new text=" 嫌い だ な " target=*select a3 ] 


, 選択 肢 を 表示 させ ます 。 
: Sound に は sound フ ォ ル ダ 内 か ら ク リッ ク 音 に 使い た い 音 声 フ ァイル 名 を 指定 
[select show sound=click ] 


: ゲ ー ム の 進行 を 完全 に スト ッ プ させ ます 
選択 肢 を 選択 し な い 限 り 進 まな い の で 、 選 択 肢 を 表示 する 場面 で は 必須 で す 
[s] 


: それ ぞ れ の 選択 肢 を 選ん だ 時 の ジャ ンプ 先 ラ ベル で す 
*selectal 

好き な の ? ホン ト ? 嬉し いな 。[p] 

: 好 感度 の 変数 を 現在 の 値 か ら 50 足 し た 数 に 設定 し て いま す 
[calc exp ニ "FE.kKoukando={E .koukando}+50" ] 
6 ]umm や p target=*a Common 


*select a2 
普通 か あぁ …。[p] 
@jump target=*a Common 


*select a3 

嫌い か ぁ … そ りゃ な いよ お ぉ 一 。[p] 

[calc exp ニ =" .koukando ニ ={F . koukando}-50『 ] 
6 ]ump target=*a Common 


共通 ルー ト で す 。 ど の 選択 肢 を 選ん で も ここ に ジャ ンプ する よう に し まし た 


cHApTER10 Unity と ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で ノベル アドベンチャー ゲー ム を 作る 


*a Common 
共通 ルー ト だ よ 。 ど の 選択 肢 を 選ん で も ここ を 通る の 。[p] 
今 の 好感 度 は {f .koukando} だ ね 。[p] 


音楽 を 再生 し て みる ね 。 [1 ] [ ェ ] 

:bgm フ ォ ル ダ 内 の ファ イル 名 を 拡張 子 抜き で 指定 し ます 

: お 好き な 音楽 ファ イル を フォ ル ダ に 入れ て 指定 し て くだ さい 
[playbgm storage=dream] 


いい 曲 だ よね 。[p] 


停止 させ て みる よ 。[ ゃ p] 
[ stopbgm ] 
音楽 が 止ま っ た ね 。[p] 


好感 度 を 判定 する よ 。[p] 


, ボイス を 再生 し ます 

:Sound フ ォ ル ダ 内 の ファ イル 名 を 拡張 子 抜き で 指定 し ます 
[playse storage="minase 02 girl ikkuyo'"] 
いっ く よ ー! [p] 


: 好 感度 の 変数 に より エン ディ ング を 判定 し ます 
[= テー=」、 「>」、 「 く <」、 「>=」、 「 く =」 な ど が 使え ます 
[if exp="{E.koukando}>=100" ] 
好感 度 が 100 以 上 だ ね 。[p] 

6@ ump target=*good end 


: それ まで の if の 中 身 が 実行 され て いな か っ た 時 に 、 条 件 付き で 実行 
:e ぉ 1s1F の スペ ル に 注意 し て くだ さい ( 「e」 は 要り ませ ん ) 

[elsif exp="{£f.koukando}>49" ] 

好感 度 が 49 よ り は 大 きい ね 。[p] 

@jump target=*normal end 


1f や elsif の 条件 を どれ も 満た し て いな いと else を 通り ます 
[else] 

好感 度 は どの 条件 も 満た し て いな いね 。[p] 

@jump target=*bad end 


ユ 下 文 を 終了 し ます 。 必 ず ュ 下 文 の 終わ り に 付け て くだ さい 
[endif] 


*good end 
トゥ ルー エン ド だ よ ! お めで と う 。 
[s] 


*normal end 
ノー マル エン ド ね 。 次 は も っ と 頑張 ろう 。 
[s] 


*bad end 
バッ ト エ ンド だ ね 。 地 獄 に 堕ち ろ ! 
[s] 


[実行 1 ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 シ ナリ オ 分 岐 を 確認 し ます ( 図 4①ー⑩、 ス ター ト 画 面 や 途中 画面 を 一 部 省略)。 
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^ 図 4 : ゲー ム の 確認 


cHAPTER 10 Unity と ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で ノベル S&S アドベンチャー ゲー ム を 作る 


ジョ ー カ ー ス クリ ブ ト に つい て 


と 

この LESSON の サン プル は ノベル ゲー ム と し て [ーーーーー デ ロ 
最低 限度 の 機能 は 満た し て いま す の で 、 あ と は 読者 IokERWAscRipr っ 
自身 で ボリ ュー ム を 膨らませ て オリ ジ ナ ル 作 品 を 
作っ てき さい ジョ ー カ ー ス クリ プ ト タグ リフ ァ レ ンス 

ジョ ー カ ー ス クリ プ ト に は 、 こ こ で は 掲載 _ ま きれ ペー ベベ ーー 
な い ほ ど 、 多 く の タ グ が 存在 し ます 。 HE ST 

更新 頻度 も 非常 に 早い の で 、 公 式 サ イト の タグ リ EE ーー 
ファ レン ス を 参照 する よう に し て くだ さい ( 図 5)。 人 図 5 : ジョ ー カ ー ス クリ ブ ト タグ リフ ァ レ ンス 


http://jokerscript.jp/home/tag 


06-3 まさ! 講義 


ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で は 変数 を 使う こと が 可能 で す 。 変 数 と は 何 か を 記憶 させ て お く 箱 の よう な も 
の で す 。 キ ャ ラク ター の 好感 度 や フラ グ を 変数 に 記憶 し て 、 そ の 値 に よっ て ゲー ム を 分 岐 さ せる こと が で 
さま す 。 リ スト 1 の タグ は 、 fkoukando と いつ 変数 に 50 を 代入 し て 設定 し ます 。 


04 
マリ スト 2 : scene1.txt 
[calc exp="f.koukando=50"] 
05 
|=] は 多く の プロ グラ ム 言 語 と 同様 に | イコ ー ル 」 の 関係 で は な く 「 代 入 」 を 表し ます 。 代入 部 分 両端 の 
(ダブ ルク ォ オー テー ショ ン ) を 忘れ な いよ うに し て くだ さい 、。 変数 名 は 半角 英 数 字 と アン ダー バー の 構成 
の み 認 め ら れ て いま す ( リ スト 3)。 06 
マリ スト 3 : scene1.txt 
f.flag test3 07 
た だ し 、 リ スト 4 の よう に 「f を 除い た 変数 名 の 先頭 に 数 字 の ある 変数 名 は で きま せん 。 
マリ スト 4 : scene1.txt 08 


x f.3test 


変数 の 値 を 現在 の 値 か ら 増 減 さ せる 時 は 、 リ スト 5 の よう に 記述 し ます 。 


マリ スト 5 : scene1.txt 


好感 度 の 変数 を 現在 の 値 か ら 50 を 足し た 数 に 設定 
[calc exp="f.koukando ={f.koukando }+50"] 


["」 内 の 「=」 の 右辺 に 変数 名 を 囲む 人 } が 必要 な こと に 注意 し て くだ さい 。fkoukando に 現在 の f. 
koukando に 「+50」 し た 値 を 代入 し て いま す ( つ まり 「50」 だ け 増 える )。 


・ ジ ョ ー カ ー ス クリ プ ト で サン ブル ゲー ム の シナ リオ ファ イル (.txt) を 書き 換え て ゲー ム を 作成 し ます 。 i 
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エニ  「Before」 フチ オル ダ の プロ ジェ クト ファ イル に 
”。 つい て 

Cubism SDK を 利用 し た プロ ジェ クト ファ イル は 
Live2D 社 の 規約 に より 配布 で を ませ ん の で 、 
LESSON 06 で 作成 し た プロ ジェ クト を その まま 利 
用 し て くだ さい 。 こ の LESSON か ら 始 め る 場合 は 、 
LESSON02 の 手順 を 必ず 行っ て か ら 、Joker_ 
Practice.unitypackage を イン ポー ト し て くだ さい 。 


LESSON 07 2 | before 2 Joker_Practice.unitypackage 


< Unity Pcrsonal (64bit) - Playerunity 


LESSON 06 で 作成 し た プロ ジェ クト を その まま 利用 し ます 。 全 ーー ーー 


| File | pdt 一 As Co 
New Scene Ctrl+N mW Car 
ルー ト に 不具 合 が な いこ と を 確認 し た ら 、 配 布 用 に ビル ド し ま Open scene crio 
す 。Unity の メニ ュー か ら [Flle] ( 図 1①) [Build Settings] を | ee。 aesinas 
選択 し ます o New Project.…… 


Open Project,., 


save Project 


Bill Settings... トト Cirl+ Shifl +h | 
AF 

Bulld & Run Cfri+B 

Exit 


図 1 : [Build Setting] ダイ アロ グ を 表示 


出力 し た い プ ラッ ト フ ォ ー ム を 選択 し て ( 図 2 )、Player シ ー ン に チェ ッ ク が 入っ て いる こと を 確認 し て 
。 [Build] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ③。 


cHAPTER 10 Unity と ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で ノベル アド ベン チャ ー ゲ ー ム を 作る 


Bk Slim 賠 | 


ーー《》5 チェ ッ ク を 入れ る 


| JOKER_GANME/ 写 cenes/PlaYer 


ol d ヨ ldVHD う 


| Add Den Scenes 


"Vab Flayer 上 | we FC, Mac BR Unux Standalgne 
| ig PC, Mac & Linux Standalone 2 
Nm$mn | Architecdure ェ BS6 
| Dev eloprment Build 
Autoconnect Profile 


Target Plafarrm Windass 


g BlaclBarry 


<n Tizen 3 
player Settings... | Build And Run 
^ 図 2 : プラ ッ ト フ ォ ー ム を 選択 し て ビル ド す る 03 


アプ リ を 実行 する 
Unity の アプ リ と し て ビル ド さ れ ま す 。 ア プリ を 実行 し て 確認 し ます ( 図 3) 。 


3 sker 還 還 | 本 3 本 当 


今 図 3 : アプ リ を 実行 する 


プラ ッ ト フ ォ ー ム に つい て 


各 ブ プラットフォーム 向け の リリ ー ス 方 法 は 、 ほん き で 学ぶ Unity ゲ ー ム 開発 入門 Unity5 対 応 ! (株 式 会 社 翔 泳社 刊 
ISBN978-4-7981-4252-4) な ど で 解 説 し て いま す の で 参考 に し て くだ さい 。 
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y 多 湖 ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で 作成 し た ゲー ム の 書き 出し 先 


ジョ ー カ ー ス クリ プ ド で 作成 し た ゲー ム は 、 さ ざさ ま ざま な プラ ッ ド ト フ ォ ー ム で 配布 で きま す 。 


Windows 用 ソフ ト と し て 配布 ・ 販 売 す る 

ユー ザー は ダウ ン ロ ー ド し て 、PC 上 で 実行 する だ け で ゲー ム を 遊ぶ こと が で きま す 。 非常 に 高速 に 動 
作 し ます 。 ゲ ー ム 上 自体 は 、CD-ROM や DVD-ROM な どの メデ ィ ア に 書き 込ん で 配布 し た り 、ZIP な どの 人 圧 
縮 形 式 で 圧縮 し た ファ イル を 配布 も し く は 販売 し て も よい で し ょ うっ う 。 


ゲー ムサイ ト に 登録 し て 配布 ・ 販 売 する 
ジョ ー カ ー ス クリ プ ト で 作成 し た ゲー ム は 、「 ワ ンダ ー コ レク ショ ン 」 ( 臨 財 http://wcoco.jp/) と いう ゲ 
ー ム 投稿 サイ ト で 配布 可能 で す 。 多 く の 人 に 遊ん で も ら え る の で 、 登 録 し て み ま し ょ う 。 


ユー ザー 自身 の ブロ グ や ホー ムペ ー ジ で 配布 する 
イン ター ネッ ト に 接続 し て いれ ば 、 だ れ で も ゲー ム を 遊ぶ こと が 可能 で す 。 た だ し 、 回 線 速度 が 遅い 環 
境 で は 、 ロ ー ド する 際 に 少し 時 間 が か か る 可能 性 が あり ます 。 


App Store や Google Play で 配布 
アプ リ 化 し て 、Apple の App Store や Google の Google Play で 配布 お よび 販売 可能 で す 。 


・ オリジ ナル の ノベル アド ベン チャ ー ゲ ー ム を 作成 する 際 に は 、 シ ナリ オ を 分 岐 や パラ メー タ を 利用 し て 作 
成す る と 、 疾 っ た 作品 を 作成 で きま す 。 


この CHAPTER で は Unity を 使わ ず に ティ ラノ ビル ダー 単体 に に よる ノベル & ア ド ベ ンチ ャ 


rm 


ー ゲ ー ム の 作り 方 を 解説 し ます 。 


1 和則 有 " mp a 
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図 1 の ペー ジ か ら デ ティ ラノ ビル ダー を ダウ シロ ー 
ド し て くだ さい 

利用 し て いる OS に 合っ た も の を ダウ ン ロ ー ド し 
て 、 ダ ウン ロー ド し た zip フ ァイル を 解凍 し ます 。 
本 書 で は 以後 Windows の スタ ンダ ー ド 版 で 解説 ウル ダー を ダウ ン ロ ー ド する Macik Ver 40 


っ で 人 に き 二 羽 し て 実生 し て くだ さい 
し ま dg [e) 


Pro (\1480) 


Cick Purrhase frorr the 


Steam Store 


人 る 図 1 : ティ ラノ ビル ダー を ダウ ン ロ ー ド 
[TN http://b.tyrano.jp/download/builder 


el 肖 た as に = mm 
= ニー ヒル 4 i yy 


Le mw a RE っ ーー 
4 【( の @ 上 MP we ク ァ ご ダー 
yi anoDu 


tyranobuilder_win_v150 2ip を 解 し を 、 フォ ル 
ダ 内 に ある tyranobuilder.exe (MacOS X は DS-store ユーcadkshml_ 」 fmpegsumodl 
tyranobuilderapp) を ダブ ルク リッ ク し て 実行 し ⑮ =: 

ます ( 図 2)。[ 新 規 プ ロジ ェクト 作成 ] ボタ ン を ク ーー も ルル ルル 2 


el = ず 。 = 


品 = 
1 L el ムー マム トー ーー  : 


trrartebullderex | user_config.fso 


リッ ク し ます ( 図 3)。 ーー : 


信 図 2 : tyranobuilder.exe を 実行 


cHAPTER11 ティ ラノ ビ ピル ダー で ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 


プロ ジェ クト 一 覧 


新規 プロ ジェ クト 作 遍 


全 図 3 : 新規 プロ ジェ クト 作成 


プロ ジェ クト 名 を 入力 する 
プロ ジェ クト 名 は 半角 英 数 字 で 入力 し て くだ さい 。 入力 し 終わ っ た ら ( 図 4①)、 [次 へ ] ボタ ン を クリ ッ 
ク し て くだ さい ②。 


新しく プロ ジェ クト を 作成 する 


馬 し (ゲー ム を 作 康 し ます * 


フロ ジェ ント 名 ( 干 凶 正午 字 ) PradiCg 


9 クリ ッ ク 


全 図 4 : 「 プ ロジ ェクト 名 」 の 入力 


ゲー ム の タイ プ を 選択 する 
ゲー ム の タイ プ を 選択 し ます 。 こ の LESSON で は 「 ア ド ベ ンチ ャ ー 形 式 」 を 選択 し て くだ さい ( 図 5①②)。 


新しく プロ ジェ クト を 作成 する 


ゴロ ジェ クト 者 


原 し 作成 する コロ ジェ クト の ゲー ムタ イ ゴ を 玉 め よし よう s 


0 ア ド ペ ンチ ャ ー 形 式 の サウ ンド ノバ ル 形 式 


9 クリック 


全 図 5 : 「 ゲ ー ム タイ ブ ] を 設定 


Od デー アテ NN ドー て NYA I 


画面 の サイ ズ を 選択 する 
ここ で は 「 よ こ 型 (960 X640)] を 選択 し ます ( 図 6①②④)。 この サイ ズ は PC・ ス マー ト フ ォ ン 向け と し て 
汎用 性 が あり ます 。 ス マー ト フ ォ ン で 縦 持ち を 想定 し て いる 場合 は 「 た て 型 (640 X960)」 を 選択 し ます 。 


新しく プロ ジェ クト を 作成 する 


ー ル の 硬 箇 和仁 -1 ズ を お の 士 ょ う > 
栖 上 よこ 正 (960zx640) | 人 ぬ め よこ 過 (640x4SO) 0 た て 刑 (640z960) 


0 カメ タム サイ エズ 
店 


全 図 6 : 「 画 面 サ イズ 」 を 設定 


ゲー ム を 設定 する 
ゲー ム の 設定 を 行い ます 。 こ こ で は チェ ッ ク を 入れ ず に この まま の 状態 で 問題 あり ませ ん 。[ プ ロジ ェ 
クト 作成 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


新しく プロ ジェ クト を 作成 する 人 | チェ ッ ク は 入れ な い 


[gm ブロ ジュ ルト 名 ht 3 


新しく 作成 する プロ ジュ タ ト の ゲー ム の 設定 を め よし しょう 


タイ トル 剛 面 き 田邊 し な も! 
過 メニ ュー ボ あ タン (セー ブロ ー ド 等 ) を つけ な い ! 


全 図 7 : 「 ゲ ー ム 設定 」 を 設定 


( 陸 湖 ティ ラノ ビル ダー の ゲー ム 作 成 画 面 に つい て 


ティ ラノ ビル ダー の ゲー ム 作 成 画面 に つい て 解説 し ます 。 テ ィ ラ ノビ ル ダ ー は 、 大 きく 分 け て 4 つの エ 
リア が あり ます ( 図 8① て ④)。 


cHAPTER11 ティ ラノ ビル ダー で ノベル S&S アド ベン チャ ー ゲ ー ム を 作る 


ファ イル プロ ジェ クト ヘル プ 


( dj ) 腐 ペ ー サ 
(mm) っ ペル 
Bn 


(We キャ ー ワ ウー 例 宇 (@) * つ 22ー = @ シナ リオ エリ ア ae 
(2) +11329- SE | 1000 
| ⑩ 左 エ リア ーー 
ET Zr っ 回 
| 9 生業 イー 表示 | 
《 ゅ イメー ジ 清 者 () らし ょ の プル マッ プ を ) 八 ラ メー タ エ リ ゲ 
| | 


gy に た rc 


今 図 8 : ティ ラノ ビル ダー ゲー ム の 作成 画面 


① 左 エリ ア 

左 エ リア に は 、 テ デキ スト や キャ ラク ター、 背 景 、 音 声 、 制 御 機構 な ど ノ ベル ゲー ム を 作る た め の 材 料 や 
機能 が 収納 され て いま す 。 こ の 左 エ リア の 材料 や 機能 を ② の シナ リオ エリ ア に ドラ ッ グ & ドロ ッ プ する 
こと で ゲー ム を 作成 し て いき ます 。 


〈② シ ナリ オ エ リア 
中 央 の この エリ ア で は 、① の 左 エ リア か ら ド ラッ グ &S& ドロ ッ プ し た 要素 を 上 か ら 下 に 順に ゲー ム と し 
て 実行 し ます 。 ド ラッ グ & ドロ ッ プ で 順番 を 容易 に 変え る こと が で きま す 。 


③ バ パラ メー タ エ リ ア 
この エリ ア で は 、⑫ の シナ リオ エリ ア で 選択 され た 要素 に 対し て 詳細 を 設定 で きま す 。 画面 で は 2 番目 
緑色 の 「 背 景 イ メー ジ roomjpg」 が 選択 され て お り 、 そ の 詳細 が パラ メー タ エ リ ア に 表示 され て いま す 。 


(④ 制 御 機能 エリ ア 
この 部 分 は 、 ゲ ー ム の 保存 や 、 プレ ビュ ー、 全 体 的 な 設定 と いつ っ た ティ ラノ ビル ダー 自体 の 制御 機能 が 
密集 し て いま す 。 


ティ ラノ ビル ダー は 直感 的 に 操作 で きる ノベル ゲー ム エ ン ジン で す 。 
・ ティ ラノ ビル ダー ゲー ム の 作成 画面 は キ # つ の エリ ア で 構成 され て いま す 。 


まん 


な し 


ゲー ム の プロ ジェ クト を 作っ た ば か り の 状態 で は 、 す で に 簡単 な サン プル が 作ら れ た 状態 に な か っ て いま す 。 


「 ラ リッ ク 王 還 還 還 = 当 還 Fl 


「Practice」 プロ ジェ クト を 開き ま す 。 右上 に ある [プレ ビュ ー] ボタ に 語 計 語 | 
回 女 は 
ン を クリ ッ ク す る と ( 図 1)、 制 作 中 の ノベル ゲー ム が 再生 され ます 。 | = 哲 と ぬら せら 


i 


図 1 : [プレ ビュ ー] ボタ ン を クリ ッ ク 


に 2 ウィ ンド ウ が 立ち 上 が り 、 「 は じ め か ら 」 を クリ ッ ク す る と ( 図 2① ) ノベル ゲー ム が 開始 され ます 。 制作 
_ 中 の ノベル ゲー ム の 動作 を 確認 で きま す ②。 


図 2 : 動作 を 確認 


cHAPTER 11 ティ ラノ ビル ダー で ノベル S&S ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 


未 保存 の 場合 
デー タ が 未 保存 の 場合 、 図 3 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


未 保存 の 内 容 が あり ます 。 保存 し て プレ ビュ ー 
し て よろ し いで すね ? 


| mel 


今 図 3 : 未 保存 の 場合 


ゆ ア 稼 光 Live つ D コ コンポーネント を 用 意 する 


ティ ラノ ビル ダー 上 で Live2D を 利用 する に は 、 少 し 準備 が 必要 に な り ま す 。 


メニ ュー か ら [拡張 コン ポー ネン ト ] を 
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左 エ リア の コン ポー ネン ト 欄 に Live2D コ ン ポ ボー 
ネン ト が 追加 ご れ て いれ ば 成功 で す ( 図 7)。 


(フク ター 


eo | ie モー 
®) Live2 益 勤 


ゆ y 低 上 LiveGD 用 モデ ル の 用 意 


ティ ラノ ビル ダー で は ジョ ー カ ー ス クリ プ ト と 同様 、Modeler が 書き 出し た .moc フ ァイル と Animator 
の モー ショ ン フ ァイル (mtn) を Live2D Viewer か ら 書 き 出し た モデ ル 設 定 フ ァイル (json ) と それ に 紐 
付い た ファ イル 群 が 必 要 に な り ま す 。 

詳し く は 、CHAPTER 10 の 「 ジョー カー スク リプ ト 用 Live2D モ デル の 用 意 」 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
な お 、 テ ィ ラ ノビ ル ダ ー は Unity を 使用 し な い の で 、Live2D to Unity の 変換 は 不要 で す 。 


ティ ラノ ビル ダー の 対応 形式 に つい て 

本 書 執筆 時 点 (2016 年 2 月 ) の ティ ラノ ビル ダー は SDK 2.1 形 式 で 出力 し た モデ ル に 対応 し て いま せん 。 その た め 、 
クリ ッ ピ ング マス ク 機 能 で 目 を 開閉 し た モデ ル は 表示 で きま せん 。 

moc フ ァイル 出力 時 の ダイ アロ グ で SDK2.0 を 選択 する 必要 が あり ます ( 図 8①…③)。 今 後 、SDK2.1 に 対応 する 予 


非 表示 バー* 訪 書 き 出 し 
下総 パー! 志 書き 出し 


カカ ター オプ カト さ 出力 CWerteerE) 

バー? 息 表 示 が ルル ー プ を 連続 書 さ 出し 

層 | テカ スナ ャ に 人 色 エ し 入 止 処理 を 遂 用 する 
WcbGL に 最適 化 

屋 | キル 設定 フ ャ イル (mudelgsun を 書き 出す 


| 
| 
| に 


今 図 8 : .moc フ ァイル 書き 出し で SDK の バー ジョ ン を 選択 


まとめ ・ ティ ラノ ビル ダー で は 、Live2D を 利用 する コン ポー ネン ト が 用 意 さ れ て いま す 。 


な し 


【E 拘 騙 プ ロジ ェクト に モデ ルフ ァイル を 読み 


[Practice」] プロ ジェ クト を 開き ま 


す 。 画 面 右上 の [Live2D] ボタ ン を 
クリ ッ ク し て ( 図 1①)、 [Live2D 追 


加 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます ⑫。 クリ ッ ク 


。ITwobiors 
nekoko. 5 


回 P&B 
_| | エ z ル -% 


図 1 : [Live2D 追 加 ] ボタ ン を (2 


| eeeeal| 


性 天 サイ ズ 
ファ イル フォ ル .。 


3 / 9 
| = 
a | nekoke.513°| r= 
モデ ル 設 定 フ ァイル の 「 半 角 英 数 字 | 2 oe | mekokemedmio 1sON ファ イル 
= a | nekoko. 750.mModel.json Js0ON ファ イル 
ギヤ イフ の ター 名 .modeljson] マデ は oko si2 modeljson 1SON ブ ァ イル 
イル を 選択 し て ( 図 2 の )、 [開く ] ボ ーー | mm トレン” 
タン を クリ ッ ク し ます ②。 メッ セー IE EZ mV き が 
ジ ダ イア ログ で [OK] ボタ ン を クリ 
に 電 中 
ツ ク し ます ③。 ル 名 (IN]: nekoko.model.jsom = 回 Files 


今 図 2 : モデ ル 設 定 フ ァイル を 選択 


ウ / 
ロ 
ジ 
EE 
ク 
ト 
に 
モ 
プ 
ル 
フ 
ア 
イ 
ル 
を 
p20 
み 
込 
お 


モデ ルフ ァイル を 確認 する 
モデ ル が 追加 され まし た 。 モ デル 設定 ファ イル に モー ショ ン フ ァイル が 設定 され て いれ ば 、 自 動 的 に 反 
映 さ れ ま す 。 モ ーション ファ イル を 選択 する と ( 図 3①②)、 モ ーション を 確認 で きま す ③。 
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定 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ②。 
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Live2D モ ーション の 追加 と 設定 を 行う 
同様 に | Live2D モ ーション 」 を 左 エ リア か ら シ ナリ オ エ リア に ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ し て ( 図 8①)、 モ デル 
と モー ショ ン 名 を 指定 すれ ば ②③、 モ ーション を 再生 で きま す 。 確認 し て くだ さい 。 
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全 図 8 : Live2D モ ーション の 追加 と 設定 
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更新 情報 な ど は 公式 サイ ト の 最新 チュ ー ト リア ル を 参照 し こく だ さい ( 図 9)。 本書 で は 基本 的 な 機能 
の 紹介 に 留め て いま す 。 
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難 コ ン ポ ボー ネン ト を 設定 する 
テキ スト コン ポー ネン ト な ど 、 た た まれ た コン ポー ネン ト を クリ ッ ク す る と ( 図 2①)、 展 開 で きま す @②。 
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下部 に 表示 され ます 。 
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信 図 3 : 初期 値 の 設定 
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す 。 まだ シナ リオ エリ ア 内 に ラベ ル を 作成 し て いな い 場 合 、 
一 覧 に 表示 され な い の で 、 先 に ジャ ンプ 先 の ラベ ル を 作っ 


て か が から 設定 し て くだ さい 。 
今 図 4 : 「 分 岐 ボ タン 」 コン ポー ネン ト の パラ メー タ 
の 設定 例 
「 ラベ ル 」 コ ン ポ ー ネ ン トド の バラ メー タ を 設定 す | (人) sw ーー ] 
る ラル 


ジャ ンプ 先 の 「 ラ ベル 」 コン ポー ネン ト の パラ メー タ 設 定例 
で す 。 自身 で わか りや すい 名 前 を 付け て くだ さい ( 図 5)。「 ジ 
ャ ンプ 」 や | 分岐 ボタ ン 」 コン ボー ネン ト か ら ジ ャ ンプ 先 と 
し て 指定 し て 利用 で きま す 。 


含 図 5 : ラベ ルコ ン ポ ー ネ ン ト の パラ メー タ 設 定例 
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笑 吉 設 定 

全 吉 
ーー 
a = | 
オペ ラッ ント 

直球 


「 変 数 設定 」 コン ボー ネン ト を 設定 し ます 。 こ の コン ポー ネン ト は 
変数 管理 で 作っ た 変数 の 値 を 増減 させ る の に 使用 し ます 。 変 数 欄 
に 操作 し た い 変 数 名 ( 図 6①)、 操 作 欄 に 操作 内 容 を 指定 し ます 。 
ここ で は 「 足 し 算 」 を 選ん で いま す ②⑫。 普通 の 数 字 を 足し た い 場 
合 は オペ ラン ド 欄 に 「 定 数] を 選択 し ます 3⑬ (変数 や 乱数 を 選択 す 
る こと も 可能 )。 


6 「 変 数 設定 ] コ ン ポ ー ネ ン ト を 設定 する 


「 ジ ャ ンプ 」 コン ポー ネン ト を 設定 す 
る 

ジャ ンプ 先 の ラベ ル を 指定 し ます 。 す で に 
作っ て ある ラベ ル 名 を ター ゲッ ト 覧 か ら 選 
択 し ます ( 図 7①②)。 「 実 行 条 件 を 指定 する 」 
に チェ ッ ク を 入れ る と ③、 ジ ャ ンプ する 条件 
を 設定 で きま す 。④ で は 好感 度 の 変数 に よ 
っ て トゥ ルー エン ド に 行く か どう か を 判定 し 
て いま す 。「nekoko_koukando > 80」 の 条 
件 を 満た し て いな いと ジャ ンプ し な いよ うに ピー ンド トシ ャ プン 
設定 し て いま す 。 
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「 ゲ ー ム 停止 」 コ ン ポ ー ネ ン ト を 設定 する 

| ゲー ム 停 止 ] コ ン ポ ー ネ ン ト を シナ リオ コン ポー ネン ト に 配置 する と | 停止 ] こ いう 名 前 の コン ポー ネン 
ト に な り ま す ( 図 8)。 分 岐 ボ タン 群 の 後ろ に は 必ず 設置 し こく だ さい 。 そ うし な いと 、 ゲ ー ム が 停止 せ ず 
に 流れ て いっ て し まい ます 。 


①) KT ーー ツタ 分 購 ボ タン 好き だ よ 
(7) sis 人 上 8 ポタ ン 普 澤 か な 


gy ジャ ンプ RR wm) ES 肖 い だ な 


ドラ ッ グ & ド ロッ プ | 


念 図 8 : 分 岐 ボ タン の 後ろ を 停止 させ る 


潜入 国交 直 


D 


ジャ ンプ フ 先 終端 も 停止 させ る 


他 に も 分 岐 の ジャ ンプ 先 終端 も 停止 ご せま す 。 停止 
させ て お か な いと 他 の 分 岐 先 の シナ リオ に その まま 
流れ て いっ て し まい ます 。 停止 ご せ る の を 忘れ た 時 


や 、 停 止 位置 を 間違う と 致命 的 な バグ に な る の で 、 注 |(①) 守 ーー マル エン ね ・ 汰 3 も と 


意 し て 配置 し まし ょ う ( 図 9)。 


音声 ファ イル を ダウ ン ロ ー ド し て 変 
換 す る 
.ogg 形 式 の 音声 ファ イル を 用 意 し ます 。 音 の 


杜 ( 図 10) か ら 「 い っ く よ ー !」(minase_02_ 


9irl_ikkuyo.mp3) を ダウ ン ロ ー ド し て くだ さ 
い )。 


media.jo ( 図 11) に アク セス し て .ogg フ ァイル 
に 変換 し ます 。 

先ほど の .mp3 ファ イル を 指定 ( 図 11①)、 

「OGG (ogg フ ァイル )]②⑫、 普通 128 kbit/s」 

を 選択 し ③、 [変換 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 

④。 し ば らく し て 変換 が 完了 し た ら [ダウ ン ロ 

ー ド ] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 


ンド だ れ ね < 地 撤 に 鉄 ちろ .. 
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信 図 10 : 音 の 杜 
http://Www.otonomori.info/Voice_minase.html 


media.iOo 


オン ライ ン オ ー デ ィ オ コン バー ター 
ファ イル を 選択 し て アッ プロ ーF し て くだ さい 。 media.ic 


1. ア ッ プ ロー ド する ファ イル を 選択 し て く 
だ さい 

アッ プロ ー ド する ファ イル を 記 択 し て くだ さ | 
URL を イン ン ポ ー ト し * < だ 思い - サ ポー ト さ れ て いる プ 


が ーー 


ーー ヤー ① 措 


19 B+ アッ フロー ド LZSt 


2. 出 力 形式 
MP3 (mp3 コ ァイル) | | WAV (way コ テイ ル ) 
の フリック 
3. 音質 を 選択 し て くだ さい 
最高 3znkbis | 画 い 193 kb 
⑬ クリ ッ ク 
《9 クリ ッ ク 


今 図 11 : media.io 
http://media.io/ja/ 


cHAPTER11 ティ ラノ ビル ダー で ノベル S&S アド ベン チャ ー ゲ ー ム を 作る 


音声 ファ イル を コン ポー ネン ト に 入れ る 
シナ リオ エリ ア に 配置 し た コン ポー ネン ト を 選択 状態 に し ( 図 12①)、 [ファ イル 選択 ] ボタ ン を クリ ッ ク 
し ます ②。 


Scene1.ks 


ーー 


ーーー 。 (3) MMR 
COTTTQ0 x 


芋 奈 


テキ ス 上 南 上 ルー ト だ よ 。 どの 
cal CPP 
ルー プ ブ 月 生 す る 
同 雪 の 幼 呆 苗 を 打ち 滑 す 


念 図 12 : 効果 音 再 生コン ポー ネン ト 


音声 ファ イル を ドラ ッ グ & ド ロッ プ す る か 、[Choose File] ボタ ン を クリ ッ ク し て ファ イル を 選択 し ます 
( 図 13)。 


ティ オフ ェ ィ イ ルル 選択 


(オル ダダ 無し ) | 園 | ・ コ ォ ル 人 を 


忠吉 し た い フ ァイル きこ エリ アデ に ドラ ッ ヴ &FFj ッ ゴ 
また | は 


choose FMe | No fie chosen 


信 図 13 : オー ディ オフ ァイル の 選択 


音楽 ファ イル を ダブ ルク リッ ク し て 選択 し ます ( 図 14)。 こ の ダブ ルク リッ ク に よる 選択 を 忘れ る と コン 
ポー ネン ト に は 反映 され な い の で 注意 し て くだ さい 。 


オー デ ィ ブ ゴン フ アイ 1 」 し 秘 択 


アオ 【 コ オォ 商 振 .) [| + コ ォ 路 法 浴 状 元 
KS」 


央 回. た い コ ァイル この エリ ア に ドコ ッ ダ & FE 
また | は 
|.Ghoose, Flle。| No mle chosan 


minase_02 Oii_lkku 


ダブ ルク リッ ク 


念 図 14 : ダブ ルク リッ ク で ファ イル を 選択 


コン ポー ネン ト に ファ イル 名 が 表示 され て いる の を 確認 し て くだ さい ( 図 15 や )。 コンポーネント 内 の 再 
生 ボ タン を クリ ッ ク す れ ば ②⑫、 設 定 し た 音声 を 試聴 で きま す 。 


a 001 df) mm 人 の 


合図 15 : コン ポー ネン ト の ファ イル 名 が 反映 
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( 左 影 更 [分 岐 ボタ ン 」 コンポーネント と [停止 | コンポーネント に つい て 


ティ ラノ ビル ダー に は 、 シ ナリ オ 分 岐 に は 欠か せな い 「 分 岐 ボ タン 」 コン ポー ネン ト が 用 意 さ れ て いま 
す 。 変 数 も 設定 で きる の で 、 活 つ た ゲー ム 作 成 時 に も お お い に 役 立ち ます 。 分岐 の ジャ ンプ 先 終端 に は 
[停止 ] コ ン ポ ボー ネン ト を 忘れ ず に 入れ る よう に し て くだ さい 。 


s ティ ラノ ビル ダー に は 、 シ ナリ オ 分 岐 に は 欠か せな い 「 分 岐 ボ タン 」 コン ポー ネン ト が 用 意 さ れ て いま す 。 
* 変数 管理 画面 で 変数 を 設定 で きま す 。 
* 「 ゲ ー ム 停止 」 コ ン ポ ー ネ ン ト は 忘れ ず に 設定 し て くだ さい 。 
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42% 計 江山 レコ バル プン 管 プ ソジン ンダ < 


[Practice」 プロ ジェ クト を 開き ます 。 右 上 の [ゲー ム 
書き 出し ] ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい ( 図 1)。 


< 


信 図 1 : ゲー ム の 書き 出し 


プ ' a " 
みみ ・ oc 4 ユー Jm し 
ンク nw i | の 
「 ウエ し の PE モイ 民 人 る ) 
< 1 ーー ( 


さま ざま な プラ ッ ト フ ォ ー ム 向け に 出力 可能 で す ( 図 2)。 こ こ で は 、 ブ ラウ ザ ゲ ー ム 用 に 出力 し ます ( 図 2 
の ~D) 


ゲー ム を 配布 用 に 出力 する 
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ティ ラノ ビル ダー の 配布 方 法 は 次 の 4 つが 用 意 さ れ て いま す 。 


①Windows ア プリ ケー ショ ン 、Mac OS アプ リケーション 
の ブラ ウザ ゲー ム と し て 公開 

③⑬iOS ア プリ と し て App Store で 公開 

(④Android ア プリ と し て Google Play で 公開 


① は ゲー ム が 高速 に 安定 し て 遊べ ます 。 ダ ウン ロー ド し て し まえ ば 、 イ ンタ ーネット 環境 が な く て も 
遊べ ます 。 

② は イン スト ー ル 不要 で 遊べ ます 。 デ メリ ッ ト と し て 、 イ ンタ ーネット 環境 が な いと 遊べ ませ ん 。 公 
開 し た ゲー ム は 、 ゲ ー ム 投稿 サイ ト 「 ワ ンダ ー コ レク ショ ン 」 へ 登録 する こと が 可能 で す 。 よ り 多 く の 人 
に 遊ん で も ら え る よう 、 登 録 し て お きま し ょ っ う 。 

③ は ゲー ム が 安定 し て 高速 に 動作 し 、App Store を 通じ て 有料 販売 で きま す 。App Store の 審査 基準 
を 満た さ な い と 公開 で き な い の で 注意 し まし ょ う 。 具体 的 な 公開 方 法 は 公式 ブロ グ の 次 の サイ ト を 参考 
に し て くだ さい 。 


・ ティ ラノ スク リプ ト 公 式 ブ ログ 「【2014 年 度 版 】 phonegap で アプ リ 化 する (ios 編 )」 
http://tyranoscript.blogspot.jp/2014/02/2004-ios.html 


《④ は ゲー ム が 安定 し て 高速 に 動作 し 、Google Play を 通し て 有料 販売 で きま す 。 Android は 機種 が 多く 、 
機種 に よっ て は プレ イ で き な い 場合 が あめ り ます 。 具体 的 な 公開 方 法 は 公式 ブロ グ の 次 の サイ ト を 参考 に 
し て くだ さい 。 


・ ティ ラノ スク リプ ト 公 式 ブ ログ 「【2015 年 冬 版 】 phonegap で アプ リ 化 する (Android 版 )」 
http://Shikemokumk.hateblo.jp/entry/2015711702/162237 


・ テ ィ ラ ノビ ル ダ ー は 、 さ ま ざ ま な プラ ッ ト フ ォ ー ム 向け に 出力 可能 で す 。 
・ ゲ ー ム 投稿 サイ ト 「 ワ ンダ ー コ レク ショ ン 」 へ 登録 する こと が 可能 で す 。 
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Unity を 起動 し て 、「Utage_ 
Practice」 と いう 新規 プロ ジェ ク 
ト を 作成 し ます ( 図 1① て ④)。 
Unity の メニ ュー か ら [Window] 
⑤ [Asset Store] を 選択 し ます 


アセ ッ ト ス ト ア と は 
Unity で 使用 可能 な 素材 や 開発 効率 を 
上 げ る た め の プ ラグ イン を 扱っ て いる 
ショ ッ プ で す 。 無料 の も の も あり ます 
が 、 宴 は 有料 に な り ま す 。 な お 支払 い 


に は クレ ジッ トカ ー ド や PayPal が 必 $ 選択 | 


要 に な り ま す 。 ] Vcrslon Control | 上 


今 図 1 : Asset Store 


cHAPTER 12 宴 と Unity で ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 


「 宴 」 を 探す 匠 
検索 欄 に 「 宴 ] と 入力 する と 、 宴 が 表示 され ます 


以下 の 項目 で ゾー ト 映 連 性 / 入 気 / 名 前 / 何役 / 評価 / アップデート 


( 図 2)。 
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念 図 2 : 宴 ($70) 


宴 を イン ポー ト す る 
購入 処理 を 済ま し て 、 [イン ポー ト ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ( 図 3)。[Import Unity Package] ダイ アロ 
グ で [Import] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ( 図 4)。 
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CA トー ッ ツ 
なー oy 
ビ や 幅 支 字 に も 叶 区 し た 合せ デキ スト 表示 人 


全 図 3 : [イン ボート] ボタ ン を クリ ッ ク 


今 図 4 : [Import Unity Package] ダイ アロ 
グ で [Import] ボタ ン を クリ ッ ク 


受 内 に プロ ジェ クト を 作成 する 

電 を イン ポー ト し た ら 、Unity の メニ ュー か ら [Tools] ( 図 5①) ー [Utage] ②ー [New Project] を 選択 し 
ます ③。 

プロ ジェ クト 名 ④ と Type と し て ここ で は 「Create New Adv Scene」 を 選択 ⑮、 画 面 サイ ズ ⑥ を 設定 し ま 
す 。Security は 暗号 化 の キー で す 。 好き な 文字 列 を 入力 し て くだ さい ⑦。 プ ロジ ェクト 名 の 設定 が 終わ 
っ た ら 、 [Create] ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい ⑧。 以降 、 [MyUtage」 と 命名 し た 前 提 で 解説 し ます が 、 
好き な 名 前 を 付け て も ら っ て 結構 で す 。 


diart Craate Type 
Type 


| securty 
| File Write Key 


全 図 5 : 宴 内 プロ ジェ クト の 設定 と 作成 


作成 する プロ ジェ クト に つい て 
ここ で 作成 する プロ ジェ クト は Unity 側 で 管理 する プロ ジェ クト で は な く 、 宴 側 で 内 部 的 に 独自 に 管理 する プロ ジ 


ェクト に な り ま す 。Unity で 作っ た プロ ジェ クト 内 で 、 宴 側 で 管理 する プロ ジェ クト を 複数 作成 する こと が 可能 で 
す 。 


「MyUtage」 と いう ファ イル を 探す 
[Project] ビュ ー の 「MyUtage」 (命名 し た プロ ジェ クト 名 に な る ) フォ ル ダ 内 の 「MyUtage」 と いう Unity 
ロゴ が アイ コン に な っ て いる シー ン フ ァイル を 探し くだ さい ( 図 6①②)。 


今 図 6 : シー ン フ ァイル 


アイ コン の 大 き さ を 変更 する 


アイ コン が 大 きい 表示 の まま で 、 フ ァイル 名 が わか り に くい 場合 は 、 [Project] ビュ ー の 右 下 に ある スラ イダ を 左 に 
ドラ ッ グ し て ( 図 7①)、 表 示 を 変え て くだ さい 。 フ ァイル 名 が 読み や すく な り ま す (⑫。 表 示 上 、 拡 張子 が 省略 され て 
いま す が 厳 密 に は MyUtage.unity と いう ファ イル 名 に な り ま す 。 


ゞ MyUtaqa 


今 図 7 : スラ イダ を 調整 する 


現在 の シー ン 名 を 確認 する 
MyUtage.unity を ダブ ルク リッ ク す る と 、Unity の 


現在 の シー ン と し て 読み 込ま れ ま す 。Unity の 上 
部 に 現在 読み 込ま れ て いる シー ン 名 が 表示 され 
ます ( 図 8)。 人 図 8 : 現在 読み 込ま れ て いる シー ン 


RE EEA 


= Hierarchy _ 


cHAPTER 12 宴 と Unity で ノベル &S ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 


動作 を 確認 する 
[実行 ] ボ タン を クリ ッ ク す る と ( 図 9①)、 現 在 の シー ン ( つ まり 宴 の 「MyUtage」 プロ ジェ クト) が 再生 さ 
れ ま す ②。「 は じ め か ら 」 を クリ ッ ク す る と すでに 作ら れ て いる テン プレ ー ト シナ リオ が 開始 され ます ③。 


Tempnlate SCenario Start 


合図 9 : テン プレ ー ト シナ リオ 


My 泊 Unity の シー ン フ ァイル に つい て 


Unity で は 通常 「 シ ー ン 」 と いう 単位 で 場面 の 切り 替え を 管理 し ます 。 例 えば 、「 タイ トル 画面 シー ン 」、 
| ステ ー ジ 1 シー ン 」、 | エン ディ ング シー ン 」 と いっ た 感じ で 場面 に 応じ て シー ン フ ァイル を 読み 込ま せ 
る の が 一 般 的 で す 。 


た だ し 、 宴 で は Unity の 知識 な し で も ノベル ゲー ム を 制作 で きる よう に 作ら れ て いま す の で 、Unity の 
シー ン フ ァイル を あま り 意 識 す る 必要 は あり ませ ん 。 07 
宴 を 使う 上 で は 、 「 宴 」 内 の プロ ジェ クト ご と に プロ ジェ クト と 同名 の Unity シ ー ン ファ イル が 作ら れ ま 
す 。 で す の で 、 各 宴 内 プロ ジェ クト の シー ン フ ァイル を 開く こと が 、 各 宴 内 の プロ ジェ クト を 開く こと と 
同義 に な り ま す 。 


・ 宴 は 有料 アセ ッ ト で す が 、 さ ま ざ ま な 機能 が 備わっ た ノベル ゲー ム エ ン ジン で す 。 
・Unity で は 「 シ ー ン 」 と いう 単位 で 場面 の 切り 替え を 管理 し て いま す 。 
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AMPLE 軸 LEsSON 02 葉 較 before 優 較 「Utage_Practice」 プロ ジェ クト 


DR Ye の テッ ゴー テ こ すさ g 

sl lr し ZN PT I ア ーー バ (年 / だ ーー ビン 
を い 、 i 下 (My We ペ <“ ” が 3 ーー 一 [| 記 a 

9 ! 2 を 電 “ ES 


Live2D 公 式 サ イト で Unity 用 の SDK (開発 キ 


| 利用 組 約 


ッ ト ) を ダウ ン ロ ー ド し ます ( 図 1)。 利 用 規 | マー ュ ア ル Live2D Cubism SDK 2 の サイ ト で す 。 


SDK の ダウ ン ロ ー ド に つい て 掲載 し て いま す 。| 


約 に 同意 する 必要 が あり ます 。 な お 本 書 執 更新 履歴 (2.1) es 


筆 時 点 (2016 年 2 月 現在 )、Live2D_SDK ・ 更新 大 枝 21 5 及 錠 依 DK の ei 如 分 の 衣 麗 は 、Lie2D 
Unity_2.1.00_1 で 動作 確認 し て いま す 。 Or _- 
| Umily ヶ .1 _- 


L new [ZA TZ ubmsm HK for Webt3l 
今 図 1 : Live2D Cubism SDK 2(Unity 用 の SDK) 
iT http://sites.cyDernoidS.jD/cuDiSm-sdk2/ 


SDK の 置き 場所 は |Assets] フ オ ナル ダ 内 で あれ ば どこ で も か まい ませ ん 。 こ こ で は 「Assets] フォ ル ダ 直 下 
に 「Live2D] フォ ル ダ を 作っ て そ 

こ に 入れ る こと に し ます 。 「Assets] | 年 mxsis ] 
フォ ル ダ を 選択 し た 状態 で ーー Azaatee | 論 | < Scripl | 四 


Fnlder 


(OLAll Malerials 男 Myutage | ]avaccript 
[Create] ボタ ン の 右 に ある 小さ な (A Models 語 uec Se 


(OLAll Prafahs 
[ マ ] ボタ ン を クリ ッ ク し て ( 図 2 壮 還 間 還 国 NN 
①)、 [Folder] を 選択 し ます ⑦。 自選 の 
「Live2D」 と いう 名 前 に し て くだ さ に | 1 
い 。 人 図 2 : SDK を 入れ る フォ ル ダ の 作成 


cHAPTER 12 宴 と Unity で ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 


SDK を 入れ る フォ ル ダ を 作成 する 
[Live2D_SDK_Unity_2.1.00_1_jp] フォ ル ダ の 中 の 「framework」 lib] | ReadMe.text」 を 選択 し 、 手 順 2 
で 作成 し た 「Live2D] フチ オル ダ に ドラ ッ グ S&S ドロ ッ プ で イン ポー ト し ます ( 図 3、4)。 


る る 図 4 : ドラ ッ グ & ドロ ッ プ 後 の 状 態 


02-2 3WIliN7::【 り に 】B【4 [ap Gd 


小 規模 事業 者 (年 間 売上 1 千 万 円 未満 ) や 一 般 ユ ー ザ ー( 個 人 ・ 学 生 教育 機関 ) は 無料 で 使用 する こと 
が で きま す 。 中 規模 以上 の 事業 者 に は リリ ー ス 時 に ライ セン ス 料 が か か り ま す 。 詳し く は 、Cubism SDK 
の ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


・ Live2D Cubism SDK 08 
http://Www.live2d.com/products/cubism_sdk a 


* 宴 で Live2D を 利用 する に は 、Cubrism SDK を イン スト ー ル する 必要 が あり ます 。 


Ca 
し 
ポーン 


「Before」 フチ オル ダ の プロ ジェ クト ファ イル に 
つい て 

Cubism SDK を 利用 し た プロ ジェ クト ファ イル は 
Live 2D 社 の 規約 に より 配布 で きま せん の で 、 
LESSON 02 で 作成 し た プロ ジェ クト を その まま 利用 
し て くだ さい 。 こ の LESSON か ら 始 め る 場合 は 、 
LESSON02 の 手順 を 必ず 行っ て か ら 、Utage_ 
Practice.unitypackage を イン ポー ト し て くだ さい 。 


ド す . ) 


LESSON 02 の 手順 を 必ず 行っ て 、 サ ンプ ル の Utage_Practice.unitypackadge を イン ポー ト し ます 。 宴 の 
公式 サイ ト か ら Live2D 用 の サン プル プロ ジェ クト Live2dForUtageSample.unitypackadge」] を ダウ ン ロ 
ー ド し で て イジ ホー ト b し ます t 図 1 は 。 


宴 の Livez ロ サン プル を DLL し まま 


す 』 https:/fdi.dropboxusercontent.com/ uf 16976971/Utage/ sample/LivezdforUtagesampie.unitypacka F 


| | 
| サン プル プロ ジェ クト の DL と イン ボー ト | 
| 

| 


DL し た パッケージ を ダブ ルク リッ ク ( よ た は unity の プロ ジェ クト ウィ ンド ウ に ドラ ッ グ & ドロ ッ プ ) する と 


0 LiveadrorUtagesample.unitypackage 2015/06/19 18:57 Unity packsge file 


h 図 1 : 公式 サイ ト Live2D サ ンプ ブル 
町 http://madnesslabo.netutage/?page_id=1179 


ダウ ン ロ ー ド し た パッ ケー ジフ ァイル を ダブ ルク リッ ク す る と ( 図 2①)、 現 在 Unity で 開い て いる Unity 
の プロ ジェ クト に イン ボー ト さ れ ま すぐ ⑧。 


cHAPTER 12 宴 と Unity で ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 


EM Live2dForUtaeSarmple.unityDacKaqe 


⑪ ダブ ルク リッ ク 


念 図 2 : パッ ケー ジフ ァイル を Unity の プロ ジェ 


クリ ッ ク 
クト に イン ポー ト © 


Unity の 現在 の シー ン と し て 読み 込 [eeex 本 | 
む CA ede em ・ ueoerortezo・ sampetivep・ 


nudic 


イン ポー ト が 成功 すれ ば 、 「UtageForLive2D」 Ao の ダブル クリック 
と いう フォ ル ダ が 作ら れ ま す ( 図 3①)。 その 中 議 軒 上 時 Yortuvee 

の 「SampleLive2D」 フォ ル ダ (| MyUtage」 フ 
ォ ル ダ と 同様 に 宴 内 の プロ ジェ クト に 相当 ) 内 
に SampleLive2D と いう 名 前 の シー ン フ ァイル 
( 宴 内 プロ ジェ クト ) が あり ます 。 こ れ を ダブ 


必 1 | 
Unit Ch HL 記 


ルク リッ ク し て ①②、Unity の 現在 の シー ン と し | 諸 語 5w mvezo 

て 読み 込み まし ょ う 。 信 図 3 : [SampleLive2D] を ダブ ルク リッ ク 

シー ン を 保存 する Scene(<) Have Been Modifed 

開い て いた MyUtage.unity に 変更 が あれ ば 、 保 存する SS 
AssetsiMyUtage MyUtege, uity 

か どう か を 確認 する ダイ アロ グ が 表示 され ます 。 問 1 5 2 


題 は けれ ば [Save] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ( 図 4)。 | peetswe | | cm | 


念 図 4 : [Scene (S) Have Been Modified] ダイ アロ グ 
の 確認 


動作 を 確認 する 

[SampleLive2Dunity] と いう シー ン フ ァイル が 読み 込ま れ て いる こと を 確認 で きた ら ( 図 5①)、 [実行 ] 
ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい ②⑫。Live2D 用 サン プル ゲー ム を 実行 で きま す ( 図 6)。 一 通り の 機能 紹介 
も 兼ね た デモ で す の で 、 ど の よう な こと が で きる の か 、 お お よそ 把握 で きま す 。 
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信 図 6 : Live2D 用 サン ブル 


03-2 MO ur A eh Ye 


サン プル モデ ル の 再 配 布 に つい て 

サン プル モデ ル の 再 配 布 は 禁止 され 
て いま す 。 最 終 的 に バッ ケー ジ 化 する 
時 は この デモ の 素材 を 自身 の ゲー ム に 


含め な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 

また 、SampleLive2D 以 下 の ア セッ ト 
は 容量 を 圧迫 する の で 、 そ の 点 か ら も 
リリ ー ス 時 に は 削除 し た ほう が 良い で 
し ょ う 。 


Live2D の サン プル に は 、 宴 の Live2D の 機能 紹介 を 兼ね た デモ が 組み 込ま れ て いま す 。 ぜ ひ 、 実 際 に 実 
行 し て 、 ど の よう な 機能 が ある の か 、 把 握 し て お いて くだ さい 、。 非常 に 多く の 機能 が 紹介 され て いま す 。 
愛 で で きる こと を 把握 し て お け ば 、 読 者 自身 が 作る ノベル ゲー ム の 演出 方 針 を 決め る 時 に 役立つ こと で 
いま よう 。 


* Live2D 用 の サン プル を ダウ ン ロ ー ド し て 、 多 彩 な 機能 を 把握 し まし ょ う 。 


R [Before」 フォ オル ダ の プロ ジェ クト ファ イル に つい て 


Script 

『 Settings 「 に ーー 
seund iype em-ーー Cubism SDK を 利用 し た プロ ジェ クト ファ イル は Live 2D 
ーー 社 の 規約 に より 配布 で きま せん の で 、LESSON 03 で 作成 
Breath FadeinTii02 。 。 し た プロ ジェ クト を その まま 利用 し て くだ さい 。 こ の 

| out102 | a ー rt 

ao OT ーーー LESSON か ら 始 め る 場合 は 、LESSON 02 の 手順 を 必ず 行 
Text Lip SyncSpe4 。 | っ て か ら 、Utage_Practice.unitypackage を イン ポー ト 
Veice Lip Syne ec 
Yeice ip sync ses | し て くだ さい 。 

Veoice Lip Syne Sng [ 

| Roetpir 

| Ardrd Compoenent | iva う DEFarlitaga] コン ポー ズン ト 


AMPLI a LESSON 04 参 上 before 萌 Utage_Practice.unitypackage 


【 交 廊 及 プロ ジェ クト を 準備 する 


前 の LESSON で SampleLive2Dunity は すでに 設定 済み な で す が 、 実 際 に 目 分 で 作っ た 辻内 プロ ジェ クト ( こ 
こ で は MyUtage.unity シ ー ン ) で 使う 場合 に は 、 ち ょ っ と し た 準備 が 必要 に な り ま す 。 


3 Unity Personal (64bit] - MyUtage.unity - Utage Practic 
Flle Edit Assets Gameobjec4 ComPonent Tools 


LESSON02 の 手順 を 必ず 行っ て 、 サ ンプ ル の Utage_ 
Practice.unityDpackade を イン ポー ト し ます 。MyUtage. 
unity を ダブ ルク リッ ク し て 現在 の シー ン と し て 読み 込み ュー 一 
( 図 1①)、 [Hierarchy] ビ ピュー で 「AdvEngine」 を 選択 状態 に | ASW RY ーー 


し ま す (② o ト Canvas AdyUI 
Canvas-Systerm UI 


Center 


= Hierarchy 
Cr』 


na ロ ュ に a た を 
| 


今 図 1 : AdvEngine 


[Inspector] ビュ ー で AdvEngine の 詳細 を 確認 し ます ( 他 の オブ ジェ クト を 選択 する と その オブ ジェ クト 
の 詳細 に 変わ る の で 注意 )。 す で に AdvEngine に は 多く の コン ポー ネン ト が 付 号 され て いま す (見 づら 
けれ ば 各 コ ン ボ ポー ネン ト の [マヤ ] ボタ ン を クリ ッ ク す る こと で 、 た た ん だ り 展 開 し た り で きる 。 修正 し な 
い コ ン ポ ー ネ ン ト は 閉じ て お く と 効率 的 に 作業 で きる )。 

[Add Component] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ( 図 2①)。 追加 する コン ポー ネン ト 名 を 指定 し ます 。 検 索 
欄 に 「Live」 と 入力 する と 候補 を 絞れ ます ⑫。[Live2DForUtage] コン ポー ネン ト を 選択 する と ③、 コ ン 
ポー ネン ト が 追加 ご れ ま す (④。 
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今 図 2 : [Live2DForUtage] コン ボー ネン ト を 追加 


[Projectl ビ ピュー、 [Hierarchy] ビ ュー、 [Inspector] ビ ュー に つい て 


[Project] ビュ ー は シー ン に 配置 する た め の 材 料 置 き 場 、[Hierarchy] ビュ ー に は 実際 に その シー ン に 
配置 され 実体 化し て いる オブ ジェ クト 群 が 並 ん で いま す 。 宴 を 使う 上 で は 、 こ れ ら は 意識 し て いな く て 
も ノベル ゲー ム を 作れ ます が 、 前 も っ て 理解 し て いれ ば 作業 内 容 を より 把握 し や すく な り ま す 。 

[Inspector] ビュ ー は [Hierarchy] ビュ ー や [Project] ビュ ー で 選択 され た オブ ジェ クト を 詳細 設定 す 
る パネ ル に な り ま す 。Unity の オブ ジェ クト は 「 コン ポー ネン ト 」 と 呼ば れる 機能 を いく つも 付与 する こ 
と で 、 オ ブ ジ ェクト の 機能 を 拡張 し 、 振 る 舞い を 変え る こと が で きる よう に な り ま す 。 


* [Live2DForUtage] コン ボー ネン ト で 、 目 パチ や サウ ンド な ど 、 細 か い 設 定 が で きま す 。 


EE 請 請 計 「 Before」 フォ ル ダ の プロ ジェ クト ファ イル 
| に つい て 

Cubism SDK を 利用 し た プロ ジェ クト ファ イル は 
Live 2D 社 の 規約 に より 配布 で きま せん の で 、 
LESSON 04 で 作成 し た プロ ジェ クト を その まま 
利用 し て くだ さい 。 こ の LESSON か ら 始 め る 場合 
は 、LESSON 02 の 手順 を 必ず 行っ て か ら 、Utage_ 
Practice.unitypackage を イン ポー ト し て くだ さ 
い 。 


Lo-8s 中 し Q-Load 」 (Cong 」 


| LESSON 05 葉 before 萌 言 Utage_Practice.unitypackage、 | nekoko 


グ | 人 a 、 a wm mw 1 = [EE ーー= = | ョ ニー の "1 
05- 1 LiVe ど L D 用 モデ ル ル 々 を を 準備 す する | 実習 1 ] 


宴 ご は ジョ ー カ ー ス クリ プ ト と 同様 、Live2D Modeler が 書き 出し た .moc フ ァイル と Animator の モー シ 
ョ ン フ ァイル (.mtn) を Live2D Viewer か ら 書 さき 出し た モデ ル 設 定 フ ァイル (json ) と それ に 紐 付 いた フ 
ァイル 群 が 必 要 に な り ま す 。 詳し く は 、CHAPTER 10 の LESSON 03 | ジョ ー カ ー ス クリ プ ト 用 Live2D モ 
デル を 用 意 す る 」 の 項 を 参照 くだ さい (Live2D to Unity の 変換 は 不要 )。 


| 人 ' 中 Projcct ES 
| ee ge carr yge 

7 GL All Models Uive7D 
LESSON 02 の 手順 を 必ず 行っ て 、 サ ンプ ブル の Sd Me 
Utage_Practice.unityDpackag9e を イン ボート A 
し ます 。 [Project] ビュ ー の 「Assets」 っ a 
「MyUtage」 っ =「Resources」 っ 「( プ ロジ ェ ク DP 
ト 名 )」 を 選択 し て ( 図 1①)、「Live2D] フ ォ ル 本 識 SD 
ダ 内 に サン プル の Live2D キ ャ ラク ター の フ iri | 
ォ ル ダ (| nekoko] フォ ル ダ ) を ドラ ッ グ & ド 
ロッ プ し て 入れ ます ②③。 二 ME hou Ma | レン | | JJ neknko 
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MyUtage.xls フ ァイル を 開く 


宴 内 の プロ ジェ クト に は それ ぞ れ 宴 内 の プロ ジェ 
クト 名 と 同名 の Excel フ ァイル (.xls ) が あり ます 。 
[Project] ビュ ー で 「Assets」 っ > 「MyUtage」 内 で 
MyUtage を 右 ク リッ ク し て ( 図 2①)、 [Show in 
Explorer] を 選択 し ②、 フ ォ ル ダ を 開き 、MyUtage. 
xls ファ イル を Microsoft Excel や OpenOffice な ど 


で 開い て くだ さい 。 


MyUtage.xls フ ァイル を 修正 する 


Open Scene Additive 
Import New Asset..,, 
Import Package 

Find References In Scene 


Select Dependencies 
Refresh 


Reirngpart 
Reirmpart Al 
Ruri APT Uilaler-… 


Open C# Projedl 


ミ D 石 ク リッ ク | 


今 図 2 : Show in Explore 


[start] シート の すでに 入力 され て いる 「Template Scenario…」 の 欄 を 自身 の ゲー ム で 使用 する テキ スト 
に 入力 し 直し て くだ さい ( 図 3)。 な お 、.xls フ ァイル を 保存 し な いと Unity 側 の ゲー ム に 反映 され な い の で 


注意 し て くだ さい 。 


es een eee eat nl 


信 図 3 : 台詞 を 入力 し 直す 


cHAPTER 12 宴 と Unity で ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 


動作 を 確認 する 

3 Unity の 現在 の シー ン が MyUtage.unity に な っ て いる こと を 確認 し て 、 [実行 ] ボタ ン を クリ ッ ク し て く 
だ さい 。 台詞 が 入力 し 直し た も の に 変わ っ て いる は ず で す ( 図 4①②)。 こ の よう に 、 宴 で は 宴 内 の プロ 
ジェ クト に ある xls ファ イル を 書き 換え る こと に よっ て ノベル ゲー ム を 制作 で きま す 。 


宴 の ゲー ム を 開始 し ます 。 


今 図 4 : 書き 換 わ っ た 台詞 


0 ぉ 庄 参 IS ファ アイル に つい て 


愛 で は .xls フ ァイル 自体 の 文字 色 や 太字 な どの 装飾 は 無視 され ます 。 
ラベ ル や 選択 肢 の 色 を 変え た り 管理 上 、 自 分 で わか りや すい 法則 で 装飾 し て も よい で し ょ よう 。 


まとめ s 室内 の プロ ジェ クト に は それ ぞ れ 宴 内 の プロ ジェ クト 名 と 同名 の Excel フ ァイル (.xls) が あり ます 。 
s Excel フ ァイル を 訂正 し て 、 シ ナリ オ を 作り ます 。 


s 
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『「Before」 フォ オル ダ の プロ ジェ クト ファ イル に つい て 


Cubism SDK を 利用 し た プロ ジェ クト ファ イル は Live 2D 
社 の 規約 に より 配布 で を ませ ん の で 、LESSON 05 で 作成 
し た プロ ジェ クト を その まま 利用 し て くだ さい 。 こ の 
LESSON か ら 始 め る 場合 は 、LESSON 02 の 手順 を 必ず 行 
っ て か ら 、Utage_Practice.unitypackage を イン ボー ト 
し て くだ さい 。 


練習 用 に 適当 な 育 景 用 の 画像 を 用 意 し て くだ さい 。 辻 の 公式 サイ ト に 用 意 し て ある 背景 用 素材 を 使っ て 
も か まい ませ ん ( 図 1)。 


| 


育 景 ・ イ ベン ト CG を 表示 する 


eo CE 54: oo uve 


次 に 背 辻 や イベ ント CG を 表示 し ます 。 
背 耕 と イベ ント CG は 共に 画面 全体 に 表示 され る ウ スチ ャ の こと で す が 、 背 暴 は キャ ラグ ダー の 立ち ち 絵 と 同時 
に 本 示 去れ 。、 イ ベン ト CG を 表示 中 は キャ ラク ター は 表示 され な い 点 で 異な り ま す 。 


テ デ テク スチ ャ ファ イル の イン ボー ト 


ます 、Umity エ ディ 内 に 普 晃 と イベ ント CG の テクス チャ ファ イル を イン ポー ト し ます 。 

テス ト 用 の 一 材 を 用 呈し まし た の で 、 使 っ て みて くだ さい い 。 

臣 早 テク ジス チ ャ は 、Rescouces/ プ ロジ ェクト 名 /Texture/Bqg 以 下 に 

イベ ント CG は 、Rescouces/ プ ロジ ェクト 名 /Texture/Event 以 下 に 、 そ れ ぞ れ 置 きま す 。 

信 図 1 : 「 宴 公式 ]」 サ イト の 「 チ ュー トリ アル 」 一 「 育 景 ・ イ ベン ト CG を 表示 する 」 に 移動 
[ET http://madnesslabo.neutage/2page_id=636 


cHAPTER 12 宴 と Unity で ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 


育 景 用 画像 と イベ ント CG 画 像 を 配置 する 

LESSON 02 の 手順 を 必ず 行っ て 、 サ ンプ ル の Utage_Practice.Dackage を イン ポー ト し ます 。 背 景 用 画 
像 は [Project] ビュ ー の 「Resources」 っ 「( プ ロジ ェクト 名 )」…「Texture」 一 「BG] フォ ル ダ 以 下 に ( 図 2① 
3③)、 イ ベン ト CG は 「Resources」] |「( プ ロジ ェクト 名 )」 っ |「Texture] っ 「Event] フォ ル ダ 以 下 に それ ぞ れ 
配置 し ます ②⑫②(④。 
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信 図 2 : 画像 を ドラ ッ グ S&S ド ロッ プ し て 配置 
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(o 参 税 シ ー ト を 設定 する 


「Texture」 シ ー ト を 設定 する 

用 意 し た 背景 画像 と イベ ント CG の 登録 作業 を し ます 。「 Texture」 シー ト を 選択 し て ( 図 3①)、 入 力 し て 
いき ます 。 

Label 列 に は ②、 今後 シナ リオ 側 か ら 指 定 する 時 の 名 前 を 設定 し ます 。 管理 し や すい 好き な 名 前 を 付け て 
くだ さい 。 

Type 列 に は ③、 景 画像 な ら 「 Bg」、 イ ベン 
ト CG な ら 「Event」 と 入力 し て お きま す 。 
Scale 列 に は ④、 元 の 大 き さ ざさ より 表示 サイ 
ズ を 変え た い 場 合 は 入力 し て お いて くだ 
さい 。 0.5 だ と 半分 に な り ま す 。 

File Name 列 に は ⑤、 ファ イル 名 を 拡張 子 
込み で 指定 し ます 。 

入力 し 終わ っ た ら .xls フ ァイル を 保存 し て 
お さま し よう 。 今 図 3 : Texture シ ー ト を 設定 


「Character」 シ ー ト を 設定 する 

Live2D モ デル を 使う 場合 、 「Characterl シ ー ト を 選択 し て ( 図 4①)、 登 録 し て いき ます 。 

CharacterName 列 は ②、 シ ナリ オ 側 か ら 指 定 する 時 の 名 前 で す 。 管理 し や すい 好き な 名 前 を 付け て くだ 

ざい 。 

Scale 列 は ③、 表 示 サ イズ で す 。 モ デル に よっ て 最適 な 大 き さ に 変え て くだ さい 。 

File Name 列 に は ④、Live2D の (キャ ラク ター 設定 ファ イル ) .modeljson 名 を 指定 し ます 。[Project] ビ 
ュー の 「Assets] 一 「MyUtage」ー「Resources」ー IMyUtage」ー「Live2D]ー「nekoko]」 の ファ イル に ア 

クセ ス す る の で 、nekoko/nekokomodeljson の よう に キャ ラク ター ご と の フォ ル ダ 名 も 必要 な こと に 

注意 し て くだ さい 。 

File Type 列 に は ⑤、 [Live2D] と 記入 し て くだ さい 。 


i | 
ーー rsla kg/nctako modeliEan kan/ncknkn modcl.} LagD | 


ーー に ーー 回 早計 


全 図 4 : [Character」 シ ー PP 


「Layer」 シ ー ト を 設定 する 

「Layer」 シー ト を 選択 し て ( 図 5①)、 宴 内 で 管理 し て いる 表示 レイ ヤー の 設定 を し ます (Unity 自 体 が 管理 
し て いる レイ ヤー と は 何 の 関係 も な い )。 

レイ ヤー は キャ ラク ター の 表示 位置 を シナ リオ 側 か ら 指 定 する 時 に 便利 で す 。1 つ の レイ ヤー に は 1 キャ 


ラク ター し か 表示 で き な い の で 、 複 数 の キ 
ャ ラク ター を 同時 に 表示 させ た い 時 は 、 複 
数 の レイ ヤー 設定 が 必要 に な り ま す 。 
LayerName 列 に は ②、 シ ナリ オ 側 か ら 指 定 
する 時 に 使い た い 名 前 を 入力 し ます 。 
Type 列 に は ③、 キ ャ ラク ター な ら 
Character (背景 な ら Bg) を 選び ます 。 

X、Y 列 は ④⑤、 表 示 座 標 を 入力 し ます 。 
Order 列 に は ⑯、 表 示 順 で 、 数 字 が 大 きい ほ 
ど 手 前 に 表示 され ます 。 


「Param」 シ ー ト を 設定 する 


cHAPTER 12 宴 と Unity で ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 


エーーー ramc T nl Order - 
Ea キャ ラ 中 由 ーー 

3 1 キャラ 左 [oharacter = 
EE 4 = 250 


0 
ー cg 入力 
jl、Character / Toxture / sounb ) layer Pass 
全 図 5 : 「Layer」 シ ー ト を 設定 


| Param」 シ ー ト を 選択 し て ( 図 6①)、 変 数 を 設定 し ます 。 


Label 列 に は ②⑫、 変 数 名 を 入力 し ます 。 


Type 列 に は ③、 変 数 の 型 名 を 入力 し ます 。 Int (整数 )、Float (小数 )、Bool( フ ラグ )、String (文字 列 ) を 扱 


えま す 。 

Value 列 に は ④、 初 期 値 を 設定 し ます 。 
File Type 列 に は ⑤、 空 欄 だ と Default タ 
イプ に な り ま す 。 セー プロ ー ド の デー 
タ に それ ぞ れ 変数 の 状態 が 記憶 され ま 
硝 。 

File Type 列 で 、System を 指定 する と 、 ゲ 
ー ム 全体 で 管理 する 変数 に な り ま す 。 
これ は クリ ア 回 数 や 達成 度 、 ギ ャ ラリ ー 
モー ド の 解放 状態 な ど ゲ ー ム 全体 で 管 
理 する 変数 に 使い ます 。 


「Start」 シ ー ト を 設定 する 


ITyee | pe 1 ココ 上 
_ 3 [nekoaka. knulanda [Int 
_3 li rt 

‘Suing = 


a Sn ks OO クリ ッ ク 
念 図 6 : 「Param」 シー ト を 設定 


[Start」 シー ト を 選択 し て ( 図 7①)、 Voice」 列 ②$ に 、 ボ イス の ファ イル 名 を 記入 し ます ③⑬。 


ボイス 用 の 音声 


ファ イル は [Project] ビュ ー の 「Assets] っ 「MyUtage」ー「Resources] っ [MyUtage」 っ 


[Sound」~「voice」 フォ オル ダ に ドラ ッ グ & ド ロッ プ し て ( 図 8)、 入 れ て お きま す 。 


念 図 7 : 「Start」 シー ト の 「Voice」 列 を 設定 


信 図 8 : [voice」 フォ ル ダ に ボイス 用 ファ イル を 配置 する 


Qt 頭 還 R りつ 7 みろ へ (r 強 回 還 洒 眉 


実行 し て 確認 する 


[実行 ] を クリ ッ ク し て ( 図 9①)、 動 作 を 確認 し ます ②⑫。 


06-3 シナリオ に つい て 


変数 を 駆使 し て 選択 肢 で 分 岐 す る サン プル を 示し ます ( 図 10)。 ノ ベル ゲー ム と し て 最低 限度 の 機能 


は 満た し て いま す の で 、 後 は 自身 で ボリ ュー ム を 膨らませ て 作品 を 作っ て くだ さい 
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基 通 ルート だ さよ 。 どの 本 所 肢 を 選 呈 で も ここ を 通る ) 。 


今 の 好 且 度 ほ く param=rmtohp. ioukarip> 在 よさ 。 
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cHApTER12 宴 と Unity で ノベル & ア ド ベ ンチ ャ ー ゲ ー ム を 作る 


Command 列 に つい て 
Command 列 は 命令 文 な ど を 記述 し ます 。| EndScenario」 に 到達 する と 終了 で 、 間 に 行 を 必要 な だ け 
足し て 使用 し て くだ さい 、。 


Command 列 の Bg コ マン ド 
Command 列 の Bg コ マン ド は 背景 画像 を 表示 し ます 。Arg1 に は 「Texture] シー ト で 設定 し た Label 名 
(庭園 、 夜 の 墓地 ) を 使っ て 指定 し て いま す 。 


キャ ラク ター の 表示 

キャ ラク ター の 表示 は Command 列 に 何 も 書く 必要 は あり ませ ん 。Arg1 列 で 「character」 シー ト で 設 
定 し た Label 名 (ね ここ ) で 指定 し て いま す 。 

Arg2 列 は 特定 の モー ショ ン を 再生 させ た い 時 に 指定 し て いま す 。 

Arg3 列 で は 「Layer」 シー ト で 設定 し た Label 名 (キャ ラ 中 央 、 キ ャ ラ 左 ) で 表示 レイ ヤー を 指定 し て い 
ます 。 


Text 列 
Text 列 に は ノベル ゲー ム で 表示 させ た い 人 台詞 や 文章 を 入力 し ます 。 


Command 列 の Selection 

Command 列 の Selection で 、 選 択 肢 を 作成 し ます 。Arg1 列 で ジャ ンプ 先 の ラベ ル 名 を 指定 し ます 。 
Arg2 列 に は フラ グ 変 数 や 条件 式 を 指定 する と 偽 の 時 に 選択 肢 を 表示 させ な いよ うに する こと が で きま 
す 。Text 列 に は その 選択 肢 に 表示 する 文章 を 指定 し ます 。 

Command 列 の | *」 が 頭 に あめ ある も の は ジャ ンプ 先 用 の ラベ ル 名 で す 。 Jump 命 令 や 選択 肢 パ ジャ ンプ 
先 と し て 指定 で きま す 。 


Command 列 の Param コ マン ド 
Command 列 の Param コ マン ド は 変数 の 操作 で す 。 例 で は 女の子 の 質問 へ の 返答 選択 肢 の ジャ ンプ 
先 | * 好 き の 結 果 」| * 嫌 い の 結果 ] で それ ぞ れ 好感 度 用 の 変数 を 表 1 の よう に し て いま す 。 


マ 表 1 : Param コ マン ド 


トイ ポ 


nekoko_koukando+=50 50 を 加算 
nekoko_koukando-=50 50 を 減算 


Comand 列 の Jump コ マン ド 

Command 列 の Jump コ マン ド は Arg1 列 の ラベ ル 名 (先頭 が 「*」 の 名 前 ) に 制御 を ジャ ンプ させ ます 。 
Arg2 列 に フラ グ 変 数 や 条件 式 を 指定 し て 条件 付き ジャ ンプ に する こと が で きま す 。 

例 で は 、 好 感度 用 の 変数 (nekoko_koukando) の 値 に よっ て 80 よ り も 上 な ら 「* ま トゥ ウ ルー エン ド 」、20 
未満 な ら |* バ ッ ド エン ド 」 ラ ベル に ジャ ンプ させ て いま す 。 ど ちら に も 該当 し な けれ ば 、「* ノー マル エ 


育 
時 
用 
画 
人 
と 
イ 
へ 
ン 
ム 
a 
を 
用 
避 
す 
る 


ンド ] に 無 条 件 で ジャ ンプ させ て いま す 。 


Comand 列 の BgEvent コ マン ド 

Command 列 の BgEvent コ マン ド は 、 イ ベン ト CG を 表示 、Arg2 列 で は 「texture」 シー ト で 設定 し た 
Label 名 (集合 ) で 画像 指定 し て いま す 。BgEventOff コ マン ド で 非 表 示 で す 。Command 列 の 
EndScenario に 到達 すれ ば 終了 し ます 。 


Voice 列 
[Voice」 列 に 、 ボ イス の ファ イル 名 を 記入 し ます 。 


他 に も 受 に は 紹介 し きれ て いな い ほ ど 多 く の コ マン ド が あり ます が 、 お お むね 同じ よう な 使い 方 で 、 い 
ずれ も 簡単 で す 。 非 常に 更新 速度 が 早い で す 。 本 書 の 刊行 時 点 で 、 大 きく 内 容 が 変わ っ つて いる 可能 性 が 
高い の で 、 必 ず 公 式 サ イト で 最新 版 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 


* Excel フ ァイル の 各 シ ー ト で 、 台 詞 や 画像 、 音 声 、 シ ナリ オ を 制御 で きま す 。 
* 各 列 で 必要 な 設定 を 入力 し ます 。 


し て くだ さい 。 


: 「Before] フォ ル ダ の プロ ジェ クト ファ イル に つい て 


Cubism SDK を 利用 し た プロ ジェ クト ファ イル は Live 2D 
社 の 規約 に より 配布 で きま せん の で 、LESSON 06 で 作成 
し た プロ ジェ クト を その まま 利用 し て くだ さい 。 こ の 
LESSON か ら 始 め る 場合 は 、LESSON 02 の 手順 を 必ず 行 
っ て か ら 、Utage_Practice.unitypackage を イン ボー ト 


不要 な サン プル に つい て 


「SampleLive2D] フォ ル ダ 以 下 の 不要 な サン プル は 忘れ ず 削 除 し て お いて くだ さい 。 サ イズ を 圧迫 し ます し 、 ラ イ 


セン ス 的 に も サン プル モデ ル の 再 配 布 は 禁止 され て いま す 。 


LESSON 02 の 手順 を 必ず 行っ て 、 サ ンプ ル の Utage_Practice.unitypackag9ge を イン ポー ト し ます 。 
Unity の メニ ュー か ら [File] ( 図 1①) 一 [Build Settings] を 選択 し ます ②。 現 在 の Unity の シー ン が 一 覧 に 


な けれ ば 、 [Add Open Scene] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ③。 

現在 の Unity の シー ン フ ァイル が 追加 され チ ェ ッ ク が 入っ て いる こと 
を 確認 し て くだ さい ④。 出力 し た い プ ラッ ト フォ ー ム 選択 し ⑤、 
[Build] ボタ ン を クリ ッ ク し ます ⑯。 い ずれ も Unity の アプ リ と し て 
ビル ド さ れ ま す 。 各 プラ ッ ト フ ォ ー ム 向け の リリ ー ス 方 法 は イン タ 
ーネット 上 に 多く の 情報 が あり ます の で 、 そ れ ら を 参考 に し て くだ さ 
し )。 
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EEG RL EE NID, 


Live2?Z ロ モデ ル 存 寿 示 し で いま ます, 


念 図 2 : 実行 し て 確認 


y み 人 駐 宴 の Live2D 機 能 に つい て 


受 の Live2D 機 能 は 非常 に 速い パース で 更新 され て お り 、 さ ま ざ ま な 細か い 設 定 が で きる よう に な っ て 
いま す 。 必 ず 最 新版 情報 を チェ ッ ク す る よう に し て くだ さい 。 ま た 、 機 能面 で 不定 を 感じ れ ば 、 要 望 を 出 
し て みて も よい で し ょ っ 。 


・ Live2D 拡 張 の リフ ァ レ ンス 
http://madnesslabo.netVutage/?page_id=2100 


・ Unity の [Build Settings] ダイ アロ グ で 書き 出し の 設定 を 行い ます 。 
* 宴 の Live2D 機 能 は 非常 に 速い ペー ス で 更新 され て いま す 。 
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